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はじめに

ここでは、Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSユニキャストルーティング構成ガイドの対象読
者、構成、および表記法について説明します。また、関連マニュアルの入手方法についても説

明します。

この章は、次の項で構成されています。

•対象読者（iiiページ）
•表記法（iiiページ）
• Nexus 3548スイッチ NX-OSソフトウェアの関連資料（ivページ）
•マニュアルに関するフィードバック（viページ）
•通信、サービス、およびその他の情報（viページ）

対象読者
このマニュアルを使用するには、IPおよびルーティングのテクノロジーに関する詳しい知識が
必要です。

表記法
コマンドの説明では、次の表記法を使用しています。

説明表記法

コマンドおよびキーワードは太字で示しています。太字

ユーザーが値を指定する引数は、イタリック体で示しています。イタリック体

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦棒で区
切って示しています。

[ x | y | z ]
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説明表記法

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しません。引用
符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

出力例では、次の表記法を使用しています。

スイッチに表示される端末セッションおよび情報は、screenフォン
トで示しています。

screenフォント

ユーザが入力しなければならない情報は、太字のスクリーンフォ

ントで示しています。

太字の screenフォント

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体の screenフォントで
示しています。

イタリック体の screen

フォント

パスワードのように出力されない文字は、山カッコ（< >）で囲ん
で示しています。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲

んで示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合に
は、コメント行であることを示します。

!、#

このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

「注釈」を意味します。役立つ情報やこのマニュアルに記載されていない参照資料を紹介して

います。

（注）

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意

「問題解決に役立つ情報」です。ヒント

Nexus 3548スイッチ NX-OSソフトウェアの関連資料
Cisco Nexus 3548スイッチソフトウェア全体のマニュアルセットは、次の URLにあります。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps11541/tsd_products_support_series_home.html

リリースノート
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リリースノートは、次の URLから入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps11541/prod_release_notes_list.html

インストレーションガイドおよびアップグレードガイド

インストレーションガイドおよびアップグレードガイドは、次の URLから入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps11541/prod_installation_guides_list.html

このカテゴリのマニュアルには、次が含まれます。

•『CiscoNexus 5000 Series, CiscoNexus 3000 Series, and CiscoNexus 2000 Series Safety Information
and Documentation』

•『Regulatory, Compliance, and Safety Information for the Cisco Nexus 5000 Series, Cisco Nexus
3000 Series, and Cisco Nexus 2000 Series』

•『Cisco Nexus 3000 Series Hardware Installation Guide』

ライセンス情報

NX-OSの機能ライセンスについては、Cisco NX-OS Licensing Guideを参照してください。次の
URLから入手できます：
http://www.cisco.com/en/US/docs/switches/datacenter/sw/nx-os/licensing/guide/b_Cisco_NX-OS_Licensing_Guide.html

コンフィギュレーションガイド

コンフィギュレーションガイドは、次の URLから入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps11541/products_installation_and_configuration_guides_list.html

このカテゴリのマニュアルには、次が含まれます。

•『Fundamentals Configuration Guide』

•『Interfaces Configuration Guide』

•『Layer 2 Switching Configuration Guide』

•『Multicast Configuration Guide』

•『Quality of Service Configuration Guide』

•『Security Configuration Guide』

•『System Management Configuration Guide』

•『Unicast Routing Configuration Guide』

•『Verified Scalability Guide for Cisco NX-OS』

コマンドリファレンス

コマンドリファレンスは、次の URLで入手できます。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/nexus-3000-series-switches/
products-command-reference-list.html

Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSユニキャストルーティング構成ガイド、リリース 10.3(x)
v

はじめに

はじめに

https://www.cisco.com/en/US/products/ps11541/prod_release_notes_list.html
https://www.cisco.com/en/US/products/ps11541/prod_installation_guides_list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/sw/nx-os/licensing/guide/b_Cisco_NX-OS_Licensing_Guide.html
https://www.cisco.com/en/US/products/ps11541/products_installation_and_configuration_guides_list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/nexus-3000-series-switches/products-command-reference-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/nexus-3000-series-switches/products-command-reference-list.html


エラーメッセージおよびシステムメッセージ

システムメッセージリファレンスガイドは、次の URLで入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps11541/products_system_message_guides_list.html

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点が

ございましたら、nexus3k-docfeedback@cisco.comまでご連絡ください。ご協力をよろしくお願
いいたします。

通信、サービス、およびその他の情報
•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップ
してください。

•重要な技術によりビジネスに必要な影響を与えるには、CiscoServicesにアクセスしてくだ
さい。

•サービスリクエストを送信するには、Cisco Supportにアクセスしてください。

•安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、
およびサービスを探して参照するには、Cisco Marketplaceにアクセスしてください。

•一般的なネットワーキング、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、CiscoPress
にアクセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finderにアクセス
してください。

Ciscoバグ検索ツール

CiscoBugSearchTool（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリスト
を管理する Ciscoバグ追跡システムへのゲートウェイとして機能する、Webベースのツールで
す。BSTは、製品とソフトウェアに関する詳細な障害情報を提供します。
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第 1 章

新機能および変更された機能に関する情報

•新機能および変更された機能に関する情報（1ページ）

新機能および変更された機能に関する情報
表 1 :新機能および変更された機能

参照先変更が行われたリ

リース

説明特長

N/A10.3(1)F最初の 10.3(1)リリース新機能の更新なし
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第 2 章

概要

この章では、Cisco NX-OSでのレイヤ 3ユニキャストルーティングプロトコルの基本概念を
紹介します。

この章は、次の項で構成されています。

•ライセンス要件（3ページ）
•レイヤ 3ユニキャストルーティングについて（3ページ）
•ルータ ID（7ページ）
•自律システム（7ページ）
•コンバージェンス（8ページ）
•ロードバランシングおよび等コストマルチパス（8ページ）
•ルートの再配布（9ページ）
•アドミニストレーティブディスタンス（9ページ）
•スタブルーティング（9ページ）
•ルーティングアルゴリズム（11ページ）
• CiscoNX-OSフォワーディングアーキテクチャ（13ページ）
•レイヤ 3ユニキャストルーティング機能のまとめ（16ページ）
•ファーストホップ冗長プロトコル（17ページ）
•オブジェクトトラッキング（18ページ）

ライセンス要件
Cisco NX-OSライセンス方式の推奨の詳細と、ライセンスの取得および適用の方法について
は、『Cisco NX-OS Licensing Guide』を参照してください。

レイヤ 3ユニキャストルーティングについて
レイヤ 3ユニキャストルーティングには 2つの基本的動作（最適なルーティングパスの決定
およびパケットの交換）があります。ルーティングアルゴリズムを使用すると、ルータから宛

先までの最適なパス（経路）を計算できます。この計算方法は、選択したアルゴリズム、ルー
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トメトリック、そしてロードバランシングや代替パスの探索などの考慮事項により異なりま

す。

ルーティングの基礎

ルーティングプロトコルは、メトリックを使用して、宛先までの最適なパスを調べます。メト

リックとは、パス帯域幅などの、ルーティングアルゴリズムが宛先までの最適なパスを決定す

るために使用する測定基準です。パスを決定しやすいように、ルーティングアルゴリズムは、

ルート情報（IP宛先アドレス、および次のルータまたはホップのアドレスなど）を含むルー
ティングテーブルを初期化して維持します。宛先とネクストホップの関連付けにより、ルー

タは、宛先までの途中にあるネクストホップとなる特定のルータにパケットを送信すると、最

適なパスで IP宛先まで届けられることを判定できます。ルータは、着信パケットを受信する
と、宛先アドレスをチェックし、このアドレスをネクストホップと関連付けようとします。

ルートテーブルの詳細については、「ユニキャスト RIB」の項を参照してください。

ルーティングテーブルには、パスの優先度に関するデータなど、その他の情報が含まれている

こともあります。ルータは、メトリックを比較して最適なルートを決定します。これらのメト

リックは、使用しているルーティングアルゴリズムの設計によって異なります。「ルーティン

グメトリック」の項を参照してください。

各ルータは互いに通信し、さまざまなメッセージを送信して、そのルーティングテーブルを維

持します。ルーティング更新メッセージはこれらのメッセージのいずれかであり、ルーティン

グテーブルのすべてまたは一部で構成されます。ルータは、他のすべてのルータからのルー

ティング更新情報を分析して、ネットワークトポロジの詳細な図を構築できます。ルータ間で

送信されるメッセージのもう1つの例であるリンクステートアドバタイズメントは、送信ルー
タのリンク状態を他のルータに通知します。リンク情報を使用して、ルータが、ネットワーク

宛先までの最適なルートを決定できるようにすることもできます。詳細については、「ルー

ティングアルゴリズム」の項を参照してください。

パケット交換

パケット交換では、ホストが、パケットを別のホストに送信する必要があることを決定しま

す。なんらかの方法でルータのアドレスを入手したら、送信元ホストはパケットを明確に、宛

先ホストの IP（ネットワーク層）アドレスを含むルータの物理（メディアアクセスコントロー
ル（MAC）レイヤ）アドレス宛に送信します。

ルータは宛先の IPアドレスを調べ、ルーティングテーブルでその IPアドレスを探します。
ルータがパケットの転送方法を認識していない場合は、通常はパケットをドロップします。パ

ケットの転送方法がわかった場合、ルータは、宛先のMACアドレスをネクストホップルー
タのMACアドレスに変更し、パケットを送信します。

ネクストホップが宛先のホストである場合や、同じ交換決定処理を行う別のルータである場合

があります。パケットがインターネットワークを介して移動するにつれ、パケットの物理アド

レスは変化しますが、プロトコルアドレスは一定のままです（次の図を参照）。
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図 1 :ネットワークを介したパケットヘッダーの更新

ルーティングメトリック

ルーティングアルゴリズムは、多くの異なるメトリックを使用して最適なルートを決定しま

す。高度なルーティングアルゴリズムは、複数のメトリックに基づいてルートを選択している

場合があります。

パス長

パスの長さは、最も一般的なルーティングメトリックです。一部のルーティングプロトコル

では、各ネットワークリンクに恣意的なコストの割り当てが可能です。この場合、パスの長さ

は、経由した各リンクに関連付けられたコストの合計となります。それ以外のルーティングプ

Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSユニキャストルーティング構成ガイド、リリース 10.3(x)
5

概要

ルーティングメトリック



ロトコルでは、パケットが送信元から宛先までに経由する必要のある、ルータなどのネット

ワーク間製品の通過回数を指定するメトリックであるホップ数が定義されます。

Reliability

ルーティングアルゴリズムとの関連における信頼性は、各ネットワークリンクの信頼性（ビッ

ト誤り率で示される）です。一部のネットワークリンクは、他のネットワークリンクよりダ

ウンする頻度が高い場合があります。ネットワークがダウンした後、特定のネットワークリン

クが他のリンクより容易に、または短時間に修復される場合もあります。信頼性のランクを割

り当てるときに考慮できる信頼性係数は、一般的にネットワークリンクに割り当てる任意の数

値です。

ルーティング遅延

ルーティング遅延は、送信元から宛先に、インターネットワークを通過してパケットを移動す

るために必要な時間の長さです。遅延は、中間のネットワークリンクの帯域幅、経由する各

ルータでのポートキュー、中間の全ネットワークリンクでのネットワークの輻輳状況、パケッ

トが移動する物理的な距離など、多くの要素に応じて異なります。ルーティング遅延はいくつ

かの重要な変数の組み合わせであるため、一般的で便利なメトリックです。

帯域幅

帯域幅は、リンクで使用可能なトラフィック容量です。たとえば、10ギガビットイーサネッ
トリンクは 1ギガビットイーサネットリンクより容量が大きく、優れています。帯域幅は、
リンクで達成可能な最大スループットですが、帯域幅のより大きいリンクを経由するルート

が、帯域幅のより小さいリンクを経由するルートより優れているとは限りません。たとえば、

帯域幅の大きいリンクの方が混雑していると、実際には、パケットを宛先に送信するためにさ

らに長い時間がかかる場合があります。

負荷

負荷は、ルータなどのネットワークリソースの使用状況の度合いです。負荷は、CPU使用状
況や処理される1秒あたりのパケット数など、さまざまな方法で計算できます。これらのパラ
メータを継続的にモニタすると、リソースに負担がかかる場合があります。

通信コスト

通信コストは、リンク上でルーティングするための稼働コストの測定単位です。通信コストは

重要なメトリックの1つで、特にパフォーマンスより稼働コストの削減が優先される場合に使
用されます。たとえば、専用回線での回線遅延が公衆回線より大きくても、使用時間に応じて

課金される公衆回線上でなく、自身の専用回線上でパケットを送信できます。

Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSユニキャストルーティング構成ガイド、リリース 10.3(x)
6

概要

Reliability



ルータ ID
各ルーティングプロセスには、ルータ IDが関連付けられています。ルータ IDは、システム
のあらゆるインターフェイスに設定できます。ルータ IDを構成しなかった場合、CiscoNX-OS
は次の基準に基づいてルータ識別子を選択します。

• CiscoNX-OSは、他のあらゆるインターフェイスよりも loopback0を優先します。loopback0
が存在しなかった場合、CiscoNX-OSは、他のあらゆるインターフェイスタイプよりも、
最初のループバックインターフェイスを優先します。

•ループバックインターフェイスを構成しなかった場合、CiscoNX-OSはルータ識別子とし
て構成ファイルの最初のインターフェイスを使用します。Cisco NX-OSがルータ識別子を
選択した後にいずれかのループバックインターフェイスを構成した場合は、ループバック

インターフェイスがルータ識別子となります。ループバックインターフェイスが loopback0
ではなく、後で loopback0を IPアドレスで設定した場合は、ルータ IDが loopback0の IP
アドレスに変更されます。

•ルータ IDの元であるインターフェイスが変更されると、新しい IPアドレスがルータ ID
となります。他のどのインターフェイスの IPアドレスが変更されても、ルータ IDはまっ
たく変更されません。

自律システム
自律システム（AS）とは、単一の技術的管理エンティティにより制御されるネットワークで
す。自律システムにより、グローバルな外部ネットワークが個々のルーティングドメインに分

割され、これらのドメインでは、ローカルのルーティングポリシーが適用されます。この構成

により、ルーティングドメインの管理と一貫したポリシー設定が簡素化されます。

各自律システムは、ルートの再配布により動的にルーティング情報を交換する、複数の内部

ルーティングプロトコルをサポートできます。地域インターネットレジストリにより、イン

ターネットに直接接続する各公共自律システムに一意の番号が割り当てられます。この自律シ

ステム番号で、ルーティング処理と自律システムの両方が識別されます。

Cisco NX-OSは 4バイト AS番号をサポートしています。次の表は、AS番号の範囲を示しま
す。

表 2 : AS番号

目的プレーンテキスト表記

での 4バイト番号
ASドット表記での4バ
イト番号

2バイト番号

公共 AS（RIRにより割り当て
られる）

1～ 645110.1～ 0.645111～ 64511

専用AS（ローカルの管理者に
より割り当てられる）

64512～ 655340.64512～ 0.6553464512～
65534
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目的プレーンテキスト表記

での 4バイト番号
ASドット表記での4バ
イト番号

2バイト番号

予約済み（Reserved）655350.6553565535

公共 AS（RIRにより割り当て
られる）

65536～ 42949672951.0～ 65535.65535なし

専用自律システム番号は内部ルーティングドメインに使用されますが、インターネット上に

ルーティングされたトラフィック向けに、ルータにより変換される必要があります。ルーティ

ングプロトコルを、専用自律システム番号が外部ネットワークにアドバタイズされるように設

定しないでください。デフォルトでは、Cisco NX-OSは専用自律システム番号をルーティング
更新情報から削除しません。

公共ネットワークおよび専用ネットワークの自律システム番号は、インターネット割り当て番

号局（IANA）により管理されています。予約済み番号の割り当てを含む自律システム番号の
詳細について、または、AS番号の登録を申請するには、次の URLを参照してください：
http://www.iana.org/

（注）

コンバージェンス
ルーティングアルゴリズム測定の鍵となる要素の 1つは、ルータがネットワークトポロジの
変化に対応するために要する時間です。リンク障害など、なんらかの理由でネットワークの一

部が変化すると、さまざまなルータのルーティング情報が一致しなくなる場合があります。変

化したトポロジに関する情報が更新されているルータと、古い情報が残っているルータがある

ためです。コンバージェンスとは、ネットワーク内のすべてのルータが更新され、ルーティン

グ情報が一致するまでにかかる時間の長さです。コンバージェンス時間は、ルーティングアル

ゴリズムによって異なります。コンバージェンスが速い場合は、不正確なルーティング情報に

よるパッケージ損失の可能性が小さくなります。

ロードバランシングおよび等コストマルチパス
ルーティングプロトコルでは、ロードバランシングまたは等コストマルチパス（ECMP）を
使用して、複数のパス上のトラフィックを共有できます。ルータは、特定のネットワークへの

ルートを複数検出すると、最もアドミニストレーティブディスタンスの低いルートをルーティ

ングテーブルにインストールします。ルータが、同じアドミニストレーティブディスタンス

と宛先までのコストを持つ複数のパスを受信し、インストールすると、ロードバランシングが

発生する場合があります。ロードバランシングでは、すべてのパス上にトラフィックが配布さ

れ、負荷が共有されます。使用されるパスの数は、ルーティングプロトコルによりルーティン

グテーブルに配置されるエントリの数に制限されます。Cisco NX-OSは、32までの宛先パス
をサポートします。
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Enhanced InteriorGatewayRouting Protocol（EIGRP）は、等コストでないロードバランシングも
サポートしています。EIGRPの設定方法の詳細については、EIGRPの設定を参照してくださ
い。

ルートの再配布
ネットワークに複数のルーティングプロトコルが設定されている場合は、各プロトコルにルー

トの再配布を設定して、ルーティング情報を共有するように設定できます。たとえば、OSPF
（OpenShortest Path First）を設定して、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）で検出した
ルートをアドバタイズできます。また、スタティックルートを、どのダイナミックルーティ

ングプロトコルにも再配布できます。別のプロトコルからのルートを再配布しているルータ

は、その再配布ルートに対する固定ルートメトリックを設定します。このプロセスにより、異

なるルーティングプロトコル間で互換性のないルートメトリックの問題が回避されます。た

とえば、EIGRPから OSPFに再配布されたルートには、OSPFが認識できる固定リンクコスト
メトリックが割り当てられます。

ルート再配布では、アドミニストレーティブディスタンス（「アドミニストレーティブディ

スタンス」セクションを参照）の使用によっても、2つの異なるルーティングプロトコルで検
出されたルートが区別されます。優先ルーティングプロトコルには、より低いアドミニスト

レーティブディスタンスが与えられており、そのルートが、より高いアドミニストレーティブ

ディスタンスが割り当てられた他のプロトコルからのルートに優先して選択されます。

アドミニストレーティブディスタンス
アドミニストレーティブディスタンスは、ルーティング情報源の信頼性を示す評価基準です。

値が高いほど、信頼性のランクは低くなります。一般的にルートは、複数のプロトコルを通じ

て検出されます。アドミニストレーティブディスタンスは、複数のプロトコルから学習した

ルートを区別するために使用されます。最もアドミニストレーティブディスタンスが低いルー

トが IPルーティングテーブルに組み込まれます。

スタブルーティング
スタブルーティングはハブアンドスポーク型ネットワークトポロジで使用できます。このト

ポロジでは、1つ以上の終端（スタブ）ネットワークが 1台のリモートルータ（スポーク）に
接続され、そのリモートルータは 1つ以上のディストリビューションルータ（ハブ）に接続
されています。リモートルータは、1つ以上のディストリビューションルータにのみ隣接して
います。リモートルータへ流れる IPトラフィックのルートは、ディストリビューションルー
タ経由のルートのみです。このタイプの設定は、ディストリビューションルータが直接WAN
に接続されているWANトポロジで使用されるのが一般的です。ディストリビューションルー
タは、さらに多くのリモートルータに接続できます。ディストリビューションルータが 100
台以上のリモートルータに接続されていることも、よくあります。ハブアンドスポーク型ト

ポロジでは、リモートルータがすべての非ローカルトラフィックをディストリビューション
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ルータに転送する必要があります。これにより、リモートルータが完全なルーティングテー

ブルを保持する必要はなくなります。通常、分散ルータは、デフォルトのルートのみをリモー

トルータに送信します。

指定されたルートのみが、リモート（スタブ）ルータから伝播されます。スタブルータは、サ

マリー、接続されているルート、再配布されたスタティックルート、外部ルート、および内部

ルートに対するクエリーすべてに、応答として「inaccessible」というメッセージを返します。
スタブとして設定されているルータは、自身のスタブルータとしてのステータスを報告するた

めに、特殊なピア情報パケットがすべての隣接ルータに送信されます。

スタブルータの状態を通知するパケットを受信した隣接ルータは、ルートについてはスタブ

ルータに照会しません。また、スタブピアを持つルータは、そのピアについては照会しませ

ん。スタブルータは、ディストリビューションルータを使用して適切なアップデートをすべ

てのピアに送信します。次の図は、単純なハブアンドスポーク型のコンフィギュレーション

を示しています。

図 2 :単純なハブアンドスポークネットワーク

スタブルーティングを使用する場合でも、リモートルータにルータをアドバタイズできます。

図1-2は、リモートルータが、分散ルータのみを使用して企業ネットワークとインターネット
にアクセスできることを示しています。この例では、企業ネットワークとインターネットへの

パスが常に分散ルータを経由するため、リモートルータ上の完全なルートテーブルの機能は

無意味です。より大規模なルートテーブルを使用しても、リモートルータに必要なメモリの

量が削減されるだけです。使用される帯域幅とメモリは、分散ルータでルートを要約し、フィ

ルタリングすると、削減できます。このネットワークトポロジでリモートルータは、他のネッ

トワークから検出されたルートを受信する必要はありません。これは、宛先がどこであって

も、リモートルータは、すべての非ローカルトラフィックを分散ルータに送信する必要があ

るためです。真のスタブネットワークを設定するには、リモートルータへのデフォルトルー

トのみを送信するよう、分散ルータを設定する必要があります。

OSPFはスタブエリアをサポートしており、EIGRPはスタブルータをサポートしています。
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EIGRPスタブルーティング機能は、スタブデバイスだけで使用します。スタブデバイスは、
コア中継トラフィックが通過しないネットワークコアまたはディストリビューションレイヤ

に接続されたデバイスとして定義されます。リモートルータへ流れる IPトラフィックのルー
トは、ディストリビューションルータ経由のルートのみです。スタブデバイスがディストリ

ビューションデバイス以外の EIGRPネイバーを持つことはできません。この制限を無視する
と、望ましくない動作が発生します。

（注）

ルーティングアルゴリズム
ルーティングアルゴリズムによって、ルータが到達可能性情報を収集して報告する方法、トポ

ロジの変化に対応する方法、宛先までの最適ルートを決定する方法が決まります。ルーティン

グアルゴリズムにはさまざまなタイプがあり、各アルゴリズムがネットワークやルータリソー

スに与える影響もさまざまです。ルーティングアルゴリズムは、最適なルートの計算に影響す

るさまざまなメトリックを使用します。ルーティングアルゴリズムは、スタティックまたはダ

イナミック、内部または外部など、タイプで分類できます。

スタティックルートおよびダイナミックルーティングプロトコル

スタティックルートは、手動で設定するルートテーブルエントリです。スタティックルート

は、手動で再設定しない限り、変更されません。スタティックルートは設計が簡単で、ネット

ワークトラフィックが比較的予想しやすい環境や、ネットワーク設計が比較的単純な環境での

使用に適しています。

スタティックルーティングシステムはネットワークの変化に対応できないため、絶えず変化

する今日の大規模ネットワークには使用すべきではありません。今日のほとんどのルーティン

グプロトコルは、ダイナミックルーティングアルゴリズムを使用しています。このアルゴリ

ズムでは、着信ルーティング更新メッセージを分析して、ネットワーク状況の変化に合わせて

調整します。メッセージがネットワークが変化したことを示している場合は、ルーティングソ

フトウェアはルートを再計算し、新しいルーティングアップデートメッセージを送信します。

これらのメッセージがネットワークを通過すると、ルータがそのアルゴリズムを再実行し、そ

れに従ってルーティングテーブルを変更します。

適切であれば、ダイナミックルーティングアルゴリズムをスタティックルートで補完するこ

とができます。たとえば、各サブネットワークに IPデフォルトゲートウェイまたは、ラスト
リゾートルータ（ルーティングできないすべてのパケットが送信されるルータ）へのスタティッ

クルートを設定する必要があります。

内部および外部ゲートウェイプロトコル

ネットワークを、一意のルーティングドメインまたは自律システムに分割できます。自律シス

テムは、管理ガイドラインの特定のセットで規制された共通の管理機関の下の内部ネットワー

クの一部です。自律システム間でのルートを設定するルーティングプロトコルは、外部ゲート
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ウェイプロトコルまたはドメイン間プロトコルと呼ばれます。BGPは、外部ゲートウェイプ
ロトコルの例です。1つの自律システム内で使用されるルーティングプロトコルは、内部ゲー
トウェイプロトコルまたはドメイン内プロトコルと呼ばれます。EIGRPおよび OSPFは、内
部ゲートウェイプロトコルの例です。

ディスタンスベクトルプロトコル

ディスタンスベクトルプロトコルは、ディスタンスベクトルアルゴリズム（Bellman-Fordア
ルゴリズムとも呼ばれます）を使用します。このアルゴリズムにより、各ルータは、そのルー

ティングテーブルの一部または全部を隣接ルータに送信します。ディスタンスベクトルアル

ゴリズムでは、ルートが、ディスタンス（宛先までのホップ数など）および方向（ネクスト

ホップルータなど）により定義されます。その後、これらのルートは、直接接続されたネイ

バールータにブロードキャストされます。各ルータは、これらの更新情報を使用して、ルー

ティングテーブルを確認し、更新します。

ルーティングループを防ぐために、ほとんどのディスタンスベクトルアルゴリズムはポイズ

ンリバースを指定したスプリットホライズンを使用します。これは、インターフェイスで検

出されたルートを到達不能として設定し、それをそのインターフェイスで、次の定期更新中に

アドバタイズするという意味です。この機能により、ルータによるルート更新が、そのルータ

自体に返信されなくなります。

ディスタンスベクトルアルゴリズムは、一定の間隔で更新を送信しますが、ルートメトリッ

クの値の変更に応じて、更新を送信することもできます。このように送信された更新により、

ルートコンバージェンス時間の短縮が可能です。Routing Information Protocol（RIP）はディス
タンスベクトルプロトコルの 1つです。

リンクステートプロトコル

リンクステートプロトコルは、最短パス優先（SPF）とも呼ばれ、情報を隣接ルータと共有し
ます。各ルータはリンクステートアドバタイズメント（LSA）を構築し、ここに、各リンクお
よび直接接続されたネイバールータに関する情報が含まれます。

各 LSAにはシーケンス番号があります。ルータが LSAを受信し、そのリンクステートデータ
ベースを更新すると、その LSAはすべての隣接ネイバーにフラッディングされます。ルータ
が同じシーケンス番号の 2つの LSA（同じルータからの）を受信した場合は、LSA更新ルー
プを防ぐために、ルータは最後に受信したLSAをネイバールータにフラッディングしません。
ルータは、受信直後にLSAをフラッディングするため、リンクステートプロトコルのコンバー
ジェンス時間は最小となります。

ネイバールータの探索と隣接関係の確立は、リンクステートプロトコルの重要な部分です。

ネイバールータは、特別な helloパケットを使用して探索されます。このパケットは、各ネイ
バールータのキープアライブ通知としても機能します。隣接関係は、ネイバールータ間のリ

ンクステートプロトコルの一般的な動作パラメータセットで確立されます。

ルータが受信したLSAは、そのリンクステートデータベースに追加されます。各エントリは、
次のパラメータで構成されます。

•ルータ ID（LSAを構築したルータの）
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•ネイバー ID

•リンクコスト

• LSAのシーケンス番号

• LSAエントリの作成時からの経過時間

ルータは、リンクステートデータベース上で SPFアルゴリズムを実行し、そのルータの最短
パスツリーを構築します。この SPFツリーを使用して、ルーティングテーブルにデータが入
力されます。

リンクステートアルゴリズムでは、各ルータはネットワークの全体像をそのルーティングテー

ブルに構築します。リンクステートアルゴリズムが小さな更新を全体的に送信するのに対し、

ディスタンスベクトルアルゴリズムは、より大きな更新をネイバールータのみに送信します。

リンクステートアルゴリズムは、より短時間でコンバージェンスするため、ディスタンスベ

クトルアルゴリズムより、ルーティングループがやや発生しにくくなっています。ただし、

リンクステートアルゴリズムはディスタンスベクトルアルゴリズムより、大きなCPUパワー
とメモリを必要とします。リンクステートアルゴリズムは、実装とサポートにより多くの費用

がかかる場合があります。一般的に、リンクステートプロトコルはディスタンスベクトルプ

ロトコルよりもスケーラブルです。

OSPFは、リンクステートプロトコルの一例です。

CiscoNX-OSフォワーディングアーキテクチャ
Cisco NX-OSフォワーディングアーキテクチャは、スイッチにおけるすべてのルーティング
アップデートの処理および転送情報の入力を担います。

ユニキャスト RIB
Cisco NX-OSの転送アーキテクチャは、次の図に示すように、複数のコンポーネントから構成
されています。
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図 3 : CiscoNX-OSフォワーディングアーキテクチャ

ユニキャスト RIBは、直接接続のルート、スタティックルート、ダイナミックユニキャスト
ルーティングプロトコルで検出されたルートを含むルーティングテーブルを維持しています。

また、アドレス解決プロトコル（ARP）などの送信元から、隣接情報を収集します。ユニキャ
ストRIBは、ルートに最適なネクストホップを決定し、さらにユニキャストFIB分散モジュー
ル（FDM）のサービスを使用して、ユニキャスト転送情報ベース（FIB）にデータを入力しま
す。

各ダイナミックルーティングプロトコルは、タイムアウトしたあらゆるルートについて、ユ

ニキャスト RIBを更新する必要があります。その後、ユニキャスト RIBはそのルートを削除
し、最適なネクストホップを再計算します（代わりに使用できるパスがある場合）。

隣接マネージャ

隣接マネージャは、ARP、Open Shortest Path First version 2（OSPFv2）、ネイバー探索プロトコ
ル（NDP）、静的な設定を含む、異なるプロトコルの隣接情報を維持しています。最も基本的
な隣接情報は、これらのプロトコルで探索されたレイヤ 3からレイヤ 2へのアドレスマッピン
グです。発信レイヤ 2パケットは、隣接情報を使用して、レイヤ 2ヘッダーの作成を終了しま
す。

隣接マネージャは、ARP要求による、レイヤ 3からレイヤ 2への特定のマッピングの探索をト
リガーできます。新しいマッピングは、対応する ARP返信を受信し、処理すると、使用でき
るようになります。

隣接テーブル

Cisco Nexus 3548スイッチでは、隣接関係テーブルはレイヤ 2MAC転送テーブルと共有されま
す。

たとえば、隣接エントリの最大数は、レイヤ 2 MACエントリの最大数と同じで、64,000エン
トリです。
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MACまたは隣接関係テーブルは、ハッシュテーブルとして実装されます。

ユニキャスト転送分散モジュール

ユニキャスト転送分散モジュールは、ユニキャストRIBおよびその他の送信元からの転送パス
情報を配布します。ユニキャストRIBは、ユニキャストFIBがハードウェア転送テーブルにプ
ログラムする転送情報を生成します。また、ユニキャスト転送分散モジュールは、新規挿入さ

れたモジュールへの FIB情報のダウンロードも行います。

ユニキャスト転送分散モジュールは、隣接情報を収集し、ユニキャストFIBでのルートの更新
時に、この情報およびその他のプラットフォーム依存の情報を書き直し（リライトし）ます。

隣接情報およびリライト情報には、インターフェイス、ネクストホップ、およびレイヤ3から
レイヤ 2へのマッピング情報が含まれています。インターフェイスとネクストホップの情報
は、ユニキャストRIBからのルート更新情報で受信します。レイヤ 3からレイヤ 2へのマッピ
ングは、隣接マネージャから受信します。

FIB
ユニキャストFIBは、ハードウェア転送エンジンに使用される情報を作成します。ユニキャス
トFIBは、ユニキャスト転送分散モジュールからルート更新情報を受信し、ハードウェア転送
エンジンにプログラミングされるよう、この情報を送信します。ユニキャスト FIBは、ルー
ト、パス、隣接関係の追加、削除、変更を管理します。

ユニキャストFIBは、VRFごとおよびアドレスファミリごとに維持されます。ルート更新メッ
セージに基づいて、ユニキャストFIBは、VRFごとのプレフィックスとネクストホップ隣接情
報データベースを維持します。ネクストホップ隣接データ構造には、ネクストホップの IPア
ドレスとレイヤ2リライト情報が含まれます。同じネクストホップ隣接情報構造を複数のプレ
フィックスで使用できます。

またユニキャスト FIBは、インターフェイスごとのユニキャストリバースパス転送（RPF）
チェックをイネーブルまたはディセーブルにします。Cisco Nexus 3548プラットフォームス
イッチは、各入力側インターフェイスに設定される、次の 2つの RPFモードをサポートしま
す。

• RPF Strictチェック：ルータ転送テーブルで検証可能な送信元アドレスを持たないパケッ
ト、または送信元へのリターンパスに到着しないパケットはドロップされます。

• RPFLooseチェック：パケットはルータ転送テーブルで検証可能な送信元アドレスを持ち、
送信元は物理インターフェイスを通じて到達可能です。パケットを受信する入力側イン

ターフェイスは、FIB内のインターフェイスに一致する必要はありません。

ハードウェアフォワーディング

CiscoNX-OSは、分散パケット転送をサポートしています。入力ポートは、パケットヘッダー
から該当する情報を取得し、その情報をローカルスイッチングエンジンに渡します。ローカ

ルスイッチングエンジンはレイヤ 3ルックアップを行い、この情報を使って、パケットヘッ
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ダーをリライトします。入力モジュールは、パケットを出力ポートに転送します。出力ポート

が別のモジュール上にある場合は、スイッチファブリックを使って、パケットが出力モジュー

ルに転送されます。出力モジュールは、レイヤ 3転送決定には関与しません。

show platform fibまたは show platform forwardingコマンドを使用して、ハードウェア転送の
詳細を表示することもできます。

ソフトウェア転送

Cisco NX-OSのソフトウェア転送パスは、主に、ハードウェアでサポートされない機能、また
はハードウェア処理中に発生したエラーへの対処に使用されます。通常、IPオプション付きの
パケットまたはフラグメンテーションの必要なパケットは CPUに渡されます。ユニキャスト
RIBおよび隣接マネージャは、ソフトウェアでスイッチされるかまたは終了されるパケットに
基づいて転送を決定します。

ソフトウェア転送は、コントロールプレーンポリシーおよびレートリミッタによって管理さ

れます。

レイヤ 3ユニキャストルーティング機能のまとめ
ここでは、Cisco NX-OSでサポートされるレイヤ 3ユニキャスト機能およびプロトコルを簡単
に説明します。

Open Shortest Path First（OSPF）
OSPFプロトコルは、自律システム内のネットワーク到達可能性情報の交換に使用されるリン
クステートルーティングプロトコルです。各 OSPFルータは、そのアクティブなリンクに関
する情報をネイバールータにアドバタイズします。リンク情報には、リンクタイプ、リンク

メトリック、およびリンクに接続されたネイバールータが含まれます。このリンク情報を含む

アドバタイズメントは、リンクステートアドバタイズメントと呼ばれます。詳細については、

OSPFv2の設定のセクションを参照してください。

EIGRP
EIGRPプロトコルは、ディスタンスベクトルとリンクステートの両ルーティングプロトコル
の特徴を備えたユニキャストルーティングプロトコルです。これは、シスコ専用ルーティン

グプロトコルである IGRPの改良バージョンです。EIGRPは、典型的なディスタンスベクト
ルルーティングプロトコルのように、ルートを提供するためにネイバールータを必要としま

す。また、リンクステートプロトコルのように、ネイバールータからアドバタイズされたルー

トからネットワークトポロジを構築し、この情報を使用して、ループの発生しない、宛先まで

のパスを選択します。EIGRPの設定方法の詳細については、EIGRPの設定を参照してくださ
い。
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BGP
BGPは自律システム間ルーティングプロトコルです。BGPルータは、信頼性の高い転送メカ
ニズムとして伝送制御プロトコル（TCP）を使用し、他の BGPルータにネットワーク到達可
能性情報をアドバタイズします。ネットワーク到達可能性情報には、宛先ネットワークプレ

フィックス、宛先に到達するまでに通過する必要のある自律システムのリスト、およびネクス

トホップルータが含まれます。到達可能性情報には、ルートの優先度、ルートの始点、コミュ

ニティなどの詳細なパス属性が含まれます。詳細については、基本的 BGPの設定および高度
な BGPの設定のセクションを参照してください。

RIP
RIPは、ホップ数をメトリックとして使用するディスタンスベクトルプロトコルです。RIP
は、世界中のインターネットでトラフィックのルーティングに広く使用されています。また、

IGPであるため、単一の自律システム内でルーティングを行います。詳細については、RIPの
設定（227ページ）を参照してください。

スタティックルーティング

スタティックルーティングを使用して、宛先までの一定のルートを入力できます。この機能

は、単純なトポロジの小規模ネットワークでは便利です。また、スタティックルーティング

は、他のルーティングプロトコルとともに、デフォルトルートおよびルート配布の管理に使

用されます。詳細については、「スタティックルーティングの設定」を参照してください。

Route Policy Manager
Route Policy Managerは、でルートフィルタリング機能を提供します。Route Policy Managerは
ルートマップを使用して、さまざまなルーティングプロトコルや、特定のルーティングプロ

トコル内のさまざまなエンティティ間で配布されたルートをフィルタリングします。フィルタ

リングは、特定の一致基準に基づいて行われます。これは、アクセスコントロールリストに

よるパケットフィルタリングに似ています。詳細については、Route Policy Managerの設定の
セクションを参照してください。

ファーストホップ冗長プロトコル
ファーストホップ冗長プロトコル（FHRP）は、ホストへの冗長接続を可能にします。アクティ
ブなファーストホップルータがダウンした場合は、その機能を引き継ぐスタンバイルータが

FHRPによって自動的に選択されます。アドレスは仮想のものであり、FHRPグループ内の各
ルータ間で共有されているため、ホストを新しい IPアドレスで更新する必要はありません。
ホットスタンバイルータプロトコル（HSRP）の詳細については、『Configuring HSRP』を参
照してください。仮想ルータ冗長プロトコル（VRRP）の詳細については、VRRPの設定を参
照してください。
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オブジェクトトラッキング
オブジェクトトラッキングを使用すると、インターフェイス回線プロトコル状態、IPルーティ
ング、ルート到達可能性などの、ネットワーク上の特定のオブジェクトをトラッキングし、ト

ラッキングしたオブジェクトの状態が変化したときに対処することができます。この機能によ

り、ネットワークのアベイラビリティが向上し、オブジェクトがダウンした場合のリカバリ時

間が短縮されます。詳細については、を参照してください。
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第 3 章

IPv4の設定

この章では、Cisco NX-OSスイッチ上でのインターネットプロトコルバージョン 4（IPv4）
（アドレス指定を含む）、アドレス解決プロトコル（ARP）および Internet Control Message
Protocol（ICMP）の設定方法を説明します。

この章は、次の項で構成されています。

• IPv4の概要（19ページ）
• IPv4の前提条件（25ページ）
• IPv4の注意事項および制約事項（25ページ）
• IPv4のデフォルト設定（25ページ）
• IPv4の設定（26ページ）
• IPv4設定の確認（37ページ）
• IPv4の設定例（38ページ）
•その他の参考資料（38ページ）

IPv4の概要
スイッチで IPを設定して、IPアドレスをネットワークインターフェイスに割り当てられま
す。IPアドレスを割り当てると、インターフェイスがイネーブルになり、そのインターフェイ
ス上のホストと通信できるようになります。

IPアドレスは、スイッチ上でプライマリまたはセカンダリとして設定できます。インターフェ
イスには、1つのプライマリ IPアドレスと複数のセカンダリアドレスを設定できます。スイッ
チが生成したパケットは、常にプライマリ IPv4アドレスを使用するため、インターフェイス
上のすべてのネットワーキングスイッチは、同じプライマリ IPアドレスを共有する必要があ
ります。各 IPv4パケットは、送信元または宛先 IPアドレスからの情報に基づいています。詳
細については、複数の IPv4アドレスのセクションを参照してください。

サブネットを使用して、IPアドレスをマスクできます。マスクは、IPアドレスがどのサブネッ
トに属するかを決定するために使用されます。IPアドレスは、ネットワークアドレスとホス
トアドレスで構成されています。マスクで、IPアドレス中のネットワーク番号を示すビット
が識別できます。マスクを使用してネットワークをサブネット化した場合、そのマスクはサブ
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ネットマスクと呼ばれます。サブネットマスクは 32ビット値で、これにより IPパケットの
受信者は、IPアドレスのネットワーク ID部分とホスト ID部分を区別できます。

Cisco NX-OSシステムの IP機能には、IPv4パケットの処理と IPv4パケットの転送を行う役割
があります。これには、IPv4ユニキャストルート検索、リバースパス転送（RPF）チェック、
およびソフトウェアアクセス制御リスト（ACL）転送が含まれます。また、IP機能は、ネッ
トワークインターフェイス IPアドレス設定、重複アドレスチェック、スタティックルート、
および IPクライアントのパケット送受信インターフェイスも管理します。

複数の IPv4アドレス
CiscoNX-OSシステムは、インターフェイスごとに複数の IPアドレスをサポートしています。
さまざまな状況に備え、いくつでもセカンダリアドレスを指定できます。最も一般的な状況は

次のとおりです。

•特定のネットワークインターフェイスのホスト IPアドレスの数が不足している場合。た
とえば、サブネットにより、論理サブネットごとに254までのホストを使用できるが、物
理サブネットの 1つに 300のホストアドレスが必要な場合は、ルータ上またはアクセス
サーバ上でセカンダリ IPアドレスを使用して、1つの物理サブネットで 2つの論理サブ
ネットを使用できます。

• 1つのネットワークの 2つのサブネットは、別の方法で、別のネットワークにより分離で
きる場合があります。別のネットワークによって物理的に分離された複数のサブネットか

ら、セカンダリアドレスを使用して、1つのネットワークを作成できます。このような場
合、最初のネットワークは、2番めのネットワークの上に拡張されます。つまり、上の階
層となります。サブネットは、同時に複数のアクティブなインターフェイス上に表示でき

ません。

ネットワークセグメント上のいずれかのスイッチがセカンダリ IPv4アドレスを使用している
場合は、同じネットワークインターフェイス上の他のすべてのスイッチも、同じネットワーク

またはサブネットからのセカンダリアドレスを使用する必要があります。ネットワークセグ

メント上で、一貫性のない方法でセカンダリアドレスを使用すると、ただちにルーティング

ループが発生する可能性があります。

（注）

アドレス解決プロトコル

ネットワークスイッチおよびレイヤ3スイッチは、アドレス解決プロトコル（ARP）を使用し
て、IP（ネットワーク層）アドレスをメディアアクセスコントロール（MAC）レイヤアドレ
スにマップし、IPパケットのネットワーク間の送信を可能にします。スイッチは、別のスイッ
チにパケットを送信する前に、独自のARPキャッシュを調べて、宛先スイッチのMACアドレ
スおよび対応する IPアドレスがあるかどうかを確認します。エントリがない場合、発信元の
スイッチは、ネットワーク上のすべてのスイッチにブロードキャストメッセージを送信しま

す。
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各スイッチは、IPアドレスをそれぞれ自身の IPアドレスと比較します。一致する IPアドレス
を持つスイッチだけが、スイッチのMACアドレスを含むパケットとともにデータを送信した
スイッチに返信します。送信元スイッチは、以降の参照用に宛先スイッチのMACアドレスを
自身の ARPテーブルに追加し、データリンクヘッダーの作成とパケットをカプセル化するト
レーラの作成を行った後、データ転送を開始します。次の図は、ARPブロードキャストと応答
プロセスを示しています。

図 4 : ARP処理

宛先スイッチが別のスイッチの背後のリモートネットワークにある場合、データを送信するス

イッチがデフォルトゲートウェイのMACアドレスに対する ARP要求を送信する場合を除い
てプロセスは同じです。アドレスが解決され、デフォルトゲートウェイがパケットを受信した

後に、デフォルトゲートウェイは、接続されているネットワーク上で宛先の IPアドレスをブ
ロードキャストします。宛先スイッチのネットワーク上のスイッチは、ARPを使用して宛先ス
イッチのMACアドレスを取得し、パケットを配信します。ARPはデフォルトでイネーブルに
されています。

デフォルトのシステム定義 CoPPポリシーは、ARPブロードキャストパケットのレート制限
を行います。デフォルトのシステム定義CoPPポリシーは、ARPブロードキャストストームに
よるコントロールプレーントラフィックへの影響を防止し、ブリッジドパケットに影響しま

せん。

ARPキャッシング
ARPキャッシングにより、ブロードキャストが最小になり、ネットワークリソースの浪費が
抑制されます。IPアドレスのMACアドレスへのマッピングは、インターネットワークを送信
される各パケットに対しネットワーク上のホップ（スイッチ）ごとに発生します。そのため、

ネットワークパフォーマンスに影響を与えます。

ARPキャッシングでは、ネットワークアドレスとそれに関連付けられたデータリンクアドレ
スが一定の期間、メモリに格納されるため、パケットが送信されるたびに同じアドレスを求め

てブロードキャストする場合の、貴重なネットワークリソースの使用が最小限となります。

キャッシュエントリは、定期的に失効するよう設定されているため、保守が必要です。これ

は、古い情報が無効となる場合があるためです。ネットワーク上のすべてのスイッチは、アド

レスがブロードキャストされるとそれぞれのテーブルを更新します。

ARPキャッシュのスタティックおよびダイナミックエントリ
スタティックルートの使用時には、各スイッチの各インターフェイスの IPアドレス、サブネッ
トマスク、ゲートウェイ、および対応するMACアドレスを手動で設定する必要があります。
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スタティックルーティングを使用すると、管理を強化できますが、より多くのルートテーブ

ル保守作業が必要となります。ルートを追加または変更するたびに、テーブルの更新が必要と

なるためです。

ダイナミックルーティングは、ネットワーク内のスイッチが相互にルーティングテーブルの

情報を交換できるプロトコルを使用します。ダイナミックルーティングは、キャッシュに制限

時間を追加しない限り、ルートテーブルが自動更新されるため、スタティックルーティング

より効率的です。デフォルトの制限時間は 25分ですが、キャッシュから追加および削除され
るルートがネットワークに数多く存在する場合は、制限時間を変更します。

ARPを使用しないデバイス
ネットワークが2つのセグメントに分割されると、ブリッジによりセグメントが結合され、各
セグメントへのトラフィックがMACアドレスに基づいてフィルタリングされます。スイッチ
とは対照的にMACアドレスだけを使用するブリッジは、独自のアドレステーブルを作成しま
す。スイッチの場合には、IPアドレスおよび対応するMACアドレスを含む ARPキャッシュ
があります。

パッシブハブは、ネットワーク内の他のスイッチを物理的に接続する中央接続スイッチです。

これは、そのすべてのポートからスイッチに対してメッセージを送信し、レイヤ1で動作しま
すが、アドレステーブルは維持しません。

レイヤ2スイッチは、すべてのポートからメッセージを送信するハブとは異なり、メッセージ
の宛先であるデバイスに接続されるポートを決定し、そのポートにだけ送信します。ただし、

レイヤ 3スイッチは、ARPキャッシュ（テーブル）を作成するスイッチです。

Reverse ARP
RFC 903で定義されたReverseARP（RARP）は、ARPと同じように動作しますが、RARP要求
パケットはMACアドレスではなく IPアドレスを要求する点が異なります。RARPは多くの場
合、ディスクレスワークステーションで使用されます。これは、このタイプのデバイスには、

起動時に使用する IPアドレスを格納する手段がないためです。認識できるアドレスはMACア
ドレスだけで、これはハードウェアに焼き付けられているためです。

RARPを使用するには、ルータインターフェイスとして、同じネットワークセグメント上に
RARPサーバが必要です。次の図に、RARPの仕組みを示します。

図 5 : Reverse ARP
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RARPには、いくつかの制限があります。これらの制限により、ほとんどの企業では、DHCP
を使用してダイナミックに IPアドレスを割り当てています。DHCPは、RARPよりコスト効率
が高く、必要な保守作業も少ないためです。最も重要な制限は次のとおりです。

• RARPはハードウェアアドレスを使用するため、多くの物理ネットワークを含む大規模な
ネットワークの場合は、各セグメント上に、冗長性のための追加サーバを備えた RARP
サーバが必要です。各セグメントに 2台のサーバを保持すると、コストがかかります。

•各サーバは、ハードウェアアドレスと IPアドレスのスタティックマッピングのテーブル
で設定する必要があります。IPアドレスの保守は困難です。

• RARPは、ホストの IPアドレスだけを提供し、サブネットマスクもデフォルトゲートウェ
イも提供しません。

『Proxy ARP』
プロキシ ARPによって、あるネットワーク上に物理的に存在するスイッチが、同じスイッチ
またはファイアウォールに接続された別の物理ネットワークの論理的な一部であることが可能

になります。プロキシ ARPによって、ルータの背後のプライベートネットワーク上のスイッ
チをパブリック IPアドレスを使用して隠すことができ、さらに、ルータの手前のパブリック
ネットワークにあるように見せることができます。ルータはそのアイデンティティを隠すこと

により、実際の宛先までパケットをルーティングする役割を担います。プロキシ ARPを使用
すると、サブネット上のスイッチは、ルーティングもデフォルトゲートウェイも設定せずにリ

モートサブネットまで到達できます。

スイッチが同じデータリンク層ネットワークには存在しないが、同じ IPネットワークに存在
する場合、それらのスイッチはローカルネットワーク上に存在するものとして、相互にデータ

送信を試みます。ただし、これらのスイッチを隔てるルータは、ブロードキャストメッセージ

を送信しません。これは、ルータがハードウェアレイヤのブロードキャストを渡さず、アドレ

スが解決されないためです。

スイッチでプロキシ ARPをイネーブルにし、ARP要求を受信すると、プロキシ ARPはこれ
を、ローカル LAN上にないシステムに対する要求と見なします。スイッチは、ブロードキャ
ストがアドレス指定されたリモートの宛先であるかのように、そのスイッチのMACアドレス
をリモートの宛先の IPアドレスと関連付けるARP応答で応答します。ローカルスイッチは、
宛先に直接接続されていると確信しますが、実際には、パケットはローカルスイッチによって

ローカルサブネットワークから宛先サブネットワークへ転送されます。デフォルトでは、プロ

キシ ARPはディセーブルになっています。

ローカルプロキシ ARP
ローカル Proxy ARPを使用すると、通常ルーティングが必要ないサブネット内の IPアドレス
を求めるARP要求に対し、スイッチが応答するようにできます。ローカルプロキシARPをイ
ネーブルにすると、ARPは、サブネット内の IPアドレスを求めるすべての ARP要求に応答
し、サブネット内のホスト間ですべてのトラフィックを転送します。この機能は、接続先ス
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イッチ上での設定により、意図的にホスト間の直接的なコミュニケーションが禁止されている

サブネットについてだけ使用してください。

Gratuitous ARP
Gratuitous ARPは、送信元 IPアドレスと宛先 IPアドレスが同じである要求を送信し、重複す
る IPアドレスを検出します。Cisco NX-OSは Gratuitous ARP要求または ARPキャッシュの更
新の有効または無効をサポートします。

収集スロットル

着信 IPパケットがラインカードに転送されたときに、ネクストホップのアドレス解決プロト
コル（ARP）の要求が解決されない場合、ラインカードはパケットをスーパーバイザに転送し
ます（収集スロットル）。スーパーバイザはネクストホップのMACアドレスを解決し、ハー
ドウェアをプログラミングします。

ARP要求が送信されると、ソフトウェアは、同じネクストホップ IPアドレスへのパケットが
スーパーバイザに転送されないようにするために、ハードウェア内に /32ドロップ隣接関係を
追加します。ARPが解決されると、そのハードウェアエントリは正しいMACアドレスで更新
されます。タイムアウト期間が経過するまでに ARPエントリが解決されない場合、そのエン
トリはハードウェアから削除されます。

Gleanスロットリングは IPv4および IPv6でサポートされますが、IPv6リンクローカルアドレ
スはサポートされません。

（注）

ICMP
ICMPを使用して、IP処理に関連するエラーおよびその他の情報を報告するメッセージパケッ
トを提供できます。ICMPは、ICMP宛先到達不能メッセージ、ICMPエコー要求（2つのホス
ト間でパケットを往復送信する）、およびエコー返信メッセージなどのエラーメッセージを生

成します。ICMPは多くの診断機能も備えており、ホストへのエラーパケットの送信およびリ
ダイレクトが可能です。デフォルトでは、ICMPがイネーブルにされています。

次に示すのは、ICMPメッセージタイプの一部です。

•ネットワークエラーメッセージ

•ネットワーク輻輳メッセージ

•トラブルシューティング情報

•タイムアウト告知
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ICMPリダイレクトは、ローカルプロキシ ARP機能がイネーブルになっているインターフェ
イスではディセーブルになります。

（注）

ワープモードでは、IPリダイレクト、出力ルーテッドアクセスコントロールリスト（RACL）、
ポートアクセスコントロールリスト（PACL）、および等コストマルチパス（ECMP）の機
能はサポートされません。

（注）

仮想化のサポート

IPv4は、仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスをサポートしています。デフォル
トでは、特に別の VRFを設定しない限り、Cisco NX-OSはユーザーをデフォルトの VRFに配
置します。

IPv4の前提条件
IPv4には、次の前提条件があります。

• IPv4はレイヤ 3インターフェイス上だけで設定可能です。

IPv4の注意事項および制約事項
IPv4設定時の注意事項および制約事項は、次のとおりです。

•セカンダリ IPアドレスは、プライマリ IPアドレスの設定後にだけ設定できます。

• Cisco Nexus 3548スイッチは、VLAN単位の CAMエージングタイマーをサポートしてい
ません。

IPv4のデフォルト設定
次の表に、IPパラメータのデフォルト設定値を示します。
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表 3 :デフォルト IPパラメータ

デフォル

ト

パラメータ

1500秒ARPタイムアウ
ト

無効プロキシ ARP

IPv4の設定

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能に対応する Cisco NX-OSコマンドは通常使用す
る Cisco IOSコマンドと異なる場合があるので注意してください。

（注）

IPv4アドレス指定の設定
ネットワークインターフェイスにプライマリ IPアドレスを割り当てることができます。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface ethernet number
3. no switchport
4. ip address ip-address/length [ secondary ]
5. （任意） show ip interface

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。

interface ethernet number

例：

ステップ 2

switch(config)# interface ethernet 2/3
switch(config-if)#
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目的コマンドまたはアクション

そのインターフェイスを、レイヤ 3ルーテッドイン
ターフェイスとして設定します。

no switchport

例：

ステップ 3

switch(config-if)# no switchport

インターフェイスに対するプライマリ IPv4アドレス
またはセカンダリ IPv4アドレスを指定します。

ip address ip-address/length [ secondary ]

例：

ステップ 4

• 4分割ドット付き 10進表記のアドレスでネット
ワークマスクを指定します。たとえば、255.0.0.0

switch(config-if)# ip address 192.2.1.1 255.0.0.0

は、1に等しい各ビットが、ネットワークアド
レスに属した対応するアドレスビットを意味す

ることを示します。

•ネットワークマスクは、スラッシュ（/）およ
び数字、つまり、プレフィックス長として示さ

れる場合もあります。プレフィックス長は、ア

ドレスの高次の連続ビットのうち、何個がプレ

フィックス（アドレスのネットワーク部分）を

構成しているかを指定する 10進数値です。ス
ラッシュは 10進数値の前に置かれ、IPアドレ
スとスラッシュの間にスペースは入りません。

IPv4用に設定されたインターフェイスを表示しま
す。

（任意） show ip interface

例：

ステップ 5

switch(config-if)# show ip interface

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

例

次に、IPv4アドレスを割り当てる例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/3
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# ip address 192.2.1.1 255.0.0.0
switch(config-if)# copy running-config startup-config

複数の IPアドレスの設定
セカンダリ IPアドレスは、プライマリ IPアドレスの設定後にのみ追加できます。
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手順の概要

1. configure terminal
2. interface ethernet number
3. no switchport
4. ip address ip-address/length [ secondary ]
5. （任意） show ip interface

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。

interface ethernet number

例：

ステップ 2

switch(config)# interface ethernet 2/3
switch(config-if)#

そのインターフェイスを、レイヤ 3ルーテッドイン
ターフェイスとして設定します。

no switchport

例：

ステップ 3

switch(config-if)# no switchport

設定したアドレスをセカンダリ IPv4アドレスとして
指定します。

ip address ip-address/length [ secondary ]

例：

ステップ 4

switch(config-if)# ip address 192.2.1.1 255.0.0.0
secondary

IPv4用に設定されたインターフェイスを表示しま
す。

（任意） show ip interface

例：

ステップ 5

switch(config-if)# show ip interface

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

スタティック ARPエントリの設定
スイッチ上に、IPアドレスをMACハードウェアアドレス（スタティックマルチキャスト
MACアドレスを含む）にマップするスタティック ARPエントリを設定できます。
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手順の概要

1. configure terminal
2. interface ethernet number
3. no switchport
4. ip arp ipaddr mac_addr

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。

interface ethernet number

例：

ステップ 2

switch(config)# interface ethernet 2/3
switch(config-if)#

そのインターフェイスを、レイヤ 3ルーテッドイン
ターフェイスとして設定します。

no switchport

例：

ステップ 3

switch(config-if)# no switchport

IPアドレスをMACアドレスにスタティックエント
リとして関連付けます。

ip arp ipaddr mac_addr

例：

ステップ 4

switch(config-if)# ip arp 192.2.1.1 0019.076c.1a78

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

例

次に、スタティック ARPエントリを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/3
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# ip arp 1 92.2.1.1 0019.076c.1a78
switch(config-if)# copy running-config startup-config
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プロキシ ARPの設定
スイッチで、別のネットワークまたはサブネット上のホストのメディアアドレス定義するProxy
ARPを設定できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface ethernet number
3. no switchport
4. ip proxy-arp

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。

interface ethernet number

例：

ステップ 2

switch(config)# interface ethernet 2/3
switch(config-if)#

そのインターフェイスを、レイヤ 3ルーテッドイン
ターフェイスとして設定します。

no switchport

例：

ステップ 3

switch(config-if)# no switchport

インターフェイス上でプロキシARPをイネーブルに
します。

ip proxy-arp

例：

ステップ 4

switch(config-if)# ip proxy-arp

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

例

次に、プロキシ ARPを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/3
switch(config-if)# no switchport
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switch(config-if)# ip proxy-arp
switch(config-if)# copy running-config startup-config

ローカルプロキシ ARPの設定
スイッチ上でローカルプロキシ ARPを設定できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface ethernet number
3. no switchport
4. ip local-proxy-arp

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。

interface ethernet number

例：

ステップ 2

switch(config)# interface ethernet 2/3
switch(config-if)#

そのインターフェイスを、レイヤ 3ルーテッドイン
ターフェイスとして設定します。

no switchport

例：

ステップ 3

switch(config-if)# no switchport

インターフェイス上でローカルプロキシ ARPをイ
ネーブルにします。

ip local-proxy-arp

例：

ステップ 4

switch(config-if)# ip local-proxy-arp

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

例

次に、ローカルプロキシ ARPを設定する例を示します。
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switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/3
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# ip local-proxy-arp
switch(config-if)# copy running-config startup-config

無償 ARPの設定
インターフェイス上で Gratuitous ARPを設定できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface ethernet number
3. no switchport
4. ip arp gratuitous { request | update }
5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。

interface ethernet number

例：

ステップ 2

switch(config)# interface ethernet 2/3
switch(config-if)#

そのインターフェイスを、レイヤ 3ルーテッドイン
ターフェイスとして設定します。

no switchport

例：

ステップ 3

switch(config-if)# no switchport

インターフェイス上で無償ARPをイネーブルにしま
す。デフォルトは有効です。

ip arp gratuitous { request | update }

例：

ステップ 4

switch(config-if)# ip arp gratuitous request

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config-if)# copy running-config
startup-config
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例

次に、Gratuitous ARP要求をディセーブルにする例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/3
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# no ip arp gratuitous request
switch(config-if)# copy running-config startup-config

IPダイレクトブロードキャストの設定
IPダイレクトブロードキャストは、宛先アドレスが何らかの IPサブネットの有効なブロード
キャストアドレスであるにもかかわらず、その宛先サブネットに含まれないノードから発信さ

れる IPパケットです。

宛先サブネットに直接接続されていないスイッチは、ユニキャスト IPパケットをそのサブネッ
ト上のホストに転送するのと同じ方法で、IPダイレクトブロードキャストを転送します。ダ
イレクトブロードキャストパケットが、宛先サブネットに直接接続されたスイッチに到着す

ると、宛先サブネット上のブロードキャストとして「展開」されます。パケットの IPヘッダー
内の宛先アドレスはそのサブネットに設定された IPブロードキャストアドレスに書き換えら
れ、パケットはリンク層ブロードキャストとして送信されます。

あるインターフェイスでダイレクトブロードキャストがイネーブルになっている場合、着信し

た IPパケットが、そのアドレスに基づいて、そのインターフェイスが接続されているサブネッ
トを対象とするダイレクトブロードキャストとして識別されると、そのパケットはそのサブ

ネット上にブロードキャストとして展開されます。

IPダイレクトブロードキャストをイネーブルにするには、インターフェイスコンフィギュレー
ションモードで次のコマンドを使用します。

目的コマンド

ダイレクトブロードキャストの物理ブロードキャストへの変換をイネー

ブルにします。

ip
directed-broadcast

IP収集スロットルの設定
IP収集スロットルを設定して、到達できないかまたは存在しないネクストホップの ARP解決
のためにスーパーバイザに送信される不要な収集パケットをフィルタリングすることを推奨し

ます。IP収集スロットルは、ソフトウェアのパフォーマンスを向上させ、トラフィックをより
効率的に管理します。

Gleanスロットリングは IPv4および IPv6でサポートされますが、IPv6リンクローカルアドレ
スはサポートされません。

（注）
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手順の概要

1. configure terminal
2. [no] hardware ip glean throttle

3. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

IP収集スロットルをイネーブルにします。[no] hardware ip glean throttle

例：

ステップ 2

switch(config) # hardware ip glean
throttle

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 3

switch(config)# copy running-config
startup-config

ハードウェア IP収集スロットルの最大値の設定
転送情報ベース（FIB）にインストールされている隣接関係の最大ドロップ数を制限できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. hardware ip glean throttle maximum count
3. no hardware ip glean throttle maximum count

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

FIBにインストールされるドロップ隣接関係の数を
設定します。

hardware ip glean throttle maximum count

例：

ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

switch(config)# hardware ip glean throttle maximum
2134

デフォルトの制限値を適用します。no hardware ip glean throttle maximum count

例：

ステップ 3

デフォルト値は 1000です。範囲は 0～ 16,383エン
トリです。switch(config)# no hardware ip glean throttle

maximum 2134

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、FIBにインストールされている隣接関係の最大ドロップ数を制限する例を示し
ます。

switch# configure terminal
switch(config)# hardware ip glean throttle maximum 2134
switch(config-if)# copy running-config startup-config

ハードウェア IP収集スロットルのタイムアウトの設定
インストールされたドロップ隣接関係が FIB内に残る時間のタイムアウトを設定できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. hardware ip glean throttle maximum timeout timeout-in-sec
3. no hardware ip glean throttle maximum timeout timeout-in-sec

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インストールされたドロップ隣接関係が FIB内に残
る時間のタイムアウトを設定します。

hardware ip glean throttle maximum timeout
timeout-in-sec

例：

ステップ 2

switch(config)# hardware ip glean throttle maximum
timeout 300
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目的コマンドまたはアクション

デフォルトの制限値を適用します。no hardware ip glean throttle maximum timeout
timeout-in-sec

ステップ 3

タイムアウト値は秒単位です。範囲は300秒（5分）
～ 1800秒（30分）です。例：

switch(config)# no hardware ip glean throttle
maximum timeout 300 タイムアウト期間を超えた後、ドロップ

隣接関係は FIBから削除されます。
（注）

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、インストールされているドロップ隣接関係のタイムアウトを設定する例を示し

ます。

switch# configure terminal
switch(config)# hardware ip glean throttle maximum timeout 300
switch(config-if)# copy running-config startup-config

ハードウェア IP収集スロットルの syslogの設定
特定のフローでドロップされたパケットの数が設定されているパケット数を超えた場合は、

syslogを生成できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. hardware ip glean throttle syslog pck-count
3. no hardware ip glean throttle syslog pck-count

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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目的コマンドまたはアクション

特定のフローでドロップされたパケットの数が設定

されているパケット数を超えた場合に、syslogを生
成できます。

hardware ip glean throttle syslog pck-count

例：

switch(config)# hardware ip glean throttle syslog
1030

ステップ 2

デフォルトの制限値を適用します。no hardware ip glean throttle syslog pck-count

例：

ステップ 3

デフォルトは10000パケットです。範囲は0～65535
パケットです。switch(config)# no hardware ip glean throttle

syslog 1030

タイムアウト期間を超えた後、ドロップ

隣接関係は FIBから削除されます。
（注）

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、あるフローのドロップされたパケット数が、設定されたパケット数を超えた場

合に syslogを生成する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# hardware ip glean throttle syslog 1030
switch(config-if)# copy running-config startup-config

IPv4設定の確認
IPv4の設定を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

IPパケット検証の設定を表示します。show hardware forwarding ip verify

隣接関係テーブルを表示します。show ip adjacency

ARPテーブルを表示します。show ip arp

IPに関連するインターフェイス情報を表示します。show ip interface

ARP統計情報を表示します。show ip arp statistics [ vrf vrf-name
]

スロットル隣接関係の数のサマリーを表示します。show ip adjacency summary

スロットル隣接関係の数のサマリーを表示します。show ip arp summary
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目的コマンド

スロットリングされた隣接関係のみを表示します。show ip adjacency throttle statistics

IPv4の設定例
次に、IPv4アドレスを設定する例を示します。
configure terminal
interface ethernet 1/2
no switchport
ip address 192.2.1.1/16

その他の参考資料
IPの実装に関する詳細情報については、次の各項を参照してください。

•関連資料

•標準

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

Cisco Nexus 3000シリーズユニキャストルー
ティングコマンドリファレンス

IP CLIコマンド

標準

タイト

ル

標準

—この機能でサポートされる新規の標準または変更された標準はありません。また、

既存の標準のサポートは変更されていません。
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第 4 章

OSPFv2の設定

この章では、Cisco NX-OSスイッチで IPv4ネットワーク用の Open Shortest Path First version 2
（OSPFv2）を設定する方法について説明します。

この章は、次の項で構成されています。

• OSPFv2について（39ページ）
• OSPFv2の前提条件（50ページ）
• OSPFv2の注意事項および制約事項（51ページ）
• OSPFv2のデフォルト設定（51ページ）
•基本的な OSPFv2の設定（52ページ）
•高度なOSPFv2の設定（62ページ）
• OSPFv2設定の確認（83ページ）
• OSPFv2統計情報の表示（84ページ）
• OSPFv2の設定例（84ページ）
•その他の参考資料（84ページ）

OSPFv2について
OSPFv2は、IPv4ネットワーク用 IETFリンクステートプロトコルです（「リンクステートプ
ロトコル」の項を参照）。OSPFv2ルータは、helloパケットと呼ばれる特別なメッセージを各
OSPF対応インターフェイスに送信して、ほかの OSPFv2隣接ルータを探索します。ネイバー
ルータが発見されると、この 2台のルータは helloパケットの情報を比較して、両者の設定に
互換性のあるかどうかを判定します。これらのネイバールータは隣接を確立しようとします。

つまり、両者のリンクステートデータベースを同期させて、確実に同じOSPFv2ルーティング
情報を持つようにします。隣接ルータは、各リンクの稼働状態に関する情報、リンクのコス

ト、およびその他のあらゆるネイバー情報を含むリンクステートアドバタイズメント（LSA）
を共有します。これらのルータはその後、受信した LSAをすべての OSPF対応インターフェ
イスにフラッディングします。これにより、すべてのOSPFv2ルータのリンクステートデータ
ベースが最終的に同じになります。すべてのOSPFv2ルータのリンクステートデータベースが
同じになると、ネットワークは収束します（「コンバージェンス」を参照）。その後、各ルー

タは、ダイクストラの最短パス優先（SPF）アルゴリズムを使用して、自身のルートテーブル
を構築します。
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OSPFv2ネットワークは、複数のエリアに分割できます。ルータは、ほとんどの LSAを 1つの
エリア内だけに送信するため、OSPF対応ルータのCPUとメモリの要件が緩やかになります。

OSPFv2は IPv4をサポートしています。

Helloパケット
OSPFv2ルータは、すべてのOSPF対応インターフェイスに helloパケットを定期的に送信しま
す。ルータがこの helloパケットを送信する頻度は、インターフェイスごとに設定された hello
間隔により決定されます。OSPFv2は、helloパケットを使用して、次のタスクを実行します。

•ネイバー探索

•キープアライブ

•指定ルータの選定（「指定ルータ」セクションを参照してください）

helloパケットには、リンクの OSPFv2コスト割り当て、hello間隔、送信元ルータのオプショ
ン機能など、送信元のOSPFv2インターフェイスとルータに関する情報が含まれます。これら
の helloパケットを受信する OSPFv2インターフェイスは、設定に受信インターフェイスの設
定との互換性があるかどうかを判定します。互換性のあるインターフェイスはネイバーと見な

され、ネイバーテーブルに追加されます（「Neighbors」の項を参照してください）。

helloパケットには、送信元インターフェイスが通信したルータのルータ IDのリストも含まれ
ます。受信インターフェイスが、このリストで自身の IDを見つけた場合は、2つのインター
フェイス間で双方向通信が確立されます。

OSPFv2は、helloパケットをキープアライブメッセージとして使用して、ネイバーが通信を継
続中であるかどうかを判定します。ルータが設定されたデッド間隔（通常はhello間隔の倍数）
の間、helloパケットを受信しない場合、そのネイバーはローカルネイバーテーブルから削除
されます。

Neighbors
ネイバーであると見なされるようにするには、リモートインターフェイスと互換性があるよう

に、OSPFv2インターフェイスを設定しておく必要があります。この 2つの OSPFv2インター
フェイスで、次の基準が一致している必要があります。

• hello間隔

•デッド間隔

•エリア ID（「エリア」の項を参照）

•認証

•オプション機能

一致する場合は、次の情報がネイバーテーブルに入力されます。

•ネイバー ID：ネイバーのルータ ID。
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•プライオリティ：ネイバーのプライオリティ。プライオリティは、指定ルータの選定（「指
定ルータ」を参照）に使用されます。

•状態：ネイバーから通信があったか、双方向通信の確立処理中であるか、リンクステート
情報を共有しているか、または完全な隣接関係が確立されたかを示します。

•デッドタイム：このネイバーから最後の helloパケットを受信した後に経過した時間を示
します。

• IPアドレス：ネイバーの IPアドレス。

•指定ルータ：ネイバーが指定ルータ、またはバックアップ指定ルータとして宣言されたか
どうかを示します（指定ルータを参照）。

•ローカルインターフェイス：このネイバーの helloパケットを受信したローカルインター
フェイス。

隣接関係

すべてのネイバーが隣接関係を確立するわけではありません。ネットワークタイプと確立され

た指定ルータに応じて、完全な隣接関係を確立して、すべてのネイバーと LSAを共有するも
のと、そうでないものがあります。詳細については、「指定ルータ」セクションを参照してく

ださい。

隣接関係は、OSPFのデータベース説明パケット、リンク状態要求パケット、およびリンク状
態更新パケットを使用して確立されます。データベース説明パケットには、ネイバーのリンク

ステートデータベースからの LSAヘッダーだけが含まれます（リンクステートデータベース
のセクションを参照）。ローカルルータは、これらのヘッダーを自身のリンクステートデー

タベースと比較して、新規の LSAか、更新された LSAかを判定します。ローカルルータは、
新規または更新の情報を必要とする各LSAについて、リンク状態要求パケットを送信します。
これに対し、ネイバーはリンク状態更新パケットを返信します。このパケット交換は、両方の

ルータのリンクステート情報が同じになるまで継続します。

指定ルータ

複数のルータを含むネットワークは、OSPF特有の状況です。すべてのルータがネットワーク
で LSAをフラッディングした場合は、同じリンクステート情報が複数の送信元から送信され
ます。ネットワークのタイプによっては、OSPFv2は指定ルータ（DR）という 1台のルータを
使用してLSAのフラッディングを制御し、OSPFv2の残りの部分に対してネットワークを代表
する役割をさせる場合があります（エリアのセクションを参照）。DRがダウンした場合、
OSPFv2はバックアップ指定ルータ（BDR）を選択します。DRがダウンすると、OSPFv2はこ
の BDRを使用します。

ネットワークタイプは次のとおりです。

•ポイントツーポイント：2台のルータ間にのみ存在するネットワーク。ポイントツーポイ
ントネットワーク上の全ネイバーは隣接関係を確立し、DRは存在しません。
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•ブロードキャスト：ブロードキャストトラフィックが可能なイーサネットなどの共有メ
ディア上で通信できる複数のルータを持つネットワーク。OSPFv2ルータは DRおよび
BDRを確立し、これらにより、ネットワーク上の LSAフラッディングを制御します。
OSPFv2は、MACアドレス 0100.5300.0005を使用して、ネイバーと通信します。

DRと BDRは、helloパケット内の情報に基づいて選択されます。インターフェイスは helloパ
ケットの送信時に、どれがDRおよびBDRかわかっている場合は、優先フィールドと、DRお
よびBDRフィールドを設定します。ルータは、helloパケットのDRおよびBDRフィールドで
宣言されたルータと優先フィールドに基づいて、選定手順を実行します。最終的に OSPFv2
は、最も大きいルータ IDを DRおよび BDRとして選択します。

他のすべてのルータは、DRとの隣接関係を確立します。次の図は、すべてのルータと DRと
の隣接関係を示しています。

DRは、ルータインターフェイスに基づいています。1つのネットワークの DRであるルータ
は、別のインターフェイス上の他のネットワークの DRとなることはできません。

図 6 :マルチアクセスネットワークの DR

エリア

OSPFv2ネットワークを複数のエリアに分割すると、ルータに要求されるOSPFv2の CPUとメ
モリに関する要件を制限できます。エリアとは、ルータの論理的な区分で、OSPFv2ドメイン
内にリンクして別のサブドメインを作成します。LSAフラッディングはエリア内でのみ発生
し、リンクステートデータベースはエリア内のリンクにのみ制限されます。定義されたエリア

内のインターフェイスには、エリア IDを割り当てることができます。エリア IDは、10.2.3.1
などの、数字またはドット付き 10進表記で入力できる 32ビット値です。

Cisco NX-OSはエリアを常にドット付き 10進表記で表示します。

OSPFv2ネットワーク内に複数のエリアを定義する場合は、0という予約されたエリア IDを持
つバックボーンエリアも定義する必要があります。エリアが複数ある場合は、1台以上のルー
タがエリア境界ルータ（ABR）となります。ABRは、バックボーンエリアと他の 1つ以上の
定義済みエリアの両方に接続します（下図を参照）。
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図 7 : OSPFv2エリア

ABRには、接続するエリアごとに個別のリンクステートデータベースがあります。ABRは、
接続したエリアの 1つからバックボーンエリアにネットワーク集約（タイプ 3）LSA（「ルー
ト集約」セクションを参照）を送信します。バックボーンエリアは、1つのエリアに関する集
約情報を別のエリアに送信します。OSPFv2エリアの図では、エリア 0が、エリア 5に関する
集約情報をエリア 3に送信しています。

OSPFv2では、自律システム境界ルータ（ASBR）という、もう 1つのルータタイプも定義さ
れています。このルータは、OSPFv2エリアを別の自律システムに接続します。自律システム
とは、単一の技術的管理エンティティにより制御されるネットワークです。OSPFv2は、その
ルーティング情報を別の自律システムに再配布したり、再配布されたルートを別の自律システ

ムから受信したりできます。詳細については、高度な機能のセクションを参照してください。

リンクステートアドバタイズメント

OSPFv2はリンクステートアドバタイズメント（LSA）を使用して、固有のルーティングテー
ブルを構築します。

LSAタイプ

次の表に、Cisco NX-OSでサポートされる LSAタイプを示します。
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表 4 : LSAタイプ

説明名前タイプ

すべてのルータが送信する LSA。この
LSAには、すべてのリンクの状態とコス
ト、およびリンク上のすべての OSPFv2
ネイバーの一覧が含まれます。ルータLSA
は SPF再計算をトリガーします。ルータ
LSAはローカル OSPFv2エリアにフラッ
ディングされます。

ルータ LSA1

DRが送信する LSA。この LSAには、マ
ルチアクセスネットワーク内のすべての

ルータの一覧が含まれます。ネットワー

クLSAは SPF再計算をトリガーします。
「指定ルータ」のセクションを参照して

ください。

ネットワーク LSA2

エリア境界ルータが、ローカルエリア内

の宛先ごとに外部エリアに送信するLSA。
この LSAには、エリア境界ルータから
ローカルの宛先へのリンクコストが含ま

れます。「エリア」のセクションを参照

してください。

ネットワーク集約 LSA3

エリア境界ルータが外部エリアに送信す

る LSA。この LSAは、リンクコストを
ASBRのみにアドバタイズします。「エ
リア」の項を参照してください。

ASBR集約 LSA4

ASBRが生成する LSA。この LSAには、
外部自律システム宛先へのリンクコスト

が含まれます。AS外部 LSAは、自律シ
ステム全体にわたってフラッディングさ

れます。「エリア」の項を参照してくだ

さい。

AS外部 LSA5

ASBRが Not-So-Stubby Area（NSSA）内
で生成するLSA。このLSAには、外部自
律システム宛先へのリンクコストが含ま

れます。NSSA外部 LSAは、ローカル
NSSA内のみでフラッディングされます。
「エリア」のセクションを参照してくだ

さい。

NSSA外部 LSA7
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説明名前タイプ

OSPFの拡張に使用される LSA。「不透
明 LSA」のセクションを参照してくださ
い。

不透明 LSA9–11

リンクコスト

各OSPFv2インターフェイスは、リンクコストを割り当てられています。このコストは任意の
数字です。デフォルトでは、Cisco NX-OSが、設定された参照帯域幅をインターフェイス帯域
幅で割った値をコストとして割り当てます。デフォルトでは、参照帯域幅は 40 Gbpsです。リ
ンクコストは各リンクに対して、LSA更新情報で伝えられます。

フラッディングと LSAグループペーシング

OSPFv2ルータは LSAを受信すると、その LSAをすべての OSPF対応インターフェイスに転
送し、この情報を使用して OSPFv2エリアをフラッディングします。この LSAフラッディン
グにより、ネットワーク内のすべてのルータが同じルーティング情報を持つことが保証されま

す。LSAフラッディングは、OSPFv2エリアの設定により異なります（「エリア」を参照）。
LSAは、リンクステートリフレッシュ時間に基づいて（デフォルトでは 30分ごとに）フラッ
ディングされます。各 LSAには、リンクステートリフレッシュ時間が設定されています。

ネットワークの LSA更新情報のフラッディングレートは、LSAグループペーシング機能を使
用して制御できます。LSAグループペーシングにより、CPUまたはバッファの使用率を低下
させることができます。この機能により、同様のリンクステートリフレッシュ時間を持つLSA
がグループ化されるため、OSPFv2で、複数の LSAを 1つの OSPFv2更新メッセージにまとめ
ることが可能となります。

デフォルトでは、相互のリンクステートリフレッシュ時間が 4分以内の LSAが同じグループ
に入れられます。この値は、大規模なリンクステートデータベースでは低く、小規模のデータ

ベースでは高くして、ネットワーク上の OSPFv2負荷を最適化する必要があります。

リンクステートデータベース

各ルータは、OSPFv2ネットワーク用のリンクステートデータベースを保持しています。この
データベースには、収集されたすべてのLSAが含まれ、ネットワークを通過するすべてのルー
トに関する情報が格納されます。OSPFv2は、この情報を使用して、各宛先への最適パスを計
算し、この最適パスをルーティングテーブルに入力します。

MaxAgeと呼ばれる設定済みの時間間隔で受信されたLSA更新情報がまったくない場合は、リ
ンクステートデータベースから LSAが削除されます。ルータは、LSAを 30分ごとに繰り返
してフラッディングし、正確なリンクステート情報が期限切れで削除されるのを防ぎます。

Cisco NX-OSは、すべての LSAが同時にリフレッシュされるのを防ぐために、LSAグループ
機能をサポートしています。詳細については、フラッディングと LSAグループペーシングの
セクションを参照してください。
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不透明 LSA

不透明 LSAにより、OSPF機能の拡張が可能となります。不透明 LSAは、標準 LSAヘッダー
と、それに続くアプリケーション固有の情報で構成されます。この情報は、OSPFv2または他
のアプリケーションにより使用される場合があります。次のような 3種類の不透明 LSAタイ
プが定義されています。

• LSAタイプ 9：ローカルネットワークにフラッディングされます。

• LSAタイプ 10：ローカルエリアにフラッディングされます。

• LSAタイプ 11：ローカル自律システムにフラッディングされます。

OSPFv2およびユニキャストRIB
OSPFv2は、リンクステートデータベースでダイクストラの SPFアルゴリズムを実行します。
このアルゴリズムにより、パス上の各リンクのリンクコストの合計に基づいて、各宛先への最

適なパスが選択されます。そして、選択された各宛先への最短パスがOSPFv2ルートテーブル
に入力されます。OSPFv2ネットワークが収束すると、このルートテーブルはユニキャスト
RIBにデータを提供します。OSPFv2はユニキャスト RIBと通信し、次の動作を行います。

•ルートの追加または削除

•他のプロトコルからのルートの再配布への対応

•変更されていない OSPFv2ルートの削除およびスタブルータアドバタイズメントを行う
ためのコンバージェンス更新情報の提供（OSPFv2スタブルータアドバタイズメントのセ
クションを参照）

さらにOSPFv2は、変更済みダイクストラアルゴリズムを実行して、集約および外部（タイプ
3、4、5、7）LSAの変更の高速再計算を行います。

認証

OSPFv2メッセージに認証を設定して、ネットワークでの不正な、または無効なルーティング
更新を防止できます。Cisco NX-OSは、次の 2つの認証方式をサポートしています。

•簡易パスワード認証

• MD5認証ダイジェスト

OSPFv2認証は、OSPFv2エリアに対して、またはインターフェイスごとに設定できます。

簡易パスワード認証

簡易パスワード認証では、OSPFv2メッセージの一部として送信された単純なクリアテキスト
のパスワードを使用します。受信 OSPFv2ルータが OSPFv2メッセージを有効なルート更新情
報として受け入れるには、同じクリアテキストパスワードで設定されている必要があります。
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パスワードがクリアテキストであるため、ネットワーク上のトラフィックをモニタできるあら

ゆるユーザがパスワードを入手できます。

MD5認証

OSPFv2メッセージを認証するには、MD5認証を使用する必要があります。そのためには、
ローカルルータとすべてのリモート OSPFv2ネイバーが共有するパスワードを設定します。
Cisco NX-OSは各 OSPFv2メッセージに対して、メッセージと暗号化されたパスワードに基づ
くMD5一方向メッセージダイジェストを作成します。インターフェイスはこのダイジェスト
を OSPFv2メッセージとともに送信します。受信する OSPFv2ネイバーは、同じ暗号化パス
ワードを使用して、このダイジェストを確認します。メッセージが変更されていない場合はダ

イジェストの計算が同一であるため、OSPFv2メッセージは有効と見なされます。

MD5認証には、ネットワークでのメッセージの再送を防ぐための、各 OSPFv2メッセージの
シーケンス番号が含まれます。

高度な機能

Cisco NX-OSは、ネットワークでの OSPFv2の可用性やスケーラビリティを向上させる数多く
の高度な OSPFv2機能をサポートしています。

スタブエリア

エリアをスタブエリアにすると、エリアでフラッディングされる外部ルーティング情報の量を

制限できます。スタブエリアとは、AS外部（タイプ 5）LSA（リンクステートアドバタイズ
メントのセクションを参照）が許可されないエリアです。これらのLSAは通常、外部ルーティ
ング情報を伝播するためにローカル自律システム全体でフラッディングされます。スタブエリ

アには、次の要件があります。

•スタブエリア内のすべてのルータはスタブルータです。「スタブルーティング」の項を
参照してください。

•スタブエリアには ASBRルータは存在しません。

•スタブエリアには仮想リンクを設定できません。

次の図には、外部ASに到達するためにエリア 0.0.0.10内のすべてのルータがABRを通過する
必要のあるOSPFv2ASの例を示します。エリア0.0.0.10はスタブエリアとして設定できます。

図 8 :スタブエリア
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スタブエリアは、外部自律システムへのバックボーンエリアを通過する必要のあるすべての

トラフィックにデフォルトルートを使用します。IPv4の場合のデフォルトルートは 0.0.0.0で
す。

Not-So-Stubby Area

Not-So-Stubby Area（NSSA）は、スタブエリアに似ていますが、NSSAでは、再配布を使用し
て NSSA内で自律システム外部ルートをインポートできる点が異なります。NSSA ASBRはこ
れらのルートを再配布し、NSSA外部（タイプ 7）LSAを生成して NSSA全体でフラッディン
グします。または、NSSAを他のエリアに接続する ABRを設定することにより、この NSSA
外部 LSAを AS外部（タイプ 5）LSAに変換することもできます。こうすると、エリアボー
ダールータ（ABR）は、これらの AS外部 LSAを OSPFv2自律システム全体にフラッディン
グします。変換中は集約とフィルタリングがサポートされます。NSSA外部LSAの詳細につい
ては、リンクステートアドバタイズメントのセクションを参照してください。

たとえば、OSPFv2を使用する中央サイトを、異なるルーティングプロトコルを使用するリ
モートサイトに接続するときに NSSAを使用すると、管理作業を簡素化できます。リモート
サイトへのルートはスタブエリア内に再配布できないため、NSSAを使用する前に、企業サイ
トの境界ルータとリモートルータの間の接続をOSPFv2スタブエリアとして実行できません。
NSSAを使用すると、企業のルータとリモートルータ間のエリアを NSSAとして定義する
（「NSSAの設定」を参照）ことで、OSPFv2を拡張してリモート接続性をサポートできます。

バックボーンエリア 0を NSSAにできません。

仮想リンク

仮想リンクを使用すると、物理的に直接接続できない場合に、OSPFv2エリア ABRをバック
ボーンエリアABRに接続できます。次の図には、エリア 3をエリア 5経由でバックボーンエ
リアに接続する仮想リンクを示します。

図 9 :仮想リンク
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また、仮想リンクを使用して、分割エリアから一時的に回復できます。分割エリアは、エリア

内のリンクがダウンしたために隔離された一部のエリアで、ここからはバックボーンエリアへ

の代表 ABRに到達できません。

ルートの再配布

OSPFv2は、ルート再配布を使用して、他のルーティングプロトコルからルートを学習できま
す。ルートの再配布のセクションを参照してください。リンクコストをこれらの再配布された

ルートに割り当てるか、またはデフォルトリンクコストを再配布されたすべてのルートに割

り当てるように、OSPFv2を設定します。

ルート再配布では、ルートマップを使用して、再配布する外部ルートを管理します。ルート

マップの設定については、Route Policy Managerの設定を参照してください。ルートマップを
使用して、これらの外部ルートがローカル OSPFv2自律システムでアドバタイズされる前に
AS外部（タイプ 5）LSAおよび NSSA外部（タイプ 7）LSAのパラメータを変更できます。

ルート集約

OSPFv2は、学習したすべてのルートを、すべての OSPF対応ルータと共有するため、ルート
集約を使用して、すべてのOSPF対応ルータにフラッディングされる一意のルートの数を削減
した方がよい場合があります。ルート集約により、より具体的な複数のアドレスが、すべての

具体的なアドレスを表す1つのアドレスに置き換えられるため、ルートテーブルが簡素化され
ます。たとえば、10.1.1.0/24、10.1.2.0/24、および 10.1.3.0/24というアドレスを 1つの集約アド
レス 10.1.0.0/16に置き換えることができます。

一般的には、エリア境界ルータ（ABR）の境界ごとに集約します。集約は2つのエリアの間で
も設定できますが、バックボーンの方向に集約する方が適切です。こうすると、バックボーン

がすべての集約アドレスを受信し、すでに集約されているそれらのアドレスを他のエリアに投

入できるためです。集約には、次の 2タイプがあります。

•エリア間ルート集約

•外部ルート集約

エリア間ルート集約は ABR上で設定し、自律システム内のエリア間のルートを集約します。
集約の利点を生かすには、これらのアドレスを1つの範囲内にまとめることができるように、
連続するネットワーク番号をエリア内で割り当てる必要があります。

外部ルート集約は、ルート再配布を使用してOSPFv2に投入される外部ルートに特有のルート
集約です。集約する外部の範囲が連続していることを確認する必要があります。異なる2台の
ルータからの重複範囲を集約すると、誤った宛先にパケットが送信される原因となる場合があ

ります。外部ルート集約は、ルートを OSPFに再配布している ASBRで設定してください。

集約アドレスの設定時に Cisco NX-OSは、ルーティングブラックホールおよびルートループ
を防ぐために、集約アドレスの廃棄ルートを自動的に設定します。
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OSPFv2スタブルータアドバタイズメント

OSPFv2スタブルータアドバタイズメント機能を使用して、OSPFv2インターフェイスをスタ
ブルータとして機能するように構成できます。この機能は、ネットワークに新規ルータを機能

制限付きで導入する場合や、過負荷になっているルータの負荷を制限する場合など、このルー

タ経由のOSPFv2トラフィックを制限するときに使用します。また、この機能は、さまざまな
管理上またはトラフィックエンジニアリング上の理由により使用する場合もあります。

OSPFv2スタブルータアドバタイズメントは、OSPFv2ルータをネットワークトポロジから削
除しませんが、他のOSPFv2ルータがこのルータを使用して、ネットワークの他の部分にトラ
フィックをルーティングできないようにします。このルータを宛先とするトラフィック、また

はこのルータに直接接続されたトラフィックだけが送信されます。

OSPFv2スタブルータアドバタイズメントは、すべてのスタブリンク（ローカルルータに直
接接続された）を、ローカルOSPFv2インターフェイスのコストとしてマークします。すべて
のリモートリンクは、最大のコスト（0xFFFF）としてマークされます。

複数の OSPFv2インスタンス

Cisco NX-OSは、同じノード上で動作する、OSPFv2プロトコルの複数インスタンスをサポー
トしています。同一インターフェイスには複数のインスタンスを設定できません。デフォルト

では、すべてのインスタンスが同じシステムルータ IDを使用します。複数のインスタンスが
同じ OSPFv2自律システムにある場合は、各インスタンスのルータ IDを手動で設定する必要
があります。

SPF最適化

Cisco NX-OSは、次の方法で SPFアルゴリズムを最適化します。

•ネットワーク（タイプ 2）LSA、ネットワーク集約（タイプ 3）LSA、およびAS外部（タ
イプ 5）LSA用の部分的 SPF：これらの LSAのいずれかが変更されると、Cisco NX-OS
は、全体的な SPF計算ではなく、高速部分計算を実行します。

• SPFタイマー：さまざまなタイマーを設定して、SPF計算を制御できます。これらのタイ
マーには、後続のSPF計算の幾何バックオフが含まれます。幾何バックオフにより、複数
の SPF計算による CPU負荷が制限されます。

仮想化のサポート

OSPFv2は、仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスをサポートしています。デフォ
ルトでは、特に別の VRFを設定しない限り、Cisco NX-OSはユーザーをデフォルトの VRFに
配置します。各 OSPFv2インスタンスは、システム制限値の範囲で複数の VRFをサポートで
きます。

OSPFv2の前提条件
OSPFv2には、次の前提条件があります。
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• OSPFを設定するための、ルーティングの基礎に関する詳しい知識がある。

•スイッチにログインしている。

•リモート OSPFv2ネイバーと通信可能な IPv4用インターフェイスが 1つ以上設定されて
いる。

• LAN Base Servicesライセンスがインストールされている。

• OSPFv2ネットワーク戦略と、ネットワークのプランニングが完成している。たとえば、
複数のエリアが必要かどうかを決定します。

• OSPF機能を有効にしてある（OSPFv2機能のイネーブル化のセクションを参照）。

OSPFv2の注意事項および制約事項
OSPFv2設定時の注意事項および制約事項は、次のとおりです。

• Cisco NX-OSは、ユーザがエリアを 10進表記で入力するか、ドット付き 10進表記で入力
するかに関係なく、ドット付き 10進表記でエリアを表示します。

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能に対応する Cisco NX-OSコマンドは通常使用す
る Cisco IOSコマンドと異なる場合があるので注意してください。

（注）

OSPFv2のデフォルト設定
次の表に、OSPFv2パラメータのデフォルト設定値を示します。

表 5 : OSPFv2のデフォルトパラメータ

デフォルトパラメータ

10秒hello間隔

40秒デッド間隔

ディセーブ

ル

OSPFv2機能

600秒スタブルータアドバタイズメントの宣言期

間

40 Gbpsリンクコスト計算の参照帯域幅

1000ミリ秒LSA最小到着時間
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デフォルトパラメータ

240秒LSAグループペーシング

200ミリ秒SPF計算初期遅延時間

1000ミリ秒SPF計算最小ホールドタイム

5000ミリ秒SPF計算の最大待機時間

基本的な OSPFv2の設定
OSPFv2は、OSPFv2ネットワークを設計した後に設定します。

OSPFv2機能のイネーブル化
OSPFv2を設定するには、その前に OSPFv2機能を有効にする必要があります。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] feature ospf

3. （任意） show feature

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

OSPFv2機能を有効にします。[no] feature ospf

例：

ステップ 2

OSPFv2機能をディセーブルにし、関連
付けられた設定をすべて削除するには、

このコマンドの noバージョンを使用し
ます。

（注）

switch(config)# feature ospf

有効および無効にされた機能を表示します。（任意） show feature

例：

ステップ 3

switch(config)# show feature
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目的コマンドまたはアクション

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config startup-config

OSPFv2インスタンスの作成
OSPFv2を設定する最初のステップは、OSPFv2インスタンスを作成することです。作成した
OSPFv2インスタンスには、一意のインスタンスタグを割り当てます。インスタンスタグは任
意の文字列です。

OSPFv2インスタンスパラメータの詳細については、高度なOSPFv2の設定のセクションを参
照してください。

始める前に

OSPF機能を有効にしてあることを確認します（OSPFv2機能のイネーブル化のセクションを
参照）。

show ip ospf instance-tagコマンドを使用して、インスタンスタグが使用されていないことを確
認します。

OSPFv2がルータ ID（設定済みのループバックアドレスなど）を入手可能であるか、または
ルータ IDオプションを設定する必要があります。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. （任意） router-id ip-address

4. （任意） show ip ospf instance-tag

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospf instance-tag

例：

ステップ 2

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#
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目的コマンドまたはアクション

OSPFv2ルータ IDを設定します。この IPアドレス
により、このOSPFv2インスタンスが識別されます。

（任意） router-id ip-address

例：

ステップ 3

このアドレスは、システムの設定済みインターフェ

イス上に存在する必要があります。
switch(config-router)# router-id 192.0.2.1

OSPF情報を表示します。（任意） show ip ospf instance-tag

例：

ステップ 4

switch(config-router)# show ip ospf 201

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config)# copy running-config startup-config

例

OSPFv2インスタンスと、関連付けられた設定をすべて削除するには、no router ospf
コマンドを使用します。

目的コマンド

OSPFインスタンスと、関連付けられた設定を削除しま
す。

no router ospf instance-tag

例：

switch(config)# no router ospf 201

このコマンドは、インターフェイスモードでは OSPF設定を削除しません。インター
フェイスモードで設定された OSPFv2コマンドはいずれも、手動で削除する必要があ
ります。

（注）

OSPFv2インスタンスのオプションパラメータの設定
OSPFのオプションパラメータを設定できます。

OSPFv2インスタンスパラメータの詳細については、高度なOSPFv2の設定のセクションを参
照してください。

始める前に

OSPF機能がイネーブルになっていることを確認します。OSPFv2機能のイネーブル化のセク
ションを参照してください。
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OSPFv2がルータ ID（設定済みのループバックアドレスなど）を入手可能であるか、または
ルータ IDオプションを設定する必要があります。

手順の概要

1. distance number

2. log-adjacency-changes [ detail ]
3. maximum-paths path-number

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

この OSPFv2インスタンスのアドミニストレーティ
ブディスタンスを設定します。範囲は 1～ 255で
す。デフォルトは 110です。

distance number

例：

switch(config-router)# distance 25

ステップ 1

ネイバーの状態が変化するたびに、システムメッ

セージを生成します。

log-adjacency-changes [ detail ]

例：

ステップ 2

switch(config-router)# log-adjacency-changes

ルートテーブル内の宛先への同じOSPFv2パスの最
大数を設定します。このコマンドはロードバランシ

maximum-paths path-number

例：

ステップ 3

ングに使用されます。指定できる範囲は 1～ 32で
す。デフォルト値は 8です。

switch(config-router)# maximum-paths 4

例

次の例は、OSPFv2インスタンスを作成する方法を示しています。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# copy running-config startup-config

OSPFv2でのネットワークの設定
ルータがこのネットワークへの接続に使用するインターフェイスを介して、OSPFv2へのネッ
トワークを関連付けることで、このネットワークを設定できます（Neighborsのセクションを参
照）。すべてのネットワークをデフォルトバックボーンエリア（エリア0）に追加したり、任
意の 10進数または IPアドレスを使用して新規エリアを作成したりできます。

すべてのエリアは、バックボーンエリアに直接、または仮想リンク経由で接続する必要があり

ます。

（注）
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インターフェイスに有効な IPアドレスを設定するまでは、OSPFはインターフェイス上でイ
ネーブルにされません。

（注）

始める前に

OSPF機能を有効にしてあることを確認します（OSPFv2機能のイネーブル化のセクションを
参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. no switchport
4. ip address ip-prefix/length

5. ip router ospf instance-tag area area-id [ secondaries none ]
6. （任意） show ip ospf instance-tag interface interface-type slot/port

7. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-type slot/port

例：

ステップ 2

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

そのインターフェイスを、レイヤ 3ルーテッドイン
ターフェイスとして設定します。

no switchport

例：

ステップ 3

switch(config-if)# no switchport

このインターフェイスに IPアドレスおよびサブネッ
トマスクを割り当てます。

ip address ip-prefix/length

例：

ステップ 4

switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/16

OSPFv2インスタンスおよびエリアにインターフェ
イスを追加します。

ip router ospf instance-tag area area-id [ secondaries
none ]

例：

ステップ 5

switch(config-if)# ip router ospf 201 area
0.0.0.15
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目的コマンドまたはアクション

OSPF情報を表示します。（任意） show ip ospf instance-tag interface
interface-type slot/port

ステップ 6

例：

switch(config-if)# show ip ospf 201 interface
ethernet 1/2

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

switch(config)# copy running-config startup-config

例

インターフェイスコンフィギュレーションモードで、省略可能な次の OSPFv2パラ
メータを設定できます。

目的コマンド

このインターフェイスのOSPFv2コストメトリックを設
定します。デフォルトでは、参照帯域幅とインターフェ

イス帯域幅に基づいて、コストメトリックが計算されま

す。有効な範囲は 1～ 65535です。

ip ospf cost number

例：

switch(config-if)# ip ospf cost 25

OSPFv2デッド間隔を秒単位で設定します。有効な範囲
は 1～ 65535です。デフォルトでは、hello間隔の秒数の
4倍です。

ip ospf dead-interval seconds

例：

switch(config-if)# ip ospf
dead-interval 50

OSPFv2 hello間隔を秒単位で設定します。有効な範囲は
1～ 65535です。デフォルトは 10秒です。

ip ospf hello-interval seconds

例：

switch(config-if)# ip ospf
hello-interval 25

OSPFv2で、ネイバーとのあらゆる IP MTU不一致が無
視されるように設定します。デフォルトでは、ネイバー

MTUがローカルインターフェイスMTUが不一致の場
合には、隣接関係が確立されません。

ip ospf mtu-ignore

例：

switch(config-if)# ip ospf
mtu-ignore

インターフェイス上でルーティングが更新されないよう

にします。

ip ospf passive-interface

例：

switch(config-if)# ip ospf
passive-interface
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目的コマンド

エリアのDRの決定に使用されるOSPFv2プライオリティ
を設定します。有効な範囲は 0～ 255です。デフォルト
は 1です。「指定ルータ」の項を参照してください。

ip ospf priority number

例：

switch(config-if)# ip ospf priority
25

このインターフェイス上のOSPFv2インスタンスをシャッ
トダウンします。

ip ospf shutdown

例：

switch(config-if)# ip ospf shutdown

次に、OSPFv2インスタンス 201にネットワークエリア 0.0.0.10を追加する例を示しま
す。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/16
switch(config-if)# ip router ospf 201 area 0.0.0.10
switch(config-if)# copy running-config startup-config

show ip ospf interfaceコマンドを使用してインターフェイス設定を確認します。show
ip ospf neighborコマンドを使用してこのインターフェイスのネイバーを確認します。

エリアの認証の設定

エリア内のすべてのネットワーク、またはエリア内の個々のインターフェイスの認証を設定で

きます。インターフェイス認証設定を使用すると、エリア認証は無効になります。

始める前に

OSPF機能を有効にしてあることを確認します（OSPFv2機能のイネーブル化のセクションを
参照）。

インターフェイス上のすべてのネイバーが、共有認証キーを含め、同じ認証設定を共有するこ

とを確認します。

この認証設定のためのキーチェーンを作成します。Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSセキュ
リティ構成ガイドを参照してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. area area-id authentication [ message-digest ]
4. interface interface-type slot/port

5. no switchport
6.

7. （任意） show ip ospf instance-tag interface interface-type slot/port
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8. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospf instance-tag

例：

ステップ 2

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

エリアの認証モードを設定します。area area-id authentication [ message-digest ]

例：

ステップ 3

switch(config-router)# area 0.0.0.10
authentication

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-type slot/port

例：

ステップ 4

switch(config-router)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

そのインターフェイスを、レイヤ 3ルーテッドイン
ターフェイスとして設定します。

no switchport

例：

ステップ 5

switch(config-if)# no switchport

説明オプションステップ 6

説明コマンド

このインターフェイスに簡易パ

スワード認証を設定します。認

ip ospf
authentication-key
[ 0 | 3 ] key 証が、キーチェーンにもメッ

セージダイジェストにも設定例：
されていない場合は、このコマswitch(config-if)#

ip ospf ンドを使用します。0の場合
authentication-key
0 mypass

は、パスワードをクリアテキ

ストで設定します。3の場合
は、パスワードを3DES暗号化
として設定します。

このインターフェイスにメッ

セージダイジェスト認証を設

ip ospf
message-digest-key
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目的コマンドまたはアクション

説明オプション

key-id md5 [ 0 | 3 ]
key

定します。認証がメッセージ

ダイジェストに設定されている

場合は、このコマンドを使用し例：
ます。key-idの範囲は 1～ 255

switch(config-if)#
ip ospf です。MD5オプションが 0の

場合はパスワードがクリアテmessage-digest-key
21 md5 0 mypass

キストで設定され、3の場合は
パスキーが3DES暗号化として
設定されます。

OSPF情報を表示します。（任意） show ip ospf instance-tag interface
interface-type slot/port

ステップ 7

例：

switch(config-if)# show ip ospf 201 interface
ethernet 1/2

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 8

switch(config)# copy running-config startup-config

インターフェイスの認証の設定

エリア内の個々のインターフェイスに認証を設定できます。インターフェイス認証設定を使用

すると、エリア認証は無効になります。

始める前に

OSPF機能を有効にしてあることを確認します（OSPFv2機能のイネーブル化のセクションを
参照）。

インターフェイス上のすべてのネイバーが、共有認証キーを含め、同じ認証設定を共有するこ

とを確認します。

この認証設定のキーチェーンを作成します。CiscoNexus 3548スイッチNX-OSセキュリティ構
成ガイドを参照してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. no switchport
4. ip ospf authentication [ message-digest ]
5. （任意） ip ospf authentication key-chain key-name
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6. （任意） ip ospf authentication-key [ 0 | 3 | 7 ] key

7. （任意） ip ospf message-digest-key key-id md5 [ 0 | 3 | 7 ] key

8. （任意） show ip ospf instance-tag interface interface-type slot/port

9. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-type slot/port

例：

ステップ 2

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

そのインターフェイスを、レイヤ 3ルーテッドイン
ターフェイスとして設定します。

no switchport

例：

ステップ 3

switch(config-if)# no switchport

OSPFv2のインターフェイス認証モードをクリアテ
キストタイプとメッセージダイジェストタイプの

ip ospf authentication [ message-digest ]

例：

ステップ 4

どちらかでイネーブルにします。これにより、エリswitch(config-if)# ip ospf authentication
アに基づくこのインターフェイスの認証が無効とな

ります。すべてのネイバーが、この認証タイプを共

有する必要があります。

OSPFv2のキーチェーンを使用するようにインター
フェイス認証を設定します。キーチェーン実装の詳

（任意） ip ospf authentication key-chain key-name

例：

ステップ 5

細については、Cisco Nexus 3548スイッチNX-OSセ
キュリティ構成ガイドを参照してください。

switch(config-if)# ip ospf authentication
key-chain Test1

このインターフェイスに簡易パスワード認証を設定

します。認証が、キーチェーンにもメッセージダイ

（任意） ip ospf authentication-key [ 0 | 3 | 7 ] key

例：

ステップ 6

ジェストにも設定されていない場合は、このコマン

ドを使用します。
switch(config-if)# ip ospf authentication-key 0
mypass

オプションは次のとおりです。

• 0：パスワードをクリアテキストで設定します。

• 3：パスキーを3DES暗号化として設定します。

• 7：パスキーを Ciscoタイプ 7暗号化として設
定します。
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目的コマンドまたはアクション

このインターフェイスにメッセージダイジェスト認

証を設定します。認証がメッセージダイジェストに

（任意） ip ospf message-digest-key key-id md5 [ 0 | 3
| 7 ] key

例：

ステップ 7

設定されている場合は、このコマンドを使用しま

す。key-idの範囲は 1～ 255です。MD5オプション
は次のとおりです。

switch(config-if)# ip ospf message-digest-key 21
md5 0 mypass

• 0：パスワードをクリアテキストで設定します。

• 3：パスキーを3DES暗号化として設定します。

• 7：パスキーを Ciscoタイプ 7暗号化として設
定します。

OSPF情報を表示します。（任意） show ip ospf instance-tag interface
interface-type slot/port

ステップ 8

例：

switch(config-if)# show ip ospf 201 interface
ethernet 1/2

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 9

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、インターフェイスに暗号化されていない簡単なパスワードを設定し、イーサネッ

トインターフェイス 1/2のパスワードを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# exit
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# ip router ospf 201 area 0.0.0.10
switch(config-if)# ip ospf authentication
switch(config-if)# ip ospf authentication-key 0 mypass
switch(config-if)# copy running-config startup-config

高度なOSPFv2の設定
OSPFv2は、OSPFv2ネットワークを設計した後に設定します。
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境界ルータのフィルタリストの設定

OSPFv2ドメインを関連ネットワークを含む一連のエリアに分割できます。すべてのエリアは、
エリア境界ルータ（ABR）経由でバックボーンエリアに接続している必要があります。OSPFv2
ドメインは、自律システム境界ルータ（ASBR）を介して、外部ドメインに接続可能です。「エ
リア」の項を参照してください。

ABRには、省略可能な次の設定パラメータがあります。

• Area range：エリア間のルート集約を設定します。

• Filter list：ABR上で、外部エリアから受信したネットワーク集約（タイプ 3）LSAをフィ
ルタリングします。

ASBRもフィルタリストをサポートしています。

始める前に

OSPF機能を有効にしてあることを確認します（OSPFv2機能のイネーブル化のセクションを
参照）。

フィルタリストが、着信または発信ネットワーク集約（タイプ 3）LSAの IPプレフィックス
のフィルタリングに使用するルートマップを作成します。Route Policy Managerの設定を参照
してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. area area-id filter-list route-map map-name { in | out }
4. （任意） show ip ospf policy statistics area id filter-list { in | out }
5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospf instance-tag

例：

ステップ 2

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

ABR上で着信または発信ネットワーク集約（タイプ
3）LSAをフィルタリングします。

area area-id filter-list route-map map-name { in | out }

例：

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

switch(config-router)# area 0.0.0.10 filter-list
route-map FilterLSAs in

OSPFポリシー情報を表示します。（任意） show ip ospf policy statistics area id filter-list
{ in | out }

ステップ 4

例：

switch(config-if)# show ip ospf policy statistics
area 0.0.0.10 filter-list in

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、エリア 0.0.0.10でフィルタリストを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 filter-list route-map FilterLSAs in
switch(config-router)# copy running-config startup-config

スタブエリアの設定

OSPFv2ドメインの外部トラフィックが不要な個所にスタブエリアを設定できます。スタブエ
リアはAS外部（タイプ5）LSAをブロックし、不要な、選択したネットワークへの往復のルー
ティングを制限します。「スタブエリア」の項を参照してください。また、すべての集約ルー

トがスタブエリアを経由しないようブロックすることもできます。

始める前に

OSPF機能を有効にしてあることを確認します（OSPFv2機能のイネーブル化のセクションを
参照）。

設定されるスタブエリア内に、仮想リンクとASBRのいずれも含まれないことを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. area area-id stub

4. （任意） area area-id default-cost cost

5. （任意） show ip ospf instance-tag

6. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospf instance-tag

例：

ステップ 2

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

このエリアをスタブエリアとして作成します。area area-id stub

例：

ステップ 3

switch(config-router)# area 0.0.0.10 stub

このスタブエリアに送信されるデフォルトサマリ

ルートのコストメトリックを設定します。指定でき

る範囲は 0～ 16777215です。デフォルトは 1です。

（任意） area area-id default-cost cost

例：

switch(config-router)# area 0.0.0.10 default-cost
25

ステップ 4

OSPF情報を表示します。（任意） show ip ospf instance-tag

例：

ステップ 5

switch(config-if)# show ip ospf 201

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、スタブエリアを作成する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 stub
switch(config-router)# copy running-config startup-config

Totally Stubbyエリアの設定
Totally Stubbyエリアを作成して、すべての集約ルート更新がスタブエリアに入るのを防ぐこ
とができます。

Totally Stubbyエリアを作成するには、ルータコンフィギュレーションモードで次のコマンド
を使用します。
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目的コマンド

このエリアをTotally Stubbyエリアとして作
成します。

area area-id stub no-summary

例：

switch(config-router)# area 20 stub no-summary

NSSAの設定
OSPFv2ドメインの一部で一定限度の外部トラフィックが必要な場合は、その部分に NSSAを
設定できます。「Not-So-Stubbyエリア」のセクションを参照してください。また、この外部
トラフィックを AS外部（タイプ 5）LSAに変換して、このルーティング情報で OSPFv2ドメ
インをフラッディングすることもできます。NSSAは、省略可能な次のパラメータで設定でき
ます。

• No redistribution：再配布されたルートは、NSSAをバイパスして OSPFv2自律システム内
の他のエリアに再配布されます。このオプションは、NSSAASBRがABRも兼ねていると
きに使用します。

• Default information originate：外部自律システムへのデフォルトルートのNSSA外部（タイ
プ 7）LSAを生成します。このオプションは、ASBRのルーティングテーブルにデフォル
トルートが含まれる場合に NSSA ASBR上で使用します。このオプションは、ASBRの
ルーティングテーブルにデフォルトルートが含まれるかどうかに関係なく、NSSAASBR
上で使用できます。

• Route map：目的のルートだけが NSSAおよび他のエリア全体でフラッディングされるよ
うに、外部ルートをフィルタリングします。

• Translate：NSSA外のエリア向けに、NSSA外部 LSAを AS外部 LSAに変換します。再配
布されたルートをOSPFv2自律システム全体でフラッディングするには、このコマンドを
NSSA ABR上で使用します。また、これらの AS外部 LSAの転送アドレスを無効にする
こともできます。このオプションを選択した場合は、転送アドレスが0.0.0.0に設定されま
す。

• No summary：すべての集約ルートがNSSAでフラッディングされないようにします。この
オプションは NSSA ABR上で使用します。

始める前に

OSPF機能を有効にしてあることを確認します（OSPFv2機能のイネーブル化のセクションを
参照）。

設定する NSSA上に仮想リンクがないことと、この NSSAがバックボーンエリアでないこと
を確認します。

手順の概要

1. configure terminal
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2. router ospf instance-tag

3. area area-id nssa [ no-redistribution ] [ default-information-originate ] [ route-map map-name
]] [ no-summary ] [ translate type7 { always | never } [ suppress-fa ]]

4. （任意） area area-id default-cost cost

5. （任意） show ip ospf instance-tag

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospf instance-tag

例：

ステップ 2

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

このエリアを NSSAとして作成します。area area-id nssa [ no-redistribution ] [
default-information-originate ] [ route-map map-name

ステップ 3

]] [ no-summary ] [ translate type7 { always | never } [
suppress-fa ]]

例：

switch(config-router)# area 0.0.0.10 nssa

このNSSAに送信されるデフォルト集約ルートのコ
ストメトリックを設定します。

（任意） area area-id default-cost cost

例：

ステップ 4

switch(config-router)# area 0.0.0.10 default-cost
25

OSPF情報を表示します。（任意） show ip ospf instance-tag

例：

ステップ 5

switch(config-if)# show ip ospf 201

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、すべての集約ルート更新をブロックする NSSAを作成する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
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switch(config-router)# area 0.0.0.10 nssa no-summary
switch(config-router)# copy running-config startup-config

次に、デフォルトルートを生成する NSSAを作成する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 nssa default-info-originate
switch(config-router)# copy running-config startup-config

次に、外部ルートをフィルタリングし、すべての集約ルート更新をブロックするNSSA
を作成する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 nssa route-map ExternalFilter no-summary
switch(config-router)# copy running-config startup-config

次に、常に NSSA外部（タイプ 5）LSAを AS外部（タイプ 7）LSAに変換する NSSA
を作成する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 nssa translate type 7 always
switch(config-router)# copy running-config startup-config

仮想リンクの設定

仮想リンクは、隔離されたエリアを中継エリアを介してバックボーンエリアに接続します。仮

想リンクセクションを展開します。仮想リンクには、省略可能な次のパラメータを設定できま

す。

• Authentication：簡単なパスワード認証またはMD5メッセージダイジェスト認証、および
関連付けられたキーを設定します。

• Dead interval：ローカルルータがデッドであることを宣言し、隣接関係を解消する前に、
ネイバーが helloパケットを待つ時間を設定します。

• Hello interval：連続する helloパケット間の時間間隔を設定します。

• Retransmit interval：連続する LSA間の推定時間間隔を設定します。

• Transmit delay：LSAをネイバーに送信する推定時間を設定します。

リンクがアクティブになる前に、関与する両方のルータで仮想リンクを設定する必要がありま

す。

（注）

スタブエリアには仮想リンクを追加できません。

始める前に

OSPF機能を有効にしてあることを確認します（OSPFv2機能のイネーブル化のセクションを
参照）。
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手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. area area-id virtual-link router-id

4. （任意） show ip ospf virtual-link [ brief ]
5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospf instance-tag

例：

ステップ 2

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

リモートルータへの仮想リンクの端を作成します。

仮想リンクをリモートルータ上に作成して、リンク

を完成させる必要があります。

area area-id virtual-link router-id

例：

switch(config-router)# area 0.0.0.10 virtual-link
10.1.2.3
switch(config-router-vlink)#

ステップ 3

OSPF仮想リンク情報を表示します。（任意） show ip ospf virtual-link [ brief ]

例：

ステップ 4

switch(config-router-vlink)# show ip ospf
virtual-link

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config-router-vlink)# copy running-config
startup-config

例

仮想リンクコンフィギュレーションモードで、省略可能な次のコマンドを設定できま

す。
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目的コマンド

エリアに基づくこの仮想リンクの認証がオーバーライ

ドされます。

authentication [ key-chain key-id |
message-digest | null ]

例：

switch(config-router-vlink)#
authentication message-digest

この仮想リンクに簡易パスワードを設定します。認証

が、キーチェーンにもメッセージダイジェストにも設

定されていない場合は、このコマンドを使用します。

0の場合は、パスワードをクリアテキストで設定しま
す。3の場合は、パスワードを 3DES暗号化として設
定します。

authentication-key [ 0 | 3 ] key

例：

switch(config-router-vlink)#
authentication-key 0 mypass

OSPFv2デッド間隔を秒単位で設定します。有効な範
囲は 1～ 65535です。デフォルトでは、hello間隔の秒
数の 4倍です。

dead-interval seconds

例：

switch(config-router-vlink)#
dead-interval 50

OSPFv2 hello間隔を秒単位で設定します。有効な範囲
は 1～ 65535です。デフォルトは 10秒です。

hello-interval seconds

例：

switch(config-router-vlink)#
hello-interval 25

この仮想リンクにメッセージダイジェスト認証を設定

します。認証がメッセージダイジェストに設定されて

いる場合は、このコマンドを使用します。0の場合は、
パスワードをクリアテキストで設定します。3の場合
は、パスキーを 3DES暗号化として設定します。

message-digest-key key-id md5 [ 0 | 3 ]
key

例：

switch(config-router-vlink)#
message-digest-key 21 md5 0 mypass

OSPFv2再送信間隔を秒単位で設定します。有効な範
囲は 1～ 65535です。デフォルトは 5分です。

retransmit-intervalseconds

例：

switch(config-router-vlink)#
retransmit-interval 50

OSPFv2送信遅延を秒単位で設定します。指定できる
範囲は 1～ 450です。デフォルトは 1です。

.

transmit-delay seconds

例：

switch(config-router-vlink)#
transmit-delay 2

次に、2つの ABR間に簡単な仮想リンクを作成する例を示します。

ABR 1（ルータ ID 27.0.0.55）の設定は、次のとおりです。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
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switch(config-router)# area 0.0.0.10 virtual-link 10.1.2.3
switch(config-router-vlink)# copy running-config startup-config

ABR 2（ルータ ID 10.1.2.3）の設定は、次のとおりです。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 101
switch(config-router)# area 0.0.0.10 virtual-link 27.0.0.55
switch(config-router-vlink)# copy running-config startup-config

再配布の設定

他のルーティングプロトコルから学習したルートを、ASBR経由でOSPFv2自律システムに再
配布できます。

OSPFでのルート再配布には、省略可能な次のパラメータを設定できます。

• Default information originate：外部自律システムへのデフォルトルートの AS外部（タイプ
5）LSAを生成します。

Default information originateはオプションのルートマップ内の match文を無視します。（注）

• Default metric：すべての再配布ルートに同じコストメトリックを設定します。

スタティックルートを再配布する場合、デフォルトの 7.0(3)I7(6)スタティックルートを正常
に再配布するためには、Cisco NX-OSは default-information originateコマンドを必要としま
す。

（注）

始める前に

OSPF機能を有効にしてあることを確認します（OSPFv2機能のイネーブル化のセクションを
参照）。

再配布で使用する、必要なルートマップを作成します。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. redistribute { bgp id | direct | eigrp id | ospf id | rip id | static } route-map map-name

4. default-information originate [ always ] [ route-map map-name]
5. default-metric cost

6. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospf instance-tag

例：

ステップ 2

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

設定したルートマップ経由で、選択したプロトコル

を OSPFに再配布します。
redistribute { bgp id | direct | eigrp id | ospf id | rip id |
static } route-map map-name

例：

ステップ 3

スタティックルートを再配布する場合、

デフォルトの 7.0(3)I7(6)スタティック
ルートを正常に再配布するためには、

Cisco NX-OSは default-information
originateコマンドを必要とします。

（注）
switch(config-router)# redistribute bgp 64496
route-map FilterExternalBGP

デフォルトルートが RIBに存在する場合は、この
OSPFドメインにデフォルトルートを作成します。
次の省略可能なキーワードを使用します。

default-information originate [ always ] [ route-map
map-name]

例：

ステップ 4

• always：ルートが RIBに存在しない場合でも、
常にデフォルトルート 0.0.0.を生成します。

switch(config-router)#
default-information-originate route-map
DefaultRouteFilter

• route-map：ルートマップが trueを返す場合に
デフォルトルートを生成します。

このコマンドは、ルートマップのmatch文を無視し
ます。

再配布されたルートのコストメトリックを設定しま

す。これは、直接接続されたルートには適用されま

default-metric cost

例：

ステップ 5

せん。ルートマップを使用して、直接接続された

ルートのデフォルトのメトリックを設定します。
switch(config-router)# default-metric 25

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

switch(config-router)# copy running-config
startup-config
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例

次に、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）を OSPFに再配布する例を示しま
す。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# redistribute bgp route-map FilterExternalBGP
switch(config-router)# copy running-config startup-config

再配布されるルート数の制限

ルートの再配布によって、OSPFv2ルートテーブルに多くのルートが追加される可能性があり
ます。外部プロトコルから受け取るルートの数の上限を設定できます。OSPFv2には、再配布
ルートの制限を設定するために次のオプションが用意されています。

•上限固定：設定された最大値に OSPFv2が達すると、メッセージをログに記録します。
OSPFv2は以降の再配布ルートを受け取りません。任意で、最大値のしきい値パーセンテー
ジを設定して、OSPFv2がこのしきい値を超えたときに警告を記録するようにすることも
できます。

•警告のみ：OSPFv2が最大値に達したときのみ、警告のログを記録します。OSPFv2は、
再配布されたルートを受け入れ続けます。

•取り消し：OSPFv2が最大値に達したときにタイムアウト期間を開始します。このタイム
アウト期間後、現在の再配布されたルート数が最大制限より少なければ、OSPFv2はすべ
ての再配布されたルートを要求します。再配布されたルートの現在数が最大数に達した場

合、OSPFv2はすべての再配布されたルートを取り消します。OSPFv2が追加の再配布さ
れたルートを受け付ける前に、この状況を解消する必要があります。

任意で、タイムアウト期間を設定できます。

始める前に

OSPF機能を有効にしてあることを確認します（OSPFv2機能のイネーブル化のセクションを
参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. redistribute { bgp id | direct | eigrp id | ospf id | rip id | static } route-map map-name

4. redistribute maximum-prefix max [ threshold ] [ warning-only | withdraw [ num-retries timeout
]]

5. （任意） show running-config ospf

6. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospf instance-tag

例：

ステップ 2

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

設定したルートマップ経由で、選択したプロトコル

を OSPFに再配布します。
redistribute { bgp id | direct | eigrp id | ospf id | rip id |
static } route-map map-name

例：

ステップ 3

switch(config-router)# redistribute bgp 64496
route-map FilterExternalBGP

OSPFv2で配布する最大プレフィックス数を指定し
ます。指定できる範囲は 0～ 65536です。任意で次
のオプションを指定します。

redistribute maximum-prefix max [ threshold ] [
warning-only | withdraw [ num-retries timeout ]]

例：

ステップ 4

• threshold：警告メッセージをトリガーする最大
プレフィックスの割合。

switch(config-router)# redistribute maximum-prefix
1000 75 warning-only

• warning-only：プレフィックスの最大数を超え
た場合に警告メッセージを記録します。

• withdraw：再配布されたすべてのルートを取り
消します。任意で再配布されたルートを取得し

ようと試みます。num-retriesの範囲は 1～ 12で
す。timeoutは 60～ 600秒です。デフォルトは
300秒です。clear ip ospf redistributionコマンド
は、すべてのルートを取り消す場合に使用しま

す。

OSPFv2設定を表示します。（任意） show running-config ospf

例：

ステップ 5

switch(config-router)# show running-config ospf

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

switch(config-router)# copy running-config
startup-config
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例

次に、OSPFに再配布されるルートの数を制限する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# redistribute bgp route-map FilterExternalBGP
switch(config-router)# redistribute maximum-prefix 1000 7

ルート集約の設定

集約したアドレス範囲を設定することにより、エリア間ルートのルート集約を設定できます。

また、ASBR上のこれらのルートのサマリアドレスを設定して、外部の再配布されたルートの
ルート集約を設定することもできます。「ルート集約」の項を参照してください。

始める前に

OSPF機能を有効にしてあることを確認します（OSPFv2機能のイネーブル化のセクションを
参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. area area-id range ip-prefix/length [ no-advertise ] [ cost cost ]
4. summary-address ip-prefix/length [ no-advertise | tag tag-id ]
5. （任意） show ip ospf summary-address
6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospf instance-tag

例：

ステップ 2

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

一定の範囲のアドレスの集約アドレスを ABR上に
作成します。この集約アドレスをネットワーク集約

area area-id range ip-prefix/length [ no-advertise ] [ cost
cost ]

例：

ステップ 3

（タイプ 3）LSAにアドバタイズしないようにする
こともできます。costの範囲は 0～ 16777215です。switch(config-router)# area 0.0.0.10 range

10.3.0.0/16
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目的コマンドまたはアクション

一定の範囲のアドレスのサマリアドレスを ABR上
に作成します。ルートマップによる再配布で使用で

summary-address ip-prefix/length [ no-advertise | tag
tag-id ]

例：

ステップ 4

きるよう、このサマリアドレスにタグを割り当てる

こともできます。switch(config-router)# summary-address 10.5.0.0/16
tag 2

OSPFサマリアドレスに関する情報を表示します。（任意） show ip ospf summary-address

例：

ステップ 5

switch(config-router)# show ip ospf
summary-address

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

switch(config-router)# copy running-config
startup-config

例

次に、ABR上のエリア間のサマリアドレスを作成する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 range 10.3.0.0/16
switch(config-router)# copy running-config startup-config

次に、ASBR上のサマリアドレスを作成する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# summary-address 10.5.0.0/16
switch(config-router)# copy running-config startup-config

スタブルートアドバタイズメントの設定

短期間だけ、このルータ経由の OSPFv2トラフィックを制限する場合は、スタブルートアド
バタイズメントを使用します。OSPFv2スタブルータアドバタイズメントのセクションを参照
してください。

スタブルートアドバタイズメントは、省略可能な次のパラメータで設定できます。

• On startup：指定した宣言期間だけ、スタブルートアドバタイズメントを送信します。

• Wait for BGP：BGPがコンバージェンスするまで、スタブルートアドバタイズメントを送
信します。
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始める前に

OSPF機能を有効にしてあることを確認します（OSPFv2機能のイネーブル化のセクションを
参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. max-metric router-lsa [ on-startup [ announce-time ] [ wait-for bgp tag ]]
4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospf instance-tag

例：

ステップ 2

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

OSPFv2スタブルートアドバタイズメントを設定し
ます。

max-metric router-lsa [ on-startup [ announce-time ] [
wait-for bgp tag ]]

例：

ステップ 3

switch(config-router)# max-metric router-lsa

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config-router)# copy running-config
startup-config

例

次に、スタブルータアドバタイズメント機能を、起動時に、デフォルトの 600秒間有
効にする例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# max-metric router-lsa on-startup
switch(config-router)# copy running-config startup-config
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デフォルトタイマーの変更

OSPFv2には、プロトコルメッセージの動作および最短パス優先（SPF）の計算を制御する多
数のタイマーが含まれています。OSPFv2には、省略可能な次のタイマーパラメータが含まれ
ます。

• LSAarrival time：ネイバーから着信するLSA間で許容される最小間隔を設定します。この
時間より短時間で到着する LSAはドロップされます。

• Pacing LSAs：LSAが集められてグループ化され、リフレッシュされて、チェックサムが
計算される間隔、つまり期限切れとなる間隔を設定します。このタイマーは、LSA更新が
実行される頻度を制御し、LSA更新メッセージで送信される LSA更新の数を制御します
（フラッディングと LSAグループペーシングを参照）。

• Throttle LSAs：LSA生成のレート制限を設定します。このタイマーは、トポロジが変更さ
れない場合に LSAが生成される頻度を制御します。

• Throttle SPF calculation：SPF計算の実行頻度を制御します。

インターフェイスレベルでは、次のタイマーも制御できます。

• Retransmit interval：連続する LSA間の推定時間間隔を設定します。

• Transmit delay：LSAをネイバーに送信する推定時間を設定します。

hello間隔とデッドタイマーに関する情報の詳細については、「OSPFv2でのネットワークの設
定」の項を参照してください。

始める前に

OSPF機能を有効にしてあることを確認します（OSPFv2機能のイネーブル化のセクションを
参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. timers lsa-arrival msec

4. timers lsa-group-pacing seconds

5. timers throttle lsa start-time hold-interval max-time

6. timers throttle spf delay-time hold-time max-time

7. interface type slot/port

8. no switchport
9. ip ospf hello-interval seconds

10. ip ospf dead-interval seconds

11. ip ospf retransmit-interval seconds

12. ip ospf transmit-delay seconds

13. （任意） show ip ospf

14. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospf instance-tag

例：

ステップ 2

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

LSA到着時間をミリ秒で設定します。範囲は 10～
600000です。デフォルトは 1000ミリ秒です。

timers lsa-arrival msec

例：

ステップ 3

switch(config-router)# timers lsa-arrival 2000

LSAがグループ化される間隔を秒で設定します。
範囲は 1～ 1800です。デフォルトは 240秒です。

timers lsa-group-pacing seconds

例：

ステップ 4

switch(config-router)# timers lsa-group-pacing
1800

次のタイマーを使用して、LSA生成のレート制限
をミリ秒で設定します。

timers throttle lsa start-time hold-interval max-time

例：

ステップ 5

start-time：指定できる範囲は 50～ 5000ミリ秒で
す。デフォルト値は 50ミリ秒です。

switch(config-router)# timers throttle lsa 3000
6000 6000

hold-interval：指定できる範囲は 50～ 30,000ミリ秒
です。デフォルト値は 5000ミリ秒です。

max-time：指定できる範囲は 50～ 30,000ミリ秒で
す。デフォルト値は 5000ミリ秒です。

SPF最適パス計算間の SPF最適パススケジュール
初期遅延時間、最小保持時間、および最大待機時間

timers throttle spf delay-time hold-time max-time

例：

ステップ 6

（ミリ秒単位）を設定します。範囲は 1～ 600000switch(config-router)# timers throttle spf 3000
2000 5000 ミリ秒です。デフォルト値は、200ミリ秒の遅延時

間、1000ミリ秒の保持時間、および 5000ミリ秒の
待機時間です。

インターフェイス設定モードを開始します。interface type slot/port

例：

ステップ 7

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

そのインターフェイスを、レイヤ 3ルーテッドイ
ンターフェイスとして設定します。

no switchport

例：

ステップ 8
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目的コマンドまたはアクション

switch(config-if)# no switchport

このインターフェイスの hello間隔を設定します。
有効な範囲は 1～ 65535です。デフォルトは 10で
す。

ip ospf hello-interval seconds

例：

switch(config-if)# ip ospf retransmit-interval
30

ステップ 9

このインターフェイスのデッド間隔を設定します。

有効な範囲は 1～ 65535です。
ip ospf dead-interval seconds

例：

ステップ 10

switch(config-if)# ip ospf dead-interval 30

このインターフェイスから送信される各 LSA間の
推定時間間隔を設定します。有効な範囲は 1～
65535です。デフォルトは 5分です。

ip ospf retransmit-interval seconds

例：

switch(config-if)# ip ospf retransmit-interval
30

ステップ 11

LSAをネイバーに送信する推定時間間隔を秒で設
定します。指定できる範囲は1～450です。デフォ
ルトは 1です。

ip ospf transmit-delay seconds

例：

switch(config-if)# ip ospf transmit-delay 450
switch(config-if)#

ステップ 12

OSPFに関する情報を表示します。（任意） show ip ospf

例：

ステップ 13

switch(config-if)# show ip ospf

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 14

switch(config-router)# copy running-config
startup-config

例

次に、lsa-group-pacingオプションで LSAフラッディングを制御する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# timers lsa-group-pacing 300
switch(config-router)# copy running-config startup-config

OSPFv2インスタンスの再起動
OSPv2インスタンスを再起動できます。再起動すると、インスタンスのすべてのネイバーが消
去されます。

OSPFv2インスタンスを再起動して、関連付けられたすべてのネイバーを削除するには、次の
コマンドを使用します。
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目的コマンド

OSPFv2インスタンスを再起動して、すべてのネイバーを
削除します。

restart ospf instance-tag

例：

switch(config)# restart ospf 201

仮想化による OSPFv2の設定
複数の VRFを作成できます。また、各 VRFで同じ OSPFv2インスタンスを使用することも、
複数のOSPFv2インスタンスを使用することも可能です。VRFにはOSPFv2インターフェイス
を割り当てます。

インターフェイスの VRFを設定した後に、インターフェイスの他のすべてのパラメータを設
定します。インターフェイスの VRFを設定すると、そのインターフェイスのすべての設定が
削除されます。

（注）

始める前に

OSPF機能がイネーブルになっていることを確認します。OSPFv2機能のイネーブル化のセク
ションを参照してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. vrf context vrf-name

3. router ospf instance-tag

4. vrf vrf-name

5. （任意） maximum-paths paths

6. interface interface-typeslot/port

7. no switchport
8. vrf member vrf-name

9. ip address ip-prefix/length

10. ip router ospf instance-tag area area-id

11. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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目的コマンドまたはアクション

新しいVRFを作成し、VRF設定モードを開始しま
す。

vrf context vrf-name

例：

ステップ 2

switch(config)# vrf context RemoteOfficeVRF
switch(config-vrf)#

新規OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospf instance-tag

例：

ステップ 3

switch(config-vrf)# router ospf 201
switch(config-router)#

VRF設定モードを開始します。vrf vrf-name

例：

ステップ 4

switch(config-router)# vrf RemoteOfficeVRF
switch(config-router-vrf)#

この VRFのルートテーブル内の宛先への、同じ
OSPFv2パスの最大数を設定します。ロードバラン
シングに使用されます。

（任意） maximum-paths paths

例：

switch(config-router-vrf)# maximum-paths 4

ステップ 5

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。

interface interface-typeslot/port

例：

ステップ 6

switch(config-router-vrf)# interface ethernet
1/2
switch(config-if)#

そのインターフェイスを、レイヤ 3ルーテッドイ
ンターフェイスとして設定します。

no switchport

例：

ステップ 7

switch(config-if)# no switchport

このインターフェイスを VRFに追加します。vrf member vrf-name

例：

ステップ 8

switch(config-if)# vrf member RemoteOfficeVRF

このインターフェイスのIPアドレスを設定します。
このステップは、このインターフェイスを VRFに
割り当てたあとに行う必要があります。

ip address ip-prefix/length

例：

switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/16

ステップ 9

このインターフェイスをOSPFv2インスタンスおよ
び設定エリアに割り当てます。

ip router ospf instance-tag area area-id

例：

ステップ 10

switch(config-if)# ip router ospf 201 area 0

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 11

switch(config-router)# copy running-config
startup-config
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例

次に、VRFを作成して、その VRFにインターフェイスを追加する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# vrf context NewVRF
switch(config)# router ospf 201
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# vrf member NewVRF
switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/16
switch(config-if)# ip router ospf 201 area 0
switch(config)# copy running-config startup-config

OSPFv2設定の確認
OSPFv2設定を表示します。show ip ospf

OSPFv2境界ルータ設定を表示します。show ip ospf border-routers [ vrf { vrf-name | all |
default | management }]

OSPFv2リンクステートデータベースの要
約を表示します。

show ip ospf database [ vrf { vrf-name | all | default
| management }]

OSPFv2インターフェイス設定を表示しま
す。

show ip ospf interface number [ vrf { vrf-name | all
| default | management }]

変更された OSPFv2 LSAを表示します。show ip ospf lsa-content-changed-list interface - type
number

OSPFv2ネイバーの一覧を表示します。show ip ospf neighbors [ neighbor-id ] [ detail ] [
interface - type number ] [ vrf { vrf-name | all | default
| management }] [ summary ]

OSPFv2リンクステート要求の一覧を表示
します。

show ip ospf request-list neighbor-id [ interface - type
number ]

OSPFv2リンクステート再送の一覧を表示
します。

show ip ospf retransmission-list neighbor-id [
interface - type number ]

内部 OSPFv2ルートを表示します。show ip ospf route [ ospf-route ] [ summary ] [ vrf {
vrf-name | all | default | management }]

OSPFv2サマリアドレスに関する情報を表
示します。

show ip ospf summary-address [ vrf { vrf-name | all
| default | management }]

OSPFv2仮想リンクに関する情報を表示し
ます。

show ip ospf virtual-links [ brief ] [ vrf { vrf-name |
all | default | management }]
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VRFベースのOSPFv2設定に関する情報を
表示します。

show ip ospf vrf { vrf-name | all | default |
management }

現在実行中の OSPFv2設定を表示します。show running-configuration ospf

OSPFv2統計情報の表示
OSPFv2統計情報を表示するには、次のコマンドを使用します。

目的コマンド

エリアの OSPFv2ルートポリシー統計
情報を表示します。

show ip ospf policy statistics area area-id filter-list { in
| out } [ vrf { vrf-name | all | default | management }]

OSPFv2ルートポリシー統計情報を表
示します。

show ip ospf policy statistics redistribute { bgp id | direct
| eigrp id | ospf id | rip id | static } vrf { vrf-name | all |
default | management }]

OSPFv2イベントカウンタを表示しま
す。

show ip ospf statistics [ vrf { vrf-name | all | default |
management }]

OSPFv2パケットカウンタを表示しま
す。

show ip ospf traffic [ interface - type number ] [ vrf {
vrf-name | all | default | management }]

OSPFv2の設定例
次に、OSPFv2を設定する例を示します。
feature ospf
router ospf 201
router-id 290.0.2.1

interface ethernet 1/2
no switchport
ip router ospf 201 area 0.0.0.10
ip ospf authentication
ip ospf authentication-key 0 mypass

その他の参考資料
OSPFの実装に関する詳細情報については、次のページを参照してください。

•関連資料

• MIB
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関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco Nexus 3000 Series Command Reference』OSPFv2 CLIコマンド

Route Policy Managerの設定ルートマップ

MIB
MIBのリンクMIB

MIBを検索してダウンロードするには、次のMIBロケータに移動します。• OSPF-MIB

• OSPF-TRAP-MIB

Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSユニキャストルーティング構成ガイド、リリース 10.3(x)
85

OSPFv2の設定

関連資料

https://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/nexus-3000-series-switches/products-command-reference-list.html
http://mibs.cloudapps.cisco.com/ITDIT/MIBS/servlet/index


Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSユニキャストルーティング構成ガイド、リリース 10.3(x)
86

OSPFv2の設定
MIB



第 5 章

EIGRPの設定

この章では、Cisco NX-OSスイッチで Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）を設
定する方法について説明します。

この章は、次の項で構成されています。

• EIGRPに関する情報（87ページ）
• EIGRPの前提条件（94ページ）
• EIGRPの注意事項と制約事項（94ページ）
• EIGRPのデフォルト設定（95ページ）
•基本的な EIGRPの設定（96ページ）
•高度な EIGRPの設定（101ページ）
• EIGRPの仮想化の設定（113ページ）
• EIGRPの設定の確認（115ページ）
• EIGRP統計情報の表示（115ページ）
• EIGRPの設定例（116ページ）
•関連項目（116ページ）
•その他の参考資料（116ページ）

EIGRPに関する情報
EIGRPは、リンクステートプロトコルの機能にディスタンスベクトルプロトコルの利点を組
み合わせたプロトコルです。EIGRPは、定期的に Helloメッセージを送信してネイバーを探索
します。EIGRPは、新規ネイバーを検出すると、すべてのローカル EIGRPルートおよびルー
トメトリックに対する 1回限りの更新を送信します。受信側の EIGRPルータは、受信したメ
トリックと、その新規ネイバーにローカルで割り当てられたリンクのコストに基づいて、ルー

トディスタンスを計算します。この最初の全面的なルートテーブルの更新後は、ルート変更

の影響を受けるネイバーにのみ、差分更新が EIGRPにより送信されます。この処理により、
コンバージェンスにかかる時間が短縮され、帯域幅が最小限になります。
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EIGRPコンポーネント
EIGRPには、次の基本コンポーネントがあります。

信頼性の高いトランスポートプロトコル

信頼性の高いトランスポートプロトコルは、すべてのネイバーに EIGRPパケットの順序付け
された配信を保証します。(「ネイバー探索およびネイバー回復」の項を参照してください。)
信頼性の高いトランスポートプロトコルは、ユニキャストパケットの伝送をサポートしてい

ます。この方式により、さまざまな速度のリンクでも短いコンバージェンス時間が維持される

ようになります。ユニキャストパケットの送信を制御するデフォルトタイマーの変更の詳細

については、高度な EIGRPの設定を参照してください。

Reliable Transport Protocolには、次のメッセージタイプが含まれます。

• Hello：ネイバー探索およびネイバー回復に使用されます。EIGRPはデフォルトでは、定
期的なマルチキャスト Helloメッセージをローカルネットワーク上に、設定された hello
間隔で送信します。デフォルトの hello間隔は 5秒です。

•確認：更新、照会、返信を確実に受信したことを確認します。

•更新：ルーティング情報が変更されると、その影響を受けるネイバーに送信されます。更
新には、ルートの宛先、アドレスマスク、および遅延や帯域幅などのルートメトリック

が含まれます。更新情報は EIGRPトポロジテーブルに格納されます。

•照会および返信：必要に応じて、EIGRPが使用する DUALの一部として送信されます。

ネイバー探索およびネイバー回復

EIGRPは、Reliable Transport ProtocolからのHelloメッセージを使用して、直接接続されたネッ
トワーク上のネイバー EIGRPルータを探索します。EIGRPにより、ネイバーテーブルにネイ
バーが追加されます。ネイバーテーブルの情報には、ネイバーアドレス、検出されたインター

フェイス、およびネイバー到達不能を宣言する前に EIGRPが待機する時間を示すホールドタ
イムが含まれています。デフォルトのホールドタイムは、hello間隔の 3倍または 15秒です。

EIGRPは、ローカル EIGRPルーティング情報を共有するために、一連の更新メッセージを新
規ネイバーに送信します。このルート情報は EIGRPトポロジテーブルに格納されます。この
ようにEIGRPルート情報全体を最初に送信した後は、ルーティングが変更されたときにのみ、
EIGRPにより更新メッセージが送信されます。これらの更新メッセージは新情報または更新情
報のみを含んでおり、変更の影響を受けるネイバーにのみ送信されます。「EIGRPルート更
新」の項を参照してください。

EIGRPはまた、Helloメッセージをネイバーへのキープアライブのためにも使用します。Hello
メッセージを受信している限り、Cisco NX-OSは、ネイバーがダウンせずに機能していると判
定します。
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拡散更新アルゴリズム

拡散更新アルゴリズム（DUAL）により、トポロジテーブルの宛先ネットワークに基づいて
ルーティング情報が計算されます。トポロジテーブルには、次の情報が含まれます。

• IPv4アドレス/マスク：この宛先のネットワークアドレスおよびネットワークマスク。

•サクセサ：現在のフィジブルディスタンスよりも宛先まで短いディスタンスをアドバタイ
ズする、すべてのフィジブルサクセサまたはネイバーの IPアドレスおよびローカルイン
ターフェイス接続。

•フィージビリティディスタンス（FD）：計算された、宛先までの最短ディスタンス。フィ
ジブルディスタンスは、ネイバーがアドバタイズした距離に、そのネイバーへのリンク

コストを加えた合計です。

DUALは、ディスタンスメトリックを使用して、ループが発生しない効率的なパスを選択し
ます。DUALはルートを選択し、フィジブルサクセサに基づいてユニキャストルーティング
情報ベース（RIB）に挿入します。トポロジが変更されると、DUALは、トポロジテーブルで
フィジブルサクセサを探します。フィジブルサクセサが見つかった場合、DUALは、最短の
フィジブルディスタンスを持つフィジブルサクセサを選択して、それをユニキャスト RIBに
挿入します。これにより、再計算が不要となります。

フィジブルサクセサが存在しないが、宛先をアドバタイズするネイバーが存在する場合は、

DUALがパッシブ状態からアクティブ状態へと移行し、新しいサクセサまたは宛先へのネクス
トホップルータを決定する再計算をトリガーします。ルートの再計算に必要な時間は、コン

バージェンス時間に影響します。EIGRPは照会メッセージをすべてのネイバーに送信し、フィ
ジブルサクセサを探します。フィジブルサクセサを持つネイバーは、その情報を含む返信メッ

セージを送信します。フィジブルサクセサを持たないネイバーは、DUALの再計算をトリガー
します。

EIGRPルート更新
トポロジが変更されると、EIGRPは、変更されたルーティング情報のみを含む更新メッセージ
を影響を受けるネイバーに送信します。更新メッセージには、新規の、または更新されたネッ

トワーク宛先へのディスタンス情報が含まれます。

EIGRPでのディスタンス情報は、帯域幅、遅延、負荷使用状況、リンクの信頼性などの使用可
能なルートメトリックの組み合わせとして表現されます。各メトリックには重みが関連付けら

れており、これにより、メトリックがディスタンスの計算に含まれるかどうかが決定します。

このメトリックの重みは設定することができます。特性を微調整して最適なパスを完成するこ

ともできますが、設定可能なメトリックの大部分でデフォルト設定を使用することを推奨しま

す。

内部ルートメトリック

内部ルートとは、同じ EIGRP自律システム内のネイバー間のルートです。これらのルートに
は、次のメトリックがあります。

•ネクストホップ：ネクストホップルータの IPアドレス。
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•遅延：宛先ネットワークへのルートを形成するインターフェイス上で設定された遅延の合
計。10マイクロ秒単位で設定されます。

•帯域幅：宛先へのルートの一部であるインターフェイスで設定された最小帯域幅から計算
されます。

デフォルト帯域幅の値の使用を推奨します。この帯域幅パラメータは EIGRPでも使用されま
す。

（注）

• MTU：宛先へのルート上の最大伝送単位の最小値。

•ホップカウント：宛先までにルートが通過するホップまたはルータの数。このメトリック
は、DUAL計算で直接には使用されません。

•信頼性：宛先までのリンクの信頼性を示します。

•負荷：宛先までのリンク上のトラフィック量を示します。

デフォルトで EIGRPは、帯域幅と遅延のメトリックを使用して、宛先までのディスタンスを
計算します。計算に他のメトリックが含まれるように、メトリックの重みを変更できます。

外部ルートメトリック

外部ルートとは、異なる EIGRP自律システムにあるネイバー間のルートです。これらのルー
トには、次のメトリックがあります。

•ネクストホップ：ネクストホップルータの IPアドレス。

•ルータ ID：このルートを EIGRPに再配布したルータのルータ ID。

• AS番号：宛先の自律システムの番号。

•プロトコル ID：宛先へのルートを学習したルーティングプロトコルを表すコード。

•タグ：ルートマップで使用可能な任意のタグ。

•メトリック：外部ルーティングプロトコルの、このルートのルートメトリック。

EIGRPとユニキャスト RIB

EIGRPは、すべての学習したルートを EIGRPトポロジテーブルとユニキャスト RIBに追加し
ます。トポロジが変更されると、EIGRPは、これらのルートを使用してフィジブルサクセサ
を探します。EIGRPは、他のルーティングプロトコルから EIGRPに再配布されたあらゆる
ルートの変更についてのユニキャスト RIBからの通知も待ち受けます。

高度な EIGRP
EIGRPの高度な機能を使用して、EIGRPの設定を最適化できます。
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アドレスファミリ

EIGRPは、IPv4アドレスファミリをサポートします。

アドレスファミリコンフィギュレーションモードには、次の EIGRP機能が含まれます。

•認証

• AS番号

•デフォルトルート

•メトリック

•ディスタンス

•グレースフルリスタート

•ロギング

•ロードバランシング

•再分配

•ルータ ID

•スタブルータ

•タイマー

複数のコンフィギュレーションモードで同じ機能を設定できません。たとえばルータコンフィ

ギュレーションモードでデフォルトメトリックを設定すると、アドレスファミリモードでデ

フォルトメトリックを設定できません。

認証

EIGRPメッセージに認証を設定することで、ネットワークでの不正なルーティング更新や無効
なルーティング更新を防止できます。EIGRP認証はMD5認証ダイジェストをサポートしてい
ます。

認証キーのキーチェーン管理を使用して、仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンス
ごと、またはインターフェイスごとに EIGRP認証を設定できます。キーチェーン管理を使用
すると、MD5認証ダイジェストが使用する認証キーへの変更を管理できます。キーチェーン
の作成の詳細については、CiscoNexus 3548スイッチNX-OSセキュリティ構成ガイドを参照し
てください。

MD5認証を行うには、ローカルルータとすべてのリモート EIGRPネイバーで同一のパスワー
ドを設定します。EIGRPメッセージが作成されると、CiscoNX-OSは、そのメッセージ自体と
暗号化されたパスワードに基づいてMD5一方向メッセージダイジェストを作成し、このダイ
ジェストを EIGRPメッセージとともに送信します。受信する EIGRPネイバーは、同じ暗号化
パスワードを使用して、このダイジェストを確認します。メッセージが変更されていない場合

は計算が同一であるため、EIGRPメッセージは有効と見なされます。
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MD5認証には各EIGRPメッセージのシーケンス番号も含まれており、これにより、ネットワー
クでのメッセージの再送が防止されます。

スタブルータ

EIGRPスタブルーティング機能を使用すると、ネットワークの安定性の向上、リソース使用
量の削減、スタブルータ設定の簡易化を実現できます。スタブルータは、リモートルータ経

由で EIGRPネットワークに接続します。「スタブルーティング」の項を参照してください。

EIGRPスタブルーティングを使用すると、EIGRPを使用するように配布とリモートルータを
設定し、リモートルータのみをスタブとして設定する必要があります。EIGRPスタブルーティ
ングで、分散ルータでの集約が自動的にイネーブルになるわけではありません。ほとんどの場

合、分散ルータでの集約の設定が必要です。

EIGRPスタブルーティングを使用しない場合は、分散ルータからリモートルータに送信され
たルートがフィルタリングまたは集約された後でも、問題が発生することがあります。たとえ

ば、ルートが企業ネットワーク内のどこかで失われた場合に、EIGRPが分散ルータに照会を送
信することがあります。分散ルータは、ルートが集約されている場合でも、リモートルータに

照会を送信することがあります。分散ルータとリモートルータの間のWANリンク上の通信に
問題が発生した場合は、EIGRPがアクティブ状態のままとなり、ネットワークの他の場所が不
安定となる場合があります。EIGRPスタブルーティングを使用すると、リモートルータに照
会が送信されなくなります。

ルート集約

指定したインターフェイスにサマリー集約アドレスを設定できます。ルート集約を使用する

と、固有性の強い一連のアドレスをすべての固有アドレスを代表する1つのアドレスに置き換
えることによって、ルートテーブルを簡素化できます。たとえば、10.1.1.0/24、10.1.2.0/24、
および 10.1.3.0/24というアドレスを 1つの集約アドレス 10.1.0.0/16に置き換えることができま
す。

より具体的なアドレスがルーティングテーブルにある場合、EIGRPは、より具体的なルート
の最小メトリックに等しいメトリックを持つインターフェイスからの集約アドレスをアドバタ

イズします。

EIGRPは、自動ルート集約をサポートしていません。（注）

ルートの再配布

EIGRPを使用して、ダイレクトルート、スタティックルート、他の EIGRP自律システムから
学習したルート、または他のプロトコルからのルートを再配布できます。再配布を含むルート

マップを設定して、どのルートが EIGRPに渡されるかを制御します。ルートマップを使用す
ると、宛先、送信元プロトコル、ルートタイプ、ルートタグなどの属性に基づいて、ルート

をフィルタリングできます。「Route Policy Managerの設定」を参照してください。
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インポートされた EIGRPへのすべてのルートに使用されるデフォルトメトリックも設定でき
ます。

ロードバランシング

ロードバランシングを使用すると、ルータは、宛先アドレスから等距離内にあるすべてのルー

タのネットワークポートにトラフィックを分散できます。ロードバランシングにより、ネッ

トワークセグメントの使用率が向上し、それによってネットワーク帯域幅の効率も向上しま

す。

CiscoNX-OSは、等コストマルチパス（ECMP）機能をサポートします。EIGRPルートテーブ
ルおよびユニキャスト RIBの等コストパスは最大 32です。これらのパスの一部または全部に
対してトラフィックのロードバランスを行うよう、EIGRPを設定できます。

Cisco NX-OSの EIGRPは、等コストでないロードバランシングはサポートしていません。（注）

Cisco Nexus 3548スイッチでは、ECMPはワープモードでサポートされていません。（注）

Split Horizon

スプリットホライズンを使用すると、ルートを学習したインターフェイスから EIGRPがルー
トをアドバタイズしないようにできます。

スプリットホライズンは、EIGRP更新パケットおよび EIGRP照会パケットの送信を制御する
方式です。インターフェイスでスプリットホライズンをイネーブルにすると、Cisco NX-OS
は、このインターフェイスから学習された宛先への更新パケットも照会パケットも送信しませ

ん。この方法でアップデートパケットとクエリーパケットを制御すると、ルーティングルー

プが発生する可能性が低くなります。

ポイズンリバースによるスプリットホライズンにより、EIGRPは、EIGRPがルートを学習し
たインターフェイス経由で、そのルートを到達不能としてアドバタイズするよう設定されま

す。

EIGRPは、次のシナリオでスプリットホライズン、またはポイズンリバースによるスプリッ
トホライズンを使用します。

•スタートアップモードで、2台のルータ間で初めてトポロジテーブルを交換する。

•トポロジテーブルの変更をアドバタイズする。

•照会メッセージを送信する。

デフォルトでは、スプリットホライズン機能がすべてのインターフェイスでイネーブルになっ

ています。
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仮想化のサポート

CiscoNX-OSは、同一システム上で動作する複数のEIGRPプロトコルインスタンスをサポート
します。EIGRPは、仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスをサポートしていま
す。デフォルトでは、特に別の VRFを設定しない限り、Cisco NX-OSはユーザーをデフォル
トの VRFに配置します。

デフォルトでは、すべてのインスタンスが同じシステムルータ IDを使用します。インスタン
スごとに一意のルータ IDを設定することもできます。

EIGRPの前提条件
EIGRPを使用するには、次の前提条件を満たしている必要があります。

• EIGRP機能をイネーブルにする必要があります（EIGRP機能の有効化を参照）。

EIGRPの注意事項と制約事項
EIGRP設定時の注意事項および制約事項は次のとおりです。

•他のプロトコル、接続されたルータ、またはスタティックルートからの再配布には、メト
リック設定（デフォルトメトリック設定オプションまたはルートマップによる）が必要

です（Route Policy Managerの設定を参照）。

• Cisco NX-OSの EIGRPは Cisco IOSソフトウェアの EIGRPと互換性があります。

•妥当な理由がない限り、メトリックの重みを変更しないでください。メトリックの重みを
変更した場合は、同じ自律システム内のすべての EIGRPルータに、それを適用する必要
があります。

•大規模ネットワークの場合は、スタブの使用を検討してください。

• EIGRPベクトルメトリックは維持されないため、異なる EIGRP自律システム間での再配
布は避けてください。

• no ip next-hop-selfコマンドは、ネクストホップの到達可能性を保証しません。

• ip passive-interface eigrpコマンドを使用すると、ネイバーが形成されなくなります。

• Cisco NX-OSは IGRPも、IGRPおよび EIGRPクラウドの接続もサポートしていません。

•自動集約は、デフォルトではイネーブルにされていません。

• Cisco NX-OSは IPのみをサポートします。
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Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能に対応する Cisco NX-OSコマンドは通常使用す
る Cisco IOSコマンドと異なる場合があるので注意してください。

（注）

EIGRPのデフォルト設定
次の表は、各 EIGRPパラメータに対するデフォルト設定を示しています。

表 6 :デフォルト EIGRPパラメータ

デフォルトパラメータ

•内部ルート：90

•外部ルート：170

アドミニストレーティブディスタンス

50%帯域幅の割合

• bandwidth：100000 kbps

• delay：100（10マイクロ秒単位）

• reliability：255

• loading：1

• MTU：1500

再配布されたルートのデフォルトのメトリッ

ク

ディセーブルEIGRP機能

5秒hello間隔

15秒Hold time

8等コストパス

1 0 1 0 0メトリック重み

ローカルインターフェイスの IPアドレ
ス

アドバタイズされたネクストホップアドレス

ディセーブル再分配

有効（Enabled）スプリットホライズン
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基本的な EIGRPの設定

EIGRP機能の有効化
EIGRPを設定するには、その前に EIGRP機能をイネーブルにする必要があります。

手順の概要

1. configure terminal
2. feature eigrp

3. （任意） show feature

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

EIGRP機能を有効にします。feature eigrp

例：

ステップ 2

switch(config)# feature eigrp

有効にされた機能に関する情報を表示し。（任意） show feature

例：

ステップ 3

switch(config)# show feature

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config startup-config

例

no feature eigrp コマンドを使用して、BFD機能を無効にし、関連する構成をすべて削
除します。
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目的コマンド

EIGRP機能をディセーブルにして、関連付けられたコン
フィギュレーションをすべて削除します。

no feature eigrp

例：

switch(config)# no feature eigrp

EIGRPインスタンスの作成
EIGRPインスタンスを作成して、そのインスタンスにインターフェイスを関連付けることがで
きます。この EIGRPプロセスに一意の自律システム番号を割り当てます（「自律システム」
の項を参照）。ルート再配布をイネーブルにしていない限り、他の自律システムからルートが

アドバタイズされることも、受信されることもありません。

始める前に

EIGRP機能を有効にしていることを確認します（EIGRP機能の有効化のセクションを参照）。

EIGRPがルータ ID（設定済みのループバックアドレスなど）を入手可能であるか、またはルー
タ IDオプションを設定する必要があります。

AS番号であると認められていないインスタンスタグを設定する場合は、AS番号を明示的に
設定する必要があります。そうしないと、この EIGRPインスタンスはシャットダウン状態の
ままになります。

手順の概要

1. configure terminal
2. router eigrp instance-tag

3. （任意） autonomous-system as-number

4. （任意） log-adjacency-changes
5. log-neighbor-warnings [ seconds ]
6. interface interface-type slot/port

7. no switchport
8. ip router eigrp instance-tag

9. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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目的コマンドまたはアクション

インスタンスタグを設定して、新しい EIGRPプロ
セスを作成します。インスタンスタグには最大 20

router eigrp instance-tag

例：

ステップ 2

文字の英数字を使用できます。大文字と小文字を区

別します。
switch(config)# router eigrp Test1
switch(config-router)#

AS番号であると認められていない instance-tagを設
定する場合は、autonomous-systemコマンドを使用
して AS番号を明示的に設定する必要があります。
そうしないと、このEIGRPインスタンスはシャット
ダウン状態のままになります。

この EIGRPインスタンスに一意のAS番号を設定し
ます。有効な範囲は 1～ 65535です。

（任意） autonomous-system as-number

例：

ステップ 3

switch(config-router)# autonomous-system 33

隣接関係の状態が変化するたびに、システムメッ

セージを生成します。このコマンドは、デフォルト

でイネーブルになっています。

（任意） log-adjacency-changes

例：

switch(config-router)# log-adjacency-changes

ステップ 4

ネイバーの警告が発生するたびに、システムメッ

セージを生成します。警告メッセージの時間間隔

log-neighbor-warnings [ seconds ]

例：

ステップ 5

を、1～ 65535の秒数で設定できます。デフォルトswitch(config-router)# log-neighbor-warnings
は10秒です。このコマンドは、デフォルトでイネー
ブルになっています。

インターフェイス設定モードを開始します。?を使
用すると、スロットおよびポートの範囲を確認でき

ます。

interface interface-type slot/port

例：

switch(config-router)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

ステップ 6

そのインターフェイスを、レイヤ 3ルーテッドイン
ターフェイスとして設定します。

no switchport

例：

ステップ 7

switch(config-if)# no switchport

このインターフェイスを、設定されたEIGRPプロセ
スに関連付けます。インスタンスタグには最大 20

ip router eigrp instance-tag

例：

ステップ 8

文字の英数字を使用できます。大文字と小文字を区

別します。
switch(config-if)# ip router eigrp Test1

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 9

switch(config)# copy running-config startup-config
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例

EIGRPプロセスと、関連付けられた設定を削除するには、no router eigrpコマンドを
使用します。

目的コマンド

EIGRPプロセスと、関連付けられたすべての設定を
削除します。

no router eigrp instance-tag

例：

switch(config)# no router eigrp Test1

EIGRPプロセスを削除する場合は、インターフェイスモードで設定された EIGRPコ
マンドも削除する必要があります。

（注）

次に、EIGRPプロセスを作成し、EIGRPのインターフェイスを設定する例を示しま
す。

switch# configure terminal
switch(config)# router eigrp Test1
switch(config)# i nterface ethernet 1/2
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# ip router eigrp Test1
switch(config-if)# no shutdown
switch(config-if)# copy running-config startup-config

その他の EIGRPパラメータの詳細については、高度な EIGRPの設定のセクションを
参照してください。

EIGRPインスタンスの再起動
EIGRPインスタンスを再起動できます。再起動すると、インスタンスのすべてのネイバーが消
去されます。

EIGRPインスタンスを再起動して、関連付けられたすべてのネイバーを削除するには、次のコ
マンドを使用します。

目的コマンド

この EIGRPインスタンスを再起動するときに、ユニキャ
スト RIBのすべての EIGRPルートをフラッシュします。

flush-routes

例：

switch(config)# flush-routes

EIGRPインスタンスを再起動して、すべてのネイバーを
削除します。インスタンスタグには最大 20文字の英数字
を使用できます。大文字と小文字を区別します。

restart eigrp instance-tag

例：

switch(config)# restart eigrp
Test1
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EIGRPインスタンスのシャットダウン
EIGRPインスタンスを正常にシャットダウンできます。これにより、すべてのルートと隣接関
係は移動しますが、EIGRP設定は保持されます。

EIGRPインスタンスをディセーブルにするには、ルータコンフィギュレーションモードで次
のコマンドを使用します。

目的コマンド

この EIGRPインスタンスをディセーブルにします。EIGRP
ルータ設定は残ります。

shutdown

例：

switch(config-router)# shutdown

EIGRPのパッシブインターフェイスの設定
EIGRPのパッシブインターフェイスを設定できます。パッシブインターフェイスは、EIGRP
隣接関係に参加しませんが、このインターフェイスのネットワークアドレスは EIGRPトポロ
ジテーブルに残ります。

EIGRPのパッシブインターフェイスを設定するには、インターフェイスコンフィギュレーショ
ンモードで次のコマンドを使用します。

目的コマンド

EIGRP helloを抑制します。これにより、EIGRPインターフェイ
ス上でネイバーがルーティングアップデートを形成および送信す

ることを防ぎます。インスタンスタグには最大 20文字の英数字
を使用できます。大文字と小文字を区別します。

ip passive-interface eigrp
instance-tag

インターフェイスでの EIGRPのシャットダウン
インターフェイスで EIGRPを正常にシャットダウンできます。これにより、すべての隣接関
係が削除され、このインターフェイスで EIGRPトラフィックが停止しますが、EIGRP設定は
保持されます。

インターフェイスで EIGRPを無効にするには、インターフェイス設定モードで次のコマンド
を使用します。

目的コマンド

このインターフェイスでEIGRPを無効にします。EIGRP
インターフェイス設定は残ります。インスタンスタグに

は最大20文字の英数字を使用できます。大文字と小文字
を区別します。

ip eigrp instance-tag shutdown

例：

switch(config-router)# ip eigrp
Test1 shutdown
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高度な EIGRPの設定
このセクションは、次のトピックで構成されています。

EIGRPでの認証の設定
EIGRPのネイバー間に認証を設定できます。「認証」セクションを参照してください。

EIGRPプロセスまたは個々のインターフェイスに対応する EIGRP認証を設定できます。イン
ターフェイスの EIGRP認証設定は、EIGRPプロセスレベルの認証設定よりも優先します。

始める前に

EIGRP機能を有効にしていることを確認します（EIGRP機能の有効化のセクションを参照）。

EIGRPプロセスのすべてのネイバーが、共有認証キーを含め、同じ認証設定を共有することを
確認します。

この認証設定のキーチェーンを作成します。CiscoNexus 3548スイッチNX-OSセキュリティ構
成ガイドを参照してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. router eigrp instance-tag

3. address-family ipv4 unicast
4. authentication key-chain key-chain

5. authentication mode md5
6. interface interface-type slot/port

7. no switchport
8. ip router eigrp instance-tag

9. ip authentication key-chain eigrp instance-tag key-chain

10. ip authentication mode eigrp instance-tag md5

11. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インスタンスタグを設定して、新しい EIGRPプロ
セスを作成します。インスタンスタグには最大 20

router eigrp instance-tag

例：

ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

文字の英数字を使用できます。大文字と小文字を区

別します。

switch(config)# router eigrp Test1
switch(config-router)#

AS番号であると認められていない instance-tagを設
定する場合は、autonomous-systemコマンドを使用
してAS番号を明示的に設定する必要があります。
そうしないと、この EIGRPインスタンスはシャッ
トダウン状態のままになります。

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始します。IPv4の場合、このコマンドはオプ
ションです。

address-family ipv4 unicast

例：

switch(config-router)# address-family ipv4
unicast
switch(config-router-af)#

ステップ 3

この VRFの EIGRPプロセスにキーチェーンを関
連付けます。キーチェーン名は、大文字と小文字

authentication key-chain key-chain

例：

ステップ 4

が区別される 20文字以下の任意の英数字文字列に
できます。

switch(config-router-af)# authentication
key-chain routeKeys

このVRFのMD5メッセージダイジェスト認証モー
ドを設定します。

authentication mode md5

例：

ステップ 5

switch(config-router-af)# authentication mode
md5

インターフェイス設定モードを開始します。?を使
用すると、サポートされているインターフェイスを

調べることができます。

interface interface-type slot/port

例：

switch(config-router-af) interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

ステップ 6

そのインターフェイスを、レイヤ 3ルーテッドイ
ンターフェイスとして設定します。

no switchport

例：

ステップ 7

switch(config-if)# no switchport

このインターフェイスを、設定された EIGRPプロ
セスに関連付けます。インスタンスタグには最大

ip router eigrp instance-tag

例：

ステップ 8

20文字の英数字を使用できます。大文字と小文字
を区別します。

switch(config-if)# ip router eigrp Test1

このインターフェイスの EIGRPプロセスにキー
チェーンを関連付けます。この設定は、ルータの

ip authentication key-chain eigrp instance-tag key-chain

例：

ステップ 9

VRFモードで設定された認証設定よりも優先しま
す。

switch(config-if)# ip authentication key-chain
eigrp Test1 routeKey

インスタンスタグには最大 20文字の英数字を使用
できます。大文字と小文字を区別します。
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目的コマンドまたはアクション

このインターフェイスのMD5メッセージダイジェ
スト認証モードを設定します。この設定は、ルータ

ip authentication mode eigrp instance-tag md5

例：

ステップ 10

の VRFモードで設定された認証設定よりも優先し
ます。

switch(config-if)# ip authentication mode eigrp
Test1 md5

インスタンスタグには最大 20文字の英数字を使用
できます。大文字と小文字を区別します。

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 11

switch(config)# copy running-config
startup-config

例

次に、EIGRPのMD5メッセージダイジェスト認証をイーサネットインターフェイス
1/2上で設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router eigrp Test1
switch(config-router)# exit
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# ip router eigrp Test1
switch(config-if)# ip authentication key-chain eigrp Test1 routeKeys
switch(config-if)# ip authentication mode eigrp Test1 md5
switch(config-if)# copy running-config startup-config

EIGRPスタブルーティングの設定
ルータで EIGRPスタブルーティングを設定するには、アドレスファミリコンフィギュレー
ションモードで次のコマンドを使用します。

目的コマンド

リモートルータを EIGRPスタブルータとして設
定します。マップ名には最大 20文字の英数字を
使用できます。大文字と小文字は区別されます。

stub [ direct | receive-only | redistributed [
direct ] leak-map map-name ]

例：

switch(config-router-af)# eigrp stub
redistributed

次に、直接接続され、再配布されるルートをアドバタイズするスタブルータを設定する例を示

します。

switch# configure terminal
switch(config)# router eigrp Test1
switch(config-router)# address-family ipv4 unicast
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switch(config-router-af)# stub direct redistributed
switch(config-router-af)# copy running-config startup-config

ルータがスタブルータとして設定されていることを確認するには、show ip eigrp neighbor detail
コマンドを使用します。出力の最後の行は、リモートルータまたはスポークルータのスタブ

ステータスを示します。次に、show ip eigrp neighbor detailコマンドの出力例を示します。

Router# show ip eigrp neighbor detail
IP-EIGRP neighbors for process 201
H Address Interface Hold Uptime SRTT RTO Q Seq Type
(sec) (ms) Cnt Num
0 10.1.1.2 Se3/1 11 00:00:59 1 4500 0 7
Version 12.1/1.2, Retrans: 2, Retries: 0
Stub Peer Advertising ( CONNECTED SUMMARY) Routes

EIGRPのサマリーアドレスの設定
指定したインターフェイスにサマリー集約アドレスを設定できます。ルーティングテーブルに

他にも個別のルートがある場合、EIGRPは、他の個別ルートすべての中で最小のメトリックと
等しいメトリックで、サマリーアドレスをインターフェイスからアドバタイズします。ルート

集約のセクションを参照してください。

サマリー集約アドレスを設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで

次のコマンドを使用します。

目的コマンド

サマリー集約アドレスを、IPアドレスとネットワークマ
スク、または IPプレフィックス/長さとして設定します。
インスタンスタグおよびマップ名には最大 20文字の英数
字を使用できます。大文字と小文字は区別されます。

また、この集約アドレスのアドミニストレーティブディス

タンスを設定することもできます。集約アドレスのデフォ

ルトアドミニストレーティブディスタンスは 5です。

ip summary-address eigrp
instance-tag ip-prefix/length [
distance | leak-map map-name ]

例：

switch(config-if)# ip
summary-address eigrp Test1
192.0.2.0/8

次に、EIGRPによりネットワーク 192.0.2.0がイーサネット 1/2のみに集約されるようにする例
を示します。

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# ip summary-address eigrp Test1 192.0.2.0 255.255.255.0

EIGRPへのルートの再配布
EIGRP機能を有効にしていることを確認します（EIGRP機能の有効化のセクションを参照）。

他のプロトコルから再配布されるルートには、メトリック（デフォルトメトリック設定オプ

ションまたはルートマップによる）を設定する必要があります。

ルートマップを作成して、EIGRPに再配布されるルートのタイプを管理する必要があります。
「Route Policy Managerの設定」を参照してください。
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始める前に

他のルーティングプロトコルから EIGRPにルートを再配布できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. router eigrp instance-tag

3. address-family ipv4 unicast
4. redistribute { bgp as | { eigrp | ospf | ospfv3 | rip } instance-tag | direct | static } route-map name

5. default-metric bandwidth delay reliability loading mtu

6. show ip eigrp route-map statistics redistribute

7. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インスタンスタグを設定して、新しい EIGRPプロ
セスを作成します。インスタンスタグには最大 20

router eigrp instance-tag

例：

ステップ 2

文字の英数字を使用できます。大文字と小文字を区

別します。
switch(config)# router eigrp Test1
switch(config-router)#

AS番号であると認められていない instance-tagを設
定する場合は、autonomous-systemコマンドを使用
して AS番号を明示的に設定する必要があります。
そうしないと、このEIGRPインスタンスはシャット
ダウン状態のままになります。

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始します。IPv4の場合、このコマンドはオプ
ションです。

address-family ipv4 unicast

例：

switch(config-router)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-af)#

ステップ 3

1つのルーティングドメインからEIGRPにルートを
注入します。インスタンスタグおよびマップ名には

redistribute { bgp as | { eigrp | ospf | ospfv3 | rip }
instance-tag | direct | static } route-map name

例：

ステップ 4

最大 20文字の英数字を使用できます。大文字と小
文字は区別されます。switch(config-router-af)# redistribute bgp 100

route-map BGPFilter

ルート再配布で学習したルートに割り当てられるメ

トリックを設定します。デフォルト値は次のとおり

です。

default-metric bandwidth delay reliability loading mtu

例：

switch(config-router-af)# default-metric 500000
30 200 1 1500

ステップ 5
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目的コマンドまたはアクション

• bandwidth：100000 kbps

• delay：100（10マイクロ秒単位）

• reliability：255

• loading：1

• MTU：1492

EIGRPルートマップ統計に関する情報を表示しま
す。

show ip eigrp route-map statistics redistribute

例：

ステップ 6

switch(config-router-af)# show ip eigrp route-map
statistics redistribute bgp

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、BGPを IPv4向けの EIGRPに再配布する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router eigrp Test1
switch(config-router)# redistribute bgp 100 route-map BGPFilter
switch(config-router)# default-metric 500000 30 200 1 1500
switch(config-router)# copy running-config startup-config

再配布されるルート数の制限

ルートの再配布では、多くのルートを EIGRPルートテーブルに追加できます。外部プロトコ
ルから受け取るルートの数の上限を設定できます。EIGRPでは、再配布されるルートの上限を
設定するために次のオプションが用意されています。

•上限固定：EIGRPが設定された最大値に達すると、メッセージをログに記録します。EIGRP
は、それ以上の再配布されたルートを受け入れません。しきい値を超えたときに EIGRP
が警告をログに記録する、最大値のしきい値に対する割合を設定することもできます。

•警告のみ：EIGRPが最大値に達したときのみ、警告のログを記録します。EIGRPは、再配
布されたルートを受け入れ続けます。

•取り消し：EIGRPが最大値に達すると、タイムアウト期間が開始します。タイムアウト期
間の経過後、再配布されたルートの現在数が最大数よりも少ない場合、EIGRPはすべての
再配布されたルートを要求します。再配布されたルートの現在数が最大数に達した場合、

EIGRPはすべての再配布されたルートを取り消します。EIGRPが再配布されたルートをさ
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らに受け入れられるように、この条件をクリアする必要があります。任意で、タイムアウ

ト期間を設定できます。

始める前に

EIGRP機能を有効にしていることを確認します（EIGRP機能の有効化のセクションを参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router eigrp instance-tag

3. redistribute { bgp id | direct | eigrp id | ospf id | rip id | static } route-map map-name

4. redistribute maximum-prefix max [ threshold ] [ warning-only | withdraw [ num-retries timeout
]]

5. （任意） show running-config eigrp

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インスタンスタグを設定して、新しい EIGRPプロ
セスを作成します。

router eigrp instance-tag

例：

ステップ 2

switch(config)# router eigrp Test1
switch(config-router)#

設定したルートマップ経由で、選択したプロトコル

を EIGRPに再配布します。
redistribute { bgp id | direct | eigrp id | ospf id | rip id |
static } route-map map-name

例：

ステップ 3

switch(config-router)# redistribute bgp route-map
FilterExternalBGP

EIGRPが再配布するプレフィックスの最大数を指定
します。指定できる範囲は 0～ 65536です。任意で
次のオプションを指定します。

redistribute maximum-prefix max [ threshold ] [
warning-only | withdraw [ num-retries timeout ]]

例：

ステップ 4

• threshold：警告メッセージをトリガーする最大
プレフィックスの割合。

switch(config-router)# redistribute maximum-prefix
1000 75 warning-only

• warning-only：プレフィックスの最大数を超え
た場合に警告メッセージを記録します。

• withdraw：再配布されたすべてのルートを取り
消します。任意で再配布されたルートを取得し
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目的コマンドまたはアクション

ようと試みます。num-retriesの範囲は 1～ 12で
す。timeoutは 60～ 600秒です。デフォルトは
300秒です。clear ip eigrp redistributionコマン
ドは、すべてのルートを取り消す場合に使用し

ます。

EIGRPの設定を表示します。（任意） show running-config eigrp

例：

ステップ 5

switch(config-router)# show running-config eigrp

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、EIGRPに再配布されるルートの数を制限する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router eigrp Test1
switch(config-router)# redistribute bgp route-map FilterExternalBGP
switch(config-router)# redistribute maximum-prefix 1000 75

EIGRPでのロードバランスの設定
EIGRPでのロードバランスを設定できます。最大パスオプションを使用して、ECMPルート
の数を設定できます。

始める前に

EIGRP機能がイネーブルにされていることを確認します。EIGRP機能の有効化のセクション
を参照してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. router eigrp instance-tag

3. address-family ipv4 unicast
4. maximum-paths num-paths

5. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インスタンスタグを設定して、新しい EIGRPプロ
セスを作成します。インスタンスタグには最大 20

router eigrp instance-tag

例：

ステップ 2

文字の英数字を使用できます。大文字と小文字を区

別します。
switch(config)# router eigrp Test1
switch(config-router)#

自律システム番号であると認められていない

instance-tagを設定する場合は、autonomous-system
コマンドを使用して自律システム番号を明示的に設

定する必要があります。そうしないと、このEIGRP
インスタンスはシャットダウン状態のままになりま

す。

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始します。IPv4の場合、このコマンドはオプ
ションです。

address-family ipv4 unicast

例：

switch(config-router)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-af)#

ステップ 3

EIGRPがルートテーブルに受け入れる等コストパ
スの数を設定します。指定できる範囲は 1～ 32で
す。デフォルト値は 8です。

maximum-paths num-paths

例：

switch(config-router-af)# maximum-paths 5

ステップ 4

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、6つまでの等コストパスによる、EIGRPの等コストロードバランスを IPv4上で
設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router eigrp Test1
switch(config-router)# maximum-paths 6
switch(config-router)# copy running-config startup-config

helloパケット間のインターバルとホールドタイムの調整
Helloメッセージの間隔とホールドタイムは調整できます。
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デフォルトでは、5秒ごとに Helloメッセージが送信されます。ホールドタイムは Helloメッ
セージでアドバタイズされ、ネイバーに、送信者が有効であると見なすべき時間を示します。

デフォルトの保留時間は、hello間隔の 3倍（15秒）です。

helloパケットの間隔を変更するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで次
のコマンドを使用します。

目的コマンド

EIGRPルーティング処理の hello間隔を設定します。イ
ンスタンスタグには最大 20文字の英数字を使用できま
す。大文字と小文字を区別します。範囲は 1～ 65535
秒です。デフォルトは 5分です。

ip hello-interval eigrp instance-tag
seconds

例：

switch(config-if)# ip
hello-interval eigrp Test1 30

非常に輻輳した大規模なネットワークでは、デフォルトの保留時間では、全ルータがネイバー

から helloパケットを受信するまでに十分な時間がない場合もあります。この場合は、ホール
ドタイムを増やすことを推奨します。

ホールドタイムを変更するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで次のコ

マンドを使用します。

目的コマンド

EIGRPルーティング処理のホールドタイムを設定しま
す。インスタンスタグには最大 20文字の英数字を使用
できます。大文字と小文字を区別します。有効な範囲は

1～ 65535です。

ip hold-time eigrp instance-tag seconds

例：

switch(config-if)# ip hold-time
eigrp Test1 30

タイマー設定を確認するには、show ip eigrp interface detailコマンドを使用します。

スプリットホライズンの無効化

スプリットホライズンを使用すると、ルータによって情報元インターフェイスからルート情報

がアドバタイズされないようにできます。通常はスプリットホライズンにより、特にリンクに

障害がある場合に、複数のルーティングスイッチ間での通信が最適化されます。

デフォルトでは、スプリットホライズンはすべてのインターフェイスで有効になっています。

スプリットホライズンを無効にするには、インターフェイスコンフィギュレーションモード

で次のコマンドを使用します。

目的コマンド

スプリットホライズンを無効にしま

す。

no ip split-horizon eigrp instance-tag

例：

switch(config-if)# no ip split-horizon eigrp Test1
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EIGRPの調整
オプションパラメータを設定し、ネットワークに合わせて EIGRPを調整できます。

アドレスファミリコンフィギュレーションモードでは、次のオプションパラメータを設定で

きます。

目的コマンド

プレフィックス 0.0.0.0/0を持つデフォルトルートを発信する
か、受け入れます。ルートマップが提供されると、ルート

マップが true状態となっている場合にのみデフォルトルート
が発信されます。マップ名には最大20文字の英数字を使用で
きます。大文字と小文字は区別されます。

default-information originate [
always | route-map map-name ]

例：

switch(config-router-af)#
default-information originate
always

この EIGRPプロセスのアドミニストレーティブディスタン
スを設定します。範囲は 1～ 255です。内部の値で、同じ自
律システム内で学習したルートのディスタンスが設定されま

す（デフォルト値は90です）。外部の値で、外部自律システ
ムから学習したルートのディスタンスが設定されます（デフォ

ルト値は 170です）。

distance internal external

例：

switch(config-router-af)#
distance 25 100

アドバタイズされるルートに許容される最大ホップ数を設定

します。ホップ数がこの最大値を超えるルートは、到達不能

としてアドバタイズされます。範囲は 1～ 255です。デフォ
ルトは 100です。

metric maximum-hops hop-count

例：

switch(config-router-af)#
metric maximum-hops 70

EIGRPメトリックまたはK値を調整します。EIGRPは次の式
を使用して、ネットワークへの合計メトリックを決定します。

metric = [k1 X bandwidth + (k2 X bandwidth)/(256 – load) + k3 X
delay] X [k5/(reliability + k4)]

デフォルト値と指定できる範囲は、次のとおりです。

• TOS：0。指定できる範囲は 0～ 8です。

• k1：1。有効な範囲は 0～ 255です。

• k2：0。有効な範囲は 0～ 255です。

• k3：1。有効な範囲は 0～ 255です。

• k4：0。有効な範囲は 0～ 255です。

• k5：0。有効な範囲は 0～ 255です。

metric weights tos k1 k2 k3 k4 k5

例：

switch(config-router-af)#
metric weights 0 1 3 2 1 0
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目的コマンド

（照会の送信後に）ルートがアクティブ（SIA）状態のまま
となっていることを宣言するまでに、ルータが待機する時間

を分単位で設定します。有効な範囲は1～65535です。デフォ
ルトは 3です。

timers active-time { time-limit |
disabled }

例：

switch(config-router-af)#
timers active-time 200

インターフェイスコンフィギュレーションモードで、省略可能な次のパラメータを設定でき

ます。

目的コマンド

インターフェイス上のEIGRPの帯域幅メトリックを設定
します。インスタンスタグには最大 20文字の英数字を
使用できます。大文字と小文字を区別します。帯域幅の

範囲は、1～ 2,560,000,000 kbpsです。

ip bandwidth eigrp instance-tag
bandwidth

例：

switch(config-if)# ip bandwidth
eigrp Test1 30000

EIGRPがインターフェイス上で使用する可能性のある帯
域幅の割合を設定します。インスタンスタグには最大20
文字の英数字を使用できます。大文字と小文字を区別し

ます。

割合の範囲は 0～ 100です。デフォルトは 50です。

ip bandwidth-percent eigrp
instance-tag percent

例：

switch(config-if)# ip
bandwidth-percent eigrp Test1 30

インターフェイス上のEIGRPの遅延メトリックを設定し
ます。インスタンスタグには最大 20文字の英数字を使
用できます。大文字と小文字を区別します。遅延の範囲

は、1～ 16777215（10マイクロ秒単位）です。

no ip delay eigrp instance-tag delay

例：

switch(config-if)# ip delay eigrp
Test1 100

このインターフェイス上のEIGRPのルータフィルタリン
グポリシーを設定します。インスタンスタグ、プレ

フィックスリスト名、およびルートマップ名には最大

20文字の英数字を使用できます。大文字と小文字は区別
されます。

ip distribute-list eigrp instance-tag {
prefix-list name | route-map name} {
in | out }

例：

switch(config-if)# ip
distribute-list eigrp Test1
route-map EigrpTest in

このインターフェイスのアドレスではなく、受信したネ

クストホップアドレスを使用するよう、EIGRPを設定し
ます。デフォルトでは、このインターフェイスの IPアド
レスをネクストホップアドレスに使用します。インスタ

ンスタグには最大 20文字の英数字を使用できます。大
文字と小文字を区別します。

no ip next-hop-self eigrp instance-tag

例：

switch(config-if)# ip
next-hop-self eigrp Test1
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目的コマンド

EIGRPが学習したルートに、着信および発信メトリック
へのオフセットを追加します。インスタンスタグ、プレ

フィックスリスト名、およびルートマップ名には最大

20文字の英数字を使用できます。大文字と小文字は区別
されます。

ip offset-list eigrp instance-tag {
prefix-list name | route-map name} {
in | out } offset

例：

switch(config-if)# ip offfset-list
eigrp Test1 prefix-list EigrpList
in

EIGRPhelloを抑制します。これにより、EIGRPインター
フェイス上でネイバーがルーティングアップデートを形

成および送信することを防ぎます。インスタンスタグに

は最大20文字の英数字を使用できます。大文字と小文字
を区別します。

ip passive-interface eigrp instance-tag

例：

switch(config-if)# ip
passive-interface eigrp Test1

EIGRPの仮想化の設定
複数の VRFを作成して、各 VRFで同じまたは複数の EIGRPプロセスを使用することもでき
ます。VRFにはインターフェイスを割り当てます。

インターフェイスの VRFを設定した後に、インターフェイスの他のすべてのパラメータを設
定します。インターフェイスの VRFを設定すると、そのインターフェイスの他の設定がすべ
て削除されます。

（注）

始める前に

EIGRP機能がイネーブルにされていることを確認します（EIGRP機能の有効化（96ページ）
を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. vrf context vrf-name

3. router eigrp instance-tag

4. interface ethernet slot/port
5. no switchport
6. vrf member vrf-name

7. ip router eigrp instance-tag

8. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新しい VRFを作成し、VRF設定モードを開始しま
す。VRN名には最大 20文字の英数字を使用できま
す。大文字と小文字は区別されます。

vrf context vrf-name

例：

switch(config)# vrf context RemoteOfficeVRF
switch(config-vrf)#

ステップ 2

インスタンスタグを設定して、新しい EIGRPプロ
セスを作成します。インスタンスタグには最大 20

router eigrp instance-tag

例：

ステップ 3

文字の英数字を使用できます。大文字と小文字を区

別します。
switch(config)# router eigrp Test1
switch(config-router)#

AS番号であると認められていない instance-tagを設
定する場合は、autonomous-systemコマンドを使用
して AS番号を明示的に設定する必要があります。
そうしないと、このEIGRPインスタンスはシャット
ダウン状態のままになります。

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。?を使用すると、スロットおよびポー
トの範囲を検索できます。

interface ethernet slot/port

例：

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

ステップ 4

そのインターフェイスを、レイヤ 3ルーテッドイン
ターフェイスとして設定します。

no switchport

例：

ステップ 5

switch(config-if)# no switchport

このインターフェイスを VRFに追加します。VRF
名には最大 20文字の英数字を使用できます。大文
字と小文字は区別されます。

vrf member vrf-name

例：

switch(config-if)# vrf member RemoteOfficeVRF

ステップ 6

このインターフェイスをEIGRPプロセスに追加しま
す。インスタンスタグには最大 20文字の英数字を
使用できます。大文字と小文字を区別します。

ip router eigrp instance-tag

例：

switch(config-if)# ip router eigrp Test1

ステップ 7

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 8

switch(config)# copy running-config startup-config
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例

次に、VRFを作成して、その VRFにインターフェイスを追加する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# vrf context NewVRF
switch(config-vrf)# router eigrp Test1
switch(config-router)# i nterface ethernet 1/2
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# ip router eigrp Test1
switch(config-if)# vrf member NewVRF
switch(config-if)# copy running-config startup-config

EIGRPの設定の確認
EIGRPの設定情報を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

設定した EIGRPプロセスの要約を表示しま
す。

show ip eigrp [ instance-tag ]

設定されているすべての EIGRPインターフェ
イスに関する情報を表示します。

show ip eigrp [ instance-tag ] interfaces [ type
number ] [ brief ] [ detail ]

すべての EIGRPネイバーに関する情報を表示
します。EIGRPネイバーの設定を確認するに
は、このコマンドを使用します。

show ip eigrp instance-tag neighbors [ type number
]

すべての EIGRPルートに関する情報を表示し
ます。

show ip eigrp [ instance-tag ] route [
ip-prefix/length ] [ active ] [ all-links ]
[detail-links] [ pending ] [ summary ] [
zero-successors ] [ vrf vrf-name ]

EIGRPトポロジテーブルに関する情報を表示
します。

show ip eigrp [ instance-tag ] topology [
ip-prefix/length ] [ active ] [ all-links ]
[detail-links] [ pending ] [ summary ] [
zero-successors ] [ vrf vrf-name ]

現在実行中の EIGRPコンフィギュレーション
を表示します。

show running-configuration eigrp

EIGRP統計情報の表示
EIGRP統計情報を表示するには、次のコマンドを使用します。
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目的コマンド

EIGRPの課金統計情報を表示します。show ip eigrp [ instance-tag ] accounting [ vrf
vrf-name ]

EIGRPの再配布統計情報を表示します。show ip eigrp [ instance-tag ] route-map statistics
redistribute

EIGRPのトラフィック統計情報を表示しま
す。

show ip eigrp [ instance-tag ] traffic [ vrf vrf-name
]

EIGRPの設定例
次に、EIGRPを設定する例を示します。
feature eigrp
interface ethernet 1/2
no switchport
ip address 192.0.2.55/24
ip router eigrp Test1
no shutdown
router eigrp Test1
router-id 192.0.2.1

関連項目
ルートマップの詳細については、Route PolicyManagerの設定（281ページ）を参照してくださ
い。

その他の参考資料
EIGRPの実装に関する詳細情報については、次のページを参照してください。

•関連資料

• MIB
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関連資料

マニュアル

タイトル

関連項目

『Cisco
Nexus 3000
Series
Command
Reference』

EIGRP CLIコマンド

『Introduction
to EIGRP
Tech Note』

https://www.cisco.com/c/en/us/support/docs/ip/
enhanced-interior-gateway-routing-protocol-eigrp/16406-eigrp-toc.html?dtid=osscdc000283

EIGRPよく
寄せられる

質問

（FAQ）

http://www.cisco.com/en/US/tech/tk365/technologies_q_and_a_item09186a008012dac4.shtml

MIB
MIBのリンクMIB

MIBを検索してダウンロードするには、次のMIBロケータに移動します。CISCO-EIGRP-MIB
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https://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/nexus-3000-series-switches/products-command-reference-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/nexus-3000-series-switches/products-command-reference-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/nexus-3000-series-switches/products-command-reference-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/docs/ip/enhanced-interior-gateway-routing-protocol-eigrp/16406-eigrp-toc.html?dtid=osscdc000283
https://www.cisco.com/c/en/us/support/docs/ip/enhanced-interior-gateway-routing-protocol-eigrp/16406-eigrp-toc.html?dtid=osscdc000283
https://www.cisco.com/en/US/tech/tk365/technologies_q_and_a_item09186a008012dac4.shtml
http://mibs.cloudapps.cisco.com/ITDIT/MIBS/servlet/index
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第 6 章

基本的 BGPの設定

この章では、Cisco NX-OSスイッチでボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）を設定する
方法について説明します。

この章は、次の項で構成されています。

•ベーシック BGPの概要（119ページ）
• BGPの前提条件（126ページ）
• BGPに関する注意事項と制約事項（126ページ）
• CLIコンフィギュレーションモード（127ページ）
• BGPのデフォルト設定（129ページ）
•基本的 BGPの設定（129ページ）
•ベーシック BGPの設定の確認（140ページ）
• BGP統計情報の表示（142ページ）
•ベーシック BGPの設定例（142ページ）
•関連項目（143ページ）
•次の作業（143ページ）
•その他の参考資料（143ページ）

ベーシック BGPの概要
Cisco NX-OSは BGPバージョン 4をサポートします。BGP v4に組み込まれているマルチプロ
トコル拡張機能を使用すると、IPルートおよび複数のレイヤ 3プロトコルアドレスファミリ
に関するルーティング情報をBGPに伝送させることができます。BGPでは、他のBGP対応ス
イッチとの間で TCPセッションを確立するための、信頼できるトランスポートプロトコルと
して TCPを使用します。

BGPではパスベクトルルーティングアルゴリズムを使用して、BGP対応ネットワークスイッ
チまたは BGPスピーカ間でルーティング情報を交換します。各 BGPスピーカはこの情報を使
用して、特定の宛先までのパスを判別し、なおかつルーティングループを伴うパスを検出して

回避します。ルーティング情報には、宛先の実際のルートプレフィックス、宛先に対する自律

システムのパス、およびその他のパス属性が含まれます。
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BGPはデフォルトで、宛先ホストまたはネットワークへのベストパスとして、1つだけパスを
選択します。各パスは、BGPベストパス分析で使用される well-known mandatory、well-known
discretionary、optional transitiveの各属性を伝送します。BGPポリシーを設定し、これらの属性
の一部を変更することによって、BGPパス選択を制御できます。詳細については、ルートポ
リシーおよび BGPセッションのリセットのセクションを参照してください。

BGPは、ロードバランシングまたは等コストマルチパス（ECMP）もサポートします。詳細
については、「ロードシェアリングおよびマルチパス」の項を参照してください。

BGP自律システム
自律システム（AS）とは、単一の管理エンティティにより制御されるネットワークです。自
律システムは 1つまたは複数の IGPおよび整合性のある一連のルーティングポリシーを使用
して、ルーティングドメインを形成します。BGPは 16ビットおよび 32ビットの自律システ
ム番号をサポートします。詳細については、「自律システム」を参照してください。

個々の BGP自律システムは外部 BGP（eBGP）ピアリングセッションを通じて、ルーティン
グ情報をダイナミックに交換します。同じ自律システム内の BGPスピーカは、内部 BGP
（iBGP）を通じて、ルーティング情報を交換できます。

4バイトの AS番号のサポート

BGPでは、2バイトまたは 4バイトのAS番号をサポートしています。CiscoNX-OSは、プレー
ンテキスト表記で 4バイト（つまり 32ビットの整数）の AS番号を表示します。4バイトの
AS番号は、プレーンテキスト表記（たとえば 1～ 4294967295）または ASドット表記（たと
えば 1.0）で設定できます。詳細については、「自律システム」を参照してください。

アドミニストレーティブディスタンス

アドミニストレーティブディスタンスは、ルーティング情報源の信頼性を示す評価基準です。

デフォルトでは、BGPは表に示されたアドミニストレーティブディスタンスを使用します。

表 7 :デフォルトの BGPアドミニストレーティブディスタンス

機能デフォルト

値

ディスタン

ス

eBGPから学習したルートに適用されます。20外部

iBGPから学習したルートに適用されます。200内部

ルータを起点とするルートに適用されます。200ローカル
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アドミニストレーティブディスタンスが BGPパス選択アルゴリズムに影響を与えることはあ
りませんが、BGPで学習されたルートが IPルーティングテーブルに組み込まれるかどうかを
左右します。

（注）

詳細については、「アドミニストレーティブディスタンス」のセクションを参照してくださ

い。

BGPピア
BGPスピーカーは他のBGPスピーカーを自動的に検出しません。ユーザ側でBGPスピーカ間
の関係を設定する必要があります。BGPピアは、別の BGPスピーカへのアクティブな TCP接
続を持つ BGPスピーカです。

BGPセッション

BGPは TCPポート 179を使用して、ピアとの TCPセッションを作成します。ピア間で TCP接
続が確立されると、各 BGPピアは最初に相手と、それぞれのすべてのルートを交換し、BGP
ルーティングテーブルを完成させます。初期交換以後、BGPピアはネットワークトポロジが
変化したとき、またはルーティングポリシーが変更されたときに、差分アップデートだけを送

信します。更新と更新の間の非アクティブ期間には、ピアは「キープアライブ」と呼ばれる特

別なメッセージを交換します。ホールドタイムは、は、次の BGPアップデートまたはキープ
アライブメッセージを受信するまでに経過することが許容される、最大時間限度です。

Cisco NX-OSでは、次のピア設定オプションをサポートしています。

•個別の IPv4：BGPは、リモートアドレスと AS番号が一致する BGPスピーカとのセッ
ションを確立します。

•単一 AS番号の IPv4プレフィックスピア：BGPは、プレフィックスおよび AS番号が一
致する BGPスピーカとのセッションを確立します。

•ダイナミックAS番号プレフィックスピア：BGPは、プレフィックスと、設定済みAS番
号のリストに載っているAS番号と一致するBGPスピーカとのセッションを確立します。

プレフィックスピアのダイナミック AS番号

CiscoNX-OSでは、BGPセッションを確立するAS番号の範囲またはリストを受け入れます。たとえば IPv4プレフィッ
クス 192.0.2.0/8および AS番号 33、66、99を使用するように BGPを設定する場合、BGPは 192.0.2.1および AS番号
66を使用してセッションを確立しますが、192.0.2.2および AS番号 50からのセッションは拒否します。

Cisco NX-OSでは、セッションが確立されるまで内部BGP（iBGP）または外部BGP（eBGP）セッションとして、プレ
フィックスピアをダイナミック AS番号と関連付けません。iBGPおよび eBGPの詳細については、を参照してくださ
い。
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ダイナミック AS番号プレフィックスピア設定は、BGPテンプレートから継承した個々の AS
番号の設定よりも優先します。詳細については、の章を参照してください。

（注）

BGPルータ ID
ピア間で BGPセッションを確立するには、BGPセッションの確立時に、OPENメッセージで
BGPピアに送信されるルータ IDをBGPに設定する必要があります。BGPルータ IDは 32ビッ
ト値であり、IPv4アドレスで表すことがよくあります。ルータ IDはユーザ側で設定できます。
デフォルトでは、Cisco NX-OSによって、ルータのループバックインターフェイスの IPv4ア
ドレスにルータ IDが設定されます。ルータ上でループバックインターフェイスが設定されて
いない場合は、BGPルータ IDを表すためにルータ上の物理インターフェイスに設定されてい
る最上位の IPv4アドレスがソフトウェアによって選択されます。BGPルータ IDは、ネット
ワーク内の BGPピアごとに一意である必要があります。

BGPにルータ IDが設定されていない場合、BGPピアとのピアリングセッションを確立できま
せん。

BGPパスの選択
BGPは複数の送信元から、同じルートのアドバタイズメントを受信する可能性がありますが、
BGPはベストパスとして、パスを 1つだけ選択します。BGPは、そのパスを IPルーティング
テーブルに格納し、ピアにパスを伝達します。

所定のネットワークでパスが追加または削除されるたびに、ベストパスアルゴリズムが実行さ

れます。ベストパスアルゴリズムは、ユーザが BGP設定を変更した場合にも実行されます。
BGPは所定のネットワークで使用できる一連の有効パスの中から、最適なパスを選択します。

Cisco NX-OSは次の手順で、BGPベストパスアルゴリズムを実行します。

1. ステップ 1：2つのパスを比較し、どちらが適切かを判別します（ステップ 1：パスペア
の比較のセクションを参照してください）。

2. ステップ 2：すべてのパスについて繰り返し、全体として最適なパスを選択するためにパ
スを比較する順序を決定します（ステップ 2：比較順序の決定のセクションを参照してく
ださい）。

3. ステップ 3：.新しいベストパスを使用するに値するだけの差が新旧のベストパスにある
かどうかを判別します（ステップ 3：ベストパス変更の抑制の決定のセクションを参照し
てください）。
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重要なのは、パート 2で決定される比較順序です。3つのパス A、B、Cがあり、Cisco NX-OS
が Aと Bを比較して Aを選択し、Cisco NX-OSが Bと Cを比較して Bを選択したとします。
しかし、Cisco NX-OSがAとCを比較したときには、Aを選択しないかもしれません。これは
一部の BGPメトリックが同じネイバー自律システムからのパスだけに適用され、すべてのパ
スにわたっては適用されないからです。

（注）

パス選択には、BGPASパス属性が使用されます。ASパス属性には、アドバタイズされたパス
でたどる自律システム番号（AS番号）のリストが含まれます。BGP自律システムを自律シス
テムの集合または連合に細分化する場合は、ASパスにローカル定義の自律システムを指定し
た連合セグメントが含まれます。

ステップ 1：パスペアの比較

BGPベストパスアルゴリズムの最初のステップでは、より適切なパスを判別するために 2つ
のパスを比較します。次に、Cisco NX-OSが 2つのパスを比較して、より適切なパスを判別す
る基本的なステップについて説明します。

1. Cisco NX-OSは、比較する有効なパスを選択します（たとえば、到達不能なネクスト
ホップがあるパスは無効です）。

2. Cisco NX-OSは、重み値が最大のパスを選択します。

3. Cisco NX-OSは、ローカルプリファレンスが最大のパスを選択します。

4. パスの一方がローカル起点の場合、Cisco NX-OSはそのパスを選択します。

5. Cisco NX-OSは、ASパスが短い方のパスを選択します。

ASパス長を計算するときに、Cisco NX-OSは連合セグメントを無視し、ASセットを 1として
数えます。詳細については、「AS連合」の項を参照してください。

（注）

6. Cisco NX-OSは、オリジンが低い方のパスを選択します。IGPは EGPよりも低いと見な
されます。

7. Cisco NX-OSは、multi exit discriminator（MED）が小さい方のパスを選択します。

このステップが実行されるされないを左右する、一連のオプションを選択できます。

CiscoNX-OSが両方のパスのMEDを比較するのは、通常、同じ自律システムのピアから
それらのパスを受け取った場合です。それ以外の場合、CiscoNX-OSはMEDの比較を省
略します。

パスのピア自律システムに関係なく、ベストパスアルゴリズムのMED比較が必ず実行
されるように、Cisco NX-OSを設定することもできます。詳細については、「ベストパ
スアルゴリズムの調整」を参照してください。この設定を行わなかった場合、MED比
較が実行されるかどうかは、次のように比較する 2つのパスの ASパス属性によって決
まります。
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1. パスに ASパスがない、または AS_SETから始まる ASパスがある場合、パスは内
部であり、Cisco NX-OSは他の内部パスに対してMEDを比較します。

2. ASパスが AS_SEQUENCEから始まる場合、ピア自律システムがシーケンスで最初
の AS番号になり、Cisco NX-OSは同じピア自律システムを持つ他のパスに対して
MEDを比較します。

3. ASパスに連合セグメントだけが含まれている場合、または連合セグメントで始ま
り、AS_SETが続いている場合、パスは内部であり、CiscoNX-OSは他の内部パスに
対してMEDを比較します。

4. ASパスが連合セグメントで始まり、AS_SEQUENCEが続いている場合、ピア自律
システムが AS_SEQUENCEで最初の AS番号になり、Cisco NX-OSは同じピア自律
システムを持つ他のパスに対してMEDを比較します。

Cisco NX-OSがパスで指定されたMED属性を受信しなかった場合、Cisco NX-OSは欠落MED
が使用可能な最大値になるようにユーザーがベストパスアルゴリズムを設定していない限り、

MEDを 0と見なします。詳細については、「ベストパスアルゴリズムの調整」を参照してく
ださい。

（注）

5. 非決定性のMED比較機能がイネーブルの場合、ベストパスアルゴリズムではCisco
IOSスタイルのMED比較が使用されます。詳細については、「ベストパスアルゴ
リズムの調整」を参照してください。

8. 一方のパスが内部ピアから、他方のパスが外部ピアからの場合、Cisco NX-OSは外部ピ
アからのパスを選択します。

9. ネクストホップアドレスへの IGPメトリックが異なるバスの場合、Cisco NX-OSは IGP
メトリックが小さい方のパスを選択します。

10. Cisco NX-OSは、最後に実行したベストパスアルゴリズムによって選択されたパスを使
用します。

ステップ 1～ 9のすべてのパスパラメータが同じ場合、ルータ IDを比較するようにベ
ストパスアルゴリズムを設定できます。詳細については、「ベストパスアルゴリズムの

調整」を参照してください。パスに発信元属性が含まれている場合、Cisco NX-OSはそ
の属性をルータ IDとして使用して比較します。発信もと属性が含まれていない場合、
Cisco NX-OSはパスを送信したピアのルータ IDを使用します。パス間でルータ IDが異
なる場合、Cisco NX-OSはルータ IDが小さい方のパスを選択します。

属性の送信元をルータ IDとして使用する場合は、2つのパスに同じルータ IDを設定すること
ができます。また、同じピアルータとの 2つの BGPセッションが可能です。したがって、同
じルータ IDで 2つのパスを受信できます。

（注）
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11. Cisco NX-OSは、クラスタ長が短いほうのパスを選択します。クラスタリスト属性の指
定されたパスを受け取らなかった場合、クラスタ長は 0です。

12. Cisco NX-OSは、IPアドレスが小さい方のピアから受信したパスを選択します。ローカ
ル発生のパス（再配布のパスなど）は、ピア IPアドレスが 0になります。

ステップ9以降が同じパスは、マルチパスを設定している場合、マルチパスに使用できます。
詳細については、「ロードシェアリングおよびマルチパス」の項を参照してください。

（注）

ステップ 2：比較順序の決定

BGPベストパスアルゴリズム実装の 2番めのステップでは、Cisco NX-OSがパスを比較する
順序を決定します。

1. Cisco NX-OSは、パスをグループに分けます。各グループ内で、Cisco NX-OSはすべての
パスにわたってMEDを比較します。Cisco NX-OSは、ステップ 1：パスペアの比較と同じ
ルールを使用して、2つのパス間でMEDを比較できるかどうかを判断します。この比較
では通常、ネイバー自律システムごとに 1つずつグループが選択されます。bgp bestpath
med alwaysコマンドを設定すると、Cisco NX-OSはすべてのパスが含まれた 1グループだ
けを選択します。

2. Cisco NX-OSは、常に最適な方を維持しながら、グループのすべてのパスを反復すること
によって、各グループのベストパスを決定します。Cisco NX-OSは、各パスをそれまでの
一時的なベストパスと比較します。それまでのベストパスよりも適切な場合は、そのパ

スが新しく一時的なベストパスになり、Cisco NX-OSはグループの次のパスと比較しま
す。

3. Cisco NX-OSは、ステップ 2の各グループで選択されたベストパスからなる、パスセット
を形成します。Cisco NX-OSは、このパスセットでもステップ 2と同様にそれぞれの比較
を繰り返すことによって、全体としてのベストパスを選択します。

ステップ 3：ベストパス変更の抑制の決定

実装の次のパートでは、CiscoNX-OSが新しいベストパスを使用するのか抑制するのかを決定
します。新しいベストパスが古いパスとまったく同じ場合、ルータは引き続き既存のベスト

パスを使用できます（ルータ IDが同じ場合）。Cisco NX-OSでは引き続き既存のベストパス
を使用することによって、ネットワークにおけるルート変更を回避できます。

抑制機能をオフにするには、ルータ IDを比較するようにベストパスアルゴリズムを設定しま
す。詳細については、「ベストパスアルゴリズムの調整」を参照してください。この機能を設

定すると、新しいベストパスが常にに既存のベストパスよりも優先されます。

次の条件が発生した場合に、ベストパス変更を抑制できません。

•既存のベストパスが無効になった。
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•既存または新しいベストパスを内部（または連合）ピアから受信したか、またはローカル
に発生した（再配布などによって）。

•同じピアからパスを受信した（パスのルータ IDが同じ）。

•パス間で重み値、ローカルプリファレンス、オリジン、またはネクストホップアドレス
に対する IGPメトリックが異なっている。

•パス間でMEDが異なっている。

BGPおよびユニキャスト RIB
BGPはユニキャスト RIB（ルーティング情報ベース）と通信して、ユニキャストルーティン
グテーブルに IPv4ルートを格納します。ベストパスの選択後、ベストパスの変更をルーティ
ングテーブルに反映させる必要があると BGPが判別した場合、BGPはユニキャスト RIBに
ルートアップデートを送信します。

BGPはユニキャスト RIBにおける BGPルートの変更に関して、ルート通知を受け取ります。
さらに、再配布をサポートする他のプロトコルルートに関するルート通知を受け取ります。

BGPはネクストホップの変更に関する通知も、ユニキャスト RIBから受け取ります。BGPは
これらの通知を使用して、ネクストホップアドレスへの到達可能性および IGPメトリックを
追跡します。

ユニキャスト RIBでネクストホップ到達可能性または IGPメトリックが変更されるたびに、
BGPは影響を受けるルートについて、ベストパス再計算を開始させます。

BGPの前提条件
BGPを使用するには、次の前提条件を満たしている必要があります。

• BGP機能を有効にする必要があります（BGP機能のイネーブル化のセクションを参照）。

•システムに有効なルータ IDを設定しておく必要があります。

• Regional Internet Registry（RIR）によって割り当てられたか、またはローカル管理のAS番
号を取得しておく必要があります。

•再帰ネクストホップ解決に対応できる IGPを 1つ以上設定する必要があります。

• BGPセッションを確立するネイバー環境で、アドレスファミリを設定する必要がありま
す。

BGPに関する注意事項と制約事項
BGP設定時の注意事項および制約事項は、次のとおりです。
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•ダイナミックAS番号プレフィックスピア設定は、BGPテンプレートから継承した個々の
AS番号の設定よりも優先します。

• AS連合でプレフィックスピアにダイナミック AS番号を設定した場合、BGPはローカル
連合の AS番号のみでセッションを確立します。

•ダイナミック AS番号プレフィックスピアで作成された BGPセッションは、設定済みの
eBGPマルチホップ存続可能時間（TTL）値や直接接続ピアに対するディセーブル済みの
チェックを無視します。

•ルータ IDの自動変更およびセッションフラップを避けるために、BGP用のルータ IDを
設定する必要があります。

•ピアごとに最大プレフィックス設定オプションを使用し、受信するルート数および使用す
るシステムリソース数を制限する必要があります。

• update-sourceを設定し、BGP/eBGPマルチホップセッションでセッションを確立する必要
があります。

•再配布を設定する場合、BGPポリシーを指定する必要があります。

• VRF内で BGPルータ IDを定義する必要があります。

•キープアライブおよびホールドタイマーの値を小さくすると、BGPセッションフラップ
が発生する可能性があります。

• VRFを設定する場合には、望ましい VRFを入力します。

CLIコンフィギュレーションモード
以下の項では、BGPに対応する各 CLIコンフィギュレーションモードの開始方法について説
明します。現行のモードで?コマンドを入力すると、そのモードで使用可能なコマンドを表示
できます。

グローバルコンフィギュレーションモード

グローバルコンフィギュレーションモードは、BGPプロセスを作成したり、AS連合、ルート
ダンプニングなどの拡張機能を設定したりする場合に使用します。詳細については、高度な

BGPの設定を参照してください。

次に、ルータコンフィギュレーションモードを開始する例を示します。

switch# configuration
switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)#

BGPは仮想ルーティングおよび転送（VRF）をサポートします。ネットワークで VRFを使用
する場合は、適切な VRF内で BGPを設定できます。設定の詳細については、「仮想化の設
定」の項を参照してください。
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次に、VRFコンフィギュレーションモードを開始する例を示します。
switch(config)# router bgp 64497
switch(config-router)# vrf vrf_A
switch(config-router-vrf)#

アドレスファミリ設定モード

任意で、BGPがサポートするアドレスファミリを設定できます。アドレスファミリ用の機能
を設定する場合は、ルータ設定モードでaddress-familyコマンドを使用します。ネイバーに対
応する特定のアドレスファミリを設定する場合は、ネイバー設定モードでaddress-familyコマ
ンドを使用します。

ルート再配布、アドレス集約、ロードバランシングなどの拡張機能を使用する場合は、アドレ

スファミリを設定する必要があります。

次に、ルータ設定モードからアドレスファミリ設定モードを開始する例を示します。

switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-af)#

次に、VRFを使用している場合に、VRFアドレスファミリ設定モードを開始する例を示しま
す。

switch(config)# router bgp 64497
switch(config-router)# vrf vrf_A
switch(config-router-vrf)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-vrf-af)#

ネイバーコンフィギュレーションモード

Cisco NX-OSには、BGPピアを設定するためのネイバーコンフィギュレーションモードがあ
ります。ネイバーコンフィギュレーションモードを使用して、ピアのあらゆるパラメータを

設定できます。

次に、ネイバーコンフィギュレーションモードを開始する例を示します。

switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)# neighbor 192.0.2.1
switch(config-router-neighbor)#

次に、VRFネイバーコンフィギュレーションモードを開始する例を示します。
switch(config)# router bgp 64497
switch(config-router)# vrf vrf_A
switch(config-router-vrf)# neighbor 192.0.2.1
switch(config-router-vrf-neighbor)#

ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーションモード

アドレスファミリ固有のネイバー設定を入力し、ネイバーのアドレスファミリをイネーブル

にするには、ネイバーコンフィギュレーションサブモード内のアドレスファミリコンフィ

ギュレーションサブモードを使用できます。このモードは、所定のネイバーに認められるプレ

フィックス数の制限、eBGPのプライベート AS番号の削除といった拡張機能に使用します。
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次に、ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーションモードを開始する例を示します。

switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router# neighbor 192.0.2.1
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)#

次に、VRFネイバーアドレスファミリコンフィギュレーションモードを開始する例を示しま
す。

switch(config)# router bgp 64497
switch(config-router)# vrf vrf_A
switch(config-router-vrf)# neighbor 209.165.201.1
switch(config-router-vrf-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-vrf-neighbor-af)#

BGPのデフォルト設定
次の表に、BGPパラメータのデフォルト設定値を示します。

表 8 :デフォルトの BGPパラメータ

デフォルトパラメータ

ディセーブ

ル

BGP機能

60秒キープアライブインターバ

ル

180秒ホールドタイマー

基本的 BGPの設定
ベーシック BGPを設定するには、BGPをイネーブルにして、BGPピアを設定する必要があり
ます。ベーシック BGPネットワークの設定は、いくつかの必須作業と多数の任意の作業から
なります。BGPルーティングプロセスおよび BGPピアの設定は必須です。

BGP機能のイネーブル化

始める前に

BGPを設定する前に、BGP機能をイネーブルにする必要があります。

手順の概要

1. configure terminal
2. feature bgp
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3. （任意） show feature

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGP機能をイネーブルにします。feature bgp

例：

ステップ 2

switch(config)# feature bgp

有効および無効にされた機能を表示します。（任意） show feature

例：

ステップ 3

switch(config)# show feature

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config startup-config

例

no feature bgpコマンドを使用して、BGP機能をディセーブルにし、関連するコンフィ
ギュレーションをすべて削除します。

目的コマンド

BGP機能をディセーブルにして、関連するすべての設定を削
除します。

no feature bgp

例：

switch(config)# no feature bgp

BGPインスタンスの作成
BGPインスタンスを作成し、BGPインスタンスにルータ IDを割り当てることができます。
「BGPルータ ID」のセクションを参照してください。Cisco NX-OSは、2バイトまたは 4バイ
トのプレーンテキスト表記またはASドット表記による自律システム（AS）番号をサポートし
ます。詳細については、4バイトの AS番号のサポートのセクションを参照してください。

Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSユニキャストルーティング構成ガイド、リリース 10.3(x)
130

基本的 BGPの設定

BGPインスタンスの作成



始める前に

BGP機能を有効にしていることを確認します（BGP機能のイネーブル化のセクションを参照
してください）。

BGPはルータ ID（設定済みループバックアドレスなど）を取得できなければなりません。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system-number

3. （任意） router-id ip-address

4. （任意） address-family ipv4 unicast

5. （任意） network ip-prefix [ route-map map-name ]
6. （任意） show bgp all

7. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGPを有効にして、ローカルBGPスピーカにAS番
号を割り当てます。AS番号は 16ビット整数または

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 2

32ビット整数にできます。上位 16ビット 10進数と
下位16ビット10進数によるxx.xxという形式です。

switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)#

BGPルータ IDを設定します。この IPアドレスに
よって、このBGPスピーカを特定します。このコマ

（任意） router-id ip-address

例：

ステップ 3

ンドによって、BGPネイバーセッションの自動通知
およびセッションリセットが開始されます。

switch(config-router)# router-id 192.0.2.255

指定されたアドレスファミリに対応するグローバル

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

（任意） address-family ipv4 unicast

例：

ステップ 4

を開始します。このコマンドによって、すべての
switch(config-router)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-af)# BGPネイバーセッションの自動通知およびセッショ

ンリセットが開始されます。

ネットワークを、この自律システムに対してローカ

ルに設定し、BGPルーティングテーブルに追加しま
す。

（任意） network ip-prefix [ route-map map-name ]

例：

switch(config-router-af)# network 192.0.2.0

ステップ 5

エクステリアプロトコルの場合、networkコマンド
でアドバタイズするネットワークを制御します。イ
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目的コマンドまたはアクション

ンテリアプロトコルでは、networkコマンドを使用
して、アップデートの送信先を決定します。

すべての BGPアドレスファミリに関する情報を表
示します。

（任意） show bgp all

例：

ステップ 6

switch(config-router-af)# show bgp all

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

switch(config)# copy running-config startup-config

例

BGPプロセスおよび関連するすべての設定を削除するには、no router bgpコマンドを
使用します。

目的コマンド

BGPプロセスおよび関連する設定を削除します。no router bgp autonomous-system-number

例：

switch(config)# no router bgp 201

次に、IPv4ユニキャストアドレスファミリを指定して BGPをイネーブルに設定し、
アドバタイズするネットワークを 1つ追加する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-af)# network 192.0.2.0
switch(config-router-af)# copy running-config startup-config

BGPインスタンスの再起動
BGPインスタンスを再起動し、そのインスタンスのすべてのピアセッションをクリアできま
す。

BGPインスタンスを再起動し、関連付けられたすべてのピアを削除するには、次のコマンドを
使用します。
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目的コマンド

BGPインスタンスを再起動し、すべてのピアリングセッ
ションをリセットまたは再確立します。

restart bgp instance-tag

例：

switch(config)# restart bgp 201

BGPのシャットダウン
BGPプロトコルをシャットダウンして BGPを正常にディセーブルし、設定を保持できます。

BGPをシャットダウンするには、ルータコンフィギュレーションモードで次のコマンドを使
用します。

目的コマンド

BGPを正常にシャットダウンします。shutdown

例：

switch(config-router)# shutdown

BGPピア設定
BGPプロセス内で BGPピアを設定できます。BGPピアごとに、関連付けられたキープアライ
ブタイマーとホールドタイマーがあります。これらのタイマーは、グローバルに設定するこ

とも、BGPピアごとに設定することもできます。ピア設定はグローバル設定を上書きします。

ピアごとに、ネイバーコンフィギュレーションモードでアドレスファミリを設定する必要が

あります。

（注）

始める前に

BGP機能を有効にしていることを確認します（BGP機能のイネーブル化のセクションを参照
してください）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system-number

3. neighbor ip-address { ipv4 } remote-as as-number

4. （任意） description text

5. （任意） timers keepalive-time hold-time

6. （任意） shutdown
7. address-family ipv4 unicast
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8. （任意） show bgp ipv4 unicast neighbors

9. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGPを有効にして、ローカルBGPスピーカにAS番
号を割り当てます。AS番号は 16ビット整数または

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 2

32ビット整数にできます。上位 16ビット 10進数と
下位16ビット10進数によるxx.xxという形式です。

switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)#

リモートBGPピアの指定タイプとAS番号を設定し
ます。The ip-address形式は x.x.x.xです。

neighbor ip-address { ipv4 } remote-as as-number

例：

ステップ 3

switch(config-router)# neighbor 209.165.201.1
remote-as 64497
switch(config-router-neighbor)#

ネイバーの説明を追加します。最大 80文字の英数
字ストリングを使用できます。

（任意） description text

例：

ステップ 4

switch(config-router-neighbor)# description Peer
Router B
switch(config-router-neighbor)#

ネイバーのキープアライブおよびホールドタイムを

表すBGPタイマー値を追加します。指定できる範囲
（任意） timers keepalive-time hold-time

例：

ステップ 5

は 0～ 3600秒です。デフォルトは、キープアライ
ブタイムで 60秒、ホールドタイムで 180秒です。

switch(config-router-neighbor )# timers 30 90

このBGPネイバーを管理目的でシャットダウンしま
す。このコマンドによって、BGPネイバーセッショ

（任意） shutdown

例：

ステップ 6

ンの自動通知およびセッションリセットが開始され

ます。
switch(config-router-neighbor)# shutdown

ユニキャスト指定のアドレスファミリーに対応した

ネイバーアドレスファミリー構成モードを開始し

ます。

address-family ipv4 unicast

例：

switch(config-router-neighbor)# address-family
ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)#

ステップ 7

BGPピアに関する情報を表示します。（任意） show bgp ipv4 unicast neighbors

例：

ステップ 8
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目的コマンドまたはアクション

switch(config-router-neighbor-af)# show bgp ipv4
unicast neighbors

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 9

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、BGPピアを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)# neighbor 192.0.2.1 remote-as 64497
switch(config-router-neighbor)# description Peer Router B
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)# copy running-config startup-config

プレフィックスピアのダイナミック AS番号の設定
BGPプロセス内で複数のBGPピアを設定できます。BGPセッションの確立をルートマップの
単一の AS番号または複数の AS番号に制限できます。

プレフィックスピアのダイナミック AS番号を介して設定された BGPセッションは、
ebgp-multihopコマンドおよび disable-connected-checkコマンドを無視します

ルートマップのAS番号のリストは変更できますが、ルートマップ名を変更するにはnoneighbor
コマンドを使用する必要があります。設定されたルートマップの AS番号に変更を加えた場
合、新しいセッションのみに影響します。

始める前に

BGP機能が有効になっていることを確認します

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system-number

3. neighbor prefix remote-as route-map map-name

4. show bgp ipv4 unicast neighbors

5. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGPを有効にして、ローカルBGPスピーカにAS番
号を割り当てます。AS番号は 16ビット整数または

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 2

32ビット整数にできます。上位 16ビット 10進数と
下位16ビット10進数によるxx.xxという形式です。

switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)#

IPv4プレフィックス、およびリモート BGPピアの
受け付けられた AS番号のリストのルートマップを
構成します。

neighbor prefix remote-as route-map map-name

例：

switch(config-router)# neighbor 192.0.2.0/8
remote-as routemap BGPPeers
switch(config-router-neighbor)#

ステップ 3

map-nameには最大 63文字の英数字を使用できま
す。大文字と小文字は区別されます。

BGPピアに関する情報を表示します。show bgp ipv4 unicast neighbors

例：

ステップ 4

switch(config-router-neighbor-af)# show bgp ipv4
unicast neighbors

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config)# copy running-config startup-confi

例

次に、プレフィックスピアのダイナミック AS番号を設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# route-map BGPPeers
switch(config-route-map)# match as-number 64496, 64501-64510
switch(config-route-map)# match as-number as-path-list List1, List2
switch(config-route-map)# exit
switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)# neighbor 192.0.2.0/8 remote-as route-map BGPPeers
switch(config-router-neighbor)# description Peer Router B
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)# copy running-config startup-config

BGP情報の消去
BGP情報を消去するには、次のコマンドを使用します。
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目的コマンド

すべてのアドレスファミリから 1つ以上のネイバーをクリアしま
す。*を指定すると、すべてのアドレスファミリのすべてのネイ
バーが消去されます。引数は次のとおりです。

• neighbor：ネイバーの IPv4アドレス。

• as-number：自律システム番号。AS番号は16ビット整数または
32ビット整数にできます。上位16ビット10進数と下位16ビッ
ト 10進数による xx.xxという形式です。

• name：ピアテンプレート名。名称は 64文字以内の英数字のス
トリング（大文字と小文字を区別）で指定します。

• prefix：IPv4プレフィックス。そのプレフィックス内のすべて
のネイバーがクリアされます。

• vrf-name：VRF名。そのVRF内のすべてのネイバーがクリアさ
れます。名称は 64文字以内の英数字のストリング（大文字と
小文字を区別）で指定します。

clear bgp all { neighbor |
* | as-number |
peer-template name |
prefix } [ vrf vrf-name ]

すべてのアドレスファミリのルートフラップダンプニングネット

ワークをクリアします。vrf-nameには最大 64文字の英数字文字列
を指定します。大文字と小文字は区別されます。

clear bgp all dampening
[ vrf vrf-name ]

すべてのアドレスファミリのルートフラップ統計情報をクリアし

ます。vrf-nameには最大 64文字の英数字文字列を指定します。大
文字と小文字は区別されます。

clear bgp all flap-statistics
[ vrf vrf-name ]

選択したアドレスファミリのルートフラップダンプニングネット

ワークをクリアします。vrf-nameには最大 64文字の英数字文字列
を指定します。大文字と-小文字は区別されます。

clear bgp unicast
dampening [ vrf vrf-name
]

選択したアドレスファミリのルートフラップ統計情報をクリアし

ます。vrf-nameには最大 64文字の英数字文字列を指定します。大
文字と小文字は区別されます。

clear bgp unicast
flap-statistics [ vrf
vrf-name ]
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目的コマンド

すべてのアドレスファミリから 1つ以上のネイバーをクリアしま
す。*を指定すると、すべてのアドレスファミリのすべてのネイ
バーが消去されます。引数は次のとおりです。

• neighbor：ネイバーの IPv4アドレス。

• as-number：自律システム番号。AS番号は16ビット整数または
32ビット整数にできます。上位16ビット10進数と下位16ビッ
ト 10進数による xx.xxという形式です。

• name：ピアテンプレート名。名称は 64文字以内の英数字のス
トリング（大文字と小文字を区別）で指定します。

• prefix：IPv4プレフィックス。そのプレフィックス内のすべて
のネイバーがクリアされます。

• vrf-name：VRF名。そのVRF内のすべてのネイバーがクリアさ
れます。名称は 64文字以内の英数字のストリング（大文字と
小文字を区別）で指定します。

clear bgp { ipv4 } unicast
{ neighbor | * | as-number
| peer-template name |
prefix } [ vrf vrf-name ]

すべてのアドレスファミリから 1つ以上のネイバーをクリアしま
す。*を指定すると、すべてのアドレスファミリのすべてのネイ
バーが消去されます。引数は次のとおりです。

• neighbor：ネイバーの IPv4アドレス。

• as-number：自律システム番号。AS番号は16ビット整数または
32ビット整数にできます。上位16ビット10進数と下位16ビッ
ト 10進数による xx.xxという形式です。

• name：ピアテンプレート名。名称は 64文字以内の英数字のス
トリング（大文字と小文字を区別）で指定します。

• prefix：IPv4プレフィックス。そのプレフィックス内のすべて
のネイバーがクリアされます。

• vrf-name：VRF名。そのVRF内のすべてのネイバーがクリアさ
れます。名称は 64文字以内の英数字のストリング（大文字と
小文字を区別）で指定します。

clear bgp { ip {unicast }
{ neighbor | * | as-number
| peer-template name |
prefix } [ vrf vrf-name ]
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目的コマンド

1つ以上のネットワークのルートフラップダンプニングをクリアし
ます。引数は次のとおりです。

• ip-neighbor：ネイバーの IPv4アドレス。

• ip-prefix： IPv4。そのプレフィックス内のすべてのネイバーが
クリアされます。

• vrf-name：VRF名。そのVRF内のすべてのネイバーがクリアさ
れます。名称は 64文字以内の英数字のストリング（大文字と
小文字を区別）で指定します。

clear ip bgp dampening [
ip-neighbor | ip-prefix ] [
vrf vrf-name ]

1つ以上のネットワークのルートフラップ統計情報をクリアしま
す。引数は次のとおりです。

• ip-neighbor：ネイバーの IPv4アドレス。

• ip-prefix： IPv4。そのプレフィックス内のすべてのネイバーが
クリアされます。

• vrf-name：VRF名。そのVRF内のすべてのネイバーがクリアさ
れます。名称は 64文字以内の英数字のストリング（大文字と
小文字を区別）で指定します。

clear ip bgp flap-statistics
[ ip-neighbor | ip-prefix ] [
vrf vrf-name ]

すべてのアドレスファミリから 1つ以上のネイバーをクリアしま
す。*を指定すると、すべてのアドレスファミリのすべてのネイ
バーが消去されます。引数は次のとおりです。

• neighbor：ネイバーの IPv4アドレス。

• as-number：自律システム番号。AS番号は16ビット整数または
32ビット整数にできます。上位16ビット10進数と下位16ビッ
ト 10進数による xx.xxという形式です。

• name：ピアテンプレート名。名称は 64文字以内の英数字のス
トリング（大文字と小文字を区別）で指定します。

• prefix：IPv4プレフィックス。そのプレフィックス内のすべて
のネイバーがクリアされます。

• vrf-name：VRF名。そのVRF内のすべてのネイバーがクリアさ
れます。名称は 64文字以内の英数字のストリング（大文字と
小文字を区別）で指定します。

clear ip mbgp { ip
{unicast } { neighbor | * |
as-number | peer-template
name | prefix } [ vrf
vrf-name ]
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目的コマンド

1つ以上のネットワークのルートフラップダンプニングをクリアし
ます。引数は次のとおりです。

• ip-neighbor：ネイバーの IPv4アドレス。

• ip-prefix： IPv4。そのプレフィックス内のすべてのネイバーが
クリアされます。

• vrf-name：VRF名。そのVRF内のすべてのネイバーがクリアさ
れます。名称は 64文字以内の英数字のストリング（大文字と
小文字を区別）で指定します。

clear ip mbgp dampening
[ ip-neighbor | ip-prefix ] [
vrf vrf-name ]

1つ以上のネットワークのルートフラップ統計情報をクリアしま
す。引数は次のとおりです。

• ip-neighbor：ネイバーの IPv4アドレス。

• ip-prefix： IPv4。そのプレフィックス内のすべてのネイバーが
クリアされます。

• vrf-name：VRF名。そのVRF内のすべてのネイバーがクリアさ
れます。名称は 64文字以内の英数字のストリング（大文字と
小文字を区別）で指定します。

clear ip mbgp flap
statistics [ ip-neighbor |
ip-prefix ] [ vrf vrf-name ]

ベーシック BGPの設定の確認
BGPの設定情報を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

すべてのアドレスファミリについて、BGP情報
を表示します。

show bgp all [summary] [vrf vrf-name]

すべてのアドレスファミリについて、BGP情報
を表示します。

show bgp convergence [vrf vrf-name]

BGPコミュニティと一致する BGPルートを表示
します。

show bgp { ipv4 { unicast } [ ip-address ]
community { regexp expression | [ community
] [ no-advertise ] [ no-export ] [
no-export-subconfed ]} [ vrf vrf-name]

BGPコミュニティリストと一致する BGPルート
を表示します。

show bgp [vrf vrf-name] { ip } {unicast}
[ip-address] community-list list-name [vrf
vrf-name]
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目的コマンド

BGP拡張コミュニティと一致する BGPルートを
表示します。

show bgp ip {unicast} [ip-address]
extcommunity {regexp expression | generic
[non-transitive | transitive] aa4:nn
[exact-match]} [vrf vrf-name]

BGP拡張コミュニティリストと一致する BGP
ルートを表示します。

show bgp ip { unicast } [ ip-address ]
extcommunity-list list-name [exact-match]
[vrf vrf-name]

BGPルートダンプニングの情報を表示します。
ルートフラップダンプニング情報を消去するに

は、clear bgp dampeningコマンドを使用します。

show bgp ip { unicast } [ ip-address ]
{dampening dampened-paths [ regexp
expression ]} [ vrf vrf-name ]

BGPルートヒストリパスを表示します。show bgp ip { unicast} [ ip-address ]
history-paths [ regexp expression ] [ vrf
vrf-name ]

BGPフィルタリストの情報を表示します。show bgp ip { unicast } [ ip-address ]
filter-list list-name [ vrf vrf-name ]

BGPピアの情報を表示します。これらのネイバー
を消去するには、clear bgp neighborsコマンドを
使用します。

show bgp ip { unicast} [ ip-address]
neighbors [ ip-address ] [ vrf vrf-name ]

BGPルートネクストホップの情報を表示します。show bgp ip { unicast } [ ip-address ] {
nexthop | nexthop-database } [ vrf vrf-name
]

BGPパス情報を表示します。show bgp paths

BGPポリシー情報を表示します。ポリシー情報を
消去するには、clear bgp policyコマンドを使用し
ます。

show bgp ip { unicast } [ ip-address ] policy
name [ vrf vrf-name ]

プレフィックスリストと一致する BGPルートを
表示します。

show bgp ip { unicast } [ ip-address ]
prefix-list list-name [ vrf vrf-name ]

ソフト再構成用に保管されている BGPパスを表
示します。

show bgp ip { unicast } [ ip-address ]
received-paths [ vrf vrf-name ]

AS_path正規表現と一致するBGPルートを表示し
ます。

show bgp ip {unicast} [ip-address] regexp
expression [vrf vrf-name]

ルートマップと一致する BGPルートを表示しま
す。

show bgp ip {unicast} [ip-address] route-map
map-name [vrf vrf-name]

BGPピアポリシー情報を表示します。show bgp peer-policy name [vrf vrf-name]

BGPピアセッション情報を表示します。show bgp peer-session name [vrf vrf-name]
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目的コマンド

BGPピアテンプレート情報を表示します。ピア
テンプレートのすべてのネイバーを消去するに

は、clear bgp peer-templateコマンドを使用しま
す。

show bgp peer-template name [vrf vrf-name]

BGPプロセス情報を表示します。show bgp process

BGPのステータスと構成情報を表示します。この
コマンドには複数のオプションがあります。詳細

については、Cisco Nexus 3000シリーズコマンド
リファレンスを参照してください。

show ip bgp options

BGPのステータスと構成情報を表示します。この
コマンドには複数のオプションがあります。詳細

については、Cisco Nexus 3000シリーズコマンド
リファレンスを参照してください。

show ip mbgp options

現在実行中の BGPコンフィギュレーションを表
示します。

show running-configuration bgp

BGP統計情報の表示
BGPの統計情報を表示するには、次のコマンドを使用します。

目的コマンド

BGPルートフラップの統計情報を表示します。これらの
統計情報をクリアするには、clear bgp flap-statisticsコマン
ドを使用します。

show bgp ip {unicast} [ip-address]
flap-statistics [vrf vrf-name]

すべてのピアの BGPセッションを表示します。これらの
統計情報をクリアするには、clear bgp sessionsコマンドを
使用します。

show bgp sessions [vrf vrf-name]

すべてのピアの BGPセッションを表示します。これらの
統計情報をクリアするには、clear bgp sessionsコマンドを
使用します。

show bgp sessions [vrf vrf-name]

BGP統計情報を表示します。show bgp statistics

ベーシック BGPの設定例
次に、ベーシック BGP設定の例を示します。
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feature bgp
router bgp 64496
neighbor 192.0.2.1 remote-as 64496
address-family ipv4 unicast
next-hop-self

関連項目
BGPの関連項目は、次のとおりです。

• Route Policy Managerの設定

次の作業
次の機能の詳細については、高度な BGPの設定を参照してください。

•ピアテンプレート

•ルートの再配布

•ルートマップ

その他の参考資料
BGPの実装に関連する詳細情報については、次の項を参照してください。

•関連資料

• MIB

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco Nexus 3000 Series Command Reference』BGP CLIコマン
ド

MIB
MIBのリンクMIB

MIBを検索してダウンロードするには、次のMIBロケータに移動します。BGP4-MIB

CISCO-BGP4-MIB
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第 7 章

高度な BGPの設定

この章では、Cisco NX-OSスイッチでボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）の拡張機能
を設定する方法について説明します。

この章は、次の項で構成されています。

•拡張 BGPの概要（145ページ）
• BGPの前提条件（154ページ）
•拡張 BGPに関する注意事項と制限事項（154ページ）
• BGPのデフォルト設定（155ページ）
•高度な BGPの設定（155ページ）
•独自の自律システムを含む自律システムパスの設定（176ページ）
• BGPグレースフルシャットダウン（193ページ）
•拡張 BGPの設定の確認（206ページ）
• BGP統計情報の表示（208ページ）
•関連項目（209ページ）
•その他の参考資料（209ページ）

拡張 BGPの概要
BGPは、組織または自律システム間のループフリールーティングを実現する、インタードメ
インルーティングプロトコルです。CiscoNX-OSはBGPバージョン4をサポートします。BGP
v4に組み込まれているマルチプロトコル拡張機能を使用すると、IPルートおよび複数のレイ
ヤ 3プロトコルアドレスファミリに関するルーティング情報を BGPに伝送させることができ
ます。BGPでは、他のBGP対応スイッチ（BGPピア）との間でTCPセッションを確立するた
めに、信頼できるトランスポートプロトコルとして TCPを使用します。外部組織に接続する
ときには、ルータが外部 BGP（eBGP）ピアリングセッションを作成します。同じ組織内の
BGPピアは、内部 BGP（iBGP）ピアリングセッションを通じて、ルーティング情報を交換し
ます。
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ピアテンプレート

BGPピアテンプレートを使用すると、類似した BGPピア間で再利用できる共通のコンフィ
ギュレーションブロックを作成できます。各ブロックでは、ピアに継承させる一連の属性を定

義できます。継承した属性の一部を上書きすることもできるので、非常に柔軟性のある方法

で、繰り返しの多い BGPの設定を簡素化できます。

Cisco NX-OSは、3種類のピアテンプレートを実装します。

• peer-sessionテンプレートでは、トランスポートの詳細、ピアのリモート自律システム番
号、セッションタイマーなど、BGPセッション属性を定義します。peer-sessionテンプレー
トは、別の peer-sessionテンプレートから属性を継承することもできます（ローカル定義
の属性によって、継承した peer-session属性は上書きされます）。

• peer-policyテンプレートでは、着信ポリシー、発信ポリシー、フィルタリスト、プレ
フィックスリストを含め、アドレスファミリに依存する、ピアのポリシー要素を定義し

ます。peer-policyテンプレートは、一連の peer-policyテンプレートからの継承が可能で
す。CiscoNX-OSは、継承設定のプリファレンス値で指定された順序で、これらのpeer-policy
テンプレートを評価します。最小値が大きい値よりも優先されます。

• peerテンプレートは、peer-sessionおよび peer-policyテンプレートからの継承が可能であ
り、ピアの定義を簡素化できます。peerテンプレートの使用は必須ではありませんが、
peerテンプレートによって再利用可能なコンフィギュレーションブロックが得られるの
で、BGPの設定を簡素化できます。

認証

BGPネイバーセッションに認証を設定できます。この認証方式によって、ネイバーに送られ
る各 TCPセグメントにMD5認証ダイジェストが追加され、不正なメッセージや TCPセキュ
リティアタックから BGPが保護されます。

MD5パスワードは、BGPピア間で一致させる必要があります。（注）

ルートポリシーおよび BGPセッションのリセット
BGPピアにルートポリシーを関連付けることができます。ルートポリシーではルートマップ
を使用して、BGPが認識するルートを制御または変更します。着信または発信ルートアップ
デートに関するルートポリシーを設定できます。ルートポリシーはプレフィックス、AS_path
属性など、さまざまな条件で一致が必要であり、ルートを選択して受け付けるかまたは拒否し

ます。ルートポリシーでパス属性を変更することもできます。

BGPピアに適用するルートポリシーを変更する場合は、そのピアの BGPセッションをリセッ
トする必要があります。CiscoNX-OSは、BGPピアリングセッションのリセット方法として、
次の 3種類をサポートします。
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•ハードリセット：ハードリセットでは、指定されたピアリングセッションが TCP接続を
含めて切断され、指定のピアからのルートが削除されます。このオプションを使用する

と、BGPネットワーク上のパケットフローが中断します。ハードリセットは、デフォル
トでディセーブルです。

•ソフト再構成着信：ソフト再構成着信によって、セッションをリセットすることなく、指
定されたピアのルーティングアップデートが開始されます。このオプションを使用できる

のは、着信ルートポリシーを変更する場合です。ソフト再構成着信の場合、ピアから受け

取ったすべてのルートのコピーを保存したあとで、着信ルートポリシーを介してルートが

処理されます。着信ルートポリシーを変更する場合、CiscoNX-OSは変更された着信ルー
トポリシーを介して保存ルートを渡し、既存のピアリングセッションを切断することな

く、ルートテーブルをアップデートします。ソフト再構成着信の場合、まだフィルタリン

グされていない BGPルートの保存に、大量のメモリリソースを使用する可能性がありま
す。ソフト再構成着信は、デフォルトでディセーブルです。

•ルートリフレッシュ：ルートリフレッシュでは、着信ルートポリシーの変更時に、サポー
トするピアにルートリフレッシュ要求を送信することによって、着信ルーティングテー

ブルがダイナミックにアップデートされます。リモート BGPピアは新しいルートコピー
で応答し、ローカル BGPスピーカが変更されたルートポリシーでそれを処理します。
Cisco NX-OSはピアに、プレフィックスの発信ルートリフレッシュを自動的に送信しま
す。

• BGPピアは、BGPピアセッションの確立時に、BGP機能ネゴシエーションの一部とし
て、ルートリフレッシュ機能をアドバタイズします。ルートリフレッシュは優先オプショ

ンであり、デフォルトでイネーブルです。

BGPはさらに、ルート再配布、ルート集約、ルートダンプニングなどの機能にルートマップ
を使用します。

（注）

eBGP
eBGPを使用すると、異なるASからのBGPピアを接続し、ルーティングアップデートを交換
できます。外部ネットワークへの接続によって、自分のネットワークから他のネットワーク

へ、またインターネットを介して、トラフィックを転送できます。

eBGPピアリングセッションの確立には、ループバックインターフェイスを使用します。ルー
プバックインターフェイスは、インターフェイスフラップが発生する可能性が小さいからで

す。インターフェイスフラップが発生するのは、障害またはメンテナンスが原因で、インター

フェイスが管理上アップまたはダウンになったときです。マルチホップ、高速外部フォール

オーバー、ASパス属性のサイズ制限については、eBGPの設定のセクションを参照してくださ
い。
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iBGP
内部 BGP（iBGP）を使用すると、同じ自律システム内の BGPピアを接続できます。iBGPは
マルチホームBGPネットワーク（同じ外部自律システムに対して複数の接続があるネットワー
ク）に使用できます。

次の図に、より大きな BGPネットワークの中の iBGPネットワークを示します。

図 10 : iBGPネットワーク

iBGPネットワークはフルメッシュです。各 iBGPピアは、ネットワークループを防止するた
めに、他のすべての iBGPピアに対して直接接続されています。

iBGPネットワークでは別個のインテリアゲートウェイプロトコルを設定する必要がありま
す。

（注）

AS連合

フルメッシュの iBGPネットワークは、iBGPピア数が増えるにしたがって複雑になります。自
律システムを複数のサブ自律システムに分割し、それを1つの連合としてまとめることによっ
て、iBGPメッシュを緩和できます。連合は、同じ自律システム番号を使用して外部ネットワー
クと通信する、iBGPピアからなるグループです。各サブ ASはその中ではフルメッシュであ
り、同じ連合内の他のサブ ASに対する少数の接続があります。

図には、BGPネットワークが 2つのサブ自律システムと 1つのコンフェデレーションに分けら
れて表示されています。
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図 11 : AS連合

この例では、AS10が 2つの AS（AS1および AS2）に分割されています。各サブ ASはフル
メッシュですが、サブ AS間のリンクは 1つだけです。ASコンフェデレーションを使用する
ことによって、図 1のフルメッシュ自律システムに比べて、リンク数を少なくできます。

ルートリフレクタ

ルートリフレクタ構成を使用することによって、iBGPメッシュを緩和することもできます。
ルートリフレクタは学習したルートをネイバーに渡すことで、すべての iBGPピアをフルメッ
シュにしなくてもすむようにします。

図 1に、メッシュの iBGPスピーカを 4つ使用する（ルータ A、B、C、D）、単純な iBGP構
成を示します。ルートリフレクタを使用しなかった場合、外部ネイバーからルートを受け取っ

たルータ Aは、3つの iBGPネイバーのすべてにルートをアドバタイズします。

ある iBGPピアをルートリフレクタとして設定すると、そのピアが iBGPで学習したルートを
一連の iBGPネイバーに渡す役割を担います。

次の図では、ルータ Bがルートリフレクタです。ルートリフレクタは、ルータ Aからアドバ
タイズされたルートを受信すると、ルータ Cと Dへのルートをアドバタイズ（リフレクト）
します。ルータ Aは、ルータ Cと Dの両方にアドバタイズする必要がなくなります。

図 12 :ルートリフレクタ

ルートリフレクタおよびそのクライアントピアは、クラスタを形成します。ルートリフレク

タのクライアントピアとして動作するように、すべての iBGPピアを設定する必要はありませ
ん。ただし、完全な BGPアップデートがすべてのピアに届くように、非クライアントピアは
フルメッシュとして設定する必要があります。
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機能ネゴシエーション

BGPスピーカは機能ネゴシエーション機能を使用することによって、ピアがサポートするBGP
拡張機能について学習できます。機能ネゴシエーションによって、リンクの両側の BGPピア
がサポートする機能セットだけを BGPに使用させることができます。

BGPピアが機能ネゴシエーションをサポートしない場合で、なおかつアドレスファミリが IPv4
として設定されている場合、Cisco NX-OSは機能ネゴシエーションを行わずに、ピアとの新規
セッションを試みます。

ルートダンプニング

ルートダンプニングは、インターネットワーク上でのフラッピングルートの伝搬を最小限に

抑える BGP機能です。ルートフラップが発生するのは、使用可能ステートと使用不能ステー
トが短時間で次々切り替わる場合です。

AS1、AS2、および AS3という 3つの BGP自律システムからなるネットワークの場合につい
て考えてみます。AS1のルートがフラップした（使用不能になった）とします。ルートダン
プニングを使用しない場合、AS1は AS2に回収メッセージを送信します。AS2は AS3にその
回収メッセージを伝達します。フラッピングルートが再び発生すると、AS1から AS2にアド
バタイズメントメッセージを送信し、AS2は AS3にそのアドバタイズメントを送信します。
ルートの使用不能と使用可能が繰り返されると、AS1は多数の回収メッセージおよびアドバタ
イズメントメッセージを送信することになり、それが他の自律システムに伝播します。

ルートダンプニングによって、フラッピングを最小限に抑えることができます。ルートフラッ

プが発生したとします。（ルートダンプニングがイネーブルの）AS2がルートにペナルティ
として 1000を割り当てます。AS2は引き続き、ネイバーにルートの状態をアドバタイズしま
す。ルートフラップが発生するたびに、AS2がペナルティ値を追加します。ルートフラップ
が頻繁に発生して、ペナルティが設定可能な抑制限度を超えると、AS2はフラップ回数に関係
なく、ルートのアドバタイズを中止します。その結果、ルートが減衰（ダンプニング）しま

す。

ルートに与えられたペナルティは、再使用限度に達するまで減衰します。その時点で、AS2は
再びルートをアドバタイズします。再使用限度が 50%になると、AS2はそのルートのダンプ
ニング情報を削除します。

ルートダンプニングがイネーブルの場合は、ピアのリセットによってルートが回収されても、

リセット中の BGPにはペナルティは適用されません。
（注）

ロードシェアリングおよびマルチパス

BGPはルーティングテーブルに、同じ宛先プレフィックスに到達する複数の等コスト eBGP
または iBGPパスを組み込むことができます。その場合、宛先プレフィックスへのトラフィッ
クは、組み込まれたすべてのパス間で共有されます。
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BGPベストパスアルゴリズムでは、次の属性が同じ場合に、等コストパスと見なされます。

•重量

•ローカルプリファレンス

• AS_path

•オリジンコード

• Multi-Exit Discriminator（MED）

• BGPネクストホップまでの IGPコスト

BGPはこれら複数のパスの中から、ベストパスとして 1つだけ選択し、そのパスを BGPピア
にアドバタイズします。

異なる AS連合から受け取ったパスは、外部 AS_path値およびその他の属性が同じ場合に、等
コストパスと見なされます。

（注）

iBGPマルチパスに関してルートリフレクタを設定すると、ルートリフレクタが、選択された
ベストパスをピアにアドバタイズします。そのパスのネクストホップは変更されません。

（注）

ルート集約

集約アドレスを設定できます。ルート集約を使用すると、固有性の強い一連のアドレスをすべ

ての固有アドレスを代表する1つのアドレスに置き換えることによって、ルートテーブルを簡
素化できます。たとえば、10.1.1.0/24、10.1.2.0/24、および 10.1.3.0/24という固有性の強い 3つ
のアドレスを 1つの集約アドレス 10.1.0.0/16に置き換えることができます。

アドバタイズされるルートが少なくなるように、BGPルートテーブル内には集約プレフィッ
クスが存在します。

Cisco NX-OSは、自動ルート集約をサポートしていません。（注）

ルート集約はフォワーディングループにつながる可能性があります。この問題を回避するため

に、集約アドレスのアドバタイズメントを生成するときに、BGPはローカルルーティングテー
ブルに、その集約アドレスに対応するサマリー廃棄ルートを自動的に組み込みます。BGPはサ
マリー廃棄のアドミニストレーティブディスタンスを 220に設定し、ルートタイプを廃棄に
設定します。BGPはネクストホップ解決に廃棄ルートを使用しません。
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BGP条件付きアドバタイズメント
BGP条件付きアドバタイズメントを使用すると、プレフィックスが BGPテーブルに存在する
かどうかに基づいてルートをアドバタイズまたは撤回するように BGPを設定できます。この
機能は、たとえば、BGPでいずれかのプロバイダーにプレフィックスをアドバタイズするよう
なマルチホームネットワーク（他のプロバイダーからの情報が存在しない場合のみ）で便利で

す。

AS1、AS2、および AS3という 3つの BGP自律システムからなるネットワークの例について
考えてみます。この例で、AS1と AS3はインターネットと AS2に接続しています。条件付き
アドバタイズメントを使用しない場合、AS2はすべてのルートを AS1と AS3の両方にプロパ
ゲートします。条件付きアドバタイズメントを使用すれば、AS1からのルートが存在しない場
合のみ（たとえば AS1へのリンクがダウンした場合）、特定のルートを AS3にアドバタイズ
するように AS2を設定できます。

BGP条件付きアドバタイズメントでは、設定されたルートマップに一致する各ルートに、存
在テストまたは非存在テストが追加されます。「BGP条件付きアドバタイズメントの設定」を
参照してください。

BGPネクストホップアドレストラッキング
BGPは、インストールされているルートのネクストホップアドレスをモニタして、ネクスト
ホップの到達可能性の確認、およびBGPベストパスの選択、インストール、検証を行います。
BGPネクストホップアドレスのトラッキングを行うと、ネクストホップの到達可能性に影響
を及ぼす可能性のあるルート変更が RIBで行われたときに確認プロセスをトリガーすること
で、このようなネクストホップ到達可能性テストの速度が向上します。

ネクストホップ情報が変更されると、BGPは RIBから通知を受信します（イベント駆動型の
通知）。BGPは、次のいずれかのイベントが発生したときに通知を受けます。

•ネクストホップが到達不能になった。

•ネクストホップが到達可能になった。

•ネクストホップへの完全な繰り返し IGPメトリックが変更される。

•ファーストホップの IPアドレスまたはファーストホップのインターフェイスが変更され
る。

•ネクストホップが接続された。

•ネクストホップが接続解除された。

•ネクストホップがローカルアドレスになった。

•ネクストホップが非ローカルアドレスになった。

到達可能性および再帰メトリックイベントは、最適パスの再計算をトリガーします。（注）
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RIBからのイベント通知は、クリティカルおよび非クリティカルとして分類されます。クリ
ティカルおよび非クリティカルイベントの通知は、別々のバッチで送信されます。ただし、非

クリティカルイベントが保留中であり、クリティカルイベントを読み込む要求がある場合は、

非クリティカルイベントがクリティカルイベントとともに送信されます。

•クリティカルイベントは、ネクストホップの到達可能性（到達可能と到達不能）、接続
性（接続と非接続）、および局在性（ローカルと非ローカル）に関係があります。これら

のイベントの通知は遅延しません。

•非クリティカルイベントには、IGPメトリックの変更のみが含まれます。

詳細については、「BGPネクストホップアドレストラッキングの設定」を参照してくださ
い。

ルートの再配布

スタティックルートまたは他のプロトコルからのルートを再配布するように、BGPを設定で
きます。再配布を指定してルートポリシーを設定し、BGPに渡されるルートを制御します。
ルートポリシーを使用すると、宛先、送信元プロトコル、ルートタイプ、ルートタグなどの

属性に基づいて、ルートをフィルタリングできます。詳細については、RoutePolicyManagerの
設定のセクションを参照してください。

BGPの調整
BGPタイマーによって、さらにベストパスアルゴリズムの調整によって、BGPのデフォルト
動作を変更できます。

BGPタイマー

BGPでは、ネイバーセッションおよびグローバルプロトコルイベントにさまざまなタイプの
タイマーを使用します。確立されたセッションごとに、最低限2つのタイマーがあります。定
期的にキープアライブメッセージを送信するためのタイマー、さらに想定時間内にピアのキー

プアライブが届かなかった場合に、セッションをタイムアウトさせるためのタイマーです。ま

た、個々の機能を処理するための、その他のタイマーがあります。これらのタイマーは通常、

秒単位で設定します。タイマーには、異なる BGPピアで同じタイマーが異なるタイミングで
スタートするように、ランダムアジャストメントが組み込まれています。

ベストパスアルゴリズムの調整

オプションの設定パラメータによって、ベストパスアルゴリズムのデフォルト動作を変更でき

ます。たとえば、アルゴリズムでのMED属性およびルータ IDの扱い方を変更できます。

マルチプロトコル BGP
Cisco NX-OSの BGPは、複数のアドレスファミリをサポートします。マルチプロトコル BGP
（MP-BGP）は、アドレスファミリに応じて異なるルートセットを伝送します。たとえば、
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BGPは IPv4ユニキャストルーティングのルート 1セットを伝送します。IPマルチキャスト
ネットワークではリバースパスフォワーディング（RPF）のチェックにMP-BGPを使用でき
ます。

マルチキャスト BGPではマルチキャスト状態情報をプロパゲートしないため、プロトコル独
立マルチキャスト（PIM）などのマルチキャストプロトコルが必要です。

（注）

マルチプロトコル BGP設定をサポートするには、ルータアドレスファミリおよびネイバーア
ドレスファミリの各コンフィギュレーションモードを使用します。MP-BGPでは、設定され
たアドレスファミリごとに別々の RIBが維持されます（ユニキャスト RIBと、BGPのマルチ
キャスト RIBなど）。

マルチプロトコル BGPネットワークは下位互換性がありますが、マルチプロトコル拡張機能
をサポートしないBGPピアは、アドレスファミリ ID情報など、マルチプロトコル拡張機能が
伝送するルーティング情報を転送できません。

BGPの前提条件
BGPを使用するには、次の前提条件を満たしている必要があります。

• BGP機能を有効にする必要があります（BGP機能のイネーブル化のセクションを参照）。

•システムに有効なルータ IDを設定しておく必要があります。

• Regional Internet Registry（RIR）によって割り当てられたか、またはローカル管理のAS番
号を取得しておく必要があります。

•ネイバー関係を作成しようとするピアに到達可能でなければなりません（Interior Gateway
Protocol（IGP）、スタティックルート、直接接続など）。

• BGPセッションを確立するネイバー環境で、アドレスファミリを明示的に設定する必要
があります。

拡張 BGPに関する注意事項と制限事項
BGP設定時の注意事項および制約事項は、次のとおりです。

•プレフィックスピアリングは、パッシブ TCPモードでのみ動作します。ピアアドレスが
プレフィックス内にある場合、リモートピアからの着信接続を受け入れます。

•ダイナミック自律システム番号プレフィックスピア設定は、BGPテンプレートから継承
した個々の自律システム番号の設定よりも優先します。

•自律システム連合でプレフィックスピアにダイナミック自律システム番号を設定した場
合、BGPはローカル連合の自律システム番号のみでセッションを確立します。
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•ダイナミック自律システム番号プレフィックスピアで作成された BGPセッションは、設
定済みの eBGPマルチホップ存続可能時間（TTL）値や直接接続ピアに対するディセーブ
ル済みのチェックを無視します。

•ルータ IDの自動変更およびセッションフラップを避けるために、BGP用のルータ IDを
設定します。

•ピアごとに最大プレフィックス設定オプションを使用し、受信するルート数および使用す
るシステムリソース数を制限してください。

• update-sourceを設定し、eBGPマルチホップセッションでセッションを確立します。

•再配布を設定する場合は、BGPルートマップを指定します。

• VRF内で BGPルータ IDを設定します。

•キープアライブおよびホールドタイマーの値を小さくすると、ネットワークでセッション
フラップが発生する可能性があります。

BGPのデフォルト設定
次の表に、BGPパラメータのデフォルト設定値を示します。

表 9 :デフォルトの BGPパラメータ

デフォル

ト

パラメータ

無効BGP機能

60秒キープアライブインターバ

ル

180秒ホールドタイマー

高度な BGPの設定

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能に対応する Cisco NX-OSコマンドは通常使用す
る Cisco IOSコマンドと異なる場合があるので注意してください。

（注）
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BGPセッションテンプレートの設定
BGPセッションテンプレートを使用すると、類似した設定が必要な複数の BGPピアで、BGP
の設定を簡素化できます。BGPテンプレートによって、共通のコンフィギュレーションブロッ
クを再利用できます。先に BGPテンプレートを設定し、その後で BGPピアにテンプレートを
適用します。

BGPセッションテンプレートでは、継承、パスワード、タイマー、セキュリティなどのセッ
ション属性を設定できます。

peer-sessionテンプレートは、別の peer-sessionテンプレートからの継承が可能です。第 3のテ
ンプレートから継承するように第2テンプレートを設定できます。さらに最初のテンプレート
もこの第3のテンプレートから継承させることができます。この間接継承を続けることができ
る peer-sessionテンプレートの数は、最大 7つです。

ネイバーに設定した属性は、ネイバーが BGPテンプレートから継承した属性よりも優先され
ます。

始める前に

BGP機能を有効にしていることを確認します（BGP機能のイネーブル化のセクションを参照
してください）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system-number

3. template peer-session template-name

4. （任意） password number password

5. （任意） timers keepalive hold

6. exit
7. neighbor ip-address remote-as as-number

8. inherit peer-session template-name

9. （任意） description text

10. （任意） show bgp peer-session template-name

11. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGPを有効にして、ローカル BGPスピーカに自律
システム番号を割り当てます。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

switch(config)# router bgp 65536
switch(config-router)#

peer-sessionテンプレートコンフィギュレーション
モードを開始します。

template peer-session template-name

例：

ステップ 3

switch(config-router)# template peer-session
BaseSession
switch(config-router-stmp)#

ネイバーにクリアテキストのパスワード tesを追加
します。パスワードは 3DES（タイプ 3暗号形式）
で保存および表示されます。

（任意） password number password

例：

switch(config-router-stmp)# password 0 test

ステップ 4

peer-sessionテンプレートに BGPキープアライブお
よびホールドタイマー値を追加します。

（任意） timers keepalive hold

例：

ステップ 5

デフォルトのキープアライブインターバルは 60で
す。デフォルトのホールドタイムは 180です。

switch(config-router-stmp)# timers 30 90

peer-sessionテンプレートコンフィギュレーション
モードを終了します。

exit

例：

ステップ 6

switch(config-router-stmp)# exit
switch(config-router)#

BGPルーティング用のネイバーコンフィギュレー
ションモードを開始し、ネイバー IPアドレスを設
定します。

neighbor ip-address remote-as as-number

例：

switch(config-router)# neighbor 192.168.1.2
remote-as 65536
switch(config-router-neighbor)#

ステップ 7

ピアに peer-sessionテンプレートを適用します。inherit peer-session template-name

例：

ステップ 8

switch(config-router-neighbor)# inherit
peer-session BaseSession
switch(config-router-neighbor)

ネイバーの説明を追加します。（任意） description text

例：

ステップ 9

switch(config-router-neighbor)# description Peer
Router A
switch(config-router-neighbor)

peer-policyテンプレートを表示します。（任意） show bgp peer-session template-name

例：

ステップ 10

switch(config-router-neighbor)# show bgp
peer-session BaseSession
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目的コマンドまたはアクション

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 11

switch(config-router-neighbor)# copy
running-config startup-config

例

show bgp neighborコマンドを実行して、適用されたテンプレートを確認します。テン
プレートで使用できるすべてのコマンドの詳細については、CiscoNexus 3000シリーズ
コマンドリファレンスを参照してください。

BGP peer-sessionテンプレートを設定して、BGPピアに適用する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 65536
switch(config-router)# template peer-session BaseSession
switch(config-router-stmp)# timers 30 90
switch(config-router-stmp)# exit
switch(config-router)# neighbor 192.168.1.2 remote-as 65536
switch(config-router-neighbor)# inherit peer-session BaseSession
switch(config-router-neighbor)# description Peer Router A
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor)# copy running-config startup-config

BGP peer-policyテンプレートの設定
peer-policyテンプレートを設定すると、特定のアドレスファミリに対応する属性を定義できま
す。各peer-policyテンプレートにプリファレンスを割り当て、指定した順序でテンプレートが
継承されるようにします。ネイバーアドレスファミリでは最大 5つの peer-policyテンプレー
トを使用できます。

Cisco NX-OSは、プリファレンス値を使用して、アドレスファミリの複数のピアポリシーを
評価します。プリファレンス値が最小のものが最初に評価されます。ネイバーに設定した属性

は、ネイバーが BGPテンプレートから継承した属性よりも優先されます。

peer-policyテンプレートでは、AS-pathフィルタリスト、プレフィックスリスト、ルートリフ
レクション、ソフト再構成など、アドレスファミリ固有の属性を設定できます。

始める前に

BGP機能を有効にしていることを確認します（BGP機能のイネーブル化のセクションを参
照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system-number

3. template peer-policy template-name
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4. （任意） advertise-active-only

5. （任意） maximum-prefix number

6. exit
7. neighbor ip-address remote-as as-number

8. address-family ipv4 unicast
9. inherit peer-policy template-name preference

10. （任意） show bgp peer-policy template-name

11. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGPを有効にして、ローカル BGPスピーカに自律
システム番号を割り当てます。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 2

switch(config)# router bgp 65536
switch(config-router)#

peer-policyテンプレートを作成します。template peer-policy template-name

例：

ステップ 3

switch(config-router)# template peer-policy
BasePolicy
switch(config-router-ptmp)#

アクティブルートのみをピアにアドバタイズしま

す。

（任意） advertise-active-only

例：

ステップ 4

switch(config-router-ptmp)# advertise-active-only

このピアに認めるプレフィックスの最大数を設定し

ます。

（任意） maximum-prefix number

例：

ステップ 5

switch(config-router-ptmp)# maximum-prefix 20

peer-policyテンプレートコンフィギュレーション
モードを終了します。

exit

例：

ステップ 6

switch(config-router-ptmp)# exit
switch(config-router)#

BGPルーティング用のネイバー設定モードを開始
し、ネイバー IPアドレスを設定します。

neighbor ip-address remote-as as-number

例：

ステップ 7

switch(config-router)# neighbor 192.168.1.2
remote-as 65536
switch(config-router-neighbor)#
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目的コマンドまたはアクション

指定されたアドレスファミリに対応するグローバ

ルアドレスファミリコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

address-family ipv4 unicast

例：

switch(config-router-neighbor)# address-family
ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)#

ステップ 8

ピアアドレスファミリ設定に peer-policyテンプ
レートを適用し、このピアポリシーのプリファレ

ンス値を割り当てます。

inherit peer-policy template-name preference

例：

switch(config-router-neighbor-af)# inherit
peer-policy BasePolicy 1

ステップ 9

peer-policyテンプレートを表示します。（任意） show bgp peer-policy template-name

例：

ステップ 10

switch(config-router-neighbor-af)# show bgp
peer-policy BasePolicy

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 11

switch(config-router-neighbor)# copy
running-config startup-config

例

show bgp neighborコマンドを実行して、適用されたテンプレートを確認します。テン
プレートで使用できるすべてのコマンドの詳細については、CiscoNexus 3000シリーズ
コマンドリファレンスを参照してください。

BGP peer-sessionテンプレートを設定して、BGPピアに適用する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 65536
switch(config-router)# template peer-session BasePolicy
switch(config-router-ptmp)# maximum-prefix 20
switch(config-router-ptmp)# exit
switch(config-router)# neighbor 192.168.1.1 remote-as 65536
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)# inherit peer-policy BasePolicy
switch(config-router-neighbor-af)# copy running-config startup-config

BGP peerテンプレートの設定
BGP peerテンプレートを設定すると、1つの再利用可能なコンフィギュレーションブロック
で、セッション属性とポリシー属性を結合することができます。peerテンプレートも、
peer-sessionまたは peer-policyテンプレートを継承できます。ネイバーに設定した属性は、ネイ
バーが BGPテンプレートから継承した属性よりも優先されます。ネイバーに設定できる peer
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テンプレートは 1つだけですが、peerテンプレートは peer-sessionおよび peer-policyテンプレー
トを継承できます。

peerテンプレートは、eBGPマルチホップ TTL、最大プレフィックス数、ネクストホップセル
フ、タイマーなど、セッション属性およびアドレスファミリ属性をサポートします。

始める前に

BGP機能を有効にしていることを確認します（BGP機能のイネーブル化のセクションを参照
してください）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system-number

3. template peer-session template-name

4. （任意） inherit peer-session template-name

5. address-family ipv4 unicast

6. （任意） inherit peer template-name

7. exit

8. （任意） timers keepalive hold

9. exit
10. neighbor ip-address remote-as as-number

11. inherit peer template-name

12. （任意） timers keepalive hold

13. （任意） show bgp peer-template template-name

14. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGPを有効にして、ローカル BGPスピーカに自律
システム番号を割り当てます。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 2

switch(config)# router bgp 65536
switch(config-router)#

peer-sessionテンプレートコンフィギュレーション
モードを開始します。

template peer-session template-name

例：

ステップ 3

switch(config-router)# template peer-session
BaseSession
switch(config-router-stmp)#
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目的コマンドまたはアクション

peerテンプレートで peer-sessionテンプレートを継
承します。

（任意） inherit peer-session template-name

例：

ステップ 4

switch(config-router-neighbor)# inherit
peer-session BaseSession

指定のアドレスファミリに対しグローバルアドレ

スファミリコンフィギュレーションモードを設定

します。

address-family ipv4 unicast

例：

switch(config-router-neighbor)# address-family
ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)#

ステップ 5

ネイバーアドレスファミリ設定に peer-policyテン
プレートを適用します。

（任意） inherit peer template-name

例：

ステップ 6

switch(config-router-neighbor-af)# inherit peer
BasePolicy

BGPネイバーアドレスファミリコンフィギュレー
ションモードを終了します。

exit

例：

ステップ 7

switch(config-router-neighbor-af)# exit
switch(config-router-neighbor)#

ピアに BGPタイマー値を追加します。（任意） timers keepalive holdステップ 8

例： これらの値によって、peer-sessionテンプレート、
BaseSessionのタイマー値が上書きされます。switch(config-router-neighbor)# timers 45 100

BGP peerテンプレートコンフィギュレーション
モードを終了します。

exit

例：

ステップ 9

switch(config-router-stmp)# exit
switch(config-router)#

BGPルーティング用のネイバーコンフィギュレー
ションモードを開始し、ネイバー IPアドレスを設
定します。

neighbor ip-address remote-as as-number

例：

switch(config-router)# neighbor 192.168.1.2
remote-as 65536
switch(config-router-neighbor)#

ステップ 10

peerテンプレートを継承します。inherit peer template-name

例：

ステップ 11

switch(config-router-neighbor)# inherit peer
BasePeer

このネイバーに BGPタイマー値を追加します。（任意） timers keepalive holdステップ 12

例： これらの値によって、peerテンプレートおよび
peer-sessionテンプレートのタイマー値が上書きさ
れます。

switch(config-router-neighbor)# timers 60 120
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目的コマンドまたはアクション

peerテンプレートを表示します。（任意） show bgp peer-template template-name

例：

ステップ 13

switch(config-router-neighbor-af)# show bgp
peer-template BasePeer

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 14

switch(config-router-neighbor)# copy
running-config startup-config

例

show bgp neighborコマンドを実行して、適用されたテンプレートを確認します。テン
プレートで使用できるすべてのコマンドの詳細については、CiscoNexus 3000シリーズ
コマンドリファレンスを参照してください。

BGP peerテンプレートを設定して、BGPピアに適用する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 65536
switch(config-router)# template peer BasePeer
switch(config-router-neighbor)# inherit peer-session BaseSession
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)# inherit peer-policy BasePolicy 1
switch(config-router-neighbor-af)# exit
switch(config-router-neighbor)# exit
switch(config-router)# neighbor 192.168.1.2 remote-as 65536
switch(config-router-neighbor)# inherit peer BasePeer
switch(config-router-neighbor)# copy running-config startup-config

IPv4および IPv6アドレスファミリ向け IPv6リンクローカル経由のBGP
インターフェイスピアリングの設定

アンナンバードインターフェイスを使用した自動 BGPネイバー探索のために、IPv4および
IPv6アドレスファミリの IPv6リンクローカルを経由して、BGPインターフェイスピアリング
を設定できます。これにより、インターフェイス名を（インターフェイススコープのアドレス

ではなく）BGPピアとして使用する BGPセッションを設定できます。この機能は、ICMPv6
ネイバー探索（ND）のルートアドバタイズメント（RA）を使用して自動ネイバー探索を行
い、RFC 5549を使用して IPv6ネクストホップで IPv4ルートを送信します。

始める前に

BGPを有効にする必要があります。

手順の概要

1. configure terminal
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2. router bgp autonomous-system-number

3. neighbor interface-name remote-as {as-number | route-map map-name}
4. inherit peer template-name

5. （任意） maximum-peers value

6. address-family {ipv4 | ipv6} unicast

7. （任意） show bgp {ipv4 | ipv6} unicast neighbors interface

8. （任意） show ip bgp neighbors interface-name

9. （任意） show ipv6 routers [interface interface]
10. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal

BGPを有効にして、ローカル BGPスピーカに自律
システム番号を割り当てます。AS番号は 16ビッ

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 2

ト整数または 32ビット整数にできます。上位 16switch(config)# router bgp 65535
switch(config-router)# ビット 10進数と下位 16ビット 10進数による xx.xx

という形式です。

BGPルーティングのためにルータをネイバー設定
モードにして、インターフェイスを BGPピア用に
設定します。

neighbor interface-name remote-as {as-number |
route-map map-name}

例：

ステップ 3

指定できるのは、イーサネットイン

ターフェイス、ポートチャネルイン

ターフェイス、サブインターフェイス、

およびブレークアウトインターフェイ

スだけです。

CiscoNX-OSリリース 9.3(6)以降では、
ルートマップを指定でき、ASリスト
を含められるルートマップを指定でき

ます。ダイナミック AS番号の使用の
詳細については、プレフィックスピア

のダイナミックAS番号（121ページ）
を参照してください。

設定を複数のインターフェイスに適用

する必要がある場合、interface-nameは
範囲にすることができます。

（注）switch(config-router)# neighbor
Ethernet1/1 remote-as route-map Testmap
switch(config-router-neighbor)#
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目的コマンドまたはアクション

peerテンプレートを継承します。inherit peer template-name

例：

ステップ 4

switch(config-router-neighbor)# inherit peer PEER

ネイバー設定モードのこのプレフィックスピアリ

ングの最大ピア数を設定します。範囲は 1～ 1000
です。

（任意） maximum-peers value

例：

switch(config-router-neighbor)#
maximum-peers 120

ステップ 5

単一のインターフェイスピアによって

起動できるセッションのデフォルト数

は 1です。

（注）

指定のアドレスファミリに対しグローバルアドレ

スファミリ設定モードを開始します。

address-family {ipv4 | ipv6} unicast

例：

ステップ 6

switch(config-router-neighbor)#
address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)#

BGPピアに関する情報を表示します。（任意） show bgp {ipv4 | ipv6} unicast neighbors
interface

ステップ 7

例：

switch(config-router-neighbor-af)# show
bgp ipv4 unicast neighbors e1/25

例：

switch(config-router-neighbor-af)# show
bgp ipv6 unicast neighbors 3FFE:700:20:1::11

BGPピアとして使用されるインターフェイスを表
示します。

（任意） show ip bgp neighbors interface-name

例：

ステップ 8

switch(config-router-neighbor-af)# show ip bgp
neighbors Ethernet1/1

IPv6 ICMPルータアドバタイズメントによって学
習されたリモート IPv6ルータのリンクローカルア
ドレスを表示します。

（任意） show ipv6 routers [interface interface]

例：

switch(config-router-neighbor-af)# show ipv6
routers interface Ethernet1/1

ステップ 9

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 10

switch(config-router-neighbor-af)# copy
running-config startup-config
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例

この例は、ルートマップを使用して、IPv4および IPv6アドレスファミリの IPv6リン
クローカル経由で、BGPインターフェイスピアリングを設定する例を示します。

リーフ 1の iBGPインターフェイスピアリング設定：
switch# configure terminal
switch(config)# route-map Testmap permit 10
switch(config-route-map)# match as-number 100-200, 300, 400
switch(config-route-map)# exit
switch(config)# router bgp 65000
switch(config-router)# neighbor Ethernet1/1 remote-as route-map Testmap
switch(config-router-neighbor)# inherit peer PEER
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv6 unicast
switch(config-router-neighbor-af)# copy running-config startup-config

次に、IPv4および IPv6アドレスファミリの IPv6リンクローカル経由での、BGPイン
ターフェイスピアリングのサンプル出力例を示します。

switch(config-router-neighbor)# show bgp ipv4 unicast neighbors e1/15.1
BGP neighbor is fe80::2, remote AS 100, ibgp link, Peer index 4
Peer is an instance of interface peering Ethernet1/15.1
BGP version 4, remote router ID 5.5.5.5
Neighbor previous state = OpenConfirm
BGP state = Established, up for 2d16h
Neighbor vrf: default
Peer is directly attached, interface Ethernet1/15.1
Last read 00:00:54, hold time = 180, keepalive interval is 60 seconds
Last written 00:00:08, keepalive timer expiry due 00:00:51
Received 3869 messages, 0 notifications, 0 bytes in queue
Sent 3871 messages, 0 notifications, 0(0) bytes in queue
Enhanced error processing: On
0 discarded attributes
Connections established 2, dropped 1
Last reset by peer 2d16h, due to session closed
Last error length received: 0
Reset error value received 0
Reset error received major: 104 minor: 0
Notification data received:
Last reset by us never, due to No error
Last error length sent: 0
Reset error value sent: 0
Reset error sent major: 0 minor: 0
--More--

インターフェイスコンフィギュレーション：

次のいずれかのコマンドを使用して、対応するインターフェイスで IPv6を有効にする
必要があります。

• ipv6 address ipv6-address

• ipv6 address use-link-local-only

• ipv6 link-local link-local-address

Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSユニキャストルーティング構成ガイド、リリース 10.3(x)
166

高度な BGPの設定

IPv4および IPv6アドレスファミリ向け IPv6リンクローカル経由の BGPインターフェイスピアリングの設定



switch# configure terminal
switch(config)# interface Ethernet1/1
switch(config-if)# ipv6 address use-link-local-only

インターフェイスで IPv4アドレスが設定されていない場合は、ip forwardコマンドを
インターフェイスで設定して IPv4転送を有効にする必要があります。

（注）

IPv6 NDタイマーを調整して、ネイバー探索を高速化し、BGPのルートコンバージェ
ンスを高速化できます。

switch(config-if)# ipv6 nd ra-interval 4 min 3
switch(config-if)# ipv6 nd ra-lifetime 10

（注）

Cisco NX-OSリリース 9.3(6)以降で、パラレルリンクを使用するカスタマーの導入で
は、インターフェイスモードで次のコマンドを追加する必要があります。

switch(config-if)# ipv6 link-local use-bia

このコマンドは、異なるインターフェイス間での IPv6 LLAを一意にします。

（注）

BGP認証の設定
MD5ダイジェストを使用してピアからのルート更新を認証するように、BGPを設定できます。

MD5認証を使用するように BGPを設定するには、ネイバーコンフィギュレーションモード
で次のコマンドを使用します。

目的コマンド

MGPネイバーセッションのMD5パスワー
ドを設定します。

password [ 0 | 3 | 7 ] string

例：

switch(config-router-neighbor)# password
BGPpassword

BGPセッションのリセット
BGPのルートポリシーを変更した場合は、関連付けられたBGPピアセッションをリセットす
る必要があります。BGPピアがルートリフレッシュをサポートしない場合は、着信ポリシー
変更に関するソフト再構成を設定できます。CiscoNX-OSは自動的に、セッションのソフトリ
セットを試みます。
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ソフト再構成着信を設定するには、ネイバーアドレスファミリ設定モードで次のコマンドを

使用します。

目的コマンド

着信 BGPルートアップデートを格納するために、ソフ
ト再構成をイネーブルにします。このコマンドによっ

て、BGPネイバーセッションの自動ソフトクリアまた
はリフレッシュが開始されます。

soft-reconfiguration inbound

例：

switch(config-router-neighbor-af)#
soft-reconfiguration inbound

BGPネイバーセッションをリセットするには、任意のモードで次のコマンドを使用します。

目的コマンド

TCPセッションを切断しないで、BGPセッ
ションをリセットします。

clear bgp ip { unicast } ip-address soft { in | out }

例：

switch# clear bgp ip unicast 192.0.2.1 soft
in

ネクストホップアドレスの変更

次の方法で、ルートアドバタイズメントで使用するネクストホップアドレスを変更できます。

•ネクストホップ計算をディセーブルにして、ローカル BGPスピーカアドレスをネクスト
ホップアドレスとして使用します。

•ネクストホップアドレスをサードパーティアドレスとして設定します。この機能は、元
のネクストホップアドレスがルートの送り先のピアと同じサブネット上にある場合に使

用します。この機能を使用すると、フォワーディング時に余分なホップを節約できます。

ネクストホップアドレスを変更するには、コマンドアドレスファミリコンフィギュレーショ

ンモードで次のパラメータを使用します。

目的コマンド

ルートアップデートのネクストホップアドレスとして、

ローカル BGPスピーカアドレスを使用します。このコ
マンドによって、BGPネイバーセッションの自動ソフ
トクリアまたはリフレッシュが開始されます。

next-hop-self

例：

switch(config-router-neighbor-af)#
next-hop-self

ネクストホップアドレスをサードパーティアドレスと

して設定します。このコマンドは、next-hop-selfを設定
されていないシングルホップEBGPピアに使用します。

next-hop-third-party

例：

switch(config-router-neighbor-af)#
next-hop-third-party
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BGPネクストホップアドレストラッキングの設定
BGPネクストホップアドレストラッキングはデフォルトで有効であり、無効にすることがで
きません。

BGPネクストホップトラッキングのパフォーマンスを向上するために、RIBチェック間の遅
延インターバルを変更できます。BGPネクストホップの到達可能性に影響を及ぼすルートのク
リティカルタイマーを設定したり、BGPテーブルのその他のルートすべての非クリティカル
タイマーを設定したりできます。

BGPネクストホップアドレストラッキングを変更するには、アドレスファミリコンフィギュ
レーションモードで次のコマンドを使用します。

目的コマンド

クリティカルなネクストホップの到達可能性ルートおよ

び非クリティカルなルートについて、ネクストホップア

ドレストラッキングの遅延タイマーを指定します。指定

できる範囲は 1～ 4294967295ミリ秒です。クリティカル
タイマーのデフォルトは3000です。非クリティカルタイ
マーのデフォルトは 10000です。

nexthop trigger-delay {critical |
non-critical } milliseconds

例：

switch(config-router-af)# nexthop
trigger-delay critical 5000

BGPネクストホップアドレスが一致するルートマップを
指定します。63文字以内の英数字のストリング（大文字
と小文字を区別）で指定します。

nexthop route-map name

例：

switch(config-router-af)# nexthop
route-map nextHopLimits

ネクストホップフィルタリングの設定

BGPネクストホップフィルタリングを使用すると、RIBでネクストホップアドレスがチェッ
クされるときにそのネクストホップアドレスの基盤となるルートがルートマップを経由しま

す。ルートマップでそのルートが拒否されると、ネクストホップアドレスは到達不能として

扱われます。

BGPは、ルートポリシーによって拒否されたすべてのネクストホップを無効であるとマーク
し、無効なネクストホップアドレスを使用するルートについてベストパスを計算しません。

BGPネクストホップフィルタリングを設定するには、アドレスファミリコンフィギュレー
ションモードで次のコマンドを使用します。

目的コマンド

BGPネクストホップルートが一致するルートマップ
を指定します。63文字以内の英数字のストリング（大
文字と小文字を区別）で指定します。

nexthop route-map name

例：

switch(config-router-af)# nexthop
route-map nextHopLimits
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ネクストホップセルフによるリフレクトルートの制御

NX-OSでは、next-hop-self [all]引数を使用して特定のピアに送信する際の iBGPルートを制御
できます。これらの引数を使用すると、ルートのリフレクトが実施されている場合でも、ルー

トのネクストホップを選択的に変更できます。

目的コマンド

ルートアップデートのネクストホップアドレ

スとして、ローカルBGPスピーカアドレスを
使用します。

allキーワードはオプションです。allを指定す
ると、すべてのルートが next-hop-selfを使用
するピアに送信されます。allを指定しなかっ
た場合、リフレクトしたルートのネクストホッ

プは変更されません。

next-hop-self [all]

例：

switch(config-router-af)# next-hop-self all

機能ネゴシエーションのディセーブル化

機能ネゴシエーションをディセーブルにすると、機能ネゴシエーションをサポートしない古い

BGPピアとの相互運用が可能です。

機能ネゴシエーションをディセーブルにするには、ネイバーコンフィギュレーションモード

で次のコマンドを使用します。

目的コマンド

機能ネゴシエーションをディセーブルにします。こ

のコマンドの設定後、BGPセッションを手動でリ
セットする必要があります。

dont-capability-negotiate

例：

switch(config-router-neighbor)#
dont-capability-negotiate

eBGPの設定
このセクションは、次のトピックで構成されています。

eBGPシングルホップチェックの無効化

シングルホップeBGPピアがローカルルータに直接接続されているかどうかのチェック機能を
無効にするように、eBGPを設定できます。このオプションは、直接接続されたスイッチ間の
シングルホップループバック eBGPセッションの設定に使用します。

シングルホップ eBGPピアが直接接続されているかどうかのチェックを無効にするには、ネイ
バー設定モードで次のコマンドを使用します。
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目的コマンド

シングルホップeBGPピアが直接接続されているかどう
かのチェックを無効にします。このコマンドの使用後、

BGPセッションを手動でリセットする必要があります。

disable-connected-check

例：

switch(config-router-neighbor)#
disable-connected-check

eBGPマルチホップの設定

eBGPマルチホップをサポートする eBGP存続可能時間（TTL）値を設定できます。eBGPピア
は状況によって、別の eBGPピアに直接接続されず、リモート eBGPピアに到達するために複
数のホップを必要とします。ネイバーセッションに eBGPTTL値を設定すると、このようなマ
ルチホップセッションが可能になります。

eBGPマルチホップを設定するには、ネイバーコンフィギュレーションモードで次のコマンド
を使用します。

目的コマンド

eBGPマルチホップの eBGP TTLを設定します。有効な
範囲は2～255です。このコマンドの使用後、BGPセッ
ションを手動でリセットする必要があります。

ebgp-multihop ttl-value

例：

switch(config-router-neighbor)#
ebgp-multihop 5

高速外部フェールオーバーのディセーブル化

通常、BGPルータと直接接続 eBGPピア間の接続が失われると、ピアとの eBGPセッションを
リセットすることによって、BGPが高速外部フェールオーバーを開始します。この高速外部
フェールオーバーをディセーブルにすると、リンクフラップが原因の不安定さを制限できま

す。

高速外部フェールオーバーをディセーブルにするには、ルータコンフィギュレーションモー

ドで次のコマンドを使用します。

目的コマンド

eBGPピアの高速外部フェールオーバーをディセーブ
ルにします。このコマンドは、デフォルトでイネー

ブルになっています。

no fast-external-failover

例：

switch(config-router)# no
fast-external-failover

ASパス属性の制限

ASパス属性で自律システム番号が高いルートを廃棄するように eBGPを設定できます。

ASパス属性で AS番号の多いルートを廃棄するには、ルータコンフィギュレーションモード
で次のコマンドを使用します。
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目的コマンド

ASパスセグメントの番号が指定された上限を超えて
いる eBGPルートを廃棄します。指定できる範囲は 1
～ 2000です。

maxas-limit number

例：

switch(config-router)# maxas-limit
50

ローカル ASサポートの設定

ローカルAS機能では、ルータが実際のASに加えて、2番めの自律システム（AS）のメンバー
であるように見せることができます。ローカル ASを使用すると、ピアリングの調整を変更せ
ずに 2つの ISPをマージできます。マージされた ISP内のルータは、新しい自律システムのメ
ンバになりますが、使用者に対しては古い自律システム番号を使用し続けます。

ローカル ASは正しい eBGPピアにしか使用できません。別のコンフェデレーションのサブ自
律システムのメンバである 2ピアに対しては、この機能は使用できません。

eBGPローカル ASのサポートを設定するには、ネイバーコンフィギュレーションモードで次
のコマンドを使用します。

目的コマンド

AS_PATH属性の前に local AS numberを付加するよう eBGP
を設定します。

local AS numberとしては 16ビット整数または 32ビット整
数が可能です。32ビットの場合、上位 16ビット 10進数と
下位 16ビット 10進数による xx.xxという形式にします。

no-prependキーワードは、local AS numberとピアリングし
ているパートナーを除き、localASnumberがダウンストリー
ム BGPネイバーの前に付加されないようにします。

replace-asキーワードは、ピアリングセッションの local AS
numberだけが AS_PATH属性の前に付加されるようにしま
す。ローカルBGPルーティングプロセスからの自律システ
ム番号は、プリペンドされません。

dual-asキーワードは、eBGPネイバーを構成し、実際の自
律システム番号（ローカルのBGPルーティングプロセスか
らのもの）またはローカル ASとして構成された自律シス
テム番号を使用して、ピアリングセッションを確立するよ

うにします。

local-as number [ no-prepend [
replace-as [ dual-as ]]]

例：

switch(config-router-neighbor)#
local-as 1.1
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BGP属性フィルタリングの設定とエラー処理
Cisco NX-OSリリース 9.3(3)以降では、BGP属性フィルタリングとエラー処理を設定して、セ
キュリティレベルを向上させることができます。次の機能を利用でき、次の順序で実装されま

す。

•パス属性 treat-as-withdraw:アップデートに指定した属性タイプが含まれている場合に、
指定したネイバーから受け取ったBGPアップデートを treat-as-withdrawとすることを許可
します。アップデートに含まれるプレフィックスは、ルーティングテーブルから削除され

ます。

•パス属性 discard:BGPアップデートの特定のパス属性を特定のネイバーから削除できま
す。

•拡張属性エラー処理:形式が誤っているアップデートに起因するピアセッションのフラッ
ピングを防止します。

属性タイプ 1、2、3、4、8、14、15、16は、パス属性 treat-as-withdrawとパス属性 discardに対
して設定できません。属性タイプ 9（Originator）、タイプ 10（Cluster-id）は、eBGPネイバー
でのみ設定できます。

BGP更新メッセージからのパス属性の取り消しとしての処理

特定のパス属性を含むBGP更新を「扱うように」処理するには、ルータネイバーコンフィギュ
レーションモードで次のコマンドを使用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定されたパス属性またはパス属性の範囲を含む着

信BGP更新メッセージをすべて取り消すものとして
[no] path-attribute treat-as-withdraw [value | range
start end] in

例：

ステップ 1

扱い、ルーティングテーブルが最新であることを確

認するために着信ルートリフレッシュをトリガーしswitch#(config-router)# neighbor 10.20.30.40
switch(config-router-neighbor)# path-attribute
treat-as-withdraw 100 in

ます。treat-as-withdrawであるBGP更新のプレフィッ
クスは、BGPルーティングテーブルから削除されま
す。例：

switch#(config-router)# neighbor 10.20.30.40
switch(config-router-neighbor)# path-attribute
treat-as-withdraw range 21 255 in

このコマンドは、BGPテンプレートピアおよびBGP
テンプレートピアセッションでもサポートされま

す。

BGP更新メッセージからのパス属性の破棄

特定のパス属性を含む BGPアップデートを廃棄するには、ルータネイバーコンフィギュレー
ションモードで次のコマンドを使用します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

指定されたネイバーの BGPアップデートメッセー
ジ内の指定されたパス属性をドロップし、ルーティ

[no] path-attribute discard [value | range start end] in

例：

ステップ 1

ングテーブルが最新であることを確認するために着switch#(config-router)# neighbor 10.20.30.40
switch(config-router-neighbor)# path-attribute
discard 100 in

信ルートリフレッシュをトリガーします。特定の属

性または不要な属性の範囲全体を設定できます。

例： このコマンドは、BGPテンプレートピアおよびBGP
テンプレートピアセッションでもサポートされま

す。

switch#(config-router)# neighbor 10.20.30.40
switch(config-router-neighbor)# path-attribute
discard range 100 255 in

discardと treat-as-withdawの両方に同じ
パス属性が設定されている場合、

treat-as-withdawの優先順位が高くなりま
す。

（注）

拡張属性エラー処理のイネーブル化またはディセーブル化

BGP拡張属性エラー処理はデフォルトで有効になっていますが、無効にすることもできます。
この機能は、RFC 7606に準拠しており、不正な更新によるピアセッションのフラッピングを
防止します。デフォルトの動作は、eBGPピアと iBGPピアの両方に適用されます。

拡張エラー処理を無効または再度有効にするには、ルータ設定モードで次のコマンドを使用し

ます。

手順

目的コマンドまたはアクション

BGP拡張属性エラー処理をいネーブルまたはディ
セーブルにします。

[no] enhanced-error

例：

ステップ 1

switch(config)# router bgp 1000
switch(config-router)# enhanced-error

取り消されたパス属性または破棄されたパス属性の表示

廃棄または不明なパス属性に関する情報を表示するには、次のいずれかのタスクを実行しま

す。

目的コマンド

属性が破棄されたすべてのプ

レフィックスを表示します。

show bgp {ipv4 | ipv6} unicast path-attribute discard]

不明な属性を持つすべてのプ

レフィックスを表示します。

show bgp {ipv4 | ipv6} unicast path-attribute unknown]
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目的コマンド

プレフィックスに関連付けら

れている不明な属性および破

棄された属性を表示します。

show bgp {ipv4 | ipv6} unicast ip-address

次の例は、属性が廃棄されたプレフィックスを示しています。

switch# show bgp ipv4 unicast path-attribute discard
Network Next Hop
1.1.1.1/32 20.1.1.1
1.1.1.2/32 20.1.1.1
1.1.1.3/32 20.1.1.1

次の例は、不明な属性を持つプレフィックスを示しています。

switch# show bgp ipv4 unicast path-attribute unknown
Network Next Hop
2.2.2.2/32 20.1.1.1
2.2.2.3/32 20.1.1.1

次の例は、プレフィックスに関連付けられている不明な属性および破棄された属性を表示しま

す。

switch# show bgp ipv4 unicast 2.2.2.2
BGP routing table entry for 2.2.2.2/32, version 6241
Paths: (1 available, best #1, table default)
Not advertised to any peer
Refresh Epoch 1
1000
20.1.1.1 from 20.1.1.1 (20.1.1.1)
Origin IGP, localpref 100, valid, external, best
unknown transitive attribute: flag 0xE0 type 0x62 length 0x64
value 0000 0000 0100 0000 0200 0000 0300 0000

0400 0000 0500 0000 0600 0000 0700 0000
0800 0000 0900 0000 0A00 0000 0B00 0000
0C00 0000 0D00 0000 0E00 0000 0F00 0000
1000 0000 1100 0000 1200 0000 1300 0000
1400 0000 1500 0000 1600 0000 1700 0000
1800 0000

rx pathid: 0, tx pathid: 0x0
Updated on Jul 20 2019 07:50:43 PST

AS連合の設定
AS連合を設定するには、連合識別情報を指定する必要があります。AS連合内の自律システム
グループは、自律システム番号として連合 IDを持つ、1つの自律システムとして認識されま
す。

BGP連合 IDを設定するには、ルータコンフィギュレーションモードで次のコマンドを使用し
ます。
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目的コマンド

AS連合を表す連合 IDを設定します。

各連合には別のサブ自律システム番号があり、通常は専用

番号です（64512～ 65534）。

このコマンドによって、BGPネイバーセッションの自動
通知およびセッションリセットが開始されます。

confederation identifier as-number

例：

switch(config-router)#
confederation identifier 64512

AS連合に所属する自律システムを設定するには、ルータコンフィギュレーションモードで次
のコマンドを使用します。

目的コマンド

連合に所属する自律システムのリストを指定します。

このコマンドによって、BGPネイバーセッションの
自動通知およびセッションリセットが開始されま

す。

bgp confederation peers as-number [
as-number2... ]

例：

switch(config-router)# bgp
confederation peers 5 33 44

独自の自律システムを含む自律システムパスの設定
独自の自律システムを含む自律システム（AS）パスを受け入れる機能を BGPでイネーブルに
します。

始める前に

BGP機能を有効にしていることを確認します（BGP機能のイネーブル化のセクションを参照
してください）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp as-number

3. neighbor ip-address remote-as as-number

4. address-family ipv4 unicast
5. [ no | default ] allowas-in [allowas-in-cnt]
6. end

7. （任意） show running-config bgp

8. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGPモードを開始し、ローカル BGPスピーカに自
律システム番号を割り当てます。as-numberの値の
範囲は 1～ 65535です。

router bgp as-number

例：

switch(config)# router bgp as-number

ステップ 2

BGPルーティング用のネイバー設定モードを開始
し、ネイバー IPアドレスを設定します。

neighbor ip-address remote-as as-number

例：

ステップ 3

switch(config-router)# neighbor 192.168.1.2
remote-as 65536
switch(config-router-neighbor)#

指定のアドレスファミリに対応するルータアドレ

スファミリコンフィギュレーションモードを開始

します。

address-family ipv4 unicast

例：

switch(config-router-neighbor)# address-family
ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)#

ステップ 4

BGPの allowas-in機能をイネーブルにし、自律シス
テム番号の発生回数を設定します。

[ no | default ] allowas-in [allowas-in-cnt]

例：

ステップ 5

allowas-in-cntには、1～ 10の整数を入力します。デ
フォルトでは、自律システム番号の発生回数は 3に
設定されます。

switch(config-router-neighbor-af)# allowas-in 5

ルータアドレスファミリコンフィギュレーション

モードを終了します。

end

例：

ステップ 6

switch(config-router-neighbor-af)# end

BGPの設定を表示します。（任意） show running-config bgp

例：

ステップ 7

switch# show running-config bgp

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 8

switch(config-router-neighbor)# copy
running-config startup-config
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例

次に、BGPの allowas-in機能を設定し、ユニキャスト IPv4アドレスファミリ用に設定
する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 77
switch(config-router)# neighbor 6.20.1.1 remote-as 66
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)# allowas-in 5
switch(config-router-neighbor-af)# end

ルートリフレクタの設定

ルートリフレクタとして動作するローカルBGPスピーカに対するルートリフレクタクライア
ントとして、iBGPピアを設定できます。ルートリフレクタとそのクライアントがともにクラ
スタを形成します。クライアントからなるクラスタには通常、ルートリフレクタが1つ存在し
ます。このような状況では、ルートリフレクタのルータ IDでクラスタを識別します。ネット
ワークの冗長性を高め、シングルポイント障害を回避するために、複数のルートリフレクタ

からなるクラスタを設定できます。クラスタ内のすべてのルートリフレクタは、同じ4バイト
クラスタ IDで設定する必要があります。これは、ルートリフレクタが同じクラスタ内のルー
トリフレクタからのアップデートを認識できるようにするためです。

始める前に

BGP機能を有効にしていることを確認します（BGP機能のイネーブル化のセクションを参
照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp as-number

3. cluster-id cluster-id

4. address-family ipv4 unicast

5. （任意） client-to-client reflection
6. exit
7. neighbor ip-address remote-as as-number

8. address-family ipv4 unicast
9. route-reflector-client
10. show bgp ip unicast neighbors

11. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGPを有効にして、ローカル BGPスピーカに自律
システム番号を割り当てます。

router bgp as-number

例：

ステップ 2

switch(config)# router bgp 65536
switch(config-router)#

クラスタに対応するルートリフレクタの 1つとし
て、ローカルルータを設定します。クラスタを識

cluster-id cluster-id

例：

ステップ 3

別するクラスタ IDを指定します。このコマンドにswitch(config-router)# cluster-id 192.0.2.1
よって、BGPネイバーセッションの自動ソフトク
リアまたはリフレッシュが開始されます。

指定のアドレスファミリに対応するグローバルア

ドレスファミリコンフィギュレーションモードを

開始します。

address-family ipv4 unicast

例：

switch(config-router-neighbor)# address-family
ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)#

ステップ 4

クライアント間のルートリフレクションを設定し

ます。この機能は、デフォルトでイネーブルになっ

（任意） client-to-client reflection

例：

ステップ 5

ています。このコマンドによって、BGPネイバー
switch(config-router-af)# client-to-client
reflection セッションの自動ソフトクリアまたはリフレッシュ

が開始されます。

ルータアドレスコンフィギュレーションモードを

終了します。

exit

例：

ステップ 6

switch(config-router-neighbor-af)# exit
switch(config-router-neighbor)#

リモート BGPピアの IPアドレスおよび AS番号を
設定します。

neighbor ip-address remote-as as-number

例：

ステップ 7

switch(config-router)# neighbor 192.168.1.2
remote-as 65536
switch(config-router-neighbor)#

指定のアドレスファミリに対応しネイバーアドレ

スファミリコンフィギュレーションモードを開始

します。

address-family ipv4 unicast

例：

switch(config-router-neighbor)# address-family
ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)#

ステップ 8
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目的コマンドまたはアクション

BGPルートリフレクタとしてスイッチを設定し、
そのクライアントとしてネイバーを設定します。こ

route-reflector-client

例：

ステップ 9

のコマンドによって、BGPネイバーセッションのswitch(config-router-neighbor-af)#
route-reflector-client 自動通知およびセッションリセットが開始されま

す。

BGPピアを表示します。show bgp ip unicast neighbors

例：

ステップ 10

switch(config-router-neighbor-af)# show bgp ip
unicast neighbors

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 11

switch(config-router-neighbor)# copy
running-config startup-config

例

次に、ルートリフレクタとしてルータを設定し、クライアントとしてネイバーを 1つ
追加する例を示します。

switch(config)# router bgp 65536
switch(config-router)# neighbor 192.0.2.10 remote-as 65536
switch(config-router-neighbor)# address-family ip unicast
switch(config-router-neighbor-af)# route-reflector-client
switch(config-router-neighbor-af)# copy running-config startup-config

ルートダンプニングの設定

iBGPネットワーク上でのルートフラップの伝播を最小限に抑えるために、ルートダンプニン
グを設定できます。

ルートダンプニングを設定するには、アドレスファミリまたは VRFアドレスファミリコン
フィギュレーションモードで次のコマンドを使用します。
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目的コマンド

機能ネゴシエーションをディセーブルにします。パラ

メータ値は次のとおりです。

• half-life：指定できる範囲は 1～ 45です。

• reuse-limit：指定できる範囲は 1～ 20000です。

• suppress-limit：指定できる範囲は 1～ 20000です。

• max-suppress-time：指定できる範囲は 1～ 255で
す。

dampening [{ half-life reuse-limit
suppress-limit max-suppress-time |
route-map map-name }]

例：

switch(config-router-af)# dampening
route-map bgpDamp

ロードシェアリングおよび ECMPの設定
等コストマルチパスロードバランシング用に BGPがルートテーブルに追加するパスの最大
数を設定できます。

ECMPはワープモードではサポートされません。（注）

パスの最大数を設定するには、ルータアドレスファミリコンフィギュレーションモードで次

のコマンドを使用します。

目的コマンド

ロードシェアリング用の等コストパスの最大数を設定し

ます。指定できる範囲は 1～ 32です。デフォルトは 1で
す。

ECMP構成を防ぐために、ワープモードで
maximum-pathを 1に設定することをお勧めし
ます。

（注）

maximum-paths [ ibgp ] maxpaths

例：

switch(config-router-af)#
maximum-paths 12

最大プレフィックス数の設定

BGPがBGPピアから受け取ることのできるプレフィックスの最大数を設定できます。任意で、
プレフィックス数がこの値を超えた場合に、BGPに警告メッセージを生成させる、またはピア
との BGPセッションを切断させることを設定できます。

BPGピアに認めるプレフィックスの最大数を設定するには、ネイバーアドレスファミリコン
フィギュレーションモードで次のコマンドを使用します。
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目的コマンド

ピアからのプレフィックスの最大数を設定します。パラ

メータの範囲は次のとおりです。

• maximum：指定できる範囲は 1～ 300000です。

• threshold：指定できる範囲は 1～ 100 %です。デ
フォルトは 75%です。

• time：指定できる範囲は 1～ 65535分です。

このコマンドによって、プレフィックス限度を超えた場

合に、BGPネイバーセッションの自動通知およびセッ
ションリセットが開始されます。

maximum-prefix maximum [ threshold
] [ restart time | warming-only ]

例：

switch(config-router-neighbor-af)#
maximum-prefix 12

ダイナミック機能の設定

BGPピアのダイナミック機能を設定できます。

ダイナミック機能を設定するには、ネイバーコンフィギュレーションモードで次のコマンド

を使用します。

目的コマンド

ダイナミック機能をイネーブルにします。このコマンドに

よって、BGPネイバーセッションの自動通知およびセッ
ションリセットが開始されます。

このコマンドは、デフォルトでディセーブルになっていま

す。

dynamic-capability

例：

switch(config-router-neighbor)#
dynamic-capability

集約アドレスの設定

BGPルートテーブルの集約アドレスエントリを設定できます。

集約アドレスを設定するには、ルータアドレスファミリコンフィギュレーションモードで次

のコマンドを使用します。
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目的コマンド

集約アドレスを作成します。このルートに関してアドバタイ

ズされるパスは、集約されているすべてのパスに含まれるす

べての要素からなる、自律システムセットです。

• as-set キーワードは、関係するパスから自律システム
セットパス情報およびコミュニティ情報を生成します。

• summary-onlyキーワードは、アップデートから具体的な
ルートをすべてフィルタリングします。

• advertise-mapキーワードおよび引数では、選択された
ルートから属性情報を選択するためのルートマップを指

定します。

• attribute-mapキーワードおよび引数では、集約から属性
情報を選択するためのルートマップを指定します。

• suppress-mapキーワードおよび引数では、固有性の強い
ルートを条件付きでフィルタ処理します。

aggregate-address
ip-prefix/length [ as-set ] [
summary-only ] [ advertise-map
map-name ] [ attribute-map
map-name ] [ suppress-map
map-name ]

例：

switch(config-router-af)#
aggregate-address 192.0.2.0/8
as-set

BGP条件付きアドバタイズメントの設定
BGPがプロパゲートするルートを制限するように BGP条件付きアドバタイズメントを設定で
きます。次の 2つのルートマップを定義します。

•アドバタイズマップ：BGPが条件付きアドバタイズメントを考慮する前にルートが一致
する必要のある条件を指定します。このルートマップには、適切なmatch文を含めること
ができます。

•存在マップまたは非存在マップ：BGPがアドバタイズマップに一致するルートをプロパ
ゲートする前に BGPテーブルに存在する必要のあるプレフィックスを定義します。非存
在マップは、BGPがアドバタイズマップに一致するルートをプロパゲートする前に BGP
テーブルに存在してはならないプレフィックスを定義します。BGPは、これらのルート
マップでプレフィックスリストの match文内にある permit文のみを処理します。

ルートが条件を渡さない場合、そのルートが BGPテーブルにあれば BGPによってルートが取
り消されます。

始める前に

BGP機能を有効にしていることを確認します（BGP機能のイネーブル化のセクションを参照
してください）。

手順の概要

1. configure terminal
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2. router bgp as-number

3. neighbor ip-address remote-as as-number

4. address-family ipv4 unicast
5. advertise-map adv-map { exist-map exist-rmap | non-exist-map nonexist-rmap }
6. （任意） show ip bgp neighbor

7. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGPモードを開始し、ローカル BGPスピーカに自
律システム番号を割り当てます。

router bgp as-number

例：

ステップ 2

switch(config)# router bgp 65536
switch(config-router)#

BGPルーティング用のネイバー設定モードを開始
し、ネイバー IPアドレスを設定します。

neighbor ip-address remote-as as-number

例：

ステップ 3

switch(config-router)# neighbor 192.168.1.2
remote-as 65537
switch(config-router-neighbor)#

アドレスファミリ設定モードを開始します。address-family ipv4 unicast

例：

ステップ 4

switch(config-router-neighbor)# address-family
ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)#

2つの設定済みルートマップに従い、ルートを条件
付きでアドバタイズするようにBGPを設定します。

advertise-map adv-map { exist-map exist-rmap |
non-exist-map nonexist-rmap }

例：

ステップ 5

• adv-map：BGPがルートを次のルートマップに
渡す前に、そのルートが渡す必要のある matchswitch(config-router-neighbor-af)# advertise-map

advertise exist-map exist
文を使用してルートマップを指定します。

adv-mapには最大 63文字の英数字を使用できま
す。大文字と小文字は区別されます。

• exist-rmap：プレフィックスリストの matchス
テートメントを使用してルートマップを指定し

ます。BGPテーブル内のプレフィックスは、
BGPがルートをアドバタイズする前に、プレ
フィックスリスト内のプレフィックスと一致す

る必要があります。exist-rmapには最大 63文字

Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSユニキャストルーティング構成ガイド、リリース 10.3(x)
184

高度な BGPの設定

BGP条件付きアドバタイズメントの設定



目的コマンドまたはアクション

の英数字を使用できます。大文字と小文字は区

別されます。

• nonexist-rmap：プレフィックスリストの match
ステートメントを使用してルートマップを指定

します。BGPテーブル内のプレフィックスは、
BGPがルートをアドバタイズする前に、プレ
フィックスリスト内のプレフィックスと一致し

てはいけません。nonexist-rmapには最大 63文
字の英数字を使用できます。大文字と小文字は

区別されます。

BGPに関する情報、および設定した条件付きアドバ
タイズメントのルートマップに関する情報を表示し

ます。

（任意） show ip bgp neighbor

例：

switch(config-router-neighbor-af)# show ip bgp
neighbor

ステップ 6

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

switch(config-router-neighbor)# copy
running-config startup-config

例

次に、BGP条件付きアドバタイズメントを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 65536
switch(config-router)# neighbor 192.0.2.2 remote-as 65537
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)# advertise-map advertise exist-map exist
switch(config-router-neighbor-af)# exit
switch(config-router-neighbor)# exit
switch(config-router)# exit
switch(config)# route-map advertise
switch(config-route-map)# match as-path pathList
switch(config-route-map)# exit
switch(config)# route-map exit
switch(config-route-map)# match ip address prefix-list plist
switch(config-route-map)# exit
switch(config)# ip prefix-list plist permit 209.165.201.0/27

ルートの再配布の設定

別のルーティングプロトコルからのルーティング情報を受け入れて、BGPネットワークを通
じてその情報を再配布するように、BGPを設定できます。任意で、再配布ルートのためのデ
フォルトルートを割り当てることができます。
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始める前に

BGP機能を有効にしていることを確認します（BGP機能のイネーブル化のセクションを参照
してください）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp as-number

3. address-family ipv4 unicast
4. redistribute { direct | { eigrp | ospf | ospfv3 | rip } instance-tag | static } route-map map-name

5. （任意） default-metric value

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGPモードを開始し、ローカル BGPスピーカに自
律システム番号を割り当てます。

router bgp as-number

例：

ステップ 2

switch(config)# router bgp 65536
switch(config-router)#

アドレスファミリ設定モードを開始します。address-family ipv4 unicast

例：

ステップ 3

switch(config-router-neighbor)# address-family
ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)#

他のプロトコルからのルートを BGPに再配布しま
す。ルートマップの設定の詳細については、ルート

マップの設定のセクションを参照してください。

redistribute { direct | { eigrp | ospf | ospfv3 | rip }
instance-tag | static } route-map map-name

例：

ステップ 4

switch(config-router-af)# redistribute eigrp 201
route-map Eigrpmap

BGPへのデフォルトルートを生成します。（任意） default-metric value

例：

ステップ 5

switch(config-router-af)# default-metric 33

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

switch(config-router-neighbor)# copy
running-config startup-config
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例

次に、EIGRPを BGPに再配布する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 65536
switch(config-router)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-af)# redistribute eigrp 201 route-map Eigrpmap
switch(config-router-af)# copy running-config startup-config

マルチプロトコル BGPの設定
複数のアドレスファミリ（IPv4のユニキャストルートを含む）をサポートするようにMP-BGP
を設定できます。

始める前に

BGP機能を有効にしていることを確認します（BGP機能のイネーブル化のセクションを参照
してください）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp as-number

3. neighbor ip-address remote-as as-number

4. address-family ipv4 unicast

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGPモードを開始し、ローカル BGPスピーカに自
律システム番号を割り当てます。

router bgp as-number

例：

ステップ 2

switch(config)# router bgp 65536
switch(config-router)#

BGPルーティング用のネイバー設定モードを開始
し、ネイバー IPアドレスを設定します。

neighbor ip-address remote-as as-number

例：

ステップ 3

switch(config-router)# neighbor 192.168.1.2
remote-as 65537
switch(config-router-neighbor)#
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目的コマンドまたはアクション

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始します。

address-family ipv4 unicast

例：

ステップ 4

switch(config-router-neighbor)# address-family
ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)#

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config-router-neighbor)# copy
running-config startup-config

BGPの調整
一連のオプションパラメータを使用することによって、BGP特性を調整できます。

BGPを調整するには、ルータコンフィギュレーションモードで次のオプションコマンドを使
用します。

目的コマンド

ベストパスアルゴリズムを変更します。オプションパ

ラメータは次のとおりです。

• always-compare-med：異なる自律システム（AS）
からのパスのMEDを比較します。

• compare-routerid：同一の eBGPパスのルータ ID
を比較します。

• med missing-as-worst：消失したMEDを最高の
MEDと見なします。

• med non-deterministic：同じ自律システムからの
パス間で、必ずしも最適なMEDパスを選択しま
せん。

• as-path multipath-relax：ASパスの長さが同じで、
他のマルチパスの条件を満たしている場合、別の

自律システムから受け取ったパスをマルチパスと

して扱えるようにします。

bestpath [ always-compare-med |
compare-routerid | med {
missing-as-worst | non-deterministic }
| as-path multipath-relax ]

例：

switch(config-router)# bestpath
always-compare-med

switch(config-router)# bestpath
as-path multipath-relax

ネイバー自律システムを eBGPの AS_path属性で指定
する最初の AS番号にします。

enforce-first-as

例：

switch(config-router)#
enforce-first-as
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目的コマンド

ネイバーでステートが変化したときに、システムメッ

セージを生成します。

log-neighbor-changes

例：

switch(config-router)#
log-neighbor-changes

この BGPスピーカのルータ IDを手動で設定します。router-id id

例：

switch(config-router)# router-id
209.165.20.1

BGPタイマー値を設定します。オプションパラメータ
は次のとおりです。

このコマンドの設定後、BGPセッションを手動でリ
セットする必要があります。

timers [ bestpath-delay delay | bgp
keepalive holdtime | prefix-peer-timeout
timeout ]

例：

switch(config-router)# timers bgp
90 270

BGPを調整するには、ルータアドレスファミリコンフィギュレーションモードで次のオプ
ションコマンドを使用します。

目的コマンド

BGPのアドミニストレーティブディスタンスを設
定します。範囲は 1～ 255です。デフォルトの設
定は次のとおりです。

distance ebgp-distance ibgp distance
local-distance

例：

switch(config-router-af)# distance 20
100 200

BGPを調整するには、ネイバーコンフィギュレーションモードで次のオプションコマンドを
使用します。

目的コマンド

この BGPピアを説明するストリングを設定します。ス
トリングには最大 80の英数字を使用できます。

description string

例：

switch(config-router-neighbor)#
description main site

メモリ不足状態によるシャットダウンからこの BGPネ
イバーを除外します。

low-memory exempt

例：

switch(config-router-neighbor)#
low-memory exempt
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目的コマンド

受動接続の確立だけが可能です。この BGPスピーカは
BGPピアへの TCP接続を開始しません。このコマンド
の設定後、BGPセッションを手動でリセットする必要
があります。

transport connection-mode passive

例：

switch(config-router-neighbor)#
transport connection-mode passive

eBGPピアへの発信ルートアップデートからプライベー
トAS番号を削除します。このコマンドによって、BGP
ネイバーセッションの自動ソフトクリアまたはリフレッ

シュが開始されます。

remove-private-as

例：

switch(config-router-neighbor)#
remove-private-as

ピアとの BGPセッション用に設定されたインターフェ
イスの送信元 IPアドレスを使用するように、BGPス
ピーカを設定します。このコマンドによって、BGPネ
イバーセッションの自動通知およびセッションリセッ

トが開始されます。

update-source interface-type number

例：

switch(config-router-neighbor)#
update-source ethernet 2/1

BGPを調整するには、ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーションモードで次のオプ
ションコマンドを使用します。

目的コマンド

ベスト（アクティブ）ルートだけを BGPピアにアドバ
タイズします。このコマンドによって、BGPネイバー
セッションの自動ソフトクリアまたはリフレッシュが

開始されます。

suppress-inactive

例：

switch(config-router-neighbor-af)#
suppress-inactive

BGPピアへのデフォルトルートを作成します。default-originate [ route-map
map-name ]

例：

switch(config-router-neighbor-af)#
default-originate

着信または発信ルートアップデートに関して、このBGP
ピアに AS_pathフィルタリストを適用します。このコ
マンドによって、BGPネイバーセッションの自動ソフ
トクリアまたはリフレッシュが開始されます。

filter-list list-name { in | out }

例：

switch(config-router-neighbor-af)#
filter-list BGPFilter in

着信または発信ルートアップデートに関して、このBGP
ピアにプレフィックスリストを適用します。このコマ

ンドによって、BGPネイバーセッションの自動ソフト
クリアまたはリフレッシュが開始されます。

prefix-list list-name { in | out }

例：

switch(config-router-neighbor-af)#
prefix-list PrefixFilter in
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目的コマンド

この BGPピアにコミュニティ属性を送信します。この
コマンドによって、BGPネイバーセッションの自動ソ
フトクリアまたはリフレッシュが開始されます。

send-community

例：

switch(config-router-neighbor-af)#
send-community

この BGPピアに拡張コミュニティ属性を送信します。
このコマンドによって、BGPネイバーセッションの自
動ソフトクリアまたはリフレッシュが開始されます。

send-extcommunity

例：

switch(config-router-neighbor-af)#
send-extcommunity

仮想化の設定

始める前に

BGP機能を有効にしていることを確認します（BGP機能の有効化のセクションを参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. vrf context vrf-name

3. exit
4. router bgp as-number

5. vrf vrf-name

6. neighbor ip-address remote-as as-number

7. （任意） bestpath as-path multipath-relax

8. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新しい VRFを作成し、VRF設定モードを開始しま
す。

vrf context vrf-name

例：

ステップ 2

switch(config)# vrf context RemoteOfficeVRF
switch(config-vrf)#

VRF設定モードを終了します。exit

例：

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

switch(config-vrf)# exit
switch(config)#

自律システム番号を設定して、新しいBGPプロセス
を作成します。

router bgp as-number

例：

ステップ 4

switch(config)# router bgp 65536
switch(config-router)#

ルータ VRF設定モードを開始し、この BGPインス
タンスと VRFを関連付けます。

vrf vrf-name

例：

ステップ 5

switch(config-router)# vrf RemoteOfficeVRF
switch(config-router-vrf)#

リモート BGPピアの IPアドレスおよび AS番号を
設定します。

neighbor ip-address remote-as as-number

例：

ステップ 6

switch(config-router-vrf)# neighbor 209.165.201.1
remote-as 65536
switch(config-router--vrf-neighbor)#

自律パスの長さが同じで、他のマルチパスの条件を

満たしている場合、別の自律システムから受け取っ

たパスをマルチパスとして扱えるようにします。

（任意） bestpath as-path multipath-relax

例：

switch(config-router-vrf)# bestpath as-path
multipath-relax

ステップ 7

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 8

switch(config-router-neighbor)# copy
running-config startup-config

例

次に、VRFを作成し、VRFでルータ IDを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# vrf context NewVRF
switch(config-vrf)# exit
switch(config)# router bgp 65536
switch(config-router)# vrf NewVRF
switch(config-router-vrf)# neighbor 209.165.201.1 remote-as 65536
switch(config-router-vrf-neighbor)# copy running-config startup-config
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BGPグレースフルシャットダウン

BGPグレースフルシャットダウンに関する情報
リリース 9.3(1)以降、BGPはグレースフルシャットダウン機能をサポートしています。この
BGP機能は、BGP shutdownコマンドと連携します。名前にかかわらず、BGPグレースフル
シャットダウンは実際にはシャットダウンを引き起こしません。代わりに、ルータまたはリン

クが間もなくダウンすることを、接続されているルータに通知します。

•ルータまたはリンクがオフラインになったときのネットワークコンバージェンス時間を大
幅に短縮します。

•ルータまたはリンクがオフラインになったときに、転送中のドロップされたパケットを削
減または排除します。

グレースフルシャットダウン機能は、GRACEFUL_SHUTDOWNウェルノウンコミュニティ
（0xFFFF0000または 65535:0）を使用します。これは、IANAおよび IETFによって RFC 8326
によって識別されます。この既知のコミュニティは任意のルートにアタッチでき、ルートの他

の属性と同様に処理されます。

この機能は、ルータまたはリンクがダウンすることを通知するため、メンテナンス時間帯また

は計画停止の準備に役立ちます。トラフィックへの影響を制限するには、BGPをシャットダウ
ンする前にこの機能を使用します。

グレースフルシャットダウンの認識とアクティブ化

BGPルータは、すべてのルートの優先事項を、GRACEFUL SHUTDOWN対応というコンセプ
トを通し、GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティによって制御できます。グレースフルシャッ
トダウン対応は、デフォルトでイネーブルになっています。これにより、受信側ピアは、

GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティを伝える着信ルートを優先しなくなります。一般的な
使用例ではありませんが、graceful-shutdown awareコマンドを使用して、グレースフルシャッ
トダウン対応を無効にしてから再度有効にすることもできます。

グレースフルシャットダウン対応は、BGPグローバルコンテキストでのみ適用されます。コ
ンテキストの詳細については、グレースフルシャットダウンのコンテキスト（194ページ）を
参照してください。対応のためのオプションは、activateという別のオプションと一緒に動作
します。このオプションをルートマップに割り当てると、グレースフルシャットダウンのルー

トをより詳細に制御できます。

グレースフルシャットダウン対応オプションとアクティブ化オプションの協同作用

グレースフルシャットダウンがアクティブな場合、activateキーワードを指定した場合にの
み、GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティがルート更新に追加されます。この時点で、コミュ
ニティを含む新しいルート更新が生成され、送信されます。graceful-shutdown awareコマンド
が設定されると、コミュニティを受信するすべてのルータは、アップデート内のルートの優先
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を解除します（そのルート優先度を下げます）。graceful-shutdown awareコマンドを使用しな
かった場合、BGPはGRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティの設定されたルートの優先度を下
げません。

この機能がアクティブになり、ルータがグレースフルシャットダウンの対応状態になった場合

でも、BGPは引き続き、GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティが有効だとしてルートを考慮
します。ただし、これらのルートには、最適パスの計算で最低の優先度が与えられます。代替

パスが使用可能な場合は、新しい最適パスが選択され、まもなくダウンするルータまたはリン

クに対応するためのコンバージェンスが行われます。

グレースフルシャットダウンのコンテキスト

BGPのグレースフルシャットダウン機能には、機能の影響と使用可能な機能を決定する2つの
コンテキストがあります。

コマンド影響コンテキスト

graceful-shutdown activate
[route-mapルートマップ]

graceful-shutdown aware

スイッチ全体と、スイッチに

よって処理されるすべての

ルート。たとえば、

GRACEFUL_SHUTDOWNコ
ミュニティを持つすべての

ルートを再アドバタイズしま

す。

グローバル

graceful-shutdown activate
[route-mapルートマップ]

BGPピアまたはネイバー間の
リンク。たとえば、ピア間の

リンクを 1つだけ
GRACEFUL_SHUTDOWNコ
ミュニティでアドバタイズし

ます。

Peer

ルートマップによるグレースフルシャットダウン

グレースフルシャットダウンは、ルートポリシーマネージャ（RPM）機能と連携して、ス
イッチの BGPルータが GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティを使用してルートを送受信す
る方法を制御します。ルートマップは、インバウンドおよびアウトバウンド方向でコミュニ

ティとのルート更新を処理できます。通常、ルートマップは必要ありません。ただし、必要に

応じて、グレースフルシャットダウンルートの制御をカスタマイズするために使用できます。

通常のインバウンドルートマップ

通常のインバウンドルートマップは、BGPルータに着信するルートに影響します。ルータは
デフォルトでグレースフルシャットダウンを認識するため、通常のインバウンドルートマッ

プはグレースフルシャットダウン機能では一般的に使用されません。
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Cisco NX-OSリリース 9.3 (1)以降を実行している Cisco Nexusスイッチでは、グレースフル
シャットダウン機能のインバウンドルートマップは必要ありません。CiscoNX-OSリリース9.3
（1）以降には、BGPルータがグレースフルシャットダウン対応である場合に
GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティを持つすべてのルートを自動的に非優先にする、暗黙
のインバウンドルートマップがあります。

通常のインバウンドルートマップは、既知の GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティと一致
するように設定できます。これらの着信ルートマップは一般的ではありませんが、使用される

場合があります。

•スイッチが 9.3 (1)よりも前の Cisco NX-OSリリースを実行している場合、NX-OS 9.3 (1)
には暗黙的なインバウンドルートマップがありません。これらのスイッチでグレースフ

ルシャットダウン機能を使用するには、グレースフルシャットダウンインバウンドルー

トマップを作成する必要があります。ルートマップは、既知のGRACEFUL_SHUTDOWN
コミュニティを持つインバウンドルートと一致し、それらを許可し、それらを非優先にす

る必要があります。着信ルートマップが必要な場合は、9.3 (1)より前のバージョンの
NX-OSを実行し、グレースフルシャットダウンルートを受信しているBGPピアで作成し
ます。

•グレースフルシャットダウン認識をディセーブルにし、一部の BGPネイバーからの
GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティを持つ着信ルートでルータを動作させる場合は、
それぞれのピアでインバウンドルートマップを設定できます。

通常のアウトバウンドルートマップ

通常のアウトバウンドルートマップは、BGPルータが送信するルートの転送を制御します。
通常のアウトバウンドルートマップは、グレースフルシャットダウン機能に影響を与える可

能性があります。たとえば、GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティで一致するようにアウト
バウンドルートマップを設定し、属性を設定できます。これは、グレースフルシャットダウ

ンアウトバウンドルートマップよりも優先されます。

グレースフルシャットダウンアウトバウンドルートマップ

アウトバウンドグレースフルシャットダウンルートマップは、グレースフルシャットダウン

機能のアウトバウンドルートマップの特定のタイプです。これらはオプションですが、ルー

トマップに関連付けられているコミュニティリストがすでにある場合に役立ちます。通常の

グレースフルシャットダウンアウトバウンドルートマップには、特定の属性を設定または変

更するための set句のみが含まれています。

アウトバウンドルートマップは、次の方法で使用できます。

•既存のアウトバウンドルートマップをすでに持っている顧客の場合は、より大きいシー
ケンス番号を持つ新しいエントリを追加し、GRACEFUL_SHUTDOWNウェルノウンコミュ
ニティで照合し、必要な属性を追加できます。

• graceful-shutdown activate route-map nameオプションを使用してグレースフルシャットダ
ウンアウトバウンドルートマップを使用することもできます。これが一般的な使用例で

す。
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このルートマップには match句が必要ないため、ルートマップはネイバーに送信される
すべてのルートで一致します。

ルートマップの優先順位

同じルータ上に複数のルートマップが存在する場合は、次の優先順位が適用されて、コミュニ

ティとのルートの処理方法が決定されます。次の例を考慮してください。60のローカル設定を
設定する標準の発信ルートマップ名Redがあるとします。また、Blueという名前のピアグレー
スフルシャットダウンルートマップがあり、local-prefが30に設定されているとします。ルー
ト更新が処理されると、Redは Blueを上書きするため、ローカルプリファレンスは 60に設定
されます。

•通常の発信ルートマップは、ピアグレースフルシャットダウンマップよりも優先されま
す。

•ピアグレースフルシャットダウンマップは、グローバルグレースフルシャットダウン
マップよりも優先されます。

注意事項と制約事項

BGPグローバルシャットダウンの制限事項と注意事項は、次のとおりです。

•グレースフルシャットダウン機能は、影響を受けるルータの代替ルートがネットワークに
存在する場合にのみ、トラフィック損失を回避するのに役立ちます。ルータに代替ルート

がない場合は、GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティを伝送するルートが使用可能な唯
一のルートであるため、最適パスの計算に使用されます。この状況では、機能の目的が失

われます。

• GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティを送信するには、BGP送信コミュニティの設定が
必要です。

•ルートマップの場合:

•グローバルルートマップとネイバールートマップが設定されている場合、ネイバー
単位のルートマップが優先されます。

•発信ルートマップは、グレースフルシャットダウン用に設定されたグローバルルー
トマップよりも優先されます。

•発信ルートマップは、グレースフルシャットダウン用に設定されたピアルートマッ
プよりも優先されます。

•レガシー（既存の）インバウンドルートマップにグレースフルシャットダウン機能
を追加するには、次の手順を実行します。

1. graceful shutdown match句をルートマップの先頭に追加します。これには、句に
低いシーケンス番号（たとえば、シーケンス番号 0）を設定します。
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2. graceful shutdown句の後に continueステートメントを追加します。continueステー
トメントを省略すると、graceful shutdown句と一致するルートマップ処理が停止
します。シーケンス番号が大きい他の句（たとえば、1以上）は処理されません。

グレースフルシャットダウンタスクの概要

グレースフルシャットダウン機能を使用するには、通常、すべての Cisco Nexusスイッチでグ
レースフルシャットダウン対応をイネーブルにし、機能をイネーブルのままにします。BGP
ルータをオフラインにする必要がある場合は、graceful-shutdown activateを設定します。

次の詳細に、グレースフルシャットダウン機能を使用するためのベストプラクティスを示し

ます。

ルータまたはリンクをダウンさせるには、次の手順を実行します。

1. グレースフルシャットダウン機能を設定します。

2. ネイバーでベストパスを確認します。

3. 最適パスが再計算されたら、BGPを無効にする shutdownコマンドを発行します。

4. ルータまたはリンクをシャットダウンする必要がある作業を実行します。

ルータまたはリンクをオンラインに戻すには、次の手順を実行します。

1. シャットダウンが必要な作業が完了したら、BGPを再度イネーブルにします（no
shutdown）。

2. グレースフルシャットダウン機能を無効にします（configモードの no graceful-shutdown
activate）。

リンクのグレースフルシャットダウンの設定

この作業では、2つの BGPルータ間の特定のリンクでグレースフルシャットダウンを設定で
きます。

始める前に

BGPをまだ有効にしていない場合は、ここで有効にします（feature bgp）。

手順の概要

1. config terminal
2. router bgp autonomous-system-number

3. neighbor { ipv4-address|ipv6-address } remote-as as-number

4. graceful-shutdown activate [route-map map-name]
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

config terminal

例：

ステップ 1

switch-1# configure terminal
switch-1(config)#

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成または設定しま
す。

router bgp autonomous-system-number

例：

switch-1(config)# router bgp 110
switch-1(config-router)#

ステップ 2

ネイバーが属する自律システム（AS）を設定しま
す。

neighbor { ipv4-address|ipv6-address } remote-as
as-number

例：

ステップ 3

switch-1(config-router)# neighbor 10.0.0.3
remote-as 200
switch-1(config-router-neighbor)#

ネイバーへのリンクでグレースフルシャットダウン

を設定します。また、既知の

graceful-shutdown activate [route-map map-name]

例：

ステップ 4

GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティを使用してswitch-1(config-router-neighbor)#
graceful-shutdown activate route-map gshutPeer
switch-1(config-router-neighbor)#

ルートをアドバタイズし、アウトバウンドルート更

新にルートマップを適用します。

ルートは、デフォルトでグレースフルシャットダウ

ンコミュニティでアドバタイズされます。この例で

は、ルートは gshutPeerという名前のルートマップ
を使用して、グレースフルシャットダウンコミュ

ニティを持つネイバーにアドバタイズされます。

gshutコミュニティを受信したデバイスは、ルートの
コミュニティを確認し、オプションでコミュニティ

を使用してルーティングポリシーを適用します。

GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティに基づくBGPルートのフィルタリ
ングとローカルプリファレンスの設定

まだ 9.3(1)を実行していないスイッチには、GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティ名と一致
するインバウンドルートマップがありません。したがって、正しいルートを識別して先送りす

る方法はありません。

9.3(1)よりも前のリリースの NX-OSを実行しているスイッチでは、グレースフルシャットダ
ウン（65535:0）のコミュニティ値と一致するインバウンドルートマップを設定し、ルートを
非優先にする必要があります。
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スイッチが 9.3(1)以降を実行している場合、着信ルートマップを設定する必要はありません。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip community list standard community-list-name seq sequence-number { permit | deny } value

3. route map map-tag {deny | permit} sequence-number

4. match community community-list-name

5. set local-preference local-pref-value

6. exit
7. router bgp community-list-name

8. neighbor { ipv4-address|ipv6-address }
9. address-family { address-family sub family }
10. send community
11. route map map-tag in

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch-1# configure terminal
switch-1<config)#

コミュニティリストを設定し、よく知られたグレー

スフルシャットダウンコミュニティ値を持つルー

トを許可または拒否します。

ip community list standard community-list-name seq
sequence-number { permit | deny } value

例：

ステップ 2

switch-1(config)# ip community-list standard
GSHUT seq 10 permit 65535:0
switch-1(config)#

ルートマップをシーケンス 10として設定し、
GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティを持つルー
トを許可します。

route map map-tag {deny | permit} sequence-number

例：

switch-1(config)# route-map RM_GSHUT permit 10
switch-1(config-route-map)#

ステップ 3

IPコミュニティリスト GSHUTに一致するルート
がルートポリシーマネージャ（RPM）により処理
されるように設定します。

match community community-list-name

例：

switch-1(config-route-map)# match community GSHUT
switch-1(config-route-map)#

ステップ 4

IPコミュニティリスト GSHUTに一致するルート
に、指定されたローカルプリファレンスが与えら

れるように設定します。

set local-preference local-pref-value

例：

switch-1(config-route-map)# set local-preference
10
switch-1(config-route-map)#

ステップ 5
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目的コマンドまたはアクション

ルートマップ設定モードを終了し、グローバル設

定モードに戻ります。

exit

例：

ステップ 6

switch-1(config-route-map)# exit
switch-1(config)#

ルータ設定モードを開始し、BGPインスタンスを
作成します。

router bgp community-list-name

例：

ステップ 7

switch-1(config)# router bgp 100
switch-1(config-router)#

指定したネイバーのルートBGPネイバーモードを
開始します。

neighbor { ipv4-address|ipv6-address }

例：

ステップ 8

switch-1(config-router)# neighbor 10.0.0.3
switch-1(config-router-neighbor)#

ネイバーをアドレスファミリ（AF）設定モードに
します。

address-family { address-family sub family }

例：

ステップ 9

nxosv2(config-router-neighbor)# address-family
ipv4 unicast
nxosv2(config-router-neighbor-af)#

ネイバーとの BGPコミュニティ交換を可能にしま
す。

send community

例：

ステップ 10

nxosv2(config-router-neighbor-af)# send-community
nxosv2(config-router-neighbor-af)#

ネイバーからの着信ルートにルートマップを適用

します。この例では、RM_GSHUTという名前の
route map map-tag in

例：

ステップ 11

ルートマップは、ネイバーからの
nxosv2(config-router-neighbor-af)# route-map
RM_GSHUT in
nxosv2(config-router-neighbor-af)#

GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティを持つルー
トを許可します。

すべての BGPネイバーのグレースフルシャットダウンの設定
グレースフルシャットダウンイニシエータのすべてのネイバーに GRACEFUL_SHUTDOWN
ウェルノウンコミュニティを手動で適用できます。

すべての BGPネイバーに対して、グローバルレベルでグレースフルシャットダウンを設定で
きます。

始める前に

BGPをまだ有効にしていない場合は、ここで有効にします（feature bgp）。
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手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system-number

3. graceful-shutdown activate [route-map map-name]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch-1# configure terminal
switch-1(config)#

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成または設定しま
す。

router bgp autonomous-system-number

例：

switch-1(config)# router bgp 110
switch-1(config-router)#

ステップ 2

すべてのネイバーへのリンクのグレースフルシャッ

トダウンルートマップを設定します。また、既知

graceful-shutdown activate [route-map map-name]

例：

ステップ 3

の GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティを持つすswitch-1(config-router-neighbor)#
graceful-shutdown activate route-map gshutPeer
switch-1(config-router-neighbor)#

べてのルートをアドバタイズし、ルートマップをア

ウトバウンドルートアップデートに適用します。

ルートはデフォルトで GRACEFUL_SHUTDOWNコ
ミュニティでアドバタイズされます。この例では、

ルートがgshutPeerという名前のルートマップを持つ
コミュニティを持つすべてのネイバーにアドバタイ

ズされます。ルートマップには set句のみを含める
必要があります。

GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティを受信した
デバイスは、ルートのコミュニティを確認し、オプ

ションでコミュニティを使用してルーティングポリ

シーを適用します。

GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティを使用したすべてのルートのプリ
ファレンスの制御

Cisco NX-OSでは、GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティを持つ着信ルートの優先順位を下
げることができます。graceful shutdown awareが有効になっている場合、最適パス計算時に、
BGPはコミュニティを伝送するルートを最も低い優先順位と見なします。デフォルトでは、プ
レファレンスの引き下げが有効になっていますが、このオプションを選択的に無効にすること

もできます。
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このオプションをイネーブルまたはディセーブルにするたびに、BGPのベストパス計算がトリ
ガーされます。このオプションを使用すると、グレースフルシャットダウンのウェルノウンコ

ミュニティにおける BGPのベストパス計算の動作を柔軟に制御できます。

始める前に

BGPを有効にしていない場合は、ここで有効にします（feature bgp）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonoums-system

3. （任意） no graceful-shutdown aware

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch-1(config)# config terminal
switch-1(config)#

ルータコンフィギュレーションモードを開始し、

BGPルーティングプロセスを設定します。
router bgp autonoums-system

例：

ステップ 2

switch-1(config)# router bgp 100
switch-1(config-router)#

このBGPルータでは、GRACEFUL_SHUTDOWNコ
ミュニティを持つすべてのルートに低い優先順位を

（任意） no graceful-shutdown aware

例：

ステップ 3

指定しないという意味です。グレースフルシャット
switch-1(config-router)# no graceful-shutdown
aware
switch-1(config-router)#

ダウン認識機能がディセーブルになっている場合、

デフォルトアクションはルートを非優先にします。

そのため、コマンドには no形式というオプション
が存在しており、これを使用すると、グレースフル

シャットダウンルートは非優先になりません。

GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティのピアへの送信の防止
発信ルート更新にルート属性として追加されたGRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティが不要
になった場合は、コミュニティを削除して、指定されたネイバーに送信しなくなります。1つ
の使用例は、ルータが自律システム境界にあり、グレースフルシャットダウン機能が自律シス

テム境界の外部に伝播しないようにする場合です。

GRACEFUL_SHUTDOWNがピアに送信されないようにするには、send communityオプション
を無効にするか、コミュニティを発信ルートマップから削除します。

次の方法の中から 1つを選択してください。
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•実行コンフィギュレーションで send-communityを無効にします。

例：

nxosv2(config-router-neighbor-af)# no send-community standard
nxosv2(config-router-neighbor-af)#

このオプションを使用すると、スイッチはGRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティを受信
しますが、発信ルートマップを介してダウンストリームネイバーに送信されません。す

べての標準コミュニティも送信されません。

•次の手順に従って、発信ルートマップを介してGRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティを
削除します。

1. GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティと一致する IPコミュニティリストを作成しま
す。

2. GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティと照合する発信ルートマップを作成します。

3. set community-list delete句を使用して GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティを削除
します。

このオプションを使用すると、コミュニティリストはGRACEFUL_SHUTDOWNコミュニ
ティと一致し、許可されます。その後、発信ルートマップはコミュニティと照合され、発

信ルートマップから削除されます。他のすべてのコミュニティは、問題なく発信ルート

マップを通過します。

グレースフルシャットダウン情報の表示

グレースフルシャットダウン機能に関する情報は、次の showコマンドで確認できます。

アクションコマンド

GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティを持つ
BGPルーティングテーブル内のすべてのエン
トリを表示します。

show ip bgp community-list graceful-shutdown

実行中のBGPのデフォルト設定を示します。show running-config bgp

グレースフルシャットダウン機能に関する情

報など、実行中のBGP設定のすべての情報を
表示します。

show running-config bgp all
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アクションコマンド

機能がピアに設定されている場合、次のよう

に表示されます。

•指定されたネイバーの
graceful-shutdown-activate機能の状態

•指定されたネイバーに設定されたグレー
スフルシャットダウンルートマップの名

前

show bgp address-family neighbors
neighbor-address

コンテキストに応じて異なる情報を表示しま

す。

graceful-shutdown-activateオプションがピアコ
ンテキストで設定されている場合、

graceful-shutdown-activeを介して機能の有効

または無効状態を示します。

graceful-shutdown-activateオプションがグロー
バルコンテキストで設定され、

graceful-shutdownルートマップがある場合は、
次のように機能の有効状態が表示されます。

• graceful-shutdown-active

• graceful-shutdown-aware

• graceful-shutdown route-map

show bgp process

指定されたアドレスについて、次を含む BGP
ルーティングテーブル情報を表示します。

•最適パスとして指定されたアドレスの状
態

•指定されたアドレスが
GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティの
一部であるかどうか

show ip bgp address

グレースフルシャットダウンの設定例

次に、グレースフルシャットダウン機能を使用するための設定例を示します。

BGPリンクのグレースフルシャットダウンの設定

次に、ローカルプリファレンスとコミュニティを設定しながらグレースフルシャットダウン

を設定する例を示します。
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•指定されたネイバーへのリンクのグレースフルシャットダウンアクティブ化の設定

•ルートへの GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティの追加

•コミュニティとのアウトバウンドルートに対して set句のみを使用して gshutPeerという
名前のルートマップを設定します。

router bgp 100
neighbor 20.0.0.3 remote-as 200

graceful-shutdown activate route-map gshutPeer
address-family ipv4 unicast

send-community

route-map gshutPeer permit 10
set local-preference 0
set community 200:30

All-Neighbor BGPリンクのグレースフルシャットダウンの設定

次に例を示します。

•ローカルルータとそのすべてのネイバーを接続するすべてのリンクに対してグレースフ
ルシャットダウンアクティブ化を設定します。

• GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティをルートに追加しています。

•すべての発信ルートに対して set句のみを使用して gshutAallという名前のルートマップを
設定します。

router bgp 200
graceful-shutdown activate route-map gshutAll

route-map gshutAll permit 10
set as-path prepend 10 100 110
set community 100:80

route-map Red permit 10
set local-pref 20

router bgp 100
graceful-shutdown activate route-map gshutAll

router-id 2.2.2.2
address-family ipv4 unicast
network 2.2.2.2/32
neighbor 1.1.1.1 remote-as 100
update-source loopback0
address-family ipv4 unicast

send-community
neighbor 20.0.0.3 remote-as 200
address-family ipv4 unicast

send-community
route-map Red out

この例では、ネイバー 1.1.1.1に対して gshutAllルートマップが有効になりますが、ネイバー

20.0.0.3で設定された発信ルートマップ Redが優先されるため、ネイバー 20.0.0.3に対しては有
効になりません。
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ピアテンプレートでのグレースフルシャットダウンの設定

この例では、ピアセッションテンプレートでグレースフルシャットダウン機能を設定します。

これはネイバーによって継承されます。

router bgp 200
template peer-session p1

graceful-shutdown activate route-map gshut_out
neighbor 1.1.1.1 remote-as 100

inherit peer-session p1
address-family ipv4 unicast

send-community

GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティの使用およびインバウンドルートマップに基づくBGPルー
トのフィルタリングとローカルプリファレンスの設定

次に、コミュニティリストを使用して、GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティを持つ着信
ルートをフィルタリングする例を示します。この設定は、Cisco NX-OS 9.3(1)を最小バージョ
ンとして実行していないレガシースイッチに役立ちます。

次に例を示します。

• GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティを持つルートを許可する IPコミュニティリスト。

• RM_GSHUTという名前のルートマップは、GSHUTという名前の標準コミュニティリス
トに基づいてルートを許可します。

•また、ルートマップは、処理するルートの優先順位を0に設定します。これにより、ルー
タがオフラインになったときに、それらのルートに最適パス計算の優先順位が低くなりま

す。ネイバー (20.0.0.2)からの着信 IPv4ルートにルートマップが適用されます。

ip community-list standard GSHUT permit 65535:0

route-map RM_GSHUT permit 10
match community GSHUT
set local-preference 0

router bgp 200
neighbor 20.0.0.2 remote-as 100

address-family ipv4 unicast
send-community
route-map RM_GSHUT in

拡張 BGPの設定の確認
BGPの設定情報を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

すべてのアドレスファミリについて、BGP情報を
表示します。

show bgp all [summary] [vrf vrf-name]

すべてのアドレスファミリについて、BGP情報を
表示します。

show bgp convergence [vrf vrf-name]
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目的コマンド

BGPコミュニティと一致する BGPルートを表示
します。

show bgp ip {unicast} [ip-address]
community {regexp expression | [community]
[no-advertise] [no-export]
[no-export-subconfed]} [vrf vrf-name]

BGPコミュニティリストと一致する BGPルート
を表示します。

show bgp [vrf vrf-name] ip {unicast}
[ip-address] community-list list-name [vrf
vrf-name]

BGP拡張コミュニティと一致する BGPルートを
表示します。

show bgp ip {unicast} [ip-address]
extcommunity {regexp expression | generic
[non-transitive | transitive] aa4:nn
[exact-match]} [vrf vrf-name]

BGP拡張コミュニティリストと一致するBGPルー
トを表示します。

show bgp ip {unicast} [ip-address]
extcommunity-list list-name [exact-match]
[vrf vrf-name]

BGPルートダンプニングの情報を表示します。
ルートフラップダンプニング情報を消去するに

は、clear bgp dampeningコマンドを使用します。

show bgp ip {unicast} [ip-address]
{dampening dampened-paths [regexp
expression]} [vrf vrf-name]

BGPルートヒストリパスを表示します。show bgp ip {unicast} [ip-address]
history-paths [regexp expression] [vrf
vrf-name]

BGPフィルタリストの情報を表示します。show bgp ip {unicast} [ip-address] filter-list
list-name [vrf vrf-name]

BGPピアの情報を表示します。これらのネイバー
を消去するには、clear bgp neighborsコマンドを
使用します。

show bgp ip {unicast} [ip-address] neighbors
[ip-address] [vrf vrf-name]

BGPルートネクストホップの情報を表示します。show bgp ip {unicast} [ip-address] {nexthop
| nexthop-database} [vrf vrf-name]

BGPパス情報を表示します。show bgp paths

BGPポリシー情報を表示します。ポリシー情報を
消去するには、clear bgp policyコマンドを使用し
ます。

show bgp ip {unicast} [ip-address] policy
name [vrf vrf-name]

プレフィックスリストと一致する BGPルートを
表示します。

show bgp ip {unicast} [ip-address] prefix-list
list-name [vrf vrf-name]

ソフト再構成用に保管されているBGPパスを表示
します。

show bgp ip {unicast} [ip-address]
received-paths [vrf vrf-name]
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目的コマンド

AS_path正規表現と一致するBGPルートを表示し
ます。

show bgp ip {unicast} [ip-address] regexp
expression [vrf vrf-name]

ルートマップと一致する BGPルートを表示しま
す。

show bgp ip {unicast} [ip-address] route-map
map-name [vrf vrf-name]

BGPピアポリシー情報を表示します。show bgp peer-policy name [ vrf vrf-name ]

BGPピアセッション情報を表示します。show bgp peer-session name [ vrf vrf-name ]

BGPピアテンプレート情報を表示します。ピア
テンプレートのすべてのネイバーを消去するに

は、clear bgp peer-templateコマンドを使用しま
す。

show bgp peer-template name [ vrf vrf-name
]

BGPプロセス情報を表示します。show bgp process

BGPのステータスと構成情報を表示します。この
コマンドには複数のオプションがあります。詳細

については、Cisco Nexus 3000シリーズコマンド
リファレンスを参照してください。

show ip bgp options

BGPのステータスと構成情報を表示します。この
コマンドには複数のオプションがあります。詳細

については、Cisco Nexus 3000シリーズコマンド
リファレンスを参照してください。

show ip mbgp options

現在実行中のBGPコンフィギュレーションを表示
します。

show running-configuration bgp

BGP統計情報の表示
BGPの統計情報を表示するには、次のコマンドを使用します。

目的コマンド

BGPルートフラップの統計情報を表示します。これらの
統計情報をクリアするには、clear bgp flap-statisticsコマン
ドを使用します。

show bgp ip {unicast} [ip-address]
flap-statistics [vrf vrf-name]

すべてのピアの BGPセッションを表示します。これらの
統計情報をクリアするには、clear bgp sessionsコマンドを
使用します。

show bgp sessions [vrf vrf-name]
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目的コマンド

すべてのピアの BGPセッションを表示します。これらの
統計情報をクリアするには、clear bgp sessionsコマンドを
使用します。

show bgp sessions [vrf vrf-name]

BGP統計情報を表示します。show bgp statistics

関連項目
BGPの詳細については、次の項目を参照してください。

•基本的 BGPの設定

• Route Policy Managerの設定

その他の参考資料
BGPの実装に関連する詳細情報については、次の項を参照してください。

•関連資料

• MIB

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco Nexus 3000 Series Command Reference』BGP CLIコマン
ド

MIB
MIBのリンクMIB

MIBを検索してダウンロードするには、次のMIBロケータに移動します。BGP4-MIB

CISCO-BGP4-MIB
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第 8 章

BGP追加パスの設定

この章では、以前のパスを新しいパスで暗黙的に置き換えずに、同じプレフィックスの同じピ

アリングセッションを介したマルチパスのアドバタイズメントを可能にする BGP追加パスの
設定方法について説明します。この動作により、パスダイバーシティが向上し、Multi-Exit
Discriminator（MED）の変動が減少します。

この章は、次の項で構成されています。

• BGP追加パスについて（211ページ）
• BGP追加パスの設定方法（215ページ）
• BGP追加パスの設定の確認（220ページ）
• BGP追加パスの機能の履歴（220ページ）

BGP追加パスについて
このセクションは、次のトピックで構成されています。

追加パスで解決できる問題

BGPルータおよびルートリフレクタ（RR）は、セッションにおけるベストパスにのみ伝播し
ます。プレフィックスアドバタイズメントで、以前アナウンスされたプレフィックスを置き換

えます（この動作は暗黙の取り消しとして知られています）。暗黙の取り消しはスケーリング

には適していますが、パスダイバーシティに影響があります。

パスの隠蔽は BGPマルチパスの効率的な使用や、スムーズな定期メンテナンスを妨げ、MED
の変動や最適でないホットポテトルーティングが発生する可能性があります。ネクストホッ

プが失敗した場合も、ネットワークは BGPコントロールプレーンのコンバージェンスにより
トラフィックが復旧するのを待たなければならないので、パスの隠蔽は迅速かつローカルの復

旧の妨げになります。BGP追加パス機能では、パスダイバーシティを一般的な方法で提供し
ます。Best Externalまたは Best Internal機能は、限られた場合にのみパスダイバーシティを提
供します。
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BGP追加パス機能は、同じプレフィックスのマルチパスに対して、新しいパスで以前のパスを
暗黙的に置き換えることなく、アドバタイズする手段を提供します。したがって、パスを隠蔽

しないでパスダイバーシティが実現されます。

パスの隠蔽の例

ここでは、パスの隠蔽が発生する過程の詳細を説明します。次の図では、BR1および BR4か
ら RR1にアドバタイズされるプレフィックス pを持つパス p1および p2があります。RR1は
2つのうちベストパスを選択し、PEに p1のみアドバタイズします。

図 13 : RRで追加パスを非表示にする

また追加のパスを隠している RRの図では、BR2から（パス x2がある）BR3にローカルプリ
ファレンス100でアドバタイズされる、プレフィックスxを持つパスx1が表示されています。
BR3にはパス x2もありますが、ルーティングポリシーにより、x2ではなくRRの x1（表示さ
れていません）をアドバタイズし、x2のアドバタイズは抑制されます。ユーザーは BR3で最
良外部のアドバタイズメントを有効にして RRに x2をアドバタイズできますが、この場合も
RRはベストパスのみをアドバタイズします。

最適ではないのホットポテトルーティングの例

内部転送コストを最小化するために、中継する ISPは（IGPコストに基づいて）最も近い出口
ポイントにパケットを転送しようとします。この動作は、ホットポテトルーティングと呼ば

れます。次の図の分散RRクラスタモデルでは、ロサンゼルスから発信されたトラフィックが
メキシコに進む必要があることを想定しています。すべてのリンクで、IGPコストは同じで
す。メキシコへの出口ポイントは 2つあり、1つがオースティンに向かい、もう 1つがアトラ
ンタに向かう場合、ロサンゼルスからは、アトランタよりオースティンに向かう方が IGPコス
トが低いため、オースティンに向けてトラフィックを送信します。RR3がある（およびRR1、
RR2、RR4および RR5がない）場所に中央 RRが存在する集中型 RRモデルでは、RR3から見
てメキシコへの最も近い出口ポイントはアトランタとなります。ロサンゼルスからアトランタ

の BRに向けてトラフィックを送信し、それによって最適ではないホットポテトルーティン
グが生じることは望ましくありません。
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図 14 :分散 RRクラスタ

BGP追加パスの利点
BGPルータおよびルートリフレクタ（RR）は、セッションにおけるベストパスにのみ伝播し
ます。プレフィックスアドバタイズメントで、以前アナウンスされたプレフィックスを置き換

えます（この動作は暗黙の取り消しとして知られています）。

この動作は、スケーリングには適していますが、パスダイバーシティを妨げる可能性がありま

す（これによって脆弱になるまたは完全に無くなるおそれがあります）。同様にこの動作は、

BGPマルチパスの効率的な使用や、スムーズな定期メンテナンスを妨げ、MEDの変動や最適
でないホットポテトルーティングが発生する可能性があります。ネクストホップが失敗した

場合も、ネットワークは BGPコントロールプレーンのコンバージェンスによりトラフィック
が復旧するのを待たなければならないので、迅速かつローカルの復旧の妨げになります。

BGP追加パス機能は、暗黙的に以前のパスに代わる新しいパスなしで、同じプレフィックスの
マルチパスをアドバタイズする BGPの拡張機能です。これにより、パスダイバーシティが向
上し、MEDの変動が減少します。

BGP追加パスの機能
BGP追加パス機能は、NLRIで各パスにパス IDを追加することによって実現します。パス ID
は VPNのルート識別子（RD）のようなものです。ただし、パス IDはすべてのアドレスファ
ミリに適用できます。パス IDはピアリングセッション内で一意で、各ネットワークに生成さ
れます。ルートアナウンスが暗黙的に以前のパスを取り消すことを防ぐために、パス IDが使
用されます。追加パス機能は、ベストパスに加えその他のパスのアドバタイズメントが可能で
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す。追加パスは、暗黙的に以前のパスから新しいパスに代わることなく、同じプレフィックス

のマルチパスをアドバタイズする機能を備えています。

BGP追加パス機能を使用する場合は、次の 3つの一般的な手順を実行する必要があります。

1. デバイスが追加パスを送信、受信、または送受信するかどうかを指定します。これらはア
ドレスファミリレベルまたはネイバーレベルで行われます。セッションの確立中に、2
つのBGPネイバーが追加パス機能（送信または受信のどちらか一方、あるいは両方を実行
できるか）についてネゴシエートします。

2. 選択基準を指定して、アドバタイズメントする候補パスのセット選択します。

3. 示された候補パスから追加パスのセットをネイバーに対してアドバタイズします。

追加パスを送受信するには、追加パス機能をネゴシエートする必要があります。ネゴシエート

しない場合、選択基準によりベストパス以上のパスが指定され、ネイバーが指定されたパスを

アドバタイズするように設定されていても、ネゴシエートできないために選択パスは利用され

ず、ベストパスのみ送信されます。

追加パスの送受信を BGPに設定すると、デバイスのピアに対して追加パス機能のネゴシエー
ションが開始されます。この機能についてネゴシエートしたネイバーは、（他のアップデート

グループポリシーが許可する場合）アップデートグループに追加され、この機能についてネ

ゴシエートされていないピアとは別のアップデートグループに分類されます。したがって、追

加パス機能によってネイバーのアップデートグループメンバーシップが再計算されます。

追加パスの選択

受信機能がイネーブルの場合、追加パスとしてすべての BGPパスをアドバタイズする set
path-selection all advertiseコマンドを設定しない限り、最適パスのみピアにアドバタイズされ
ます。

選択したパスの一部をアドバタイズ

パスのセットを選択する際に、別のパスのセットをアドバタイズしたい場合は注意してくださ

い。アドバタイズするパスのセットが、選択されたパスのサブセットではない場合、意図した

パスがアドバタイズされません。

注意事項と制約事項

BGPの追加パスの設定には次のガイドラインと制約事項があります。

• BGP追加パスはダイナミックな機能としてはサポートされていません。これは OPENに
含まれますが、CAPABILITYメッセージには含まれません。設定は次のセッション確立時
に有効となります。確立されたセッションが中断されることはありません。
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BGP追加パスの設定方法
このセクションは、次のトピックで構成されています。

アドレスファミリごとの追加パスの設定

デバイスがアドレスファミリ内のすべてのネイバーとの間で追加パスを送受信をできるかどう

か指定するには、次の手順を実行します。

始める前に

BGP機能が有効になっていることを確認します

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp as-number

3. address-family ipv4 unicast

4. （任意） additional-paths receive

5. （任意） additional-paths send

6. （任意） additional-paths selection route-map

7. （任意） end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGPを有効にして、ローカル BGPスピーカに自律
システム番号を割り当てます。

router bgp as-number

例：

ステップ 2

switch(config)# router bgp 65000
switch(config-router)#

アドレスファミリ設定モードを開始します。address-family ipv4 unicast

例：

ステップ 3

switch(config-router)# address family ipv4 unicast

使用可能なピアから受信するプレフィックスのBGP
追加パスをイネーブルにします。

（任意） additional-paths receive

例：

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

switch(config-router-af)# additional-paths receive この機能は、ネイバーで additional-paths
receive disableコマンドによって明示的
に無効にされない限り、指定されたアド

レスファミリのすべてのネイバーに適

用され、そしてアドレスファミリの設

定が上書きされます。

（注）

使用可能なピアに送信するプレフィックスのBGP追
加パスをイネーブルにします。

（任意） additional-paths send

例：

ステップ 5

この機能は、ネイバーで additional-paths
send disableコマンドによって明示的に
無効にされない限り、指定されたアドレ

スファミリのすべてのネイバーに適用

され、そしてアドレスファミリの設定

が上書きされます。

（注）switch(config-router-af)# additional-paths send

プレフィックスの追加パス選択機能を設定します。（任意） additional-paths selection route-map

例：

ステップ 6

switch(config-router-stmp)# exit
switch(config-router)#

特権 EXECモードに戻ります。（任意） end

例：

ステップ 7

switch(config-router-af)# end

ネイバーごとの追加パスの設定

特定のネイバーが追加のパスを送受信できるかどうかを設定するには、次の手順を実行しま

す。

始める前に

BGP機能を有効にしていることを確認します（BGP機能のイネーブル化のセクションを参照
してください）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp as-number

3. neighbor { ipv4-address | ipv4-prefix/length } [ remote-as { as-num } [. as-num ]]
4. address-family ipv4 unicast

5. （任意） capability additional-paths receive [disable]

6. （任意） capability additional-paths send [disable]
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7. （任意） end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGPを有効にして、ローカル BGPスピーカに自律
システム番号を割り当てます。

router bgp as-number

例：

ステップ 2

switch(config)# router bgp 65000
switch(config-router)#

BGPネイバー（ルータ、VRF）を設定し、ネイバー
コンフィギュレーションモードを開始します。

neighbor { ipv4-address | ipv4-prefix/length } [ remote-as
{ as-num } [. as-num ]]

ステップ 3

アドレスファミリ設定モードを開始します。address-family ipv4 unicast

例：

ステップ 4

switch(config-router)# address family ipv4 unicast

指定されたネイバーの追加パス受信機能を設定しま

す。

（任意） capability additional-paths receive [disable]

例：

ステップ 5

このコマンドは、アドレスファミリの

レベルで設定されたすべての送受信機能

を上書きします。

（注）switch(config-router-af)# capability
additional-paths receive

指定されたネイバーの追加パス送信機能を設定しま

す。

（任意） capability additional-paths send [disable]

例：

ステップ 6

このコマンドは、アドレスファミリの

レベルで設定されたすべての送受信機能

を上書きします。

（注）switch(config-router-af)# capability
additional-paths send

特権 EXECモードに戻ります。（任意） end

例：

ステップ 7

switch(config-router-af)# end

ピアポリシーテンプレートを使用した追加パスの設定

この設定作業では、追加パスを送受信する機能および選択基準をアドレスファミリに設定して

から、テンプレートを設定します。
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始める前に

BGP機能を有効にしていることを確認します（BGP機能のイネーブル化のセクションを参照
してください）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp as-number

3. template peer-policy template-name

4. （任意） capability additional-paths receive [disable]

5. （任意） capability additional-paths send [disable]
6. exit
7. neighbor { ipv4-address | ipv4-prefix/length } [ remote-as { as-num } [. as-num ]]
8. （任意） address-family ipv4 unicast
9. inherit peer-policy template-name sequence-number

10. （任意） end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGPを有効にして、ローカル BGPスピーカに自律
システム番号を割り当てます。

router bgp as-number

例：

ステップ 2

switch(config)# router bgp 65000
switch(config-router)#

ポリシーテンプレートコンフィギュレーション

モードを開始し、ピアポリシーテンプレートを作

成します。

template peer-policy template-name

例：

switch(config-router)# template peer-policy
rr-client-ptl #

ステップ 3

指定されたネイバーの追加パス受信機能を設定しま

す。

（任意） capability additional-paths receive [disable]

例：

ステップ 4

このコマンドは、アドレスファミリの

レベルで設定されたすべての送受信機

能を上書きします。

（注）switch(config-router-af)# capability
additional-paths receive

指定されたネイバーの追加パス送信機能を設定しま

す。

（任意） capability additional-paths send [disable]

例：

ステップ 5
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目的コマンドまたはアクション

switch(config-router-af)# capability
additional-paths send

このコマンドは、アドレスファミリの

レベルで設定されたすべての送受信機

能を上書きします。

（注）

ポリシーテンプレートコンフィギュレーション

モードを終了し、ルータコンフィギュレーション

モードに戻ります。

exit

例：

switch(config-router-ptmp)# exit

ステップ 6

BGPネイバー（ルータ、VRF）を設定し、ネイバー
コンフィギュレーションモードを開始します。

neighbor { ipv4-address | ipv4-prefix/length } [
remote-as { as-num } [. as-num ]]

ステップ 7

アドレスファミリ設定モードを開始します。（任意） address-family ipv4 unicast

例：

ステップ 8

switch(config-router)# address family ipv4
unicast

ネイバーが設定を継承できるように、ピアポリシー

テンプレートをこのネイバーに送信します。

inherit peer-policy template-name sequence-number

例：

ステップ 9

switch(config-router-neighbor-af)# inherit
peer-policy rr-client-ptl 10

特権 EXECモードに戻ります。（任意） end

例：

ステップ 10

switch(config-router-af)# end

追加パスのフィルタリングおよび設定操作

必要に応じて、アドバタイズされる候補である追加パスのプレフィックスを照合することで、

アドバタイズされるパスをフィルタ処理するためにルートマップを使用できます（これらのプ

レフィックスは、additional-paths selectionコマンドを使用して設定します）。

また、必要に応じて、ルートマップを通過したこれらのパスに対して実行するアクションを設

定することもできます。このタスクでは set metricコマンドを使用していますが、このタスク
には記載されていない他の setコマンドも使用できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. route-map map-name [ deny | permit ] [ sequence-number ]
3. set path-selection all advertise
4. set metric metric-value

5. （任意） end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

あるルーティングプロトコルから別のルーティング

プロトコルにルートを再配布するルートマップと条

件を定義します。

route-map map-name [ deny | permit ] [ sequence-number
]

例：

ステップ 2

switch(config)# route-map add_path4 permit 10

受信機能がイネーブルの場合、ピアに追加パスとし

てすべての BGPパスをアドバタイズします。
set path-selection all advertise

例：

ステップ 3

switch(config-route-map)# set path-selection all
advertise

一致基準を満たす追加パスのメトリックを設定しま

す。

set metric metric-value

例：

ステップ 4

•他の設定コマンドを使用して、ルートマップを
通過したパスに対してアクションを実行するこ

ともできます。

switch(config-route-map)# set metric 500

特権 EXECモードに戻ります。（任意） end

例：

ステップ 5

switch(config-router-af)# end

BGP追加パスの設定の確認
BGP追加パスの設定に関する情報を表示するには、次のコマンドを使用します。

目的コマンド

BGPテーブル内のエントリを表示します。show ip bgp [ip-address]

設定されたネイバーおよび各ネイバーに固有の他の

情報を表示します。

show ip bgp neighbors [ip-address [
advertise-routes ]]

BGP追加パスの機能の履歴
次の表に、この機能のリリースの履歴を示します。
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表 10 : BGPの各機能の履歴

機能情報リリース機能名

BGP追加パスは、暗黙的に以
前のパスから新しいパスに代

わることなく、同じプレ

フィックスのマルチパスをア

ドバタイズする機能を備えて

います。

次のコマンドが導入されまし

た。

• additional-paths receive

• additional-paths selection

• additional-paths send

• capability additional-paths
receive

• capability additional-paths
send

• set path-selection all
advertise

次のコマンドが変更されまし

た。

• show ip bgp

• show ip bgp neighbors

6.0(2)U1(1)BGPの追加パス

Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSユニキャストルーティング構成ガイド、リリース 10.3(x)
221

BGP追加パスの設定

BGP追加パスの機能の履歴



Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSユニキャストルーティング構成ガイド、リリース 10.3(x)
222

BGP追加パスの設定

BGP追加パスの機能の履歴



第 9 章

RIPの設定

この章では、Cisco NX-OSスイッチでの Routing Information Protocol（RIP）の設定方法につい
て説明します。

この章は、次の項で構成されています。

• RIP情報（223ページ）
• RIPの前提条件（226ページ）
• RIPに関する注意事項と制約事項（226ページ）
• RIPのデフォルト設定（227ページ）
• RIPの設定（227ページ）
• RIPの設定の確認（241ページ）
• RIP統計情報の表示（242ページ）
• RIPの設定例（242ページ）
•関連項目（243ページ）
•その他の参考資料（243ページ）

RIP情報
このセクションは、次のトピックで構成されています。

RIPの概要
RIPはユーザデータグラムプロトコル（UDP）データパケットを使用して、小規模なインター
ネットワークでルーティング情報を交換します。RIPv2は IPv4をサポートしています。RIPv2
は RIPv2プロトコルがサポートするオプションの認証機能を使用します（「RIPv2認証」の項
を参照）。

RIPでは次の 2種類のメッセージを使用します。

•要求：他の RIP対応ルータからのルートアップデートを要求するためにマルチキャスト
アドレス 224.0.0.9に送信されます。
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•応答：デフォルトでは 30秒間隔で送信されます（「RIPの設定の確認」の項を参照）。
ルータも、要求メッセージの受信後に応答メッセージを送信します。応答メッセージに

は、RIPルートテーブル全体が含まれます。RIPルーティングテーブルが 1つの応答パ
ケットに収まらない場合、RIPは 1つの要求に対して複数の応答パケットを送信します。

RIPはルーティングメトリックとして、ホップカウントを使用します。ホップカウントは、
パケットが宛先に到達するまでに、通過できるルータの数です。直接接続されたネットワーク

のメトリックは 1です。到達不能なネットワークのメトリックは 16です。RIPはこのように
メトリックの範囲が小さいので、大規模なネットワークに適したルーティングプロトコルでは

ありません。

RIPv2認証
RIPメッセージに認証を設定して、ネットワークでの不正な、または無効なルーティング更新
を防止できます。Cisco NX-OSは簡易パスワードまたはMD5認証ダイジェストをサポートし
ています。

認証キーのキーチェーン管理を使用することによって、インターフェイスごとにRIP認証を設
定できます。キーチェーン管理によって、MD5認証ダイジェストまたは単純テキストパスワー
ド認証で使用される認証キーの変更を制御できます。キーチェーンの作成の詳細については、

Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSセキュリティ構成ガイドを参照してください。

MD5認証ダイジェストを使用するには、ローカルルータとすべてのリモート RIPネイバーが
共有するパスワードを設定します。Cisco NX-OSは、そのメッセージ自体と暗号化されたパス
ワードに基づいてMD5一方向メッセージダイジェストを作成し、このダイジェストを RIP
メッセージ（要求または応答）とともに送信します。受信側のRIPネイバーは、同じ暗号パス
ワードを使用して、ダイジェストを検証します。メッセージが変更されていない場合は、計算

が一致し、RIPメッセージは有効と見なされます。

MD5認証ダイジェストの場合はさらに、ネットワークでメッセージが再送されないように、
各 RIPメッセージにシーケンス番号が組み込まれます。

Split Horizon
スプリットホライズンを使用すると、ルートを学習したインターフェイスから RIPがルート
をアドバタイズしないようにできます。

スプリットホライズンは、RIPアップデートおよびクエリーパケットの送信を制御する方法
です。インターフェイスでスプリットホライズンをイネーブルにすると、CiscoNX-OSは、こ
のインターフェイスから学習された宛先への更新パケットを送信しません。この方法でアップ

デートパケットを制御すると、ルーティングループの発生する可能性が小さくなります。

ポイズンリバースを指定してスプリットホライズンを使用すると、ルートを学習したインター

フェイス経由では到達不能であると RIPが学習したルートをアドバタイズするように、イン
ターフェイスを設定できます。下の図に、ポイズンリバースをイネーブルにしてスプリット

ホライズンを指定した、RIPネットワークの例を示します。
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図 15 :スプリットホライズンポイズンリバースを指定した RIP

ルータ Cはルート Xについて学習し、そのルートをルータ Bにアドバタイズします。ルータ
Bはルート Xをルータ Aにアドバタイズしますが、ルート Xの到達不能アップデートをルー
タ Cに送り返します。

デフォルトでは、スプリットホライズンはすべてのインターフェイスでイネーブルになってい

ます。

ルートのフィルタリング

RIP対応インターフェイス上でルートポリシーを設定すると、RIPアップデートをフィルタリ
ングできます。CiscoNX-OSは、ルートポリシーで許可されたルートだけを使用して、ルート
テーブルをアップデートします。

ルート集約

指定したインターフェイスに複数のサマリー集約アドレスを設定できます。ルート集約を使用

すると、固有性の強い一連のアドレスをすべての固有アドレスを代表する1つのアドレスに置
き換えることによって、ルートテーブルを簡素化できます。たとえば、10.1.1.0/24、10.1.2.0/24、
および 10.1.3.0/24というアドレスを 1つの集約アドレス 10.1.0.0/16に置き換えることができま
す。

RIPはルーティングテーブルに含まれている固有性の強いルートが多いほど、固有性の強い
ルートの最大メトリックと同じメトリックのインターフェイスからのサマリーアドレスをアド

バタイズします。

Cisco NX-OSは、自動ルート集約をサポートしていません。（注）

ルートの再配布

RIPを使用すると、スタティックルートや他のプロトコルからのルートを再配布できます。再
配布を設定するには、ルートポリシーを使用して、RIPに渡すルートを制御します。ルート
ポリシーを使用すると、宛先、送信元プロトコル、ルートタイプ、ルートタグなどの属性に

基づいて、ルートをフィルタリングできます。詳細については、RoutePolicyManagerの設定の
セクションを参照してください。
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RIPルーティングドメインにルートを再配布しても、デフォルトでは Cisco NX-OSがそのつ
ど、RIPルーティングドメインにデフォルトルートを再配布することはありません。RIPにデ
フォルトルートを生成し、ルートポリシーでそのルートを制御できます。

RIPにインポートされたすべてのルートに使用する、デフォルトのメトリックも設定できま
す。

ロードバランシング

ロードバランシングを使用すると、ルータは、宛先アドレスから等距離内にあるすべてのルー

タのネットワークポートにトラフィックを分散できます。ロードバランシングは、ネットワー

クセグメントの使用率を向上させ、有効ネットワーク帯域幅を増加させます。

Cisco NX-OSは、等コストマルチパス（ECMP）機能をサポートします。RIPルートテーブル
およびユニキャスト RIBの等コストパスは最大 32です。これらのパスの一部または全部でト
ラフィックのロードバランシングが行われるように、RIPを設定できます。

仮想化のサポート

Cisco NX-OSは、同一システム上で動作する複数の RIPプロトコルインスタンスをサポートし
ます。RIPは仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスをサポートします。

デフォルトでは、特に別の VRFを設定しない限り、Cisco NX-OSはユーザーをデフォルトの
VRFに配置します。

RIPの前提条件
RIPを使用するには、次の前提条件を満たしている必要があります。

• RIP機能がイネーブルになっていることを確認します（RIP機能のイネーブル化のセクショ
ンを参照）。

RIPに関する注意事項と制約事項
RIPには、次の注意事項および制限事項があります。

• CiscoNX-OSでは、RIPv1はサポートされていません。CiscoNX-OSは、RIPv1パケットを
受信すると、メッセージを記録してパケットをドロップします。

• Cisco NX-OSは、RIPv1ルータとの隣接関係を確立しません。
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RIPのデフォルト設定
次の表に、RIPパラメータのデフォルト設定を示します。

表 11 :デフォルトの RIPパラメータ

デフォルトパラメータ

16ロードバランシングを行う最大パス

数

ディセーブルRIP機能

有効

（Enabled）
スプリットホライズン

RIPの設定

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能に対応する Cisco NX-OSコマンドは通常使用す
る Cisco IOSコマンドと異なる場合があるので注意してください。

（注）

RIP機能のイネーブル化
RIPを設定する前に、RIP機能をイネーブルにする必要があります。

手順の概要

1. configure terminal
2. feature rip

3. （任意） show feature

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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目的コマンドまたはアクション

RIP機能を有効にします。feature rip

例：

ステップ 2

switch(config)# feature rip

有効および無効にされた機能を表示します。（任意） show feature

例：

ステップ 3

switch(config)# show feature

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config startup-config

例

no feature rip コマンドを使用して、RIP機能をディセーブルにし、関連するコンフィ
ギュレーションをすべて削除します。

目的コマンド

RIP機能をディセーブルにして、関連するすべての設定を削
除します。

no feature rip

例：

switch(config)# no feature rip

RIPインスタンスの作成
RIPインスタンスを作成し、そのインスタンスのアドレスファミリを設定できます。

始める前に

DHCP機能が有効になっていることを確認します。RIP機能のイネーブル化のセクションを参
照してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. router rip instance-tag

3. address-family ipv4 unicast

4. （任意） show ip rip [ instance instance-tag ] [ vrf vrf-name ]
5. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

instance-tag値を設定して、新しい RIPインスタン
スを作成します。

router rip instance-tag

例：

ステップ 2

switch(config)# router RIP Enterprise
switch(config-router)#

この RIPインスタンスのアドレスファミリを設定
し、アドレスファミリコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

address-family ipv4 unicast

例：

switch(config-router)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-af)#

ステップ 3

すべての RIPインスタンスの RIP要約情報を表示し
ます。

（任意） show ip rip [ instance instance-tag ] [ vrf
vrf-name ]

例：

ステップ 4

switch(config-router-af)# show ip rip

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config)# copy running-config startup-config

例

RIPインスタンスおよび関連するすべての設定を削除する場合は、no router ripコマン
ドを使用します。

目的コマンド

RIPインスタンスおよび関連するすべての設定を
削除します。

no router rip instance-tag

例：

switch(config)# no router rip Enterprise

インターフェイスモードで設定した RIPコマンドを削除することも必要です。（注）

アドレスファミリコンフィギュレーションモードでは、RIPに次のオプションパラ
メータを設定できます。
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目的コマンド

RIPのアドミニストレーティブディスタンスを設定しま
す。範囲は 1～ 255です。デフォルトは 120です。「アド
ミニストレーティブディスタンス」のセクションを参照

してください。

distance value

例：

switch(config-router-af)#
distance 30

RIPがルートテーブルで維持する等コストパスの最大数
を設定します。指定できる範囲は 1～ 32です。デフォル
トは 16です。

maximum-paths number

例：

switch(config-router-af)#
maximum-paths 6

次に、IPv4に対応するRIPインスタンスを作成し、ロードバランシングのための等コ
ストパス数を設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router rip Enterprise
switch(config-router)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-af)# max-paths 10
switch(config-router-af)# copy running-config startup-config

RIPインスタンスの再起動
RIPインスタンスの再起動が可能です。再起動すると、インスタンスのすべてのネイバーが消
去されます。

RIPインスタンスを再起動し、関連付けられたすべてのネイバーを削除するには、次のコマン
ドを使用します。

目的コマンド

RIPインスタンスを再起動し、すべてのネイバーを
削除します。

restart rip instance-tag

例：

switch(config)# restart rip Enterprise

インターフェイスでの RIPの設定
RIPインスタンスにインターフェイスを追加できます。

始める前に

RIP機能がイネーブルになっていることを確認します（RIP機能のイネーブル化を参照してく
ださい）。

手順の概要

1. configure terminal
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2. interface interface-type slot/port

3. no switchport
4. ip router rip instance-tag

5. （任意） show ip rip [ instance instance-tag ] interface [ interface-type slot/port ] [ vrf vrf-name
] [ detail ]

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-type slot/port

例：

ステップ 2

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

そのインターフェイスを、レイヤ 3ルーテッドイン
ターフェイスとして設定します。

no switchport

例：

ステップ 3

switch(config-if)# no switchport

このインターフェイスをRIPインスタンスに関連付
けます。

ip router rip instance-tag

例：

ステップ 4

switch(config-if)# ip router rip Enterprise

インターフェイスの RIP情報を表示します。（任意） show ip rip [ instance instance-tag ] interface
[ interface-type slot/port ] [ vrf vrf-name ] [ detail ]

ステップ 5

例：

switch(config-if)# show ip rip Enterprise
tethernet 1/2

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、RIPインスタンスにインターフェイス ethernet 1/2を追加する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# ip router rip Enterprise
switch(config)# copy running-config startup-config
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RIPインスタンスの再起動
RIPインスタンスの再起動が可能です。再起動すると、インスタンスのすべてのネイバーが消
去されます。

RIPインスタンスを再起動し、関連付けられたすべてのネイバーを削除するには、次のコマン
ドを使用します。

目的コマンド

RIPインスタンスを再起動し、すべてのネイバーを
削除します。

restart rip instance-tag

例：

switch(config)# restart rip Enterprise

インターフェイスでの RIPの設定
RIPインスタンスにインターフェイスを追加できます。

始める前に

RIP機能がイネーブルになっていることを確認します（RIP機能のイネーブル化を参照してく
ださい）。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. no switchport
4. ip router rip instance-tag

5. （任意） show ip rip [ instance instance-tag ] interface [ interface-type slot/port ] [ vrf vrf-name
] [ detail ]

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-type slot/port

例：

ステップ 2

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#
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目的コマンドまたはアクション

そのインターフェイスを、レイヤ 3ルーテッドイン
ターフェイスとして設定します。

no switchport

例：

ステップ 3

switch(config-if)# no switchport

このインターフェイスをRIPインスタンスに関連付
けます。

ip router rip instance-tag

例：

ステップ 4

switch(config-if)# ip router rip Enterprise

インターフェイスの RIP情報を表示します。（任意） show ip rip [ instance instance-tag ] interface
[ interface-type slot/port ] [ vrf vrf-name ] [ detail ]

ステップ 5

例：

switch(config-if)# show ip rip Enterprise
tethernet 1/2

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、RIPインスタンスにインターフェイス ethernet 1/2を追加する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# ip router rip Enterprise
switch(config)# copy running-config startup-config

RIP認証の設定

始める前に

RIP機能がイネーブルになっていることを確認します（RIP機能のイネーブル化を参照）。

認証をイネーブルにする前に、必要に応じてキーチェーンを設定します。キーチェーン実装の

詳細については、CiscoNexus 3548スイッチNX-OSセキュリティ構成ガイドを参照してくださ
い。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. no switchport
4. ip rip authentication mode { text | md5 }
5. ip rip authentication key-chain key
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6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-type slot/port

例：

ステップ 2

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

そのインターフェイスを、レイヤ 3ルーテッドイン
ターフェイスとして設定します。

no switchport

例：

ステップ 3

switch(config-if)# no switchport

クリアテキストまたはMD5認証ダイジェストとし
て、このインターフェイスにおけるRIP認証タイプ
を設定します。

ip rip authentication mode { text | md5 }

例：

switch(config-if)# ip rip authentication mode md5

ステップ 4

このインターフェイス上でRIPに使用する認証キー
を設定します。

ip rip authentication key-chain key

例：

ステップ 5

switch(config-if)# ip rip authentication keychain
RIPKey

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、キーチェーンを作成し、RIPインターフェイス上でMD5認証を設定する例を示
します。

switch# configure terminal
switch(config)# key chain RIPKey
switch(config)# key-string myrip
switch(config)# accept-lifetime 00:00:00 Jan 01 2000 infinite
switch(config)# send-lifetime 00:00:00 Jan 01 2000 infinite
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# ip rip authentication mode md5
switch(config-if)# ip rip authentication keychain RIPKey
switch(config-if)# copy running-config startup-config

Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSユニキャストルーティング構成ガイド、リリース 10.3(x)
234

RIPの設定

RIP認証の設定



パッシブインターフェイスの設定

インターフェイスを受動モードに設定することによって、ルートを受信するが、ルートアップ

デートの送信は行わないように RIPインターフェイスを設定できます。

受動モードでRIPインターフェイスを設定するには、インターフェイス設定モードで次のコマ
ンドを使用します。

目的コマンド

インターフェイスを受動モードに設定します。ip rip passive-interface

例：

switch(config-if)# ip rip passive-interface

ポイズンリバースを指定したスプリットホライズンの設定

インターフェイスの設定でポイズンリバースをイネーブルにすると、RIPが学習したルートに
ついて、ルートを学習したインターフェイス経由では到達不能であることをアドバタイズでき

ます。

インターフェイス上で、ポイズンリバースを指定してスプリットホライズンを設定するには、

インターフェイスコンフィギュレーションモードで次のコマンドを使用します。

目的コマンド

ポイズンリバースを指定してスプリットホライズンをイ

ネーブルにします。ポイズンリバースを指定したスプリッ

トホライズンは、デフォルトでディセーブルです。

ip rip poison-reverse

例：

switch(config-if)# ip rip
poison-reverse

ルート集約の設定

ルーティングテーブルでサマリーアドレスによって表される集約アドレスを作成できます。

Cisco NX-OSは、固有性の強いすべてのルートの中でメトリックが最小のサマリーアドレス
メトリックをアドバタイズします。

インターフェイス上でサマリーアドレスを設定するには、インターフェイスコンフィギュレー

ションモードで次のコマンドを使用します。

目的コマンド

IPv4アドレスに対応する、RIP用のサマリー
アドレスを設定します。

ip rip summary-address ip-prefix/mask-len

例：

switch(config-if)# ip router rip
summary-address 192.0.2.0/24
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ルートの再配布の設定

別のルーティングプロトコルからのルーティング情報を受け入れて、RIPネットワークを通じ
てその情報を再配布するように、RIPを設定できます。再配布されたルートを任意で、デフォ
ルトルートとして割り当てることができます。

始める前に

RIP機能がイネーブルになっていることを確認します（RIP機能のイネーブル化を参照）。

再配布を設定する前に、ルートマップを設定します。ルートマップの設定の詳細については、

「ルートマップの設定」セクションを参照してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. router rip instance-tag

3. address-family ipv4 unicast
4. bgp {direct as | eigrp | {ospf | ospfv3 | rip | static | route-map} instance-tag | } redistributemap-name
5. （任意） default-information originate [ always ] [ route-map map-name ]
6. （任意） default-metric value

7. （任意） show ip rip route [ ip-prefix [ longer-prefixes | shorter-prefixes ] [ vrf vrf-name] [summary
]

8. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

instance-tag値を設定して、新しい RIPインスタン
スを作成します。

router rip instance-tag

例：

ステップ 2

switch(config)# router RIP Enterprise
switch(config-router)#

この RIPインスタンスのアドレスファミリを設定
し、アドレスファミリコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

address-family ipv4 unicast

例：

switch(config-router)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-af)#

ステップ 3

他のプロトコルからのルートを RIPに再配布しま
す。ルートマップの設定の詳細については、ルート

マップの設定のセクションを参照してください。

bgp {direct as | eigrp | {ospf | ospfv3 | rip | static |
route-map} instance-tag | } redistributemap-name

例：

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

switch(config-router-af)# redistribute eigrp 201
route-map RIPmap

RIPにデフォルトルートを生成し、必要に応じて
ルートマップにより制御します。

（任意） default-information originate [ always ] [
route-map map-name ]

例：

ステップ 5

switch(config-router-af)# default-information
originate always

再配布されたすべてのルートにデフォルトメトリッ

クを設定します。有効な範囲は1～15です。デフォ
ルトは 1です。

（任意） default-metric value

例：

switch(config-router-af)# default-metric 10

ステップ 6

RIPのルートを表示します。（任意） show ip rip route [ ip-prefix [ longer-prefixes
| shorter-prefixes ] [ vrf vrf-name] [summary ]

ステップ 7

例：

switch(config-router-af)# show ip rip route

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 8

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、EIGRPを RIPに再配布する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router rip Enterprise
switch(config-router)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-af)# redistribute eigrp 201 route-map RIPmap
switch(config-router-af)# copy running-config startup-config

仮想化の設定

複数の VRFを作成できます。また、各 VRFで同じ RIPインスタンスを使用することも、複数
の RIPインスタンスを使用することも可能です。VRFに RIPインターフェイスを割り当てま
す。

インターフェイスの VRFを設定した後に、インターフェイスの他のすべてのパラメータを設
定します。インターフェイスの VRFを設定すると、そのインターフェイスのすべての設定が
削除されます。

（注）
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始める前に

RIP機能がイネーブルになっていることを確認します（RIP機能のイネーブル化を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. vrf vrf-name

3. exit
4. router rip instance-tag

5. vrf context vrf-name

6. （任意） address-family ipv4 unicast

7. （任意） bgp {direct as | eigrp | {ospf | ospfv3 | rip | static | route-map} instance-tag | }
redistributemap-name

8. interface ethernet slot/port

9. no switchport
10. vrf member vrf-name

11. ip address ip-prefix/length

12. ip router rip instance-tag

13. （任意） show ip rip route [ ip-prefix [ longer-prefixes | shorter-prefixes ] [ vrf vrf-name]
[summary ]

14. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新しい VRFを作成します。vrf vrf-name

例：

ステップ 2

switch(config)# vrf RemoteOfficeVRF
switch(config-vrf)#

VRF設定モードを終了します。exit

例：

ステップ 3

switch(config-vrf)# exit
switch(config)#

instance-tag値を設定して、新しい RIPインスタン
スを作成します。

router rip instance-tag

例：

ステップ 4

switch(config)# router RIP Enterprise
switch(config-router)#
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目的コマンドまたはアクション

新しいVRFを作成し、VRF設定モードを開始しま
す。

vrf context vrf-name

例：

ステップ 5

switch(config)# vrf context RemoteOfficeVRF
switch(config-vrf)#

この RIPインスタンスのVRFアドレスファミリを
設定します。

（任意） address-family ipv4 unicast

例：

ステップ 6

switch(config-router)# address-family ipv4
unicast
switch(config-router-af)#

他のプロトコルからのルートを RIPに再配布しま
す。ルートマップの設定の詳細については、ルー

トマップの設定のセクションを参照してください。

（任意） bgp {direct as | eigrp | {ospf | ospfv3 | rip |
static | route-map} instance-tag | } redistributemap-name

例：

ステップ 7

switch(config-router-af)# redistribute eigrp 201
route-map RIPmap

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。

interface ethernet slot/port

例：

ステップ 8

switch(config-router-vrf-af)# interface ethernet
1/2
switch(config-if)#

そのインターフェイスを、レイヤ 3ルーテッドイ
ンターフェイスとして設定します。

no switchport

例：

ステップ 9

switch(config-if)# no switchport

このインターフェイスを VRFに追加します。vrf member vrf-name

例：

ステップ 10

switch(config-if)# vrf member RemoteOfficeVRF

このインターフェイスのIPアドレスを設定します。
このステップは、このインターフェイスを VRFに
割り当てたあとに行う必要があります。

ip address ip-prefix/length

例：

switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/16

ステップ 11

このインターフェイスを RIPインスタンスに関連
付けます。

ip router rip instance-tag

例：

ステップ 12

switch(config-if)# ip router rip Enterprise

RIPのルートを表示します。（任意） show ip rip route [ ip-prefix [ longer-prefixes
| shorter-prefixes ] [ vrf vrf-name] [summary ]

ステップ 13

例：

switch(config-router-af)# show ip rip route
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目的コマンドまたはアクション

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 14

switch(config)# copy running-config
startup-config

例

次に、VRFを作成して、その VRFにインターフェイスを追加する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# vrf context RemoteOfficeVRF
switch(config-vrf)# exit
switch(config)# router rip Enterprise
switch(config-router)# vrf RemoteOfficeVRF
switch(config-router-vrf)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-vrf-af)# redistribute eigrp 201 route-map RIPmap
switch(config-router-vrf-af)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# vrf member RemoteOfficeVRF
switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/16
switch(config-if)# ip router rip Enterprise
switch(config-if)# copy running-config startup-config

RIPの調整
ネットワーク要件に適合するように RIPを調整できます。RIPでは複数のタイマーを使用し
て、ルーティングアップデート間隔、ルートが無効になるまでの時間の長さ、およびその他の

パラメータを決定します。これらのタイマーを調整すると、インターネットワークのニーズに

適合するように、ルーティングプロトコルのパフォーマンスを調整できます。

ネットワーク上のすべての RIP対応ルータで、RIPタイマーに同じ値を設定する必要がありま
す。

（注）

RIPを調整するには、アドレスファミリコンフィギュレーションモードで次のオプションコ
マンドを使用します。
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目的コマンド

RIPタイマーを秒数で設定します。パラメータは次のとおりです。

• update：指定できる範囲は 5～任意の正の整数。デフォルト
は 30です。

• timeout：ルートの無効を宣言するまでに、 Cisco NX-OSが待
機する時間。タイムアウトインターバルが終了するまでに、

このルートのアップデート情報をCiscoNX-OSが受信しなかっ
た場合、Cisco NX-OSはルートの無効を宣言します。指定で
きる範囲は1～任意の正の整数です。デフォルトは180です。

• holddown：無効ルートに関するよりよいルート情報を Cisco
NX-OSが無視する時間。指定できる範囲は 0～任意の正の整
数です。デフォルトは 180です。

• garbage-collection：Cisco NX-OSがルートを無効として表示し
てから、Cisco NX-OSがそのルートをルーティングテーブル
から削除するまでの時間。指定できる範囲は 1～任意の正の
整数です。デフォルトは 120です。

timers basic update timeout
holddown garbage-collection

例：

switch(config-router-af)#
timers basic 40 120 120
100

RIPを調整するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで次のオプションコ
マンドを使用します。

目的コマンド

このインターフェイスで受信する各ルータのメト

リックに値を追加します。有効な範囲は 1～ 15
です。デフォルトは 1です。

ip rip metric-offset value

例：

switch(config-if)# ip rip metric-offset
10

着信または発信 RIPアップデートをフィルタリ
ングするための、ルートマップを指定します。

ip rip route-filter {prefix-list list-name |
route-map map-name | [ in | out ]}

例：

switch(config-if)# ip rip route-filter
route-map InputMap in

RIPの設定の確認
RIPの設定情報を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

RIPインスタンスの状態を表示します。show ip rip instance [instance-tag] [vrf vrf-name]
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目的コマンド

インターフェイスのRIPステータスを表示
します。

show ip rip [instance instance-tag] interface slot/port
detail [vrf vrf-name]

RIPネイバーテーブルを表示します。show ip rip [instance instance-tag] neighbor
[interface-type number] [vrf vrf-name]

RIPルートテーブルを表示します。show ip rip [instance instance-tag] route
[ip-prefix/lengh [longer-prefixes | shorter--prefixes]]
[summary] [vrf vrf-name]

現在実行中のRIPコンフィギュレーション
を表示します。

show running-configuration rip

RIP統計情報の表示
RIP統計情報設定表示するには、次のコマンドを使用します。

目的コマンド

RIPポリシーステータスを表示し
ます。

show ip rip [instance instance-tag] policy statistics
redistribute { bgp as | direct | { eigrp | ospf | ospfv3 | rip }
instance-tag | static} [vrf vrf-name]

RIPの統計情報を表示します。show ip rip [instance instance-tag] statistics interface-type
number] [vrf vrf-name]

clear ip rip policyコマンドを使用して、ポリシー統計情報をクリアします。

clear ip rip statisticsコマンドを使用して、RIP統計情報をクリアします。

RIPの設定例
VRFで Enterprise RIPインスタンスを作成し、その RIPインスタンスにイーサネットインター
フェイス 1/2を追加する例を示します。さらに、enthernet interface 1/2の認証を設定し、この
RIPドメインに EIGRPを再配布します。
vrf context NewVRF

!

feature rip

router rip Enterprise

vrf NewVRF

address-family ip unicast
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redistribute eigrp 201 route-map RIPmap

max-paths 10

!

interface ethernet 1/2

no switchport

vrf NewVRF

ip address 192.0.2.1/16

ip router rip Enterprise

ip rip authentication mode md5

ip rip authentication keychain RIPKey

関連項目
ルートマップの詳細については、Route Policy Managerの設定を参照してください。

その他の参考資料
RIPの実装に関連する詳細情報については、次の項を参照してください。

•関連資料

•標準

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco Nexus 3000 Series Command Reference』RIP CLIコマン
ド

標準

タイト

ル

標準

—この機能でサポートされる新規の標準または変更された標準はありません。また、

既存の標準のサポートは変更されていません。
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第 10 章

スタティックルーティングの設定

この章では、CiscoNX-OSスイッチ上でスタティックルーティングを設定する方法について説
明します。

この章は、次の項で構成されています。

•スタティックルーティングについての情報（245ページ）
•スタティックルーティングの前提条件（247ページ）
•スタティックルーティングの注意事項および制約事項（247ページ）
•静的ルーティングのデフォルト設定（248ページ）
•スタティックルーティングの設定（248ページ）
•スタティックルーティングの設定確認（250ページ）
•設定：スタティックスタティックルーティングの例（251ページ）
•その他の参考資料（251ページ）

スタティックルーティングについての情報
ルータは、ユーザーが手動で設定したルートテーブルエントリのルート情報を使用するか、

またはダイナミックルーティングアルゴリズムで計算されたルート情報を使用して、パケッ

トを転送します。

スタティックルートは、2つのルータ間の明示パスを定義するものであり、自動的にはアップ
デートされません。ネットワークに変更があった場合は、ユーザーが手動でスタティックルー

トを再設定する必要があります。スタティックルートは、ダイナミックルートに比べて使用

する帯域幅が少なくなります。ルーティングアップデートの計算や分析に CPUサイクルを使
用しません。

必要に応じて、スタティックルートでダイナミックルートを補うことができます。スタティッ

クルートをダイナミックルーティングアルゴリズムに再配布することはできますが、ダイナ

ミックルーティングアルゴリズムで計算されたルーティング情報をスタティックルーティン

グテーブルに再配布することはできません。

スタティックルートは、ネットワークトラフィックが予測可能で、ネットワーク設計が単純

な環境で使用します。スタティックルートはネットワークの変化に対応できないので、大規模

でたえず変化しているネットワークでは、スタティックルートを使用すべきではありません。
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大部分のネットワークは、ルータ間の通信にダイナミックルートを使用しますが、特殊な状況

でスタティックルートを 1つか 2つ設定する場合があります。スタティックルートは、最終
手段としてのゲートウェイ（ルーティング不能なすべてのパケットの送信先となるデフォルト

ルータ）を指定する場合にも便利です。

アドミニストレーティブディスタンス

アドミニストレーティブディスタンスは、2つの異なるルーティングプロトコルから同じ宛先
に、2つ以上のルートが存在する場合に、最適なパスを選択するために、ルータが使用するメ
トリックです。複数のプロトコルがユニキャストルーティングテーブルに同じルートを追加

した場合に、アドミニストレーティブディスタンスを手がかりに、他のルーティングプロト

コル（またはスタティックルート）ではなく、特定のルーティングプロトコル（またはスタ

ティックルート）が選択されます。各ルーティングプロトコルは、アドミニストレーティブ

ディスタンス値を使用して、信頼性の高い順にプライオリティが与えられます。

スタティックルートのデフォルトのアドミニストレーティブディスタンスは 1です。ルータ
は値の小さいルートが最短であると見なすので、スタティックルートがダイナミックルート

より優先されます。ダイナミックルートでスタティックルートを上書きする場合は、スタ

ティックルートにアドミニストレーティブディスタンスを指定します。たとえば、アドミニ

ストレーティブディスタンスが 120のダイナミックルートが 2つある場合に、ダイナミック
ルートでスタティックルートを上書きするには、スタティックルートに 120より大きいアド
ミニストレーティブディスタンスを指定します。

直接接続のスタティックルート

直接接続のスタティックルートで指定しなければならないのは、出力インターフェイス（あら

ゆるパケットを宛先ネットワークに送り出すインターフェイス）だけです。ルータは宛先が出

力インターフェイスに直接接続されているものと見なし、パケットの宛先をネクストホップ

アドレスとして使用します。ネクストホップは、ポイントツーポイントインターフェイスの場

合に限り、インターフェイスにできます。ブロードキャストインターフェイスの場合は、ネク

ストホップを IPv4アドレスにする必要があります。

フローティングスタティックルート

フローティングスタティックルートは、ダイナミックルートをバックアップするためにルー

タが使用するスタティックルートです。フローティングスタティックルートには、バックアッ

プするダイナミックルートより大きいアドミニストレーティブディスタンスを設定する必要

があります。この場合、ルータはフローティングスタティックルートよりダイナミックルー

トを優先させます。フローティングスタティックルートは、ダイナミックルートが失われた

場合の代用として使用できます。
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デフォルトでは、ルータはダイナミックルートよりスタティックルートを優先させます。ス

タティックルートの方がダイナミックルートより、アドミニストレーティブディスタンスが

小さいからです。

（注）

完全指定のスタティックルート

完全指定のスタティックルートでは、出力インターフェイス（あらゆるパケットを宛先ネット

ワークに送り出すインターフェイス）またはネクストホップアドレスのどちらかを指定する

必要があります。完全指定のスタティックルートを使用できるのは、出力インターフェイスが

マルチアクセスインターフェイスで、ネクストホップアドレスを特定する必要がある場合で

す。ネクストホップアドレスは、指定された出力インターフェイスに直接接続する必要があり

ます。

スタティックルートのリモートネクストホップ

リモート（非直接接続）ネクストホップを指定したスタティックルートの場合、ルータに直

接接続されていない隣接ルータのネクストホップアドレスを指定できます。データ転送時に、

スタティックルートにリモートネクストホップがあると、そのネクストホップがユニキャス

トルーティングテーブルで繰り返し使用され、リモートネクストホップに到達可能な、対応

する直接接続のネクストホップ（複数可）が特定されます。

仮想化のサポート

スタティックルートは仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスをサポートします。
デフォルトでは、特に別の VRFを設定しない限り、Cisco NX-OSはユーザーをデフォルトの
VRFに配置します。

スタティックルーティングの前提条件
スタティックルーティングの前提条件は、次のとおりです。

•スタティックルートのネクストホップアドレスは到達可能である必要があります。そう
でないと、そのスタティックルートはユニキャストルーティングテーブルに追加されま

せん。

スタティックルーティングの注意事項および制約事項
スタティックルーティング設定時の注意事項および制約事項は、次のとおりです。

Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSユニキャストルーティング構成ガイド、リリース 10.3(x)
247

スタティックルーティングの設定

完全指定のスタティックルート



•スタティックルートのネクストホップアドレスとしてインターフェイスを指定できるの
は、GREトンネルなどのポイントツーポイントインターフェイスの場合に限られます。

静的ルーティングのデフォルト設定
表にスタティックルーティングパラメータのデフォルト設定を示します。

表 12 :デフォルトのスタティックルーティングパラメータ

デフォル

ト

パラメータ

1アドミニストレーティブディスタン

ス

無効RIP機能

スタティックルーティングの設定

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能に対応する Cisco NX-OSコマンドは通常使用す
る Cisco IOSコマンドと異なる場合があるので注意してください。

（注）

スタティックルーティングの設定

ルータ上でスタティックルートを設定できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip route { ip-prefix | ip-addr ip-mask } {[ next-hop | nh-prefix ] | [ interface next-hop | nh-prefix ]} [

tag tag-value [ pref ]
3. （任意） show ip static-route

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

switch# configure terminal
switch(config)#

スタティックルートおよびこのスタティックルー

ト用のインターフェイスを設定します。任意でネク

ip route { ip-prefix | ip-addr ip-mask } {[ next-hop |
nh-prefix ] | [ interface next-hop | nh-prefix ]} [ tag
tag-value [ pref ]

ステップ 2

ストホップアドレスを設定できます。pref値で管理

例： 上の距離を設定します。範囲は 1～ 255です。デ
フォルトは 1です。switch(config)# ip route 192.0.2.0/8 ethernet 1/2

192.0.2.4

スタティックルート情報を表示します。（任意） show ip static-route

例：

ステップ 3

switch(config)# show ip static-route

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config startup-config

例

スタティックルートの設定例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip route 192.0.2.0/8 192.0.2.10
switch(config)# copy running-config startup-config

no ip static-routeコマンドを使用すれば、スタティックルートを削除できます。

仮想化の設定

VRFでスタティックルートを設定できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. vrf context vrf-name

3. ip route { ip-prefix | ip-addr ip-mask } {[ next-hop | nh-prefix ] | [ interface next-hop | nh-prefix ]} [
tag tag-value [ pref ]

4. （任意） show ip static-route vrf vrf-name

5. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

VRFを作成し、VRF設定モードを開始します。vrf context vrf-name

例：

ステップ 2

switch(config)# vrf context StaticVrf

スタティックルートおよびこのスタティックルー

ト用のインターフェイスを設定します。任意でネク

ip route { ip-prefix | ip-addr ip-mask } {[ next-hop |
nh-prefix ] | [ interface next-hop | nh-prefix ]} [ tag
tag-value [ pref ]

ステップ 3

ストホップアドレスを設定できます。pref値で管理

例： 上の距離を設定します。範囲は 1～ 255です。デ
フォルトは 1です。switch(config)# ip route 192.0.2.0/8 ethernet 1/2

192.0.2.4

スタティックルート情報を表示します。（任意） show ip static-route vrf vrf-name

例：

ステップ 4

switch(config)# show ip static-route

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config)# copy running-config startup-config

例

スタティックルートの設定例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# vrf context StaticVrf
switch(config-vrf)# ip route 192.0.2.0/8 192.0.2.10
switch(config-vrf)# copy running-config startup-config

スタティックルーティングの設定確認
スタティックルーティングの設定情報を表示するには、次のコマンドを使用します。

目的コマンド

設定されているスタティックルートを表示します。show ip
static-route
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設定：スタティックスタティックルーティングの例
次に、スタティックルーティングの設定例を示します。

configure terminal
ip route 192.0.2.0/8 192.0.2.10
copy running-config startup-config

その他の参考資料
スタティックルーティングの実装に関連する詳細情報については、次の項を参照してくださ

い。

•関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco Nexus 3000 Series Command Reference』スタティックルーティングCLI
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第 11 章

レイヤ 3仮想化の設定

この章では、レイヤ 3仮想化の設定手順について説明します。

この章は、次の項で構成されています。

•レイヤ 3仮想化（253ページ）
• VRFの注意事項と制約事項（257ページ）
• VRF-Liteの注意事項と制限事項（257ページ）
• VRFルートリークの注意事項と制約事項（258ページ）
•デフォルト設定（258ページ）
• VRFの設定（259ページ）
• VRFの設定の確認（265ページ）
• VRFの設定例（265ページ）
•関連項目（268ページ）
•その他の参考資料（268ページ）
• VRF機能の履歴（268ページ）

レイヤ 3仮想化
このセクションは、次のトピックで構成されています。

レイヤ 3仮想化の概要
Cisco NX-OSは、仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスをサポートしています。
各VRFには、IPv4に対応するユニキャストルートテーブルを備えた、独立したアドレス空間
が 1つずつあり、他の VRFと無関係にルーティングを決定できます。

ルータごとに、デフォルト VRFおよび管理 VRFがあります。すべてのレイヤ 3インターフェ
イスおよびルーティングプロトコルは、ユーザが別の VRFに割り当てない限り、デフォルト
VRFに存在します。mgmt0インターフェイスは、管理 VRF内に存在します。スイッチは、
VRF-Lite機能を使用して、カスタマーエッジ（CE）スイッチで複数の VRFをサポートしま
す。VRF-Liteによって、サービスプロバイダーは 1つのインターフェイスを使用して、重複
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する IPアドレスを持つ複数のバーチャルプライベートネットワーク（VPN）をサポートでき
ます。

スイッチでは、VPNのサポートのためにマルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）が
使用されません。

（注）

VRFおよびルーティング
すべてのユニキャストおよびマルチキャストルーティングプロトコルはVRFをサポートしま
す。VRFでルーティングプロトコルを設定する場合は、同じルーティングプロトコルインス
タンスの別の VRFのルーティングパラメータに依存しないルーティングパラメータをその
VRFに設定します。

VRFにインターフェイスおよびルーティングプロトコルを割り当てることによって、仮想レ
イヤ 3ネットワークを作成できます。インターフェイスが存在する VRFは 1つだけです。次
の図は、1つの物理ネットワークが 2つのVRFからなる 2つの仮想ネットワークに分割されて
いる例を示しています。ルータ Z、A、および Bは、VRF Redにあり、1つのアドレスドメイ
ンを形成しています。これらのルータは、ルータ Cが含まれないルートアップデートを共有
します。ルータ Cは別の VRFで設定されているからです。

図 16 :ネットワーク内の VRF

デフォルトで、着信インターフェイスの VRFを使用して、ルート検索に使用するルーティン
グテーブルを選択します。ルートポリシーを設定すると、この動作を変更し、Cisco NX-OS
が着信パケットに使用する VRFを設定できます。

VRFは VRF間のルートリーク（インポートまたはエクスポート）をサポートします。いくつ
かの制限が、VRF-Liteのルートリークに適用されます。詳細については、VRFルートリーク
の注意事項と制約事項のセクションを参照してください。

VRF-Lite
VRF-Liteの機能によって、サービスプロバイダーは、VPN間で重複した IPアドレスを使用で
きる複数の VPNをサポートできます。VRF-Liteは入力インターフェイスを使用して異なる
VPNのルートを区別し、各 VRFに 1つまたは複数のレイヤ 3インターフェイスを対応付けて
仮想パケット転送テーブルを形成します。VRFのインターフェイスは、イーサネットポート
などの物理インターフェイス、またはVLANSVIなどの論理インターフェイスにすることがで
きますが、レイヤ 3インターフェイスは、一度に複数の VRFに属することはできません。
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VRF-Liteの実装では、マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）およびMPLSコント
ロールプレーンはサポートされません。

（注）

VRF-Liteインターフェイスは、レイヤ 3インターフェイスである必要があります。（注）

VRF認識サービス
Cisco NX-OSアーキテクチャの基本的な特徴として、すべての IPベースの機能が VRFを認識
することがあげられます。

次のVRF認識サービスは、特定のVRFを選択することにより、リモートサーバへの接続や、
選択した VRFに基づいた情報のフィルタリングを可能にします。

• AAA：詳細については、『Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSセキュリティ構成ガイド』
を参照してください。

• Call Home：詳細については、『Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSシステム管理構成ガイ
ド』を参照してください。

• HSRP：詳細については、「HSRPの構成」の章を参照してください。

• HTTP：詳細については、『Cisco Nexus 3548 Series NX-OS基本構成ガイド』を参照してく
ださい。

•ライセンス：詳細については、Cisco NX-OSライセンスガイドを参照してください。

• NTP：詳細については、『Cisco Nexus 3548スイッチNX-OSシステム管理構成ガイド』を
参照してください。

• RADIUS：詳細については、『Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSセキュリティ構成ガイ
ド』を参照してください。

• Pingと Traceroute：詳細については、『Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OS基本構成ガイ
ド』を参照してください。

• SSH：詳細については、『Cisco Nexus 3548スイッチ基本構成ガイド』を参照してくださ
い。

• SNMP：詳細については、『Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSシステム管理構成ガイド』
を参照してください。

• Syslog：詳細については、『Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSシステム管理構成ガイド』
を参照してください。

• TACACS+：詳細については、『Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSセキュリティ構成ガイ
ド』を参照してください。
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• TFTP：詳細については、『Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OS基本構成ガイド』を参照し
てください。

• VRRP：詳細については、「VRRPの構成」の章を参照してください。

各サービスで VRFサポートを設定する方法の詳細については、各サービスに対応したCisco
Nexus 3548スイッチ構成ガイドを参照してください。

Reachability

到達可能性は、サービスを提供するサーバに到達するために必要なルーティング情報がどの

VRFにあるかを示します。たとえば、管理 VRFで到達可能な SNMPサーバを設定できます。
ルータにサーバアドレスを設定する場合は、サーバに到達するために Cisco NX-OSが使用す
べき VRFも設定します。

次の図は、管理 VRFを介して到達可能な SNMPサーバを示しています。SNMPサーバホスト
192.0.2.1には管理 VRFを使用するように、ルータ Aを設定します。

図 17 :サービス VRFの到達可能性

フィルタリング

フィルタリングにより、VRFに基づいて VRF認識サービスに渡される情報のタイプを制限で
きます。たとえば、Syslogサーバが特定の VRFをサポートするように設定できます。次の図
は、それぞれが 1つのVRFをサポートしている 2つの syslogサーバーを示しています。syslog
サーバ Aは VRF Redで設定されているので、Cisco NX-OSは VRF Redで生成されたシステム
メッセージだけを syslogサーバ Aに送信します。

図 18 :サービス VRFのフィルタリング

到達可能性とフィルタリングの組み合わせ

VRF認識サービスの到達可能性とフィルタリングを組み合わせることができます。サービスに
接続するために Cisco NX-OSが使用する VRFとともに、そのサービスがサポートする VRFも
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設定できます。デフォルト VRFでサービスを設定する場合は、任意で、すべての VRFをサ
ポートするようにサービスを設定できます。

次の図は、管理VRFを介して到達可能なSNMPサーバを示しています。たとえば、SNMPサー
バが VRF Redからの SNMP通知だけをサポートするように設定できます。

図 19 :サービス VRFの到達可能性とフィルタリング

VRFの注意事項と制約事項
VRFには VRF Liteのシナリオにおいて次の設定の注意事項と制約事項があります:

•インターフェイスを既存のVRFのメンバにすると、CiscoNX-OSはあらゆるレイヤ 3設定
を削除します。VRFにインターフェイスを追加したあとで、すべてのレイヤ3パラメータ
を設定する必要があります。

•管理 VRFに mgmt0インターフェイスを追加し、そのあとで mgmt0の IPアドレスおよび
その他のパラメータを設定します。

• VRFが存在しないうちに VRFのインターフェイスを設定した場合は、VRFを作成するま
で、そのインターフェイスは運用上のダウンになります。

• Cisco NX-OSはデフォルトで、デフォルトと管理 VRFを作成します。mgmt0は管理 VRF
のメンバにする必要があります。

• write erase bootコマンドを実行しても、管理 VRFの設定は削除されません。まず write
erase commandコマンド、それからwrite erase bootコマンドを使用する必要があります。

VRF-Liteの注意事項と制限事項
VRF-liteには、次の注意事項と制限事項があります。

• VRF-liteを備えたスイッチは、各 VRFに対してそれぞれ、グローバルルーティングテー
ブルとは異なる IPルーティングテーブルを持ちます。

• VRF-liteが異なるVRFテーブルを使用するため、同じ IPアドレスを再利用できます。別々
の VPNでは IPアドレスの重複が許可されます。

• VRF-Liteでは、一部のMPLS-VRF機能（ラベル交換、LDPの隣接関係、またはラベル付
きパケット）がサポートされていません。

•複数の仮想レイヤ 3インターフェイスを VRF-liteスイッチに接続できます。
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•スイッチでは、物理ポートか VLAN SVI、またはその両方の組み合わせを使用して、VRF
を設定できます。SVIは、アクセスポートまたはトランクポートで接続できます。

•レイヤ 3 TCAMリソースは、すべての VRF間で共有されます。各 VRFが十分な CAM領
域を持つようにするには、maximum routesコマンドを使用します。

•すべての VRFでサポートされるルートの総数は、TCAMの容量によって制限されます。

• VRF-liteは、BGP、RIP、スタティックルーティングをサポートします。

• VRF-liteでは、EIGRPはサポートされません。

• VRF-Liteは、パケットスイッチングレートに影響しません。

•マルチキャストを同時に同一のレイヤ 3インターフェイス上に設定することはできませ
ん。

VRFルートリークの注意事項と制約事項
VRFルートリークには次の注意事項と制約事項があります。

•ルートリークはデフォルト以外の 2つの VRF間でサポートされます。また、デフォルト
VRFと任意の他の VRF間でもサポートされます。

•デフォルト VRFへのルートリークは、グローバル VRFであるため使用できません。

•指定した IPアドレスにマッチするルートマップのフィルタを使用して、特定のルートに
対してルートリークを制限できます。

•デフォルトでは、リークできる IPプレフィックスの最大数は 1000ルートに設定されてい
ます。この数値は 0から 1000までの任意の値に設定できます。

• VRFルートリークにはEnterpriseライセンスが必要で、BGPをイネーブルにする必要があ
ります。

デフォルト設定
次の表に、VRFパラメータのデフォルト設定値を示します。

表 13 :デフォルトの VRFパラメータ

デフォルトパラメータ

デフォルト、管

理

設定されている VRF

デフォルト VRFルーティングコンテキス

ト
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VRFの設定

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能に対応する Cisco NX-OSコマンドは通常使用す
る Cisco IOSコマンドと異なる場合があるので注意してください。

（注）

VRFの作成
スイッチに VRFを作成できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. vrf context name

3. ip route { ip-prefix | ip-addr ip-mask } {[ next-hop | nh-prefix ] | [ interface next-hop | nh-prefix ]} [
tag tag-value [ pref ]

4. （任意） show vrf [ vrf-name ]
5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新しい VRFを作成し、VRF設定モードを開始しま
す。nameには最大32文字の英数字を使用できます。
大文字と小文字は区別されます。

vrf context name

例：

switch(config)# vrf definition Enterprise
switch(config-vrf)#

ステップ 2

スタティックルートおよびこのスタティックルー

ト用のインターフェイスを設定します。任意でネク

ip route { ip-prefix | ip-addr ip-mask } {[ next-hop |
nh-prefix ] | [ interface next-hop | nh-prefix ]} [ tag
tag-value [ pref ]

ステップ 3

ストホップアドレスを設定できます。preference値

例： で管理上の距離を設定します。範囲は 1～ 255で
す。デフォルトは 1です。switch(config-vrf)# ip route 192.0.2.0/8 ethernet

1/2 192.0.2.4

VRF情報を表示します。（任意） show vrf [ vrf-name ]

例：

ステップ 4

switch(config-vrf)# show vrf Enterprise
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目的コマンドまたはアクション

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config)# copy running-config startup-config

例

VRFおよび関連する設定を削除するには、no vrf contextコマンドを使用します。

目的コマンド

VRFおよび関連するすべての設定を削除します。no vrf context name

例：

switch(config)# no vrf context Enterprise

グローバル設定モードで使用できるコマンドはすべて、VRF設定モードでも使用でき
ます。

次に、VRFを作成し、VRFにスタティックルートを追加する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# vrf context Enterprise
switch(config-vrf)# ip route 192.0.2.0/8 ethernet 1/2
switch(config-vrf)# exit
switch(config)# copy running-config startup-config

インターフェイスへの VRFメンバーシップの割当て
インターフェイスを VRFのメンバにできます。

始める前に

VRF用のインターフェイスを設定したあとで、インターフェイスに IPアドレスを割り当てま
す。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. vrf member vrf-name

4. ip address ip-prefix/length

5. show vrf vrf-name interface interface-type number

6. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-type slot/port

例：

ステップ 2

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

このインターフェイスを VRFに追加します。vrf member vrf-name

例：

ステップ 3

switch(config-if)# vrf member RemoteOfficeVRF

このインターフェイスの IPアドレスを設定します。
このステップは、このインターフェイスをVRFに割
り当てたあとに行う必要があります。

ip address ip-prefix/length

例：

switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/16

ステップ 4

VRF情報を表示します。show vrf vrf-name interface interface-type number

例：

ステップ 5

switch(config-vrf)# show vrf Enterprise interface
ethernet 1/2

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、VRFにインターフェイスを追加する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# vrf member RemoteOfficeVRF
switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/16
switch(config-if)# copy running-config startup-config

ルーティングプロトコル用の VRFパラメータの設定
1つまたは複数の VRFにルーティングプロトコルを関連付けることができます。ルーティン
グプロトコルに関する VRFの設定については、該当する章を参照してください。ここでは、
詳細な設定手順の例として、OSPFv2プロトコルを使用します。
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手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. vrf vrf-name

4. （任意） maximum-paths paths

5. interface interface-typeslot/port

6. vrf member vrf-name

7. ip address ip-prefix/length

8. ip router ospf instance-tag area area-id

9. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospf instance-tag

例：

ステップ 2

switch(config-vrf)# router ospf 201
switch(config-router)#

VRF設定モードを開始します。vrf vrf-name

例：

ステップ 3

switch(config-router)# vrf RemoteOfficeVRF
switch(config-router-vrf)#

この VRFのルートテーブル内の宛先への、同じ
OSPFv2パスの最大数を設定します。ロードバラン
シングに使用されます。

（任意） maximum-paths paths

例：

switch(config-router-vrf)# maximum-paths 4

ステップ 4

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-typeslot/port

例：

ステップ 5

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

このインターフェイスを VRFに追加します。vrf member vrf-name

例：

ステップ 6

switch(config-if)# vrf member RemoteOfficeVRF

このインターフェイスの IPアドレスを設定します。
このステップは、このインターフェイスをVRFに割
り当てたあとに行う必要があります。

ip address ip-prefix/length

例：

switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/16

ステップ 7
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目的コマンドまたはアクション

このインターフェイスを OSPFv2インスタンスおよ
び設定エリアに割り当てます。

ip router ospf instance-tag area area-id

例：

ステップ 8

switch(config-if)# ip router ospf 201 area 0

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 9

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、VRFを作成して、その VRFにインターフェイスを追加する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# vrf context RemoteOfficeVRF
switch(config-vrf)# exit
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# vrf RemoteOfficeVRF
switch(config-router-vrf)# maximum-paths 4
switch(config-router-vrf)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# vrf member RemoteOfficeVRF
switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/16
switch(config-if)# ip router ospf 201 area 0
switch(config-if)# exit
switch(config)# copy running-config startup-config

VRF認識サービスの設定
VRF認識サービスの到達可能性とフィルタリングを設定できます。VRF用サービスの設定手
順を扱っている、該当する章またはコンフィギュレーションガイドへのリンクについては、

VRF認識サービスのセクションを参照してください。ここでは、サービスの詳細な設定手順の
例として、SNMPおよび IPドメインリストを使用します。

手順の概要

1. configure terminal
2. snmp-server host ip-address [ filter_vrf vrf-name ] [ use-vrf vrf-name ]
3. vrf context vrf-name

4. ip domain-list domain-name [ all-vrfs ][ use-vrf vrf-name ]
5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

switch# configure terminal
switch(config)#

グローバルSNMPサーバを設定し、サービスに到達
するために Cisco NX-OSが使用する VRFを設定し

snmp-server host ip-address [ filter_vrf vrf-name ] [
use-vrf vrf-name ]

例：

ステップ 2

ます。選択したVRFからこのサーバへの情報をフィ
ルタリングするには、filter-vrfキーワードを使用し
ます。

switch(config)# snmp-server host 192.0.2.1 use-vrf
Red
switch(config-vrf)#

新しい VRFを作成します。vrf context vrf-name

例：

ステップ 3

switch(config)# vrf context Blue
switch(config-vrf)#

VRFでドメインリストを設定し、必要に応じて、リ
スト内のドメイン名に到達するために Cisco NX-OS
が使用する VRFを設定します。

ip domain-list domain-name [ all-vrfs ][ use-vrf vrf-name
]

例：

ステップ 4

switch(config-vrf)# ip domain-list List all-vrfs
use-vrf Blue
switch(config-vrf)#

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次の例は、VRFRed上の到達可能なSNMPホスト 192.0.2.1に、すべてのVRFのSNMP
情報を送信する方法を示しています。

switch# configure terminal
switch(config)# snmp-server host 192.0.2.1 for-all-vrfs use-vrf Red
switch(config)# copy running-config startup-config

次に、VRF Redで到達可能な SNMPホスト 192.0.2.12に対して、VRF Blueの SNMP情
報をフィルタリングする例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# vrf definition Blue
switch(config-vrf)# snmp-server host 192.0.2.12 use-vrf Red
switch(config)# copy running-config startup-config

VRFスコープの設定
すべての EXECコマンド（showコマンドなど）には、対応する VRFスコープを設定できま
す。VRFスコープを設定すると、EXECコマンド出力のスコープが設定された VRFに自動的
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に限定されます。このスコープは、一部のEXECコマンドで使用できるVRFキーワードによっ
て上書きできます。

VRFスコープを設定するには、EXECモードで次のコマンドを使用します。

目的コマンド

すべての EXECコマンドに対応するルーティングコンテキ
ストを設定します。デフォルトのルーティングコンテキス

トはデフォルト VRFです。

routing-context vrf vrf-name

例：

switch# routing-context vrf red

switch%red#

デフォルトの VRFスコープに戻すには、EXECモードで次のコマンドを使用します。

目的コマンド

デフォルトのルーティングコンテキストを設定し

ます。

routing-context vrf default

例：

switch%red# routing-context vrf default

switch#

VRFの設定の確認
VRFの設定情報を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

すべてまたは 1つの VRFの情報を表示します。show vrf [vrf-name]

すべてまたは1つのVRFの詳細情報を表示します。show vrf [vrf-name] detail

インターフェイスのVRFステータスを表示します。show vrf [vrf-name] [interface interface-type
slot/port]

VRFの設定例
次に、VRF Redを設定して、その VRFに SNMPサーバを追加し、VRF Redに OSPFインスタ
ンスを追加する例を示します。

vrf context Red
snmp-server host 192.0.2.12 use-vrf Red
router ospf 201
interface ethernet 1/2
vrf member Red
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ip address 192.0.2.1/16
ip router ospf 201 area 0

次に、VRF Redおよび Blueを設定し、各 VRFに OSPFインスタンスを追加して、各 OSPFイ
ンスタンスの SNMPコンテキストを作成する例を示します。

vrf context Red
vrf context Blue

feature ospf
router ospf Lab
vrf Red
router ospf Production
vrf Blue

interface ethernet 1/2
vrf member Red
ip address 192.0.2.1/16
ip router ospf Lab area 0
no shutdown

interface ethernet 10/2
vrf member Blue
ip address 192.0.2.1/16
ip router ospf Production area 0
no shutdown

snmp-server user admin network-admin auth md5 nbv-12345
snmp-server community public ro

snmp-server context lab instance Lab vrf Red
snmp-server context production instance Production vrf Blue
Use the SNMP context lab to access the OSPF-MIB values for the OSPF instance Lab in

VRF Red in the previous example.

次に、デフォルト以外の 2つの VRF間、およびデフォルト VRFからデフォルト以外の VRF
にルートリークを設定する例を示します。

feature bgp
vrf context Green
ip route 33.33.33.33/32 35.35.1.254
address-family ipv4 unicast
route-target import 3:3
route-target export 2:2
export map test
import map test
import vrf default map test
interface Ethernet1/7
vrf member Green
ip address 35.35.1.2/24
vrf context Shared

ip route 44.44.44.44/32 45.45.1.254
address-family ipv4 unicast
route-target import 1:1
route-target import 2:2
route-target export 3:3
export map test
import map test
import vrf default map test
interface Ethernet1/11
vrf member Shared
ip address 45.45.1.2/24
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router bgp 100
address-family ipv4 unicast
redistribute static route-map test
vrf Green
address-family ipv4 unicast
redistribute static route-map test
vrf Shared
address-family ipv4 unicast
redistribute static route-map test

ip prefix-list test seq 5 permit 0.0.0.0/0 le 32
route-map test permit 10
match ip address prefix-list test
ip route 100.100.100.100/32 55.55.55.1

nexus# show ip route vrf all
IP Route Table for VRF "default"
'*' denotes best ucast next-hop
'**' denotes best mcast next-hop
'[x/y]' denotes [preference/metric]
'%<string>' in via output denotes VRF <string>
55.55.55.0/24, ubest/mbest: 1/0, attached
*via 55.55.55.5, Lo0, [0/0], 00:07:59, direct
55.55.55.5/32, ubest/mbest: 1/0, attached
*via 55.55.55.5, Lo0, [0/0], 00:07:59, local
100.100.100.100/32, ubest/mbest: 1/0
*via 55.55.55.1, [1/0], 00:07:42, static

IP Route Table for VRF "management"
'*' denotes best ucast next-hop
'**' denotes best mcast next-hop
'[x/y]' denotes [preference/metric]
'%<string>' in via output denotes VRF <string>
0.0.0.0/0, ubest/mbest: 1/0
*via 10.29.176.1, [1/0], 12:53:54, static
10.29.176.0/24, ubest/mbest: 1/0, attached
*via 10.29.176.233, mgmt0, [0/0], 13:11:57, direct
10.29.176.233/32, ubest/mbest: 1/0, attached
*via 10.29.176.233, mgmt0, [0/0], 13:11:57, local

IP Route Table for VRF "Green"
'*' denotes best ucast next-hop
'**' denotes best mcast next-hop
'[x/y]' denotes [preference/metric]
'%<string>' in via output denotes VRF <string>
33.33.33.33/32, ubest/mbest: 1/0
*via 35.35.1.254, [1/0], 00:23:44, static
35.35.1.0/24, ubest/mbest: 1/0, attached
*via 35.35.1.2, Eth1/7, [0/0], 00:26:46, direct
35.35.1.2/32, ubest/mbest: 1/0, attached
*via 35.35.1.2, Eth1/7, [0/0], 00:26:46, local
44.44.44.44/32, ubest/mbest: 1/0
*via 45.45.1.254%Shared, [20/0], 00:12:08, bgp-100, external, tag 100
100.100.100.100/32, ubest/mbest: 1/0
*via 55.55.55.1%default, [20/0], 00:07:41, bgp-100, external, tag 100

IP Route Table for VRF "Shared"
'*' denotes best ucast next-hop
'**' denotes best mcast next-hop
'[x/y]' denotes [preference/metric]
'%<string>' in via output denotes VRF <string>
33.33.33.33/32, ubest/mbest: 1/0
*via 35.35.1.254%Green, [20/0], 00:12:34, bgp-100, external, tag 100
44.44.44.44/32, ubest/mbest: 1/0
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*via 45.45.1.254, [1/0], 00:23:16, static
45.45.1.0/24, ubest/mbest: 1/0, attached
*via 45.45.1.2, Eth1/11, [0/0], 00:25:53, direct
45.45.1.2/32, ubest/mbest: 1/0, attached
*via 45.45.1.2, Eth1/11, [0/0], 00:25:53, local
100.100.100.100/32, ubest/mbest: 1/0
*via 55.55.55.1%default, [20/0], 00:07:41, bgp-100, external, tag 100

nexus(config)#

関連項目
VRFの詳細については、次の項目を参照してください。

• Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OS基礎構成ガイド

• Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSシステム管理構成ガイド

その他の参考資料
仮想化の実装に関連する詳細情報については、次の項を参照してください。

•関連資料

•標準

関連資料

マニュアルタイトル関連項

目

『Cisco Nexus 3000 Series Command Reference』VRF
CLI

標準

タイト

ル

標準

—この機能でサポートされる新規の標準または変更された標準はありません。また、

既存の標準のサポートは変更されていません。

VRF機能の履歴
次の表に、この機能のリリースの履歴を示します。
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表 14 : VRF機能の履歴

機能情報リリース機能名

この機能が導入されました。5.0(3)A1(1)VRF

この機能が導入されました。6.0(2)A1(1)VRFルートリー
ク
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第 12 章

ユニキャスト RIBおよび FIBの設定

この章では、CiscoNexusスイッチのユニキャストルーティング情報ベース（RIB）および転送
情報ベース（FIB）のルートを設定し、管理する方法について説明します。

この章は、次の項で構成されています。

•ユニキャスト RIBおよび FIBについての情報（271ページ）
•ユニキャスト RIBおよび FIBの管理（273ページ）
•ユニキャスト RIBおよび FIBの確認（279ページ）
•その他の参考資料（280ページ）

ユニキャスト RIBおよび FIBについての情報
ユニキャスト RIB（IPv4 RIB）および FIBは、下に示すように、 Cisco NX-OSの転送アーキテ
クチャの一部です。

図 20 : CiscoNX-OSフォワーディングアーキテクチャ

ユニキャスト RIBは、直接接続のルート、スタティックルート、ダイナミックユニキャスト
ルーティングプロトコルで検出されたルートを含むルーティングテーブルを維持しています。
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また、アドレス解決プロトコル（ARP）などの送信元から、隣接情報を収集します。ユニキャ
ストRIBは、ルートに最適なネクストホップを決定し、さらにユニキャストFIB分散モジュー
ル（FDM）のサービスを使用して、ユニキャスト転送情報ベース（FIB）にデータを入力しま
す。

各ダイナミックルーティングプロトコルは、タイムアウトしたあらゆるルートについて、ユ

ニキャスト RIBを更新する必要があります。その後、ユニキャスト RIBはそのルートを削除
し、そのルートに最適なネクストホップを再計算します（代わりに使用できるパスがある場

合）。

レイヤ 3整合性チェッカー
まれな事例として、各モジュールのユニキャストRIBとFIBの間に不整合が発生することがあ
ります。Cisco NX-OSは、レイヤ 3整合性チェッカーをサポートします。この機能は、各イン
ターフェイスモジュールのユニキャスト IPv4 RIBと FIBの間の不整合を検出します。不整合
には次のようなものがあります。

•欠落したプレフィックス

•余分なプレフィックス

•ネクストホップアドレスの誤り

• ARPまたはネイバー探索（ND）キャッシュ内の不正なレイヤ 2リライト文字列

レイヤ 3整合性チェッカーは、FIBのエントリと隣接マネージャ（AM）から取得した最新の
隣接情報を比較し、不整合があれば記録します。次に整合性チェッカーは、ユニキャストRIB
のプレフィックスをモジュールのFIBと比較し、不整合があればログに記録します。「レイヤ
3整合性チェッカーのトリガー」の項を参照してください。

不整合は手動で解消できます。「FIB内の転送情報の消去」の項を参照してください。

整合性が失われる前に整合性チェッカーを実行すれば、整合性の点では合格します。しかし、

4Kのハードウェア制限を超えて多くのルートが学習され、show consistency-checker forwarding
ipv4コマンドを実行した場合も、整合性の点で合格します。整合性のない状態から整合性のあ
る状態に移行する場合も同様です。障害ルートは引き続き表示されます。test forwarding ipv4
inconsistency routeコマンドが再実行されるまで、この状態は終了しません。これは予期され
た動作です。

FIBテーブル
次に、スイッチが通常の転送モードで設定されている場合の Cisco Nexus 3548スイッチのユニ
キャストルーティングテーブルの容量を示します。

•ユニキャストルーティングホストテーブル = 64,000ハッシュテーブルエントリ

•ユニキャストルーティング LPMテーブル = 16,000 TCAMエントリ

• ECMPメンバーテーブルサイズ：16,000エントリ
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次に、スイッチがワープモードで設定されている場合のCisco Nexus 3548スイッチのユニキャ
ストルーティングテーブルの容量を示します。

• L3ユニキャストホストテーブル = 8000 TCAMエントリ

• L3ユニキャスト LPMテーブル = 4000 TCAMエントリ

ECMPはワープモードではサポートされません。（注）

ワープモードでは、2つの等コストパスが RIBで受信されると、パスの 1つがハードウェア
にインストールされます。ルーティングプロトコル構成で、最大パスを1に構成することをお
勧めします。

（注）

仮想化のサポート

ユニキャストRIBおよびFIBは、仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスをサポー
トします。

ユニキャスト RIBおよび FIBの管理

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能に対応する Cisco NX-OSコマンドは通常使用す
る Cisco IOSコマンドと異なる場合があるので注意してください。

（注）

モジュールの FIB情報の表示
スイッチの FIB情報を表示できます。

手順の詳細

スイッチの FIB情報を表示するには、任意のモードで次のコマンドを使用します。

目的コマンド

FIBの隣接情報を表示します。show ip fib adjacency

例：

switch# show ip fib adjacency
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目的コマンド

IPv4の隣接情報を表示します。show forwarding ipv4 adjacency

例：

switch# show forwarding ipv4 adjacency

IPv4のFIBインターフェイス情報を表示します。show ip fib interfaces

例：

switch# show ip fib interfaces

IPv4のルートテーブルを表示します。show ip fib route

例：

switch# show ip fib route

IPv4のルートテーブルを表示します。show forwarding ipv4 route

例：

switch# show forwarding ipv4 route

次に、スイッチの FIBの内容を表示する例を示します。
switch# show ip fib route

IPv4 routes for table default/base

------------------+------------------+---------------------
Prefix | Next-hop | Interface
------------------+------------------+---------------------
0.0.0.0/32 Drop Null0
255.255.255.255/32 Receive sup-eth1

ユニキャスト FIBでのロードシェアリングの設定
OSPF（Open Shortest Path First）などのダイナミックルーティングプロトコルは、等コストマ
ルチパス（ECMP）によるロードシェアリングをサポートしています。ルーティングプロトコ
ルは、そのプロトコルに設定されたメトリックに基づいて最適なルートを決定し、そのプロト

コルに設定された最大数までのパスをユニキャスト RIBに組み込みます。ユニキャスト RIB
は、RIBに含まれるすべてのルーティングプロトコルパスのアドミニストレーティブディス
タンスを比較し、ルーティングプロトコルによって組み込まれたすべてのパスセットから最

適なパスセットを選択します。ユニキャスト RIBは、この最適なパスセットを FIBに組み込
み、フォワーディングプレーンで使用できるようにします。

フォワーディングプレーンは、ロードシェアリングのアルゴリズムを使用して、FIBに組み
込まれたパスのいずれかを選択し、それを特定のデータパケットに使用します。

ロードシェアリングの次の設定項目をグローバルに設定できます。

•ロードシェアリングモード：宛先のアドレスとポート、または送信元と宛先のアドレス
とポートに基づいて、最適なパスを選択します。
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•汎用 ID：ハッシュアルゴリズムのランダムシードを設定します。汎用 IDを設定する必
要はありません。ユーザが設定しなかった場合は、CiscoNX-OSが汎用 IDを選択します。

ロードシェアリングでは、特定のフローに含まれるすべてのパケットに対して同じパスが使用

されます。フローは、ユーザが設定したロードシェアリング方式によって定義されます。たと

えば、送信元/宛先のロードシェアリングを設定すると、送信元 IPアドレスと宛先 IPアドレ
スのペアが同じであるすべてのパケットが同じパスをたどります。

ユニキャスト FIBのロードシェアリングアルゴリズムを設定するには、グローバルコンフィ
ギュレーションモードで次のコマンドを使用します。

目的コマンド

データトラフィックに対するユニキャスト

FIBのロードシェアリングアルゴリズムを設
定します。universal-idの範囲は 1～
4294967295です。

ip load-sharing address { destination port
destination | source-destination [ port
source-destination ]} [ universal-id seed ]

例：

switch(config)# ip load-sharing address
source-destination

ユニキャスト FIBのロードシェアリングアルゴリズムを表示するには、任意のモードで次の
コマンドを使用します。

目的コマンド

データトラフィックに対するユニキャストFIBのロー
ドシェアリングアルゴリズムを表示します。

show ip load-sharing

例：

switch(config)# show ip load-sharing

ユニキャスト RIBおよび FIBが特定の送信元アドレス/宛先アドレスに使用するルートを表示
するには、任意のモードで次のコマンドを使用します。

目的コマンド

ユニキャストRIBおよび FIBが特定の送信元/宛先アドレ
スペアに使用するルートを表示します。送信元アドレス

と宛先アドレスの形式は x.x.x.xです。送信元ポートと宛
先ポートの範囲は 1～ 65535です。VRF名には最大 64
文字の英数字文字列を指定します。大文字と小文字は区

別されます。

show routing hash source-addr
dest-addr [ source-port dest-port ] [
vrf vrf-name ]

例：

witch# show routing hash 192.0.2.1
10.0.0.1

次に、特定の送信元/宛先ペアのために選択されたルートを表示する例を示します。
switch# show routing hash 10.0.0.5 30.0.0.2
Load-share parameters used for software forwarding:
load-share mode: address source-destination port source-destination
Universal-id seed: 0xe05e2e85
Hash for VRF "default"
Hashing to path *20.0.0.2 (hash: 0x0e), for route:
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ルーティング情報と隣接情報の表示

ユーザーは、ルーティング情報と隣接情報を表示できます。

ルーティング情報と隣接情報を表示するには、任意のモードで次のコマンドを使用します。

目的コマンド

ユニキャストルートテーブルを表示します。route-type
引数には、1つのルートプレフィックス、直接、静的、
またはダイナミックルーティングプロトコルを指定し

ます。?キーワードを使用して、サポートされるインター
フェイスを表示します。

show ip route [ route-type | interface
int-type number | next-hop ]

例：

switch# show ip route

隣接関係テーブルを表示します。引数の範囲は次のとお

りです。

• prefix：任意の IPv4プレフィックスアドレス。

• interface-type number：?コマンドを使用して、サポー
トされるインターフェイスを表示します。

• vrf-id：最大 32文字の英数字文字列。大文字と小文
字は区別されます。

show ip adjacency [ prefix | interface
number [ summary ] | non-best ] [
detail ] [ vrf vrf-id ]

例：

switch# show ip adjacency

ユニキャストルートテーブルを表示します。route-type
引数には、1つのルートプレフィックス、直接、静的、
またはダイナミックルーティングプロトコルを指定し

ます。?キーワードを使用して、サポートされるインター
フェイスを表示します。

show ip routing [ route-type | interface
int-type number | next-hop |
recursive-next-hop | summary |
updated { since | until } time ]

例：

switch# show routing summary

次に、ユニキャストルートテーブルを表示する例を示します。

switch# show ip route
IP Route Table for VRF "default"
'*' denotes best ucast next-hop
'**' denotes best mcast next-hop
'[x/y]' denotes [preference/metric]

192.168.0.2/24, ubest/mbest: 1/0, attached
*via 192.168.0.32, Eth1/5, [0/0], 22:34:09, direct
192.168.0.32/32, ubest/mbest: 1/0, attached
*via 192.168.0.32, Eth1/5, [0/0], 22:34:09, local

次に、隣接情報を表示する例を示します。

switch# show ip adjacency

IP Adjacency Table for VRF default
Total number of entries: 2
Address Age MAC Address Pref Source Interface Best
10.1.1.1 02:20:54 00e0.b06a.71eb 50 arp mgmt0 Yes
10.1.1.253 00:06:27 0014.5e0b.81d1 50 arp mgmt0 Yes
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レイヤ 3整合性チェッカーのトリガー
レイヤ 3整合性チェッカーを手動でトリガーできます。

レイヤ3整合性チェッカーを手動でトリガーにするには、グローバルコンフィギュレーション
モードで次のコマンドを使用します。

目的コマンド

レイヤ 3整合性チェックを開始します。vrf-name
には最大 32文字の英数字文字列を指定します。
大文字と-小文字は区別されます。slotの範囲は 1
～ 10です。

test [ ipv4 ] [ unicast] forwarding
inconsistency [ vrf vrf-name ] [ module { slot
| all }]

例：

switch(config)# test forwarding
inconsistency

レイヤ 3整合性チェッカーを停止するには、グローバルコンフィギュレーションモードで次
のコマンドを使用します。

目的コマンド

レイヤ 3整合性チェックを停止します。vrf-name
には最大 64文字の英数字文字列を指定します。
大文字と-小文字は区別されます。slotの範囲は1
～ 10です。

test forwarding [ ipv4 ] [ unicast ]
inconsistency [ vrf vrf-name ] [ module { slot
| all }] stop

例：

switch(config)# test forwarding
inconsistency stop

レイヤ 3の不整合を表示するには、任意のモードで次のコマンドを使用します。

目的コマンド

レイヤ 3整合性チェックの結果を表示します。
vrf-nameには最大 32文字の英数字文字列を指定し
ます。大文字と-小文字は区別されます。slotの範
囲は 1～ 10です。

show forwarding [ ipv4 ] inconsistency [ vrf
vrf-name ] [ module { slot | all }]

例：

switch(config)# show forwarding
inconsistency

FIB内の転送情報の消去
FIB内の 1つまたは複数のエントリを消去できます。

clear forwardingコマンドを実行すると、スイッチ上の転送は中断されます。（注）
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FIB内のエントリ（レイヤ 3の不整合を含む）を消去するには、任意のモードで次のコマンド
を使用します。

目的コマンド

FIBから 1つまたは複数のエントリを消去します。ルー
トのオプションは次のとおりです。

• *：すべてのルート。

• prefix：任意の IPプレフィックス。

vrf-nameには最大32文字の英数字文字列を指定します。
大文字と-小文字は区別されます。slotの範囲は 1～ 10
です。

clear forwarding { ipv4 } route {* |
prefix } [ vrf vrf-name ] [ module { slot
| all }]

例：

switch(config)# clear forwarding
ipv4 route *

FIBエントリをクリアした後は、RIBエントリをクリアしてください。（注）

ルートのメモリ要件の見積もり

一連のルートおよびネクストホップアドレスが使用するメモリを見積もることができます。

ルートのメモリ要件を見積もるには、任意のモードで次のコマンドを使用します。

目的コマンド

ルートのメモリ要件を表示します。num-routes
の範囲は 1000～ 1000000です。num-nexthops
の範囲は 1～ 16です。

show routing memory estimate routes num-routes
next-hops num-nexthops

例：

switch# show routing memory estimate routes
1000 next-hops 1

ユニキャスト RIB内のルートの消去
ユニキャスト RIBから 1つまたは複数のルートを消去できます。

*キーワードを使用すると、ルーティングが著しく妨害されます。注意

ユニキャストRIB内の1つまたは複数のエントリを消去するには、任意のモードで次のコマン
ドを使用します。
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目的コマンド

ユニキャストRIBとすべてのモジュール FIBから 1つまたは
複数のルートを消去します。ルートのオプションは次のとお

りです。

• *：すべてのルート。

• route：個々の IPルート。

• prefix/length：任意の IPプレフィックス。

• next-hop：ネスクトホップアドレス。

• interface：ネスクトホップアドレスに到達するためのイ
ンターフェイス

vrf-nameには最大32文字の英数字文字列を指定します。大文
字と-小文字は区別されます。

clear iproute {* | { route |
prefix/length }[ next-hop interface
]} [ vrf vrf-name ]

例：

switch(config)# clear ip route
10.2.2.2

ユニキャスト RIBから 1つまたは複数のルートを消去しま
す。ルートのオプションは次のとおりです。

• *：すべてのルート。

• route：個々の IPルート。

• prefix/length：任意の IPプレフィックス。

• next-hop：ネスクトホップアドレス。

• interface：ネスクトホップアドレスに到達するためのイ
ンターフェイス

vrf-nameには最大32文字の英数字文字列を指定します。大文
字と-小文字は区別されます。

clear routing unicast [ ip | ipv4 ]
{* | { route | prefix/length }[
next-hop interface ]} [ vrf vrf-name
]

例：

switch(config)# clear routing
ip 10.2.2.2

ユニキャスト RIBおよび FIBの確認
ユニキャスト RIBおよび FIBの設定情報を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

モジュールの隣接関係テーブルを表示します。show forwarding adjacency

FIBの分散情報を表示します。show forwarding distribution { clients |
fib-state }

モジュールの FIB情報を表示します。show forwarding interfaces module slot
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目的コマンド

FIB内のルートを表示します。show forwarding ipv4route

隣接関係テーブルを表示します。show ip adjacency

ユニキャストRIBから受け取った IPv4ルートを表示
します。

show ip route

ユニキャスト RIBから受け取ったルートを表示しま
す。

show routing

その他の参考資料
ユニキャストRIBおよびFIBの管理に関連する詳細情報については、次の項を参照してくださ
い。

•関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco Nexus 3000 Series Command Reference』ユニキャスト RIBおよび FIBの CLIコマン
ド
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第 13 章

Route Policy Managerの設定

この章では、Cisco NX-OSスイッチで Route Policy Managerを設定する方法について説明しま
す。

この章は、次の項で構成されています。

• Route Policy Managerの概要（281ページ）
• Route Policy Managerの注意事項と制約事項（285ページ）
• Route Policy Managerのデフォルト設定（286ページ）
• Route Policy Managerの設定（287ページ）
• Route Policy Managerの設定の確認（304ページ）
• Route Policy Managerの設定例（304ページ）
•関連項目（304ページ）
•その他の参考資料（304ページ）

Route Policy Managerの概要
Route Policy Managerは、ルートマップおよび IPプレフィックスリストをサポートしていま
す。この機能は、ルート再配布に使用されます。プレフィックスリストには、1つまたは複数
の IPv4ネットワークプレフィックスおよび関連付けられたプレフィックス長の値を指定しま
す。プレフィックスリストは、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）テンプレート、ルー
トフィルタリング、またはルーティングドメイン間で交換されるルートの再配布などの機能

で、単独で使用できます。

ルートマップは、ルートおよび IPパケットの両方に適用できます。ルートフィルタリングお
よび再配布は、ルートマップを使用してルートを渡します。

プレフィックスリスト

プレフィックスリストを使用すると、アドレスまたはアドレス範囲を許可または拒否すること

ができます。プレフィックスリストによるフィルタリングでは、ルートまたはパケットのプレ

フィックスと、プレフィックスリストに指定されているプレフィックスの照合が行われます。
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特定のプレフィックスがプレフィックスリストのどのエントリとも一致しなかった場合、実質

的に拒否されたものと見なされます。

プレフィックスリストに複数のエントリを設定し、エントリと一致したプレフィックスを許可

または拒否できます。各エントリにはシーケンス番号が関連付けられています。この番号は

ユーザが設定できます。シーケンス番号が設定されていない場合は、Cisco NX-OSによって自
動的にシーケンス番号が設定されます。Cisco NX-OSはシーケンス番号が最も小さいエントリ
から順番にプレフィックスリストを評価します。CiscoNX-OSは、所定のプレフィックスと最
初に一致したエントリを処理します。一致すると、Cisco NX-OSは permit文または deny文を
処理し、プレフィックスリストの残りのエントリは評価しません。

プレフィックスリストが空の場合は、すべてのルートが許可されます。（注）

MACリスト
MACリストを使用すると、MACアドレスまたはアドレス範囲を許可または拒否できます。
MACリストはMACアドレスとオプションのMACマスクのリストです。MACマスクはワイ
ルドカードマスクで、ルートマップがMACリストのエントリと一致すると論理的にMACア
ドレスとAND結合されます。MACリストによるフィルタリングでは、パケットのMACアド
レスとMACリスト内のMACリストが照合されます。特定のMACアドレスがMACリストの
どのエントリとも一致しなかった場合、実質的に拒否されたものと見なされます。

MACリストに複数のエントリを設定し、エントリと一致したMACアドレスを許可または拒
否できます。各エントリにはシーケンス番号が関連付けられています。この番号はユーザが設

定できます。シーケンス番号が設定されていない場合は、Cisco NX-OSによって自動的にシー
ケンス番号が設定されます。Cisco NX-OSはシーケンス番号が最も小さいエントリから順番に
MACリストを評価します。CiscoNX-OSは指定されたMACアドレスと最初に一致するエント
リを処理します。一致すると、Cisco NX-OSは permit文または deny文を処理し、MACリスト
の残りのエントリは評価しません。

ルートマップ

ルートマップは、ルートの再配布に使用できます。ルートマップエントリは、一致基準およ

び設定基準のリストからなります。一致基準では、着信ルートまたはパケットの一致条件を指

定します。設定基準では、一致基準を満たした場合のアクションを指定します。

同じルートマップに複数のエントリを設定できます。これらのエントリには、同じルートマッ

プ名を指定し、シーケンス番号で区別します。

一意のルートマップ名の下に1つまたは複数のルートマップエントリをシーケンス番号に従っ
て並べ、ルートマップを作成します。ルートマップエントリのパラメータは、次のとおりで

す。

•シーケンス番号

•アクセス権：許可または拒否
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•一致基準

•設定変更

ルートマップではデフォルトで、最小のシーケンス番号から順にルートまたは IPパケットが
処理されます。continue文を使用すると、次に処理するルートマップエントリを決定できる
ので、別の順序で処理するようにルートマップを設定できます。

一致基準

さまざまな基準を使用して、ルートマップでルートや IPパケットを照合できます。BGPコ
ミュニティリストのように、特定のルーティングプロトコルだけに適用できる基準もありま

すが、IP送信元または宛先アドレスなど、その他の基準はあらゆるルートまたは IPパケット
に使用できます。

ルートマップに従ってルートまたはパケットを処理する場合、CiscoNX-OSは設定されている
個々のmatch文とルートまたはパケットを比較します。ルートまたはパケットが設定されてい
る基準と一致した場合、CiscoNX-OSはルートマップ内で一致するエントリに対する許可また
は拒否設定、および設定されている設定基準に基づいて、このルートやパケットを処理しま

す。

一致のカテゴリおよびパラメータは、次のとおりです。

• BGPパラメータ：AS番号、ASパス、コミュニティ属性、または拡張コミュニティ属性に
基づく一致

•プレフィックスリスト：アドレスまたはアドレス範囲に基づく一致

•マルチキャストパラメータ：ランデブーポイント、グループ、または送信元に基づく一
致

•その他のパラメータ：IPネクストホップアドレスまたはパケット長に基づく一致

設定変更

ルートまたはパケットがルートマップのエントリと一致したら、設定済みの 1つ以上の set文
に基づいて、そのルートまたはパケットを変更できます。

設定変更は次のとおりです。

• BGPパラメータ：ASパス、タグ、コミュニティ、拡張コミュニティ、ダンプニング、ロー
カルプリファレンス、オリジン、または重み値属性の変更

•メトリック：ルートメトリック、ルートタグ、またはルートタイプの変更

•その他のパラメータ：フォワーディングアドレスまたは IPネクストホップアドレスの変
更

アクセスリスト

IPアクセスリストでは、次のような IPパケットフィールドとパケットを照合できます。
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•送信元または宛先 IPv4アドレス

•プロトコル

• Precedence

• ToS

詳細については、CiscoNexus 3548スイッチNX-OSセキュリティ構成ガイドを参照してくださ
い。

BGPの AS番号

BGPピアとの照合に使用する AS番号のリストを設定できます。BGPピアがリスト内の AS番
号と一致し、さらに他のBGPピア設定と一致する場合、BGPはセッションを作成します。BGP
ピアがリスト内の AS番号と一致しない場合は、BGPはピアを無視します。AS番号は AS番
号の範囲のリストとして設定できます。また、ASパスリストを使用して AS番号を正規表現
と比較することもできます。

BGPの ASパスリスト

ASパスリストを設定すると、着信または発信BGPルートのアップデートをフィルタリングで
きます。ルートアップデートにASパスリストのエントリと一致するASパス属性が含まれて
いる場合、ルータは設定されている許可または拒否条件に基づいてルートを処理します。ルー

トマップの中で ASパスリストを設定できます。

同じ ASパスリスト名を使用することによって、ASパスリストで複数の ASパスエントリを
設定できます。ルータは最初に一致したエントリを処理します。

BGPのコミュニティリスト

ルートマップのコミュニティリストを使用すると、BGPコミュニティに基づいてBGPルート
アップデートをフィルタリングできます。コミュニティ属性はコミュニティリストに基づいて

照合できます。また、コミュニティ属性はルートマップを使用して設定できます。

コミュニティリストには、1つまたは複数のコミュニティ属性を指定します。同じコミュニ
ティリストエントリに複数のコミュニティ属性を設定した場合、BGPルートが一致と見なさ
れるには、指定されたすべてのコミュニティ属性と一致しなければなりません。

同じコミュニティリスト名を使用することによって、コミュニティリストのそれぞれ個別の

エントリとして、複数のコミュニティ属性を設定することもできます。この場合、ルータは最

初に BGPルートと一致したコミュニティ属性を、そのエントリの許可または拒否設定に基づ
いて処理します。

コミュニティリストのコミュニティ属性は、次の形式のいずれか 1つで設定できます。

•名前付きコミュニティ属性（internet、no-exportなど）。

• aa:nn形式（前の 2バイトは 2バイトの自律システム番号、後の 2バイトはユーザーが定
義するネットワーク番号を表します）。

•正規表現。
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BGPの拡張コミュニティリスト

拡張コミュニティリストでは 4バイトのAS番号がサポートされています。拡張コミュニティ
リストのコミュニティ属性は、次のいずれかの形式で設定できます。

• aa4:nn形式（最初の 4バイトは 4バイトの AS番号、最後の 2バイトはユーザが定義する
ネットワーク番号を表します）。

•正規表現。

CiscoNX-OSは汎用の特定拡張コミュニティリストをサポートしています。このリストを使用
すると、4バイトの AS番号に対して通常のコミュニティリストと同様の機能を使用できま
す。汎用の特定拡張コミュニティリストには次のプロパティを設定できます。

• Transitive：BGPはコミュニティ属性を自律システム間に伝達します。

• Nontransitive：BGPはコミュニティ属性を削除してからルートを他の自律システムに伝達
します。

ルートの再配布およびルートマップ

ルートマップを使用すると、ルーティングドメイン間でのルートの再配布を制御できます。

ルートマップではルートの属性を照合し、一致基準を満たすルートだけを再配布します。設定

変更を使用することによって、再配布時に、ルートマップでルート属性を変更することもでき

ます。

ルータは再配布されたルートを各ルートマップエントリと照合します。match文が複数ある場
合は、ルートがすべての一致基準を満たしている必要があります。ルートがルートマップエ

ントリで定義されている一致基準を満たす場合は、エントリで定義されているアクションが実

行されます。ルートが基準と一致しなかった場合、ルータは後続のルートマップエントリと

ルートを比較します。ルートの処理は、ルートがルートマップのいずれかのエントリと一致す

るか、どのエントリとも一致せずすべてのエントリによる処理が完了するまで継続します。

ルータがルートマップの全エントリとルートを比較しても一致しなかった場合、ルータはその

ルートを受け付けるか（着信ルートマップ）またはルートを転送します（発信ルートマッ

プ）。

Route Policy Managerの注意事項と制約事項
Route Policy Manager設定時の注意事項および制約事項は、次のとおりです。

• CLIは route-tagでは setまたは matchが有効になっていますが、サポートされておらず、
その特定のルートマップシーケンスに対して意図しない動作が発生します。

•プレフィックスリスト内の名前は、大文字と小文字が区別されません。一意の名前を使用
することを推奨します。大文字と小文字を変更しただけの名前は使用しないでください。

たとえば、CTCPrimaryNetworksと CtcPrimaryNetworksは 2つの異なるエントリではあり
ません。
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•ルートマップが存在しない場合、すべてのルートが拒否されます。

•プレフィックスリストが存在しない場合は、すべてのルートが許可されます。

•ルートマップエントリにmatch文がない場合、ルートマップエントリのアクセス権（許
可または拒否）によって、すべてのルートまたはパケットの処理結果が決まります。

•ルートマップエントリの match文の中で参照されたポリシー（プレフィックスリストな
ど）から no-matchまたは deny-matchが戻った場合、は match文を Cisco NX-OS失敗とし
て、次のルートマップエントリを処理します。

•ルートマップを変更しても、ルートマップコンフィギュレーションサブモードを終了す
るまでは、Cisco NX-OSによりすべての変更が保留されます。その後、Cisco NX-OSがす
べての変更をプロトコルクライアントに送信すると、変更が有効になります。

•同じルートマップシーケンスに IPv4と IPv6の両方の matchステートメントを含めないこ
とを推奨します。両方が必要な場合は、同じルートマップの異なるシーケンスで指定する

必要があります。

•ルートマップは定義する前に使用できるので、設定変更を終えるときには、すべてのルー
トマップが存在していることを確認してください。

•再配布およびフィルタリングを行う場合、ルートマップの使用状況を確認できます。各
ルーティングプロトコルには、これらの統計情報を表示する機能があります。

• BGPをIGPに再配布するとき、iBGPも再配布されます。この動作を無効にするには、ルー
トマップに追加 deny文を挿入します。

• Route Policy ManagerはMACリストをサポートしていません。

• ip access-list nameコマンドのACL名の最大文字数は 64です。ただし、RPMコマンドに関
連付けられている ACL名（ip prefix-listや match ip addressなど）は、最大 63文字しか使
用できません。

• BGPは特定の matchコマンドのみをサポートします。詳細については、ルートマップの
設定（297ページ）セクションの matchコマンドの表を参照してください。

•「prefix-list」という名前の ACLを作成する場合、match ip addressコマンドを使用して作
成されたルートマップに関連付けることはできません。RPMコマンドの match ip address
prefix-listは、前のコマンド（「prefix-list」ACL名）をあいまいにします。

• match ip addressコマンドを使用する場合、設定できる ACLは 1つだけです。

Route Policy Managerのデフォルト設定
下の表に、Route Policy Managerのデフォルト設定を示します。
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表 15 :デフォルトの Route Policy Managerパラメータ

デフォルトパラメータ

有効

（Enabled）
Route Policy
Manager

Route Policy Managerの設定

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能に対応する Cisco NX-OSコマンドは通常使用す
る Cisco IOSコマンドと異なる場合があるので注意してください。

（注）

IPプレフィックスリストの設定
IPプレフィックスリストでは、プレフィックスおよびプレフィックス長のリストに対して IP
パケットまたはルートを照合します。IPv4の IPプレフィックスリストを作成できます。

指定したプレフィックス長と完全に一致するプレフィックスリストエントリのみを対象とす

るよう設定できます。また、指定したプレフィックス長の範囲に該当するすべてのプレフィッ

クスを対象とすることもできます。

geキーワードと ltキーワードを使用すると、プレフィックス長の範囲を指定できます。着信
パケットまたはルートがプレフィックスリストと一致すると判定されるのは、プレフィックス

が一致し、プレフィックス長がgeキーワードの値（設定されている場合）以上かつ ltキーワー
ドの値（設定されている場合）以下の場合です。キーワード eq を使用する場合、設定する値
はプレフィックスのマスク長より大きくする必要があります。

手順の概要

1. configure terminal

2. （任意） ip prefix-list name description string

3. ip prefix-list name [ seq number ] [{ permit | deny } prefix {[ eq prefix-length ] | [ ge prefix-length
] [ le prefix-length ]}]

4. （任意） show ip prefix-list name

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

switch# configure terminal
switch(config)#

プレフィックスリストについての情報ストリングを

追加します。

（任意） ip prefix-list name description string

例：

ステップ 2

switch(config)# ip prefix-list AllowPrefix
description allows engineering server

IPv4プレフィックスリストを作成するか、または既
存のプレフィックスリストにプレフィックスを追加

ip prefix-list name [ seq number ] [{ permit | deny } prefix
{[ eq prefix-length ] | [ ge prefix-length ] [ le prefix-length
]}]

ステップ 3

します。プレフィックス長の照合は次のように行わ

れます。例：

switch(config)# ip prefix-list AllowPrefix seq 10
permit 192.0.2.0 eq 24

• eq：prefix lengthの値と完全に一致するものが対
象。この値は、マスク長より大きくする必要が

あります。

• ge：設定された prefix length以上のプレフィッ
クス長が対象。

• le：設定された prefix length以下のプレフィック
ス長が対象。

プレフィックスリストについての情報を表示しま

す。

（任意） show ip prefix-list name

例：

ステップ 4

switch(config)# show ip prefix-list AllowPrefix

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch# copy running-config startup-config

例

次に、2つのエントリからなる IPv4プレフィックスリストを作成し、BGPネイバーに
プレフィックスリストを適用する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip prefix-list allowprefix seq 10 permit 192.0.2.0/23 eq 24
switch(config)# ip prefix-list allowprefix seq 20 permit 209.165.201.0/27 eq 28
switch(config)# router bgp 65536:20
switch(config-router)# neighbor 192.0.2.1/16 remote-as 65535:20
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)# prefix-list allowprefix in
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MACリストの設定
MACリストを設定すると、特定の範囲のMACアドレスを許可または拒否できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. mac-list name [ seq number ] { permit | deny } mac-address {mac-mask]}
3. （任意） show mac-list name

4. （任意） show ip prefix-list name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

MACリストを作成するか、既存のMACリストに
MACアドレスを追加します。seqの範囲は 1～

mac-list name [ seq number ] { permit | deny }
mac-address {mac-mask]}

例：

ステップ 2

4294967294です。mac-maskは照合するMACアドレ
スの部分を表します。MACアドレス形式である必
要があります。

switch(config)# mac-list AllowMac seq 1 permit
0022.5579.a4c1 ffff.ffff.0000

MACリストに関する情報を表示します。（任意） show mac-list name

例：

ステップ 3

switch(config)# show mac-list AllowMac

プレフィックスリストについての情報を表示しま

す。

（任意） show ip prefix-list name

例：

ステップ 4

switch(config)# show ip prefix-list AllowPrefix

ASパスリストの設定
発信と着信の両方の BGPルートに ASパスリストフィルタを指定できます。各フィルタは、
正規表現を使用するアクセスリストです。正規表現が ASCIIストリングとして表されたルー
トの ASパス属性と一致した場合は、許可または拒否条件が適用されます。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip as-path access-list name { deny | permit } expression

3. （任意） show ip as-path-access-list name

4. （任意） show ip prefix-list name
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ip as-path access-list name { deny | permit } expressionステップ 2

例：

switch(config)# ip as-path access-list Allow40
permit 40

as-pathアクセスリストの情報を表示します。（任意） show ip as-path-access-list name

例：

ステップ 3

switch(config)# show ip as-path-access-list
Allow40

プレフィックスリストについての情報を表示しま

す。

（任意） show ip prefix-list name

例：

ステップ 4

switch(config)# show ip prefix-list AllowPrefix

例

次に、2つのエントリからなる ASパスリストを作成し、BGPネイバーに ASパスリ
ストを適用する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip as-path access-list AllowAS permit 64510
switch(config)# ip as-path access-list AllowAS permit 64496
switch(config)# copy running-config startup-config
switch(config)# router bgp 65536:20
switch(config-router)# neighbor 192.0.2.1/16 remote-as 65535:20
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)# filter-list AllowAS in

BGP AS-path属性の置き換え
次の手順では、着信および発信ルートマップの BGP as-path属性を変更することにより、BGP
ルーティングポリシーを操作できます。

BGP as-path属性を置き換えるときは、次のガイドラインを考慮してください。

•この機能は、アドレスファミリ識別子 (AFI)ごとに eBGPネイバーにのみ適用されます。
iBGPネイバーで機能を設定しようとしても、構成は無視されます。

•この機能を備えたルートマップは、BGPネイバーのインバウンド側とアウトバウンド側
の両方に適用できます。
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•この機能は、AS_SET、AS_SEQUENCE、CONFED_SET、およびCONFED_SEQUENCEの
任意の組み合わせをサポートします。

• 2バイト ASのみをサポートする BGPスピーカーと対話する場合、4バイト AS番号は予
約済みの 2バイト AS番号 23456に置き換えられます。

•コンフェデレーション識別子が設定されている場合は、コンフェデレーションの外部にあ
るピアと対話するときに、CLIでローカル ASNとしてコンフェデレーション識別子を使
用することを検討してください。同じコンフェデレーションに属するピアと対話する場合

は、router bgp asnコマンドでプロセス ASNを使用することを検討してください。

• BGP local-as機能が設定されている場合、設定された local-asは CLIでローカル ASNと見
なされます。

•アウトバウンドルートマップの場合、ローカル ASNは常に CLIからの結果の as_pathに
付加されます。

• set as-pathまたは set as-path replaceコマンドでは、最大 32個のAS番号を設定できます。

• 1つのルートマップシーケンスの下では、set as-path、set as-path prepend、および set
as-path replaceのオプションのうち 1つだけを設定できます。

• remove-private-asが設定されている場合、アウトバウンド側で新しいルートマップコマ
ンドを適用する前に適用されます。

• as-overrideが設定されている場合、アウトバウンド側で新しいルートマップコマンドを
適用した後に適用されます。

• AS_PATHループチェックは、新しいルートマップコマンドが着信側と発信側の両方に
適用される前に、元の AS_PATHで実行されます。これらのチェックは、インバウンド側
で allow-as inとアウトバウンド側でdisable-peer-as-checkを使用することで緩和できます。

完全な ASパスの置き換え

この手順を使用して、着信または発信 BGPアップデートのASパスをカスタムASパスに変更
します。ASパスを完全に削除することもできます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ルートマップを作成するか、または既存のルート

マップに対応するルートマップ設定モードを開始し

route-map map-name [permit | deny] [seq]

例：

ステップ 2

ます。ルートマップのエントリを順序付けるには、

seqを使用します。
switch(config)# route-map Testmap permit 10
switch(config-route-map)#
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目的コマンドまたはアクション

AS_PATHをカスタム ASNのリストに置き換える
か、AS_PATHをクリアします。コマンドオプショ
ンは次のとおりです。

[no] set as-path { none | {as-number | remote-as |
local-as}+ ] }

例：

ステップ 3

• as-number:指定された AS番号。switch(config-route-map)# set as-path 11 local-as
remote-as 13

• remote-as: BGPピアの AS番号。

• local-as:ローカル AS番号。

noneキーワードは、ASパスを完全に削除します。

例

次の例では、これらの値が想定されています。

•元の AS_PATHは 10 20 30 40 50 60です。

• local-asは 100です。

• remote-asは 200です。

この例は、カスタムASパスを指定する方法を示しています。このコマンドは、ASパ
スを 11 100 200 13 200 10.10 65535に変更します。

switch# configure terminal
switch(config)# route-map Testmap permit 10
switch(config-route-map)# set as-path 11 local-as remote-as 13 remote-as 10.10 65535

この例は、ASパスをクリアする方法を示しています。このコマンドにより、ASパス
が空になります。

switch# configure terminal
switch(config)# route-map Testmap permit 10
switch(config-route-map)# set as-path none

ASパスでの選択した AS番号の置き換え

この手順を使用して、ASパス内の特定の AS番号を置き換え、着信または発信 BGP更新でそ
れらをカスタム AS番号に置き換えます。private-asをマッチキーワードとして指定すること
もできます。この場合、private-asの任意のインスタンスが一致し、置換または削除できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

switch# configure terminal
switch(config)#

ルートマップを作成するか、または既存のルート

マップに対応するルートマップ設定モードを開始し

route-map map-name [permit | deny] [seq]

例：

ステップ 2

ます。ルートマップのエントリを順序付けるには、

seqを使用します。
switch(config)# route-map Testmap permit 10
switch(config-route-map)#

withキーワードが指定されていない場合は、コンマ
で区切られた asn_listで示されているASNのインス

[no] set as-path replace {asn_list | private-as} [with
{as-number | remote-as | none}]

例：

ステップ 3

タンスを local-asに置き換えます。private-asキー
ワードが指定されている場合は、private-asを置き換
えます。

switch(config-route-map)# set as-path replace 1,
2, private-as with remote-as

withキーワードが指定されている場合は、一致した
ASNのwithキーワードの後の値、または private-as
キーワードが指定されている場合はprivate-asを置き
換えます。

withキーワードに続くコマンドオプションは次のと
おりです。

• as-number :一致した値は、指定された AS番号
に置き換えられます。

• remote-as:一致した値は、BGPピアの AS番号
に置き換えられます。

• none:一致した値はAS-pathから削除されます。

例

次の例では、これらの値が想定されます。

•元の AS_PATHは 1 5 2 10.10 65534 20です。

• local-asは 100です。

• remote-asは 200です。

この例は、2つの特定の ASNと、private-asを local-asに置き換える方法を示していま
す。このコマンドは、ASパスを 100 5 100 10.10 100 20に変更します。

switch# configure terminal
switch(config)# route-map Testmap permit 10
switch(config-route-map)# set as-path replace 1, 2, private-as
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この例は、2つの特定の ASNと、private-asをネイバーの ASN (remote-as)に置き換え
る方法を示しています。このコマンドは、ASパスを 200 5 200 10.10 200 20に変更しま
す。

switch# configure terminal
switch(config)# route-map Testmap permit 10
switch(config-route-map)# set as-path replace 1, 2, private-as with remote-as

この例は、2つの特定の ASNと private-asを削除する方法を示しています。このコマ
ンドは、ASパスを 5 10.10 20に変更します。

switch# configure terminal
switch(config)# route-map Testmap permit 10
switch(config-route-map)# set as-path replace 1, 2, private-as with none

コミュニティリストの設定

コミュニティリストを使用すると、コミュニティ属性に基づいて BGPルートをフィルタリン
グできます。コミュニティ番号は aa:nn形式の 4バイト値です。最初の 2バイトは自律システ
ム番号を表し、最後の 2バイトはユーザ定義のネットワーク番号です。

同じコミュニティリスト文で複数の値を設定した場合、コミュニティリストフィルタを満足

させるには、すべてのコミュニティ値が一致しなければなりません。複数の値をそれぞれ個別

のコミュニティリスト文で設定した場合は、最初に条件が一致したリストが処理されます。

コミュニティリストをmatch文で使用すると、コミュニティ属性に基づいてBGPルートをフィ
ルタリングできます。

手順の概要

1. configure terminal
2.

3. （任意） show ip community-list name

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

説明オプションステップ 2

目的コマンド
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目的コマンドまたはアクション

説明オプション

標準 BGPコミュニティ
リストを作成します。

ip community-list standard
list-name { deny | permit }
[ community-list ] [ internet list-名には最大63文字の
] [ local-AS ] [ no-advertise
] [ no-export ] 英数字を使用できます。

大文字と小文字は区別さ
例： れます。community-list

には、1つ以上のコミュswitch(config)# ip
community-list standard ニティをaa:nn形式で指

定できます。
BGPCommunity permit
no-advertise 65536:20

正規表現を使用して拡張

BGPASコミュニティリ
ストを作成します。

ip community-list
expanded list-name { deny
| permit } expression

例：

switch(config)# ip
community-list expanded
BGPComplex deny
50000:[0-9][0-9]_

コミュニティリストの情報を表示します。（任意） show ip community-list name

例：

ステップ 3

switch(config)# show ip community-list
BGPCommunity

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch# copy running-config startup-config

例

次に、2つのエントリからなるコミュニティリストの作成例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# ip community-list standard BGPCommunity permit no-advertise 65536:20
switch(config)# ip community-list standard BGPCommunity permit local-AS no-export
switch(config)# copy running-config startup-confi

拡張コミュニティリストの設定

拡張コミュニティリストを使用すると、コミュニティ属性に基づいて BGPルートをフィルタ
リングできます。コミュニティ番号は aa4:nn形式の 6バイト値です。最初の 4バイトは自律
システム番号を表し、最後の 2バイトはユーザ定義のネットワーク番号です。
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同じ拡張コミュニティリスト文で複数の値を設定した場合、拡張コミュニティリストフィル

タの条件を満たすには、すべての拡張コミュニティ値が一致しなければなりません。複数の値

をそれぞれ個別の拡張コミュニティリスト文で設定した場合は、最初に条件が一致したリスト

が処理されます。

拡張コミュニティリストをmatch文で使用すると、拡張コミュニティ属性に基づいてBGPルー
トをフィルタリングできます。

手順の概要

1. configure terminal
2.

3. （任意） show ip community-list name

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

説明オプションステップ 2

目的コマンド

標準 BGPコミュニ
ティリストを作成し

ip community-list standard
list-name { deny | permit }
4bytegeneric { transitive | ます。community-list
non-transitive } community1
[community2] には、1つ以上の拡張

コミュニティを aa:nn
形式で指定できます。例：

switch(config)# ip
extcommunity-list standard
BGPExtCommunity permit
4bytegeneric transitive
65536:20

正規表現を使用して拡

張 BGP ASコミュニ
ip extcommunity-list
expanded list-name { deny |
permit } expression ティリストを作成し

ます。例：

switch(config)# ip
community-list expanded
BGPComplex deny
50000:[0-9][0-9]_
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目的コマンドまたはアクション

コミュニティリストの情報を表示します。（任意） show ip community-list name

例：

ステップ 3

switch(config)# show ip community-list
BGPCommunity

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch# copy running-config startup-config

例

次に、汎用の特定拡張コミュニティリストを作成する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip extcommunity-list standard test1 permit 4bytegeneric transitive
65536:40 65536:60
switch(config)# copy running-config startup-config

ルートマップの設定

始める前に

ルートマップを使用して、ルートの再配布やルートフィルタリングを行うことができます。

ルートマップには、複数の一致基準と複数の設定基準を含めることができます。

BGPにルートマップを設定すると、BGPネイバーセッションの自動ソフトクリアまたはリフ
レッシュのトリガーになります。

手順の概要

1. configure terminal
2. configure terminal
3. （任意） continue seq

4. （任意） exit

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 2

switch# configure terminal
switch(config)#

ルートマップで次を処理するシーケンス文を決定し

ます。使用するのは、フィルタリングおよび再配布

の場合だけです。

（任意） continue seq

例：

switch(config-route-map)# continue 10

ステップ 3

ルートマップで次を処理するシーケンス文を決定し

ます。使用するのは、フィルタリングおよび再配布

の場合だけです。

（任意） exit

例：

switch(config-route-map)# continue 10

ステップ 4

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch# copy running-config startup-config

例

ルートマップコンフィギュレーションモードで、ルートマップに対して次のオプショ

ンの matchパラメータを設定できます。

default-information originateコマンドでは、オプションのルートマップのmatch文は
無視されます。

（注）

目的コマンド

1つまたは複数の ASパスリストと照合。ASパス
リストは、ip as-path access-listコマンドで作成しま
す。

match as-path name [ name...]

例：

switch(config-route-map)# match as-path
Allow40

1つまたは複数の AS番号または ASパスリストと
照合。ASパスリストは、ip as-path access-listコマ
ンドで作成します。指定できる範囲は 1～ 65535で
す。ASパスリスト名には最大 63文字の英数字を使
用できます。大文字と小文字は区別されます。

match as-number { number [,number... ] |
as-path-list name [ name... ]}

例：

switch(config-route-map)# match
as-number 33,50-60
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目的コマンド

1つまたは複数のコミュニティリストと照合。コ
ミュニティリストは、ip community-listコマンドで
作成します。

match community name [name... ] [
exact-match ]

例：

switch(config-route-map)# match
community BGPCommunity

1つまたは複数の拡張コミュニティリストと照合。
コミュニティリストは、ip extcommunity-listコマン
ドで作成します。

match extcommunity name [name... ] [
exact-match ]

例：

switch(config-route-map)# match
extcommunity BGPextCommunity

設定済みのインターフェイスのいずれかからのネク

ストホップと照合。?を使用すると、サポートされ
ているインターフェイスタイプのリストを検索でき

ます。

match interface interface-type number [
interface-type number... ]

例：

switch(config-route-map)# match
interface e 1/2

1つまたは複数の IPv4プレフィックスリストと照
合。プレフィックスリストは ip prefix-listコマンド
を使用して作成します。

match ip address prefix-list name [ name...
]

例：

switch(config-route-map)# match ip
address prefix-list AllowPrefix

1つまたは複数の IPプレフィックスリストに対し
て、ルートの IPv4ネクストホップアドレスを照合。
プレフィックスリストは ip prefix-listコマンドを使
用して作成します。

match ip next-hop prefix-list name [ name
... ]

例：

switch(config-route-map)# match ip
next-hop prefix-list AllowPrefix

1つまたは複数の IPプレフィックスリストに対し
て、ルートの IPv4ルート送信元アドレスを照合。プ
レフィックスリストは ip prefix-listコマンドを使用
して作成します。

match ip route-source prefix-list name [
name ...]

例：

switch(config-route-map)# match ip
route-source prefix-list AllowPrefix

1つまたは複数のMACリストと照合。MACリスト
は mac-listコマンドを使用して作成します。

match mac-list name [name... ]

例：

switch(config-route-map)# match
mac-list AllowMAC
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目的コマンド

ルートメトリック値を 1つまたは複数のメトリック
値または値の範囲と照合。メトリック範囲は +-
deviation引数を使用して設定します。ルートマップ
は次の範囲に該当するすべてのルートメトリックと

照合されます。

value - deviation to value + deviation.

match metric value [ +-deviation ] [value..
]

例：

switch(config-route-map)# match
mac-list AllowMAC

ルートタイプと照合。route-typeは、次のうちの 1
つまたは複数にできます。

• external

• internal

• level-1

• level-2

•ローカル

• nssa-external

• type-1

• type-2

match route-type route-type

例：

switch(config-route-map)# match
route-type level 1 level 2

フィルタリングまたは再配布に関する 1つまたは複
数のタグとルートを照合。

match tag tagid [ tagid.. . ]

例：

switch(config-route-map)# match tag 2

VLANと照合。match vlan vlan-id [ vlan-range]

例：

switch(config-route-map)# match vlan
3, 5-10

ルートマップ設定モードで、オプションとして、ルートマップに次の setパラメータ
を設定できます。

目的コマンド

BGPルートの ASパス属性を変更します。最後の AS番
号として設定された numberまたは特定の ASパス値と
してのストリング（as-1 as-2...as-n）を前に付加できま
す。

set as-path { tag | prepend { last-as
number | as-1 [ as-2.. . ]}}

例：

switch(config-route-map)# set
as-path prepend 10 100 110

Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSユニキャストルーティング構成ガイド、リリース 10.3(x)
300

Route Policy Managerの設定

ルートマップの設定



目的コマンド

着信または発信 BGPルートアップデートのコミュニ
ティ属性から、コミュニティを削除します。コミュニ

ティリストは ip community-listコマンドを使用して作
成します。

set comm-list name delete

例：

switch(config-route-map)# set
comm-list BGPCommunity delete

BGPルートアップデートのコミュニティ属性を設定し
ます。

ルートマップ属性の同じシーケンスで、set
communityコマンドと set comm-list delete
コマンドを両方使用すると、設定処理より

先に削除処理が実行されます。

（注）

send-communityコマンドを BGPネイバー
アドレスファミリコンフィギュレーション

モードで使用して、BGPコミュニティ属性
を BGPピアにプロパゲートします。

（注）

set community { none | additive |
local-AS | no-advertise | no-export |
community-1 [community-2. ..]}

例：

switch(config-route-map)# set
community local-AS

BGPルートダンプニングパラメータを設定します。

• halflife：指定できる範囲は 1～ 45分です。デフォ
ルトは 15です。

• reuse：指定できる範囲は1～20000秒です。デフォ
ルトは 750です。

• suppress：指定できる範囲は1～20000です。デフォ
ルトは 2000です。

• duration：指定できる範囲は1～255分です。デフォ
ルトは 60です。

set dampening halflife reuse suppress
duration

例：

switch(config-route-map)# set
dampening 30 1500 10000 120

着信または発信 BGPルートアップデートの拡張コミュ
ニティ属性から、コミュニティを削除します。拡張コ

ミュニティリストは ip extcommunity-listコマンドを使
用して作成します。

set extcomm-list name delete

例：

switch(config-route-map)# set
extcomm-list BGPextCommunity delete
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目的コマンド

BGPルートアップデートの拡張コミュニティ属性を設
定します。

ルートマップ属性の同じシーケンスで、set
extcommunityコマンドと set extcomm-list
deleteコマンドを両方使用すると、設定処理
より先に削除処理が実行されます。

（注）

send-communityコマンドを BGPネイバー
アドレスファミリコンフィギュレーション

モードで使用して、BGPコミュニティ属性
を BGPピアにプロパゲートします。

（注）

set extcommunity generic { transitive
| nontransitive }{ none | additive ]
community-1 [community-2... ]}

例：

switch(config-route-map)# set
extcommunity generic transitive
1.0:30

OSPFのフォワーディングアドレスを設定します。set forwarding-address

例：

switch(config-route-map)# set
forwarding-address

IS-IS用にルートをインポートするエリアを設定します。
IS-ISのオプションは level-1、level-1-2、または level-2
です。デフォルトは level-1です。

set level { backbone | level-1 | level-1-2
| level-2 }

例：

switch(config-route-map)# set level
backbone

BGPローカルプリファレンス値を設定します。範囲は
0～ 4294967295です。

set local-preference value

例：

switch(config-route-map)# set
local-preference 4000

既存のメトリック値を増減します。メトリックは Kb/s
単位です。範囲は 0～ 4294967295です。

set metric [ + | - ] bandwidth-metric

例：

switch(config-route-map)# set
metric +100
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目的コマンド

ルートメトリック値を設定します。

メトリックは次のとおりです。

• metric0：帯域幅（Kb/s）。範囲は 0～ 4294967295
です。

• metric1：遅延（10マイクロ秒単位）。

• metric2：信頼性。指定できる範囲は0～255（100%
の信頼性）です。

• metric3：ロード中。指定できる範囲は 1～ 200
（100%のロード）です。

• metric4：パスのMTU。値の範囲は 1～ 4294967295
です。

set metric bandwidth [ delay reliability
load mtu ]

例：

switch(config-route-map)# set
metric 33 44 100 200 1500

宛先ルーティングプロトコルのメトリックタイプを設

定します。オプションは次のとおりです。

external：IS-IS外部メトリック

internal：BGPのMEDとして IGPメトリックを使用

type-1：OSPF外部タイプ 1メトリック

type-2：OSPF外部タイプ 2メトリック

set metric-type { external | internal |
type-1 | type-2 }

例：

switch(config-route-map)# set
metric-type internal

BGPオリジン属性を設定します。EGP as-numberの範囲
は 0～ 65535です。

set origin { egp as-number | igp |
incomplete}

例：

switch(config-route-map)# set
origin incomplete

宛先ルーティングプロトコルのタグ値を設定します。

nameパラメータは符号なし整数です。

set tag name

例：

switch(config-route-map)# set tag
33

BGPルートの重み値を設定します。範囲は 0～ 65535
です。

set weight count

例：

switch(config-route-map)# set
weight 33

set metric-type internalコマンドは、発信ポリシーと eBGPネイバーにのみ作用します。
同じ BGPピア発信ポリシーに metricコマンドと metric-type internalコマンドを両方
設定した場合、Cisco NX-OSは metric-type internalコマンドを無視します。
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Route Policy Managerの設定の確認
Route Policy Managerの設定情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。

目的コマンド

コミュニティリストの情報を表示します。show ip community-list [name]

拡張コミュニティリストの情報を表示します。show ip ext community-list [name]

IPv4プレフィックスリストの情報を表示します。show [ip] prefix-list [name]

ルートマップの情報を表示します。show route-map [name]

Route Policy Managerの設定例
次の例では、アドレスファミリを使用して Route Policy Managerを設定し、ネイバー 209.0.2.1
からのユニキャストルートやマルチキャストルートがAllowPrefixプレフィックスリストと一
致した場合に、それらのルートが承認されるようにします。

router bgp 64496

neighbor 172.16.0.1 remote-as 64497
address-family ipv4 unicast
route-map filterBGP in

route-map filterBGP
match ip address prefix-list AllowPrefix

ip prefix-list AllowPrefix 10 permit 192.0.2.0/24
ip prefix-list AllowPrefix 20 permit 172.16.201.0/27

関連項目
Route Policy Managerの詳細については、次の項目を参照してください。

•基本的 BGPの設定

その他の参考資料
IPの実装に関する詳細情報については、次の各項を参照してください。

•関連資料

•標準

Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSユニキャストルーティング構成ガイド、リリース 10.3(x)
304

Route Policy Managerの設定

Route Policy Managerの設定の確認



関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco Nexus 3000 Series Command Reference』Route Policy Manager CLIコマンド

標準

タイト

ル

標準

—この機能でサポートされる新規の標準または変更された標準はありません。また、

既存の標準のサポートは変更されていません。
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第 14 章

双方向フォワーディング検出の設定

この章では、双方向フォワーディング検出（BFD）を設定する方法について説明します。

この章は、次の項で構成されています。

• BFDに関する情報（307ページ）
• BFDの前提条件（309ページ）
•注意事項と制約事項（309ページ）
•デフォルト設定（310ページ）
• BFDの設定（311ページ）
• BFD設定の確認（324ページ）
• BFDのモニタリング（325ページ）

BFDに関する情報
BFDは、メディアタイプ、カプセル化、トポロジ、およびルーティングプロトコルの転送パ
ス障害を高速で検出するように設計された検出プロトコルです。BFDを使用することで、さま
ざまなプロトコルの Helloメカニズムにより、変動速度ではなく一定速度で転送パス障害を検
出できます。BFDはプロファイリングおよびプランニングを簡単にし、再コンバージェンス時
間の一貫性を保ち、予測可能にします。

BFDでは、2台の隣接デバイス間のサブセカンド障害を検出します。

非同期モード

Cisco NX-OSは、BFD非同期モードをサポートします。BFD非同期モードでは、2個の隣接す
るデバイス間でBFD制御パケットが送信され、デバイス間のBFDネイバーセッションがアク
ティベートされ、維持されます。両方のデバイス（または BFDネイバー）で BFDを設定でき
ます。適切なプロトコルで一度 BFDがイネーブルになると、Cisco NX-OSは BFDセッション
を作成し、BFDセッションパラメータをネゴシエートし、BFD制御パケットをネゴシエート
された間隔で各 BFDネイバーに送信し始めます。BFDセッションパラメータは、次のとおり
です。

•目的の最小送信間隔：このデバイスが BFD Helloメッセージを送信する間隔。
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•必要最小受信間隔：このデバイスが別の BFDデバイスからの BFD Helloメッセージを受
け付ける最小間隔。

•検出乗数：転送パスの障害を検出するまでに喪失した、別の BFDデバイスからの BFD
Helloメッセージの数。

BFDの障害検出
一度 BFDセッションが確立され、タイマーネゴシエーションが終了すると、BFDネイバー
は、より速い速度の場合を除き IGP Helloプロトコルと同じ動作をするBFD制御パケットを送
信し、活性度を検出します。BFDは障害を検出しますが、プロトコルが障害の発生したピアを
バイパスするための処置を行う必要があります。

BFDは転送パスに障害を検出したとき、障害検出通知を BFD対応プロトコルに送信します。
ローカルデバイスは、プロトコル再計算プロセスを開始してネットワーク全体の収束時間を削

減できます。

ネットワークで障害が発生すると、次のことが発生します。

1. 1. BFD隣接ルータでの BFDネイバーセッションが停止します。

2. 2. BFDはローカル BFDプロセスに BFDネイバーに接続できなくなったことを通知しま
す。

3. 3.ローカル BFDプロセスは BFDネイバー関係を解除します。

4. 4.代替パスが使用可能な場合、ルータはただちにそのパスでコンバージェンスを開始しま
す。

BFD障害検出は 1秒未満で行われます。（注）

BFDエコー機能
BFDエコー機能は、転送エンジンからリモート BFDネイバーにエコーパケットを送信しま
す。BFDネイバーは検出を実行するために同じパスに沿ってエコーパケットを返送します。
BFDネイバーは、エコーパケットの実際の転送に参加しません。エコー機能および転送エン
ジンが検出の処理を行います。BFDはエコー機能がイネーブルになっている場合に非同期セッ
ションの速度を低下させ、2台の BFDネイバー間で送信される BFD制御パケット数を減らす
ために、slow timerを使用できます。また、転送エンジンは、リモートシステムを含めないで
リモート（ネイバー）システムの転送パスをテストするので、パケット間遅延の変動が少なく

なり、障害検出時間が短縮されます。

BFDネイバーの両方がエコー機能を実行している場合、エコー機能は非対称になります。
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セキュリティ

Cisco NX-OSは BFDパケットを隣接する BFDピアから受信したことを確認するためにパケッ
トの存続可能時間（TTL）値を使用します。すべての非同期およびエコー要求パケットの場
合、BFDネイバーは TTL値を 255に設定し、ローカル BFDプロセスは着信パケットを処理す
る前に TTL値を 255として確認します。エコー応答パケットの場合、BFDは TTL値を 254に
設定します。

仮想化のサポート

BFDは、仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスをサポートしています。

BFDの前提条件
BFDには、次の前提条件があります。

• BFD機能を有効にする必要があります（BFD機能のイネーブル化のセクションを参照）。

•クライアントプロトコル上でBFDを有効にする場合は、そのクライアントプロトコルの
BFDを有効にします。

• BFD対応インターフェイスでインターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）リダイ
レクトメッセージをディセーブルにします。

•設定作業とともに一覧表示されているその他の詳細な前提条件を参照してください。

• Cisco NX-OSリリース 6.0(2)A4(1)以降、BGPおよび PIMの BFDがサポートされていま
す。

注意事項と制約事項
BFD設定時のガイドラインと制約事項は次のとおりです。

• BFDは BFDバージョン 1をサポートします。

• BFDは、IPv4、BGPv4、PIM、およびスタティックルートをサポートします。

• BFDは、シングルホップ BFDをサポートします。

• BGPの BFDは、送信元更新でシングルホップ eBGPおよび iBGPをサポートします。

• BFDは、レイヤ3インターフェイスとして、物理インターフェイス、ポートチャネル、サ
ブインターフェイス、および VLANインターフェイス（SVI）をサポートします。

• BFDは、ポートチャネル上の BFDの認証またはリンクごとの BFDセッションはサポー
トしません。
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• BFDはレイヤ 3隣接情報に応じて、レイヤ 2のトポロジ変更を含むトポロジ変更を検出し
ます。レイヤ 3隣接情報が使用できない場合、VLANインターフェイス（SVI）の BFD
セッションはレイヤ 2トポロジのコンバージェンス後に稼働しない可能性があります。

•ポートチャネル設定の制限事項

BFDで使用されるレイヤ 3ポートチャネルでは、ポートチャネルの Link Aggregation Control
Protocol（LACP）を有効にする必要があります。

SVIセッションで使用されるレイヤ 2ポートチャネルでは、ポートチャネルの LACPを有効に
する必要があります。

• SVIの制限事項

トポロジを変更すると（たとえば、VLANへのリンクの追加または削除、レイヤ2ポートチャ
ネルからのメンバの削除など）、SVIセッションが影響を受ける場合があります。SVIセッショ
ンはダウンした後、トポロジディスカバリの終了後に起動する場合があります。

SVIのセッションがフラップしないようにし、トポロジを変更する必要がある場合は、変更を
加える前に BFD機能をディセーブルにして、変更後、BFDを再度イネーブルにできます。ま
た、大きな値（たとえば、5秒）になるようにBFDタイマーを設定し、上記のイベントの完了
後に高速なタイマーに戻すこともできます。

ヒント

• Cisco NX-OSは、BFDパケット処理の CPU負荷軽減のための、互換モジュールへの BFD
動作の分散は行いません。

• BFDはステートレスリスタートおよびインサービスソフトウェアアップグレード（ISSU）
をサポートしません。

•ポートチャネルを介して到達可能なピアの BFDを有効にする場合は、ポートチャネルで
LACPを構成する必要があります。

• Cisco Nexus 3548は、BFDエコーパケットを転送する中間スイッチになることはできませ
ん。

デフォルト設定
次の表に、BFDパラメータのデフォルト設定値を示します。

表 16 :デフォルトの BFDパラメータ

デフォルトパラメータ

ディセーブルBFD機能

250ミリ秒必要最小受信間隔
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デフォルトパラメータ

250ミリ秒目的の最小送信間隔

3検出乗数

イネーブルエコー機能

非同期モード

論理モード（送信元/宛先ペアのアドレスごとに 1セッショ
ン）

ポートチャネル

2000ミリ秒slow timer

ディセーブルサブインターフェイスの最適

化

BFDの設定
このセクションは、次のトピックで構成されています。

設定階層

BFDは、グローバルレベル、VRFのレベル、インターフェイスまたはポートチャネルレベ
ル、またはサブインターフェイスレベルで設定できます（物理インターフェイスとポートチャ

ネルの場合）。VRFの設定はグローバル設定よりも優先されます。インターフェイスまたは
ポートチャネルの設定は、VRFまたはグローバル設定よりも優先されます。サポートされて
いるインターフェイス上での、サブインターフェイスレベルの設定は、サブインターフェイス

の最適化がイネーブルになっていない限りインターフェイスまたはポートチャネル設定よりも

優先されます。詳細については、サブインターフェイスの BFDの最適化のセクションを参照
してください。

ポートチャネルのメンバである物理ポートについては、メンバポートはプライマリポート

チャネルの BFD設定を継承します。メンバーポートサブインターフェイスは、サブインター
フェイスの最適化がイネーブルになっていない限り、マスターポートチャネルの BFD設定よ
り優先させることができます。

BFD設定のタスクフロー
BFDの設定には、次の作業を行います。

ステップ 1 BFD機能のイネーブル化

ステップ 2 グローバルな BFDパラメータの設定またはインターフェイスでの BFDの設定
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ステップ 3 BGPでの BFDの設定

BFD機能のイネーブル化
インターフェイスとプロトコルの BFDを設定する前に、BFD機能をイネーブルにする必要が
あります。

手順の概要

1. configure terminal
2. feature bfd

3. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BFD機能をイネーブルにします。feature bfd

例：

ステップ 2

switch(config)# feature bfd

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 3

switch(config)# copy running-config startup-config

グローバルな BFDパラメータの設定
デバイスのすべてのBFDセッションのBFDセッションパラメータを設定できます。BFDセッ
ションパラメータは、スリーウェイハンドシェイクの BFDピア間でネゴシエートされます。

インターフェイスでこれらのグローバルなセッションパラメータを上書きするには、インター

フェイスでの BFDの設定のセクションを参照してください。

始める前に

BFD機能をイネーブルにします。BFD機能のイネーブル化のセクションを参照してください。

手順の概要

1. configure terminal
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2. bfd interval mintx min_rx msec multiplier value

3. bfd slow-timer interval

4. exit

5. （任意） show running-config bfd

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

デバイスのすべてのBFDセッションのBFDセッショ
ンパラメータを設定します。インターフェイスで

bfd interval mintx min_rx msec multiplier value

例：

ステップ 2

BFDセッションパラメータを設定することにより、switch(config)# bfd interval 250 min_rx 250
multiplier 3 これらの値を上書きすることができます。mintxお

よび msecの範囲は 250～ 999ミリ秒で、デフォル
トは 250です。乗数の範囲は 3～ 50です。乗数の
デフォルトは 3です。

デフォルト設定に戻すには、no bfd intervalコマン
ドを使用します。

スロータイマーを設定します。この値は BFDが新
しいセッションを開始する速度を決定し、BFDエ

bfd slow-timer interval

例：

ステップ 3

コー機能がイネーブルの場合に非同期セッションのswitch(config)# bfd slow-timer 2000
速度を低下させるために使用されます。指定できる

範囲は1000～30000ミリ秒です。デフォルトは2000
です。

デフォルト設定に戻すには、no bfd slow-timerコマン
ドを使用します。

EXECモードに戻ります。exit

例：

ステップ 4

switch(config)# exit
switch#

BFDの実行構成を表示します。（任意） show running-config bfd

例：

ステップ 5

switch# show running-config bfd

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 6
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目的コマンドまたはアクション

switch# copy running-config startup-config

インターフェイスでの BFDの設定
BFD機能をイネーブルにします。BFD機能のイネーブル化のセクションを参照してください。

始める前に

インターフェイスのすべてのBFDセッションのBFDセッションパラメータを設定できます。
BFDセッションパラメータは、スリーウェイハンドシェイクのBFDピア間でネゴシエートさ
れます。

この設定は、設定されたインターフェイスのグローバルセッションパラメータより優先され

ます。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface int-if

3. bfd interval mintx min_rx msec multiplier value

4. exit
5. exit

6. （任意） show running-config bfd

7. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。?キーワードを使用して、サポート
されるインターフェイスを表示します。

interface int-if

例：

switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

ステップ 2

インターフェイスのすべてのBFDセッションのBFD
セッションパラメータを設定します。このコマンド

bfd interval mintx min_rx msec multiplier value

例：

ステップ 3

はグローバルな BFDセッションパラメータより優switch(config-if)# bfd interval 250 min_rx 250
multiplier 3 先されます。mintxおよび msecの範囲は 250～ 999

ミリ秒で、デフォルトは 250です。乗数の範囲は 3
～ 50です。乗数のデフォルトは 3です。
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目的コマンドまたはアクション

デフォルト設定に戻すには、no bfd intervalコマン
ドを使用します。

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了します。

exit

例：

ステップ 4

switch(config-if)# exit
switch (config)#

コンフィギュレーションモードを終了し、EXEC
モードに戻ります。

exit

例：

ステップ 5

switch (config)# exit
switch#

BFDの実行構成を表示します。（任意） show running-config bfd

例：

ステップ 6

switch# show running-config bfd

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

switch# copy running-config startup-config

ポートチャネルの BFDの設定
ポートチャネルのすべての BFDセッションの BFDセッションパラメータを設定できます。
たとえば、ポートチャネルの 1つのリンクの BFDセッションが稼働している場合、BGPなど
のクライアントプロトコルにポートチャネルが稼働していることが通知されます。BFDセッ
ションパラメータは、スリーウェイハンドシェイクの BFDピア間でネゴシエートされます。

この設定は、設定されたポートチャネルのグローバルセッションパラメータより優先されま

す。ポートチャネルのメンバーポートは、メンバーポートのサブインターフェイスレベルで

BFDパラメータを設定しない限り、ポートチャネルの BFDセッションパラメータを継承しま
す。その場合、サブインターフェイス最適化がイネーブルにされていなければ、メンバポート

サブインターフェイスはサブインターフェイス BFDコンフィギュレーションを使用します。
詳細については、サブインターフェイスの BFDの最適化のセクションを参照してください。

始める前に

BFDをイネーブルにする前に、ポートチャネルの Link Aggregation Control Protocol（LACP）
がイネーブルにされていることを確認します。

BFD機能をイネーブルにします。BFD機能のイネーブル化のセクションを参照してください。

手順の概要

1. configure terminal
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2. interface port-channel number

3. （任意） bfd interval mintx min_rx msec multiplier value

4. exit
5. exit

6. （任意） show running-config bfd

7. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ポートチャネルコンフィギュレーションモードを

開始します。?キーワードを使用して、サポートさ
れる数値の範囲を表示します。

interface port-channel number

例：

switch(config)# interface port-channel 2
switch(config-if)#

ステップ 2

インターフェイスのすべてのBFDセッションのBFD
セッションパラメータを設定します。このコマンド

（任意） bfd interval mintx min_rx msec multiplier
value

例：

ステップ 3

はグローバルな BFDセッションパラメータより優
先されます。mintxおよび msecの範囲は 250～ 999

switch(config-if)# bfd interval 250 min_rx 250
multiplier 3 ミリ秒で、デフォルトは 250です。乗数の範囲は 3

～ 50です。乗数のデフォルトは 3です。

デフォルト設定に戻すには、no bfd intervalコマン
ドを使用します。

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了します。

exit

例：

ステップ 4

switch(config-if)# exit
switch (config)#

コンフィギュレーションモードを終了し、EXEC
モードに戻ります。

exit

例：

ステップ 5

switch (config)# exit
switch#

BFDの実行構成を表示します。（任意） show running-config bfd

例：

ステップ 6

switch# show running-config bfd

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 7
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目的コマンドまたはアクション

switch# copy running-config startup-config

BFDエコー機能の設定
BFDモニタ対象リンクの一端または両端で BFDエコー機能を設定できます。エコー機能は設
定された slow timerに基づいて必要最小受信間隔を遅くします。[RequiredMinEchoRx]BFDセッ
ションパラメータは、エコー機能がディセーブルの場合、ゼロに設定されます。slowtimerは、
エコー機能がイネーブルの場合、必要最小受信間隔になります。

始める前に

BFD機能をイネーブルにします。BFD機能のイネーブル化のセクションを参照してください。

BFDセッションパラメータを設定します。グローバルな BFDパラメータの設定のセクショ
ン、またはインターフェイスでの BFDの設定のセクションを参照してください。

インターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）のリダイレクトメッセージが BFD対応
インターフェイスでディセーブルであることを確認します。インターフェイスでno ipredirects
コマンドを使用します。

手順の概要

1. configure terminal
2. bfd slow-timer echo-interval

3. interface int-if

4. bfd echo
5. exit
6. exit

7. （任意） show running-config bfd

8. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

エコー機能で使用される slow timerを設定します。
この値はBFDが新しいセッションを開始する速度を

bfd slow-timer echo-interval

例：

ステップ 2

決定し、BFDエコー機能がイネーブルの場合に非同switch(config)# bfd slow-timer 2000
期セッションの速度を低下させるために使用されま

す。この値は、エコー機能がイネーブルの場合、必

要最小受信間隔より優先されます。指定できる範囲
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目的コマンドまたはアクション

は 1000～ 30000ミリ秒です。デフォルトは 2000で
す。

デフォルト設定に戻すには、no bfd slow-timerコマン
ドを使用します。

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。?キーワードを使用して、サポート
されるインターフェイスを表示します。

interface int-if

例：

switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

ステップ 3

エコー機能をイネーブルにします。デフォルトでは

イネーブルになっています。

bfd echo

例：

ステップ 4

エコー機能をディセーブルにするには、no bfd echo
コマンドを使用します。

switch(config-if)# bfd echo

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了します。

exit

例：

ステップ 5

switch(config-if)# exit
switch (config)#

コンフィギュレーションモードを終了し、EXEC
モードに戻ります。

exit

例：

ステップ 6

switch (config)# exit
switch#

BFDの実行構成を表示します。（任意） show running-config bfd

例：

ステップ 7

switch# show running-config bfd

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 8

switch# copy running-config startup-config

サブインターフェイスの BFDの最適化
サブインターフェイスの BFDは最適化できます。BFDにより、設定されているすべてのサブ
インターフェイスのセッションが作成されます。BFDにより、設定されている最小の VLAN
IDを持つサブインターフェイスがプライマリサブインターフェイスとして設定され、そのサ
ブインターフェイスは親インターフェイスの BFDセッションパラメータを使用します。残り
のサブインターフェイスは slow timerを使用します。最適化サブインターフェイスセッション
でエラーが検出されると、BFDにより、その物理インターフェイスのすべてのサブインター
フェイスがダウンとマークされます。
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始める前に

BFD機能をイネーブルにします。BFD機能のイネーブル化のセクションを参照してください。

BFDセッションパラメータを設定します。グローバルな BFDパラメータの設定のセクショ
ン、またはインターフェイスでの BFDの設定のセクションを参照してください。

これらのサブインターフェイスが別のCiscoNX-OSデバイスに接続されていることを確認しま
す。この機能は、Cisco NX-OSでのみサポートされます。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface int-if

3. bfd optimize subinterface
4. exit
5. exit

6. （任意） show running-config bfd

7. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。?キーワードを使用して、サポート
されるインターフェイスを表示します。

interface int-if

例：

switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

ステップ 2

BFD対応インターフェイスのサブインターフェイス
を最適化します。デフォルトではディセーブルに

なっています。

bfd optimize subinterface

例：

switch(config-if)# bfd optimize subinterface

ステップ 3

最適化されたサブインターフェイスを無効にするに

は、 no bfd optimize subinterfacesコマンドを使用し
ます。

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了します。

exit

例：

ステップ 4

switch(config-if)# exit
switch (config)#

コンフィギュレーションモードを終了し、EXEC
モードに戻ります。

exit

例：

ステップ 5
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目的コマンドまたはアクション

switch (config)# exit
switch#

BFDの実行構成を表示します。（任意） show running-config bfd

例：

ステップ 6

switch# show running-config bfd

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

switch# copy running-config startup-config

BGPでの BFDの設定
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）の BFDを設定できます。

始める前に

BFD機能をイネーブルにします。BFD機能のイネーブル化のセクションを参照してください。

BFDセッションパラメータを設定します。グローバルな BFDパラメータの設定のセクショ
ン、またはインターフェイスでの BFDの設定のセクションを参照してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp as-number

3. neighbor { ip-address } remote-as as-number

4. bfd

5. （任意） show running-config bfd

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGPを有効にして、ローカルBGPスピーカにAS番
号を割り当てます。AS番号は 16ビット整数または

router bgp as-number

例：

ステップ 2

32ビット整数にできます。上位 16ビット 10進数と
下位16ビット10進数によるxx.xxという形式です。

switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)#
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目的コマンドまたはアクション

リモート BGPピアの IPv4アドレスおよび AS番号
を設定します。The ip-address形式は x.x.x.xです。

neighbor { ip-address } remote-as as-number

例：

ステップ 3

switch(config-router)# neighbor 209.165.201.1
remote-as 64497
switch(config-router-neighbor)#

この BGPピアの BFDをイネーブルにします。bfd

例：

ステップ 4

switch(config-router-neighbor)# bfd

BFDの実行構成を表示します。（任意） show running-config bfd

例：

ステップ 5

switch# show running-config bfd

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

switch# copy running-config startup-config

PIMでの BFDの設定
PIM（Protocol Independent Multicast）プロトコルの BFDを設定できます。

始める前に

BFD機能をイネーブルにします。BFD機能のイネーブル化のセクションを参照してください。

PIM機能をイネーブルにします。詳細については、『Cisco Nexus 3548スイッチNX-OSマルチ
キャストルーティング構成ガイド』を参照してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip pim bfd
3. interface type slot/port

4. （任意） ip pim bfd-instance [ disable ]
5. （任意） show running-config pim

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

switch# configure terminal
switch(config)#

PIMの BFDをイネーブルにします。ip pim bfd

例：

ステップ 2

switch(config)# ip pim bfd

インターフェイス設定モードを開始します。?キー
ワードを使用して、サポートされるインターフェイ

スを表示します。

interface type slot/port

例：

switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

ステップ 3

PIMインターフェイスの BFDをイネーブルまたは
ディセーブルにします。デフォルトではディセーブ

ルになっています。

（任意） ip pim bfd-instance [ disable ]

例：

switch(config-if)# ip pim bfd-instance

ステップ 4

PIMの実行コンフィギュレーションを表示します。（任意） show running-config pim

例：

ステップ 5

switch(config)# show running-config pim

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

switch# copy running-config startup-config

OSPFv2での BFDの設定
Open Shortest Path First Protocol（OSPFv2）で BFDを設定できます。

始める前に

BFD機能をイネーブルにします。

グローバルに、または特定のインターフェイスに対して、BFDセッションパラメータを設定
します。

OSPFv2機能を有効にします。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf process-id

3. bfd
4. interface int-if

5. （任意） [no] ip ospf bfd disable

6. （任意） show running-config ospf
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7. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

設定された IDで新しいOSPFv2プロセスを作成しま
す。

router ospf process-id

例：

ステップ 2

switch(config)# router ospf 64496
switch(config-router)#

このOSPFv2ピアのBFDを有効にします。デフォル
ト値は [無効（Disabled）]です。

bfd

例：

ステップ 3

switch(config-router)# bfd

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。?キーワードを使用して、サポート
されるインターフェイスを表示します。

interface int-if

例：

switch(config-router)# interface ethernet 1/2
switch (config-if)#

ステップ 4

OSPFv2インターフェイスで BFDをディセーブルに
します。デフォルト値はイネーブルです。

（任意） [no] ip ospf bfd disable

例：

ステップ 5

switch(config-if)# ip ospf bfd disable

OSPFv2実行設定を表示します。（任意） show running-config ospf

例：

ステップ 6

switch(config)# show running-config ospf

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

switch# copy running-config startup-config

スタティックルートの BFDの設定
インターフェイスのスタティックルータのBFDを設定できます。Virtual Routing andForwarding
（VRF）インスタンス内のスタティックルートでの BFDを任意で設定できます。

始める前に

BFD機能をイネーブルにします。BFD機能のイネーブル化のセクションを参照してください。
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手順の概要

1. configure terminal

2. （任意） vrf context vrf-name

3. ip route route interface { nh-address | nh-prefix }
4. ip route static bfd interface {nh-address | nh-prefix}
5. （任意） show ip route static [ vrf vrf-name ]
6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

VRFコンフィギュレーションモードを開始します。（任意） vrf context vrf-name

例：

ステップ 2

switch(config)# vrf context Red
switch(config-vrf)#

スタティックルートを作成します。?キーワードを
使用して、サポートされているインターフェイスを

表示します。

ip route route interface { nh-address | nh-prefix }

例：

switch(config-vrf)# ip route 192.0.2.1 ethernet
2/1 192.0.2.4

ステップ 3

インターフェイスのすべてのスタティックルートの

BFDをイネーブルにします。?キーワードを使用し

ip route static bfd interface {nh-address | nh-prefix}

例：

ステップ 4

て、サポートされるインターフェイスを表示しま

す。
switch(config-vrf)# ip route static bfd ethernet
2/1 192.0.2.4

スタティックルートを表示します。（任意） show ip route static [ vrf vrf-name ]

例：

ステップ 5

switch(config-vrf)# show ip route static vrf Red

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

switch# copy running-config startup-config

BFD設定の確認
BFD設定情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。
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目的コマンド

実行 BFDコンフィギュレーションを表示します。show running-config
bfd

次のシステム起動時に適用される BFDコンフィギュレーションを表
示します。

show startup-config bfd

これらのコマンドの出力フィールドの詳細については、Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OXイ
ンターフェイスコマンドリファレンスリリース 6.xを参照してください。

BFDのモニタリング
BFDを表示するには、次のコマンドを使用します。

目的コマンド

BGPなどのサポートされるアプリケーションの
BFDに関する情報を表示します。

show bfd neighbors [ application name ] [
details ]

インターフェイスのBGPセッションに関する情報
を表示します。

show bfd neighbors [ interface int-if ] [ details
]

インターフェイス上の指定されたBGPセッション
に関する情報を表示します。

show bfd neighbors [ dest-ip ip-address ] [
src-ip ip-address ][ details ]

VRFの BFDに関する情報を表示します。show bfd neighbors [ vrf vrf-name ] [ details
]

これらのコマンドの出力フィールドの詳細については、Cisco Nexus 3548スイッチコマンドリ
ファレンスを参照してください。
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第 15 章

ポリシーベースルーティングの設定

この章では、Cisco NX-OSデバイスでポリシーベースルーティングを設定する方法について
説明します。

この章は、次の項で構成されています。

•ポリシーベースルーティングの概要（327ページ）
•ポリシーベースルーティングの前提条件（329ページ）
•ポリシーベースルーティングの注意事項と制約事項（329ページ）
•デフォルト設定（329ページ）
•ポリシーベースルーティングの設定（330ページ）
•ポリシーベースルーティングの設定の確認（333ページ）
•ポリシーベースルーティング統計情報の表示（333ページ）
•ポリシーベースルーティング統計情報の消去（334ページ）
•ポリシーベースルーティングの設定例（334ページ）
•関連項目（334ページ）
•その他の参考資料（335ページ）
•ポリシーベースルーティングの機能の履歴.（335ページ）

ポリシーベースルーティングの概要
ポリシーベースルーティングを使用すると、IPv4トラフィックフローに定義済みのポリシー
を設定し、ルーティングプロトコルから派生したルートへの依存度を弱めることができます。

ポリシーベースルーティングが有効のインターフェイスで受信したすべてのパケットは、拡張

パケットフィルタまたはルートマップを経由して渡されます。ルートマップでは、パケット

の転送先を決定するポリシーを記述します。

ルートマップは match文および set文からなり、許可または拒否を指定できます。文の解釈は
次のとおりです。

•パケットがいずれかの routemap文と一致した場合、すべての set文が適用されます。アク
ションには、ネクストホップの選択が含まれます。
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•文が permitとマークされており、パケットがいずれの route-map文とも一致しない場合、
そのパケットは通常の転送チャネルを介して返送され、接続先ベースのルーティングが実

行されます。

詳細については、ルートマップを参照してください。

ポリシーベースルーティングには、次の機能が含まれます。

•送信元ベースルーティング：異なるユーザセットを起点とするトラフィックをポリシー
ルータ上のそれぞれ異なる接続を使用してルーティングします。

•ロードシェアリング：トラフィックの特性に基づいて、複数のパスにトラフィックを分散
します。

ポリシールートマップ

ルートマップは、さまざまなルーティングプロトコルや、特定のルーティングプロトコル内

のさまざまなエンティティ間で配布されたルートのフィルタリングで使用されます。ルート

マップのエントリごとに、match文と set文の組み合わせが 1つずつ含まれています。match文
では、該当するパケットが特定のポリシーを満たす基準（つまり、満たすべき条件）を定義し

ます。set文節で、match基準を満たしたパケットをどのようにルーティングするかを説明しま
す。

ルートマップ文を許可または拒否として指定できます。文に拒否が指定されている場合、一致

基準を満たすパケットは標準のフォワーディングチャネルを通じて送り返されます（宛先ベー

スルーティングが実行されます）。文に許可が指定されていて、なおかつパケットが一致基準

を満たしている場合は、すべての set文節が適用されます。文に許可が指定されていて、なお
かつパケットが一致基準を満たしていない場合は、それらのパケットも標準のルーティング

チャネルを通じて転送されます。

ポリシールーティングは、パケットの送信元となるインターフェイスではなく、パケットを受

信するインターフェイス上で指定します。

（注）

ポリシーベースルーティングの set基準
ルートマップの set基準は、ルートマップに指定された順番で評価されます。ポリシーベース
ルーティング用のルートマップに固有の set基準は、次のとおりです。

1. 指定 IPアドレスのリスト：IPアドレスでは、パケットの転送先である宛先へのパス上の
隣接ネクストホップルータを指定できます。その時点でアップの接続インターフェイスに

関連付けられた最初の IPアドレスがパケットのルーティングに使用されます。
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任意で、最大 16の IPアドレスにロードバランシングを行うように、ネクストホップアドレ
スの set基準を設定できます。この場合、Cisco NX-OSは各 IPフローのすべてのトラフィック
を特定の IPネクストホップアドレスに送信します。

（注）

2. NULLインターフェイス：set nullインターフェイスを使用すると、matchステートメント
に一致するトラフィックがドロップされます。

パケットが定義された一致基準のいずれにも一致しない場合、そのパケットは標準の宛先

ベースルーティングプロセスを使用してルーティングされます。

ポリシーベースルーティングの前提条件
ポリシーベースルーティングの前提条件は、次のとおりです。

•有効なライセンスをインストールします。

•ポリシーベースルーティングをイネーブルにする必要があります（ポリシーベースルー
ティング機能のイネーブル化の項を参照）。

•インターフェイスに IPアドレスを割り当て、インターフェイスをアップにしてから、ポ
リシーベースルーティング用のルートマップをインターフェイス上で適用します。

ポリシーベースルーティングの注意事項と制約事項
ポリシーベースルーティングに関する注意事項および制約事項は、次のとおりです。

• matchコマンドで、ポリシーベースルーティング用ルートマップの複数の ACLを参照で
きません。

•ポリシーベースルーティングのルートマップで使用するACLには、deny文を含めること
ができません。

•インターフェイスが同じ仮想ルーティング/転送（VRF）インスタンスに所属している場合
は、ポリシーベースルーティング対応のさまざまなインターフェイス間で、同じルート

マップを共有できます。

デフォルト設定
下の表に、ポリシーベースルーティングパラメータのデフォルト設定を示します。
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表 17 :デフォルトのポリシーベースルーティングパラメータ

デフォルトパラメータ

ディセーブ

ル

ポリシーベースルーティン

グ

ポリシーベースルーティングの設定

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能に対応する Cisco NX-OSコマンドは通常使用す
る Cisco IOSコマンドと異なる場合があるので注意してください。

（注）

ポリシーベースルーティング機能のイネーブル化

ルートポリシーを設定する前に、ポリシーベースルーティング機能をイネーブルにしておく

必要があります。

手順の概要

1. configure terminal
2. feature pbr

3. （任意） show feature

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ポリシーベースルーティング機能をイネーブルにし

ます。

feature pbr

例：

ステップ 2

switch(config)# feature pbr

有効および無効にされた機能を表示します。（任意） show feature

例：

ステップ 3

switch(config)# show feature
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目的コマンドまたはアクション

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config startup-config

例

no feature pbr コマンドを使用して、ポリシーベースのルーティング機能をディセー
ブルにし、関連するコンフィギュレーションをすべて削除します。

目的コマンド

ポリシーベースルーティングをディセーブルにして、関連

するすべての設定を削除します。

no feature pbr

例：

switch(config)# no feature pbr

ルートポリシーの設定

ポリシーベースルーティングでルートマップを使用すると、着信インターフェイスにルーティ

ングポリシーを割り当てることができます。ルートマップの設定のセクションを参照してく

ださい。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface type slot/port

3. ip policy route-map map-name

4. （任意） exit

5. （任意） exit

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface type slot/port

例：

ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

IPv4ポリシーベースルーティング用のルートマッ
プをインターフェイスに割り当てます。

ip policy route-map map-name

例：

ステップ 3

switch(config-if)# ip policy route-map Testmap

ルートマップ設定モードを終了します。（任意） exit

例：

ステップ 4

switch(config-route-map)# exit

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

（任意） exit

例：

ステップ 5

switch(config)# exit

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、インターフェイスにルートマップを追加する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# ip policy route-map Testmap
switch(config)# exit
switch(config)# copy running-config startup-config

ルートマップ設定モードで、オプションとして、ルートマップに次のmatchパラメー
タを設定できます。

目的コマンド

1つまたは複数の IPアクセスコントロールリスト
（ACL）に対して IPv4アドレスを照合します。このコ
マンドはポリシーベースルーティング用であり、ルー

トフィルタリングまたは再配布では無視されます。

match ip address access-list-name name
[ name... ]

例：

switch(config-route-map)# match ip
address access-list-name ACL1

ルートマップ設定モードで、オプションとして、ルートマップに次の setパラメータ
を設定できます。
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目的コマンド

ポリシーベースルーティング用の IPv4ネクストホップアド
レスを設定します。このコマンドでは、複数のアドレスが設

定されている場合に、最初の有効なネクストホップアドレス

が使用されます。

任意の load-shareキーワードを使用して、最大 16のネクス
トホップアドレスにトラフィックのロードバランシングを

行います。

set ip next-hop address1
[address2.. . ] { load-share }

例：

switch(config-route-map)# set
ip next-hop 192.0.2.1

宛先への明示的ルートがない場合に使用する、ポリシーベー

スルーティング用の IPv4ネクストホップアドレスを設定し
ます。このコマンドでは、複数のアドレスが設定されている

場合に、最初の有効なネクストホップアドレスが使用され

ます。

任意の load-shareキーワードを使用して、最大 16のネクス
トホップアドレスにトラフィックのロードバランシングを

行います。

set ip default next-hop address1
[ address2... ] { load-share }

例：

switch(config-route-map)# set
ip default next-hop 192.0.2.2

CiscoNX-OSはネクストホップおよびインターフェイスを検出すると、ただちにパケッ
トをルーティングします。

ポリシーベースルーティングの設定の確認
ポリシーベースルーティングの設定情報を表示するには、次のいずれかのタスクを実行しま

す。

目的コマンド

IPv4ポリシーに関する情報を表示します。show ip policy [name]

ポリシー統計情報を表示します。show route-map [name] pbr-statistics

route-map map-name pbr-statisticsを使用してポリシー統計情報を有効にします。clear route-map
map-name pbr-statisticsを使用してこれらのポリシー統計情報をクリアします。

ポリシーベースルーティング統計情報の表示
ポリシーベースルーティングの統計情報を表示するには、showroute-map rmap-namepbr-statistics
コマンドを使用します。統計情報は、ルートマップシーケンスごとに維持されます。これは、

特定のルートマップシーケンスの一致条件に基づいてポリシールーティングされるパケット

数を示します。デフォルトのルーティングテーブルを使用してルーティングした他のパケット
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（setコマンドでは到達不能なネクストホップが原因の場合がある）もすべて表示されます。
統計情報を表示する前に、PBR統計情報の収集をオンにする必要があります。

次に、PBR統計情報を表示する例を示します。
switch(config)# show route-map pbr-sample pbr-statistics

ポリシーベースルーティング統計情報の消去
ルートマップのPBR統計のために保持されているカウンタをクリアするには、clear route-map
rmap-name pbr-statisticsコマンドを使用します。

次の例では、すべての PBR統計情報をクリアする方法を示します。
switch(config)# clear route-map pbr-sample pbr-statistics

ポリシーベースルーティングの設定例
インターフェイス上で単純なルートポリシーを設定する例を示します。

feature pbr
ip access-list pbr-sample
permit tcp host 10.1.1.1 host 192.168.2.1 eq 80
!
route-map pbr-sample
match ip address pbr-sample
set ip next-hop 192.168.1.1
!
route-map pbr-sample pbr-statistics

interface ethernet 1/2
ip policy route-map pbr-sample

次の出力で、この設定を確認します。

n3000# show route-map pbr-sample

route-map pbr-sample, permit, sequence 10
Match clauses:
ip address (access-lists): pbr-sample
Set clauses:
ip next-hop 192.168.1.1

n3000# show route-map pbr-sample pbr-statistics

route-map pbr-sample, permit, sequence 10
Policy routing matches: 84 packets

関連項目
ポリシーベースルーティングの詳細については、次の項目を参照してください。

• Route Policy Managerの設定
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その他の参考資料
IPの実装に関する詳細情報については、次の各項を参照してください。

•関連資料

•標準

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

Cisco Nexus 3000シリーズ NX-OSユニキャストルー
ティングコマンドリファレンス

ポリシーベースルーティング CLIコ
マンド

標準

タイト

ル

標準

—この機能でサポートされる新規の標準または変更された標準はありません。また、

既存の標準のサポートは変更されていません。

ポリシーベースルーティングの機能の履歴.
次の表に、この機能のリリースの履歴を示します。

表 18 :ポリシーベースルーティングの機能の履歴.

機能情報リリース機能名

この機能が導入されました。6.0(2)A7(1)ポリシーベースルーティン

グ
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第 16 章

『Configuring HSRP』

この章では、Cisco NX-OSスイッチでホットスタンバイルータプロトコル（HSRP）を設定す
る方法について説明します。

この章は、次の項で構成されています。

• HSRPに関する情報（337ページ）
• HSRPの前提条件（342ページ）
• HSRPの注意事項と制約事項（342ページ）
• HSRPのデフォルト設定（343ページ）
•『Configuring HSRP』（343ページ）
• HSRP設定の確認（354ページ）
• HSRPの設定例（354ページ）
•その他の参考資料（355ページ）

HSRPに関する情報
HSRPはファーストホップ冗長プロトコル（FHRP）であり、ファーストホップ IPルータの透
過的なフェールオーバーを可能にします。HSRPは、デフォルトルータの IPアドレスを指定
して設定された、イーサネットネットワーク上の IPホストにファーストホップルーティング
の冗長性を提供します。ルータグループでは HSRPを使用して、アクティブルータおよびス
タンバイルータを選択します。ルータグループでは、アクティブルータはパケットをルーティ

ングするルータです。スタンバイルータは、アクティブルータで障害が発生した場合、また

は事前に設定された条件が満たされた場合に、引き継ぐルータです。

大部分のホストの実装では、ダイナミックなルータディスカバリメカニズムをサポートして

いませんが、デフォルトのルータを設定することはできます。すべてのホスト上でダイナミッ

クなルータディスカバリメカニズムを実行するのは、管理上のオーバーヘッド、処理上のオー

バーヘッド、セキュリティ上の問題など、さまざまな理由で適切ではありません。HSRPは、
そうしたホスト上にフェールオーバーサービスを提供します。
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HSRPの概要
HSRPを使用する場合、HSRPの仮想 IPアドレスを（実際のルータの IPアドレスではなく）
ホストのデフォルトルータとして設定します。仮想 IPアドレスは、HSRPが動作するルータ
のグループで共有される IPv4アドレスです。

ネットワークセグメントに HSRPを設定する場合は、HSRPグループ用の仮想MACアドレス
と仮想 IPアドレスを設定します。グループの各 HSRP対応インターフェイス上で、同じ仮想
アドレスを指定します。各インターフェイス上で、実アドレスとして機能する固有の IPアド
レスおよびMACアドレスも設定します。HSRPはこれらのインターフェイスのうちの 1つを
アクティブルータにするために選択します。アクティブルータは、グループの仮想MACア
ドレス宛てのパケットを受信してルーティングします。

指定されたアクティブルータで障害が発生すると、HSRPによって検出されます。その時点
で、選択されたスタンバイルータが HSRPグループのMACアドレスおよび IPアドレスの制
御を行うことになります。HSRPはこの時点で、新しいスタンバイルータの選択も行います。

HSRPではプライオリティメカニズムを使用して、デフォルトのアクティブルータにするHSRP
設定インターフェイスを決定します。アクティブルータとしてインターフェイスを設定するに

は、グループ内の他のすべてのHSRP設定インターフェイスよりも高いプライオリティを与え
ます。デフォルトのプライオリティは100なので、それよりもプライオリティが高いインター
フェイスを1つ設定すると、そのインターフェイスがデフォルトのアクティブルータになりま
す。

HSRPが動作するインターフェイスは、マルチキャストユーザデータグラムプロトコル（UDP）
ベースの helloメッセージを送受信して、障害を検出し、アクティブおよびスタンバイルータ
を指定します。アクティブルータが設定された時間内に helloメッセージを送信できなかった
場合は、最高のプライオリティのスタンバイルータがアクティブルータになります。アクティ

ブルータとスタンバイルータ間のパケットフォワーディング機能の移動は、ネットワーク上

のすべてのホストに対して完全に透過的です。

1つのインターフェイス上で複数の HSRPグループを設定できます。

次の図に、HSRP用に設定されたネットワークのセグメントを示します。仮想MACアドレス
および仮想 IPアドレスの共有によって、2つ以上のインターフェイスが単一の仮想ルータのよ
うに動作できます。
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図 21 : 2台の対応ルータを含む HSRPトポロジ

仮想ルータは物理的には存在しませんが、相互にバックアップするように設定されたインター

フェイスにとって、共通のデフォルトルータになります。アクティブルータの IPアドレスを
使用して、LAN上でホストを設定する必要はありません。代わりに、デフォルトルータとし
て仮想ルータの IPアドレス（仮想 IPアドレス）を使用して、ホストを設定します。アクティ
ブルータが設定時間内に helloメッセージを送信できなかった場合は、スタンバイルータが引
き継いで仮想アドレスに応答し、アクティブルータになってアクティブルータの役割を引き

受けます。ホストの観点からは、仮想ルータは同じままです。

ルーテッドポートで受信した HSRP仮想 IPアドレス宛のパケットは、ローカルルータ上で終
端します。そのルータがアクティブHSRPルータであるのかスタンバイHSRPルータであるの
かは関係ありません。これには pingトラフィックと Telnetトラフィックが含まれます。レイ
ヤ 2（VLAN）インターフェイスで受信した HSRP仮想 IPアドレス宛てのパケットは、アク
ティブルータ上で終端します。

（注）

HSRP for IPv4
HSRPルータは、HSRP helloパケットを交換することによって相互に通信します。これらのパ
ケットは、UDPポート 1985上の宛先 IPマルチキャストアドレス 224.0.0.2（すべてのルータ
と通信するための予約済みマルチキャストアドレス）に送信されます。アクティブルータは

設定 IPアドレスおよび HSRP仮想MACアドレスから helloパケットを得るのに対して、スタ
ンバイルータは設定 IPアドレスおよびインターフェイスMACアドレスから helloパケットを
取得します。インターフェイスMACアドレスは、バーンドインアドレス（BIA）のこともあ
れば、そうではないこともあります。BIAは、MACアドレスの下位 6バイトで、ネットワー
クカード（NIC）の製造元によって割り当てられます。

ホストはデフォルトルータが HSRP仮想 IPアドレスとして設定されているので、HSRP仮想
IPアドレスに関連付けられたMACアドレスと通信する必要があります。このMACアドレス
は、仮想MACアドレス 0000.0C07.ACxyです。この場合、xyはそれぞれのインターフェイス
に基づく、16進数のHSRPグループ番号です。たとえば、HSRPグループ 1は 0000.0C07.AC01
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という HSRP仮想MACアドレスを使用します。隣接 LANセグメント上のホストは、標準の
アドレス解決プロトコル（ARP）プロセスを使用して、関連付けられたMACアドレスを解決
します。

HSRPバージョン 2では新しい IPマルチキャストアドレス 224.0.0.102を使用して helloパケッ
トを送信します。バージョン1では、このマルチキャストアドレスが224.0.0.2です。バージョ
ン 2では、拡張グループ番号範囲 0～ 4095を使用できます。また、新しいMACアドレス範
囲 0000.0C9F.F000～ 0000.0C9F.FFFFを使用します。

HSRPのバージョン
Cisco NX-OSは、デフォルトでは HSRPバージョン 1をサポートしています。HSRPバージョ
ン 2を使用するようにインターフェイスを設定できます。

HSRPバージョン 2では、HSRPバージョン 1から次のように拡張されています。

•グループ番号の範囲が拡大されました。HSRPバージョン 1がサポートするグループ番号
は 0～ 255です。HSRPバージョン 2がサポートするグループ番号は 0～ 4095です。

• IPv4では IPv4マルチキャストアドレス 224.0.0.102を使用して helloパケットを送信しま
す。HSRPバージョン 1では、このマルチキャストアドレスが 224.0.0.2です。

• MACアドレス範囲 0000.0C9F.F000～ 0000.0C9F.FFFFを使用します。HSRPバージョン 1
で使用するMACアドレス範囲は、0000.0C07.AC00～ 0000.0C07.ACFFです。

• MD 5認証のサポートが追加されました。

HSRPのバージョンを変更すると、Cisco NX-OSがグループを再初期化します。新しい仮想
MACアドレスがグループに与えられるからです。

HSRPバージョン 2では HSRPバージョン 1とは異なるパケットフォーマットを使用します。
パケットフォーマットはType-Length-Value（TLV）です。HSRPバージョン 1ルータは、HSRP
バージョン 2パケットを受信しても無視します。

HSRP認証
HSRPのメッセージダイジェスト 5（MD5）アルゴリズム認証は、HSRPスプーフィングソフ
トウェアから保護し、業界標準のMD5アルゴリズムを使用して信頼性とセキュリティを向上
させています。HSRPは IPv4アドレスを認証 TLVに含めます。

HSRPメッセージ
HSRPが設定されたルータは、次の 3種類のマルチキャストメッセージを交換できます。

• hello：helloメッセージは、ルータのHSRPプライオリティおよびステート情報を他のHSRP
ルータに伝えます。

• coup：スタンバイルータがアクティブルータの機能を引き受けるときに、coupメッセー
ジを送信します。
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• resign：アクティブルータは、アクティブルータとして機能する必要がなくなったとき
に、このメッセージを送信します。

HSRPロードシェアリング
HSRPでは、1つのインターフェイスに複数のグループを設定できます。オーバーラップする
2つの IPv4 HSRPグループを設定すると、期待されるデフォルトルータの冗長性をHSRPから
提供しながら、接続ホストからのトラフィックのロードシェアリングが可能です。下の図に、

ロードシェアリングが行われる HSRP IPv4構成の例を示します。

図 22 : HSRPロードシェアリング

HSRPロードシェアリングの図には、2台のルータ（Aおよび B）と 2つの HSRPグループが
示されています。ルータAはグループAのアクティブルータですが、グループBのスタンバイ
ルータです。同様に、ルータBはグループBのアクティブルータであり、グループAのスタンバ
イルータです。両方のルータがアクティブのままの場合、HSRPは両方のルータにまたがるホ
スト。どちらかのルータで障害が発生すると、残りのルータが引き続き、両方のホストのトラ

フィックを処理します。

オブジェクトトラッキングおよび HSRP
オブジェクトトラッキングを使用すると、別のインターフェイスの動作状態に基づいて、HSRP
インターフェイスのプライオリティを変更できます。オブジェクトトラッキングによって、メ
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インネットワークへのインターフェイスで障害が発生した場合に、スタンバイルータにルー

ティングできます。

トラッキング可能なオブジェクトは、インターフェイスのラインプロトコルステートまたは

IPルートの到達可能性の2種類です。指定したオブジェクトがダウンすると、設定された値だ
け Cisco NX-OSが HSRPプライオリティを引き下げます。詳細については、「HSRPオブジェ
クトトラッキングの設定」の項を参照してください。

HSRPの前提条件
HSRPの前提条件は、次のとおりです。

• HSRPグループを設定してイネーブルにするには、その前にHSRP機能をスイッチでイネー
ブルにする必要があります。

HSRPの注意事項と制約事項
HSRP設定時の注意事項および制約事項は、次のとおりです。

•最小 helloタイマー値は 250ミリ秒です。

•最小ホールドタイマー値は 750ミリ秒です。

• HSRPを設定するインターフェイスに IPアドレスを設定し、そのインターフェイスをイ
ネーブルにしてからでなければ、HSRPはアクティブになりません。

• IPv4では、仮想 IPアドレスは、インターフェイス IPアドレスと同じサブネットになけれ
ばなりません。

•同一インターフェイス上では、複数のファーストホップ冗長プロトコルを設定しないこと
を推奨します。

• HSRPバージョン 2は HSRPバージョン 1と相互運用できません。どちらのバージョンも
相互に排他的なので、インターフェイスはバージョン 1およびバージョン 2の両方を運用
できません。しかし、同一ルータの異なる物理インターフェイス上であれば、異なるバー

ジョンを実行できます。

•バージョン 1で認められるグループ番号範囲（0～ 255）を超えるグループを設定してい
る場合は、バージョン 2からバージョン 1への変更はできません。

• Cisco NX-OSでは、VDC、インターフェイス VRFメンバーシップ、ポートチャネルメン
バーシップを変更したり、ポートモードをレイヤ2に変更した場合は、インターフェイス
上のすべてのレイヤ 3設定が削除されます。

• PACLフィルタリングによる HSRPローカリゼーションおよび HSRPの 4ウェイ設定はサ
ポートされていません。
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HSRPのデフォルト設定
次の表に、HSRPパラメータのデフォルト設定値を示します。

表 19 :デフォルトの HSRPパラメータ

デフォルトパラメータ

ディセーブルHSRP

バージョン1の場合はテキストとしてイネーブル、パスワードはcisco認証

バージョン 1HSRPバージョン

無効プリエンプション

100プライオリティ

HSRPグループ番号から生成仮想MACアドレ
ス

『Configuring HSRP』

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能に対応する Cisco NX-OSコマンドは通常使用す
る Cisco IOSコマンドと異なる場合があるので注意してください。

（注）

HSRP機能のイネーブル化
HSRPグループを設定してイネーブルにするには、その前に HSRP機能をグローバルでイネー
ブルにする必要があります。

手順の詳細

HSRP機能をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで次のコマン
ドを使用します。

目的コマンド

HSRPをイネーブルにします。feature hsrp

例：

switch(config)# feature hsrp
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HSRP機能をディセーブルにして、関連付けられている設定をすべて削除するには、グローバ
ルコンフィギュレーションモードで次のコマンドを使用します。

目的コマンド

HSRPをディセーブルにします。no feature hsrp

例：

switch(config)# no feature hsrp

HSRPバージョン設定
HSRPのバージョンを設定できます。既存グループのバージョンを変更すると、仮想MACア
ドレスが変更されるので、CiscoNX-OSがそれらのグループのHSRPを再初期化します。HSRP
のバージョンは、インターフェイス上のすべてのグループに適用されます。

HSRPのバージョンを設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで次の
コマンドを使用します。

目的コマンド

HSRPバージョンを設定します。デフォルトはバージョン
1です。

hsrp version { 1 | 2 }

例：

switch(config-if)# hsrp version
2

IPv4の HSRPグループの設定
IPv4インターフェイスに HSRPグループを設定し、その HSRPグループに仮想 IPアドレスと
仮想MACアドレスを設定できます。

始める前に

HSRP機能が有効になっていることを確認します（HSRP機能のイネーブル化のセクションを
参照）。

グループのいずれかのメンバインターフェイス上で仮想 IPアドレスを設定すると、CiscoNX-OS
によって HSRPがイネーブルになります。HSRPグループをイネーブルにする前に、認証、タ
イマー、プライオリティなどの HSRP属性を設定する必要があります。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface type number

3. no switchport
4. ip address ip-address/length

5. hsrp group-number [ ipv4 ]
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6. ip [ ip-address [ secondary ]]
7. exit
8. no shutdown

9. （任意） show hsrp [ group group-number ] [ ipv4 ]
10. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス構成モードを開始します。interface type number

例：

ステップ 2

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

そのインターフェイスを、レイヤ 3ルーテッドイ
ンターフェイスとして設定します。

no switchport

例：

ステップ 3

switch(config-if)# no switchport

インターフェイスの IPv4アドレスを設定します。ip address ip-address/length

例：

ステップ 4

switch(config-if)# ip address 192.0.2.2/8

HSRPグループを作成し、HSRPコンフィギュレー
ションモードを開始します。HSRPバージョン1で

hsrp group-number [ ipv4 ]

例：

ステップ 5

指定できる範囲は 0～ 255です。HSRPバージョンswitch(config-if)# hsrp 2
switch(config-if-hsrp) 2で指定できる範囲は 0～ 4095です。デフォルト

値は 0です

HSRPグループの仮想 IPアドレスを設定し、グルー
プを有効にします。このアドレスは、インターフェ

ip [ ip-address [ secondary ]]

例：

ステップ 6

イスの IPv4アドレスと同じサブネットになければ
なりません。

switch(config-if-hsrp)# ip 192.0.2.1

HSRP設定モードを終了します。exit

例：

ステップ 7

switch(config-if-hsrp)# exit

インターフェイスをイネーブルにします。no shutdown

例：

ステップ 8

switch(config-if)# no shutdown
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目的コマンドまたはアクション

HSRP情報を表示します。（任意） show hsrp [ group group-number ] [ ipv4 ]

例：

ステップ 9

switch(config-if)# show hsrp group 2

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 10

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

例

設定完了後にインターフェイスを有効にするには、no shutdownコマンドを使用する
必要があります。

（注）

次に Ethernet 1/2上で HSRPグループを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# ip 192.0.2.2/8
switch(config-if)# hsrp 2
switch(config-if-hsrp)# ip 192.0.2.1
switch(config-if-hsrp)# exit
switch(config-if)# no shutdown
switch(config-if)# copy running-config startup-config

HSRP仮想MACアドレスの設定
設定されているグループ番号から HSRPが導き出したデフォルトの仮想MACアドレスを変更
できます。

HSRPグループの仮想MACアドレスを手動で設定するには、HSRPコンフィギュレーション
モードで次のコマンドを使用します。

目的コマンド

HSRPグループの仮想MACアドレスを設定します。ス
トリングには標準のMACアドレスフォーマット
（xxxx.xxxx.xxxx）を使用します。

mac-address string

例：

switch(config-if-hsrp)# mac-address
5000.1000.1060

仮想MACアドレスに BIA（バーンドインMACアドレス）を使用するように HSRPを設定す
るには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで次のコマンドを使用します。
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目的コマンド

HSRP仮想MACアドレスにインターフェイスの BIAを使用
するように、HSRPを設定します。scope interfaceキーワード
を使用すると、このインターフェイス上のすべてのグループ

に焼き込みMACアドレスを使用するように HSRPを設定で
きます。

hsrp use-bia [ scope interface ]

例：

switch(config-if)# hsrp
use-bia

HSRPの認証
クリアテキストまたはMD5ダイジェスト認証を使用してプロトコルを認証するように、HSRP
を設定できます。MD5認証はキーチェーンを使用します（Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OS
セキュリティ構成ガイドを参照)。

始める前に

HSRP機能が有効になっていることを確認します（HSRP機能のイネーブル化のセクションを
参照）。

HSRPグループのすべてのメンバに同じ認証およびキーを設定する必要があります。

MD5認証を使用する場合は、キーチェーンが作成してあることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface type slot/port

3. no switchport
4. hsrp group-number [ ipv4 ]
5.

6. （任意） show hsrp [ group group-number ]
7. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス構成モードを開始します。interface interface type slot/port

例：

ステップ 2

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#
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目的コマンドまたはアクション

そのインターフェイスを、レイヤ 3ルーテッドイン
ターフェイスとして設定します。

no switchport

例：

ステップ 3

switch(config-if)# no switchport

HSRPグループを作成し、HSRP設定モードを開始し
ます。

hsrp group-number [ ipv4 ]

例：

ステップ 4

switch(config-if)# hsrp 2
switch(config-if-hsrp)

説明オプションステップ 5

目的コマンド

このインターフェイス上

で、HSRPのクリアテキス
ト認証を設定します。

authentication text string

例：

switch(config-if-hsrp)#
authentication text
mypassword

このインターフェイス上

で、HSRPのMD5認証を
authentication md5 {
key-chain key-chain |
key-string { 0 | 7 } text [
timeout seconds ]}

設定します。キーチェー

ンまたはキーストリング

例： を使用できます。キース

トリングを使用する場合switch(config-if-hsrp)#
authentication md5
key-chain hsrp-keys

は、HSRPが新しいキーだ
けを受け付けるように、

任意でタイムアウトを設

定できます。指定できる

範囲は 0～ 32767秒で
す。

HSRP情報を表示します。（任意） show hsrp [ group group-number ]

例：

ステップ 6

switch(config-if-hsrp)# show hsrp group 2

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

switch(config-if-hsrp)# copy running-config
startup-config
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例

次に、キーチェーン作成後に HSRPのMD5認証を Ethernet 1/2上で設定する例を示し
ます。

switch# configure terminal
switch(config)# key chain hsrp-keys
switch(config-keychain)# key 0
switch(config-keychain-key)# key-string 7 zqdest
switch(config-keychain-key) accept-lifetime 00:00:00 Jun 01 2008 23:59:59 Sep 12 2008
switch(config-keychain-key) send-lifetime 00:00:00 Jun 01 2008 23:59:59 Aug 12 2008
switch(config-keychain-key) key 1
switch(config-keychain-key) key-string 7 uaeqdyito
switch(config-keychain-key) accept-lifetime 00:00:00 Aug 12 2008 23:59:59 Dec 12 2008
switch(config-keychain-key) send-lifetime 00:00:00 Sep 12 2008 23:59:59 Nov 12 2008
switch(config-keychain-key)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# hsrp 2
switch(config-if-hsrp)# authenticate md5 key-chain hsrp-keys
switch(config-if-hsrp)# copy running-config startup-config

HSRPオブジェクトトラッキングの設定
他のインターフェイスまたはルータの可用性に基づいて、プライオリティが調整されるように

HSRPグループを設定できます。スイッチがオブジェクトトラッキング対応として設定されて
いて、なおかつトラッキング対象のオブジェクトがダウンした場合、スイッチのプライオリ

ティはダイナミックに変更されます。トラッキングプロセスはトラッキング対象オブジェクト

に定期的にポーリングを実行し、値の変化をすべて記録します。値が変化すると、HSRPがプ
ライオリティを再計算します。HSRPインターフェイスにプリエンプションを設定している場
合は、プライオリティの高い HSRPインターフェイスがアクティブルータになります。

HSRPでは、トラッキング対象のオブジェクトおよびトラックリストをサポートします。ト
ラックリストの詳細については、オブジェクトトラッキングの設定を参照してください。

始める前に

HSRP機能が有効になっていることを確認します（HSRP機能のイネーブル化のセクションを
参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2.

3. interface interface-type slot/port

4. no switchport
5. hsrp group-number [ ipv4 ]
6. priority [ value ]
7. track object-number [ decrement value ]
8. preempt [ delay [ minimum seconds ] [ reload seconds ] [ sync seconds]]
9. （任意） show hsrp interface interface-type number
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10. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

説明オプションステップ 2

目的コマンド

この HSRPインターフェイ
スが追跡するインターフェ

track object-id
interface
interface-type number イスを設定します。イン
{ ip routing |
line-protocol } ターフェイスのステート変

化は次のように、このHSRP
例： のプライオリティを左右し

ます。switch(config)#
track 1 interface

• HSRPコンフィギュレー
ションモードで、track

ethernet 2/2
line-protocol
switch(config-track#

コマンドで使用するイ

ンターフェイスおよび

対応するオブジェクト

番号を設定します。

• line-protocolキーワード
を指定すると、イン

ターフェイスがアップ

状態かどうかが追跡さ

れます。ipキーワード
を指定すると、イン

ターフェイス上で IP
ルーティングがイネー

ブルであり、IPアドレ
スが設定されているか

どうかもチェックされ

ます。

ルートのトラッキング対象

オブジェクトを作成し、ト

track object-id ip
route ip-prefix/length
reachability ラッキングコンフィギュ

レーションモードを開始し例：
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目的コマンドまたはアクション

説明オプション

switch(config)#
track 2 ip route

ます。object-idの範囲は 1
～ 500です。192.0.2.0/8

reachability
switch(config-track#

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-type slot/port

例：

ステップ 3

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

そのインターフェイスを、レイヤ 3ルーテッドイ
ンターフェイスとして設定します。

no switchport

例：

ステップ 4

switch(config-if)# no switchport

HSRPグループを作成し、HSRPコンフィギュレー
ションモードを開始します。

hsrp group-number [ ipv4 ]

例：

ステップ 5

switch(config-if)# hsrp 2
switch(config-if-hsrp)#

HSRPグループでのアクティブルータ選択に使用す
るプライオリティレベルを設定します。有効な範

囲は 0～ 255です。デフォルトは 100です。

priority [ value ]

例：

switch(config-if-hsrp)# priority 254

ステップ 6

HSRPインターフェイスの重み付けを左右する、ト
ラッキング対象のオブジェクトを指定します。

track object-number [ decrement value ]

例：

ステップ 7

value引数には、トラッキング対象のオブジェクト
で障害が発生した場合に、HSRPインターフェイス

switch(config-if-hsrp)# track 1 decrement 20

のプライオリティから差し引く値を指定します。範

囲は 1～ 255です。デフォルトは 10です。

現在のアクティブルータよりプライオリティが高

い場合に、HSRPグループのアクティブルータとし
preempt [ delay [ minimum seconds ] [ reload seconds
] [ sync seconds]]

例：

ステップ 8

て引き継ぐようにルータを設定します。このコマン

ドは、デフォルトでディセーブルになっています。

指定できる範囲は 0～ 3600秒です。
switch(config-if-hsrp)# preempt delay minimum 60

インターフェイスの HSRP情報を表示します。（任意） show hsrp interface interface-type number

例：

ステップ 9

switch(config-if-hsrp)# show hsrp interface
ethernet 1/2

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 10
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目的コマンドまたはアクション

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

例

次に、Ethernet 1/2上で HSRPオブジェクトトラッキングを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# track 1 interface ethernet 2/2 line-protocol
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# hsrp 2
switch(config-if-hsrp)# track 1 decrement 20
switch(config-if-hsrp)# copy running-config startup-config

HSRPプライオリティの設定
インターフェイス上で HSRPプライオリティを設定できます。HSRPでは、プライオリティを
使用して、アクティブルータとして動作する HSRPグループメンバを決定します。

HSRPプライオリティを設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで次
のコマンドを使用します。

目的コマンド

HSRPグループでのアクティブルータ選択に使
用するプライオリティレベルを設定します。

levelの範囲は 0～ 255です。デフォルトは 100
です。

priority level [ forwarding-threshold lower
lower-value upper upper-value ]

例：

switch(config-if-hsrp)# priority 60
forwarding-threshold lower 40 upper 50

HSRPのカスタマイズ
必要に応じて、HSRPの動作をカスタマイズできます。仮想 IPアドレスを設定することによっ
て、HSRPグループをイネーブルにすると、そのグループがただちに動作可能になることに注
意してください。HSRPをカスタマイズする前に HSRPグループをイネーブルにした場合、機
能のカスタマイズが完了しないうちに、ルータがグループの制御を引き継いでアクティブルー

タになる可能性があります。HSRPのカスタマイズを予定している場合は、HSRPグループを
イネーブルにする前に行ってください。

HSRPをカスタマイズするには、HSRPコンフィギュレーションモードで次のコマンドを使用
します。
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目的コマンド

HSRPグループの IP冗長名を指定します。stringは 1～ 255
文字です。デフォルトストリングのフォーマットは

hsrp-interface-short-name-group-idです。

次の例を参考にしてください。

hsrp-Eth2/1-1

name string

例：

switch(config-if-hsrp)# name
HSRP-1

現在のアクティブルータよりもプライオリティが高い場合

に、HSRPグループのアクティブルータとして引き継ぐよう
にルータを設定します。このコマンドは、デフォルトでディ

セーブルになっています。指定できる範囲は 0～ 3600秒で
す。

preempt [ delay [ minimum
seconds ] [ reload seconds ] [ sync
seconds ]]のようになります。

例：

switch(config-if-hsrp)#
preempt delay minimum 60

次のように、このHSRPメンバーの helloタイムおよびホール
ドタイムを設定します。

オプションのmsecキーワードは、引数がデフォルトの秒単位
ではなく、ミリ秒単位で表されることを指定します。タイマー

の範囲（ミリ秒）は次のとおりです。

• hellotime：helloパケットを送信してから、次の helloパ
ケットを送信するまでのインターバル。指定できる範囲

は 255～ 999ミリ秒です。

• holdtime：helloパケットの情報が無効と見なされるまで
のインターバル。指定できる範囲は 750～ 3000ミリ秒で
す。

timers [ msec ] hellotime [ msec
] holdtime

例：

switch(config-if-hsrp)#
timers 5 18

HSRPをカスタマイズするには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで次のコマ
ンドを使用します。

目的コマンドまたはアクション

グループがイネーブルになってから、グループに参加

するまでに HSRPが待機する最小時間を指定します。
指定できる範囲は 0～ 10000秒です。デフォルトは 0
です。

hsrp delay minimum seconds

例：

switch(config-if)# hsrp delay
minimum 30

リロード後、グループに参加するまでに HSRPが待機
する最小時間を指定します。指定できる範囲は 0～
10000秒です。デフォルトは 0です。

hsrp delay reload seconds

例：

switch(config-if)# hsrp delay reload
30

Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSユニキャストルーティング構成ガイド、リリース 10.3(x)
353

『Configuring HSRP』

HSRPのカスタマイズ



HSRP設定の確認
HSRPの設定情報を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

すべてのグループまたは特定のグループのHSRPステー
タスを表示します。

show hsrp [group group-number]

すべてのインターフェイスまたは特定のインターフェ

イスの HSRP遅延値を表示します。
show hsrp delay [interface interface-type
slot/port]

インターフェイスの HSRPステータスを表示します。show hsrp [interface interface-type
slot/port]

ステートが active、init、listen、または standbyの仮想
フォワーダについて、グループまたはインターフェイ

スのHSRPステータスを表示します。disabledを含めて
すべてのステートを表示する場合は、allキーワードを
使用します。

show hsrp [group group-number]
[interface interface-type slot/port]
[active] [all] [init] [learn] [listen]
[speak] [standby]

ステートが active、init、listen、または standbyの仮想
フォワーダについて、グループまたはインターフェイ

スのHSRPステータスの要約を表示します。disabledを
含めてすべてのステートを表示する場合は、allキー
ワードを使用します。

show hsrp [group group-number]
[interface interface-type slot/port] active]
[all] [init] [learn] [listen] [speak]
[standby] brief

HSRPの設定例
次に、MD5認証およびインターフェイストラッキングを指定して、インターフェイス上で
HSRPをイネーブルにする例を示します。
key chain hsrp-keys
key 0
key-string 7 zqdest
accept-lifetime 00:00:00 Jun 01 2008 23:59:59 Sep 12 2008
send-lifetime 00:00:00 Jun 01 2008 23:59:59 Aug 12 2008
key 1
key-string 7 uaeqdyito
accept-lifetime 00:00:00 Aug 12 2008 23:59:59 Dec 12 2008
send-lifetime 00:00:00 Sep 12 2008 23:59:59 Nov 12 2008
feature hsrp
track 2 interface ethernet 2/2 ip
interface ethernet 1/2
no switchport
ip address 192.0.2.2/8
hsrp 1
authenticate md5 key-chain hsrp-keys
priority 90
track 2 decrement 20
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ip-address 192.0.2.10
no shutdown

その他の参考資料
HSRPの実装に関する詳細は、次の各項を参照してください。

•関連資料

• MIB

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

VRRPの設定VRRPの設定

『Cisco Nexus 3000 Series Command Reference』HSRP CLIコマン
ド

MIB
MIBのリンクMIB

MIBを検索してダウンロードするには、次のMIBロケータに移動します。CISCO-HSRP-MIB
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第 17 章

VRRPの設定

この章では、Cisco NX-OSスイッチ上で仮想ルータ冗長プロトコル（VRRP）を設定する方法
について説明します。

この章は、次の項で構成されています。

• VRRPの概要（357ページ）
• VRRPの注意事項と制約事項（362ページ）
• VRRPのデフォルト設定（363ページ）
• VRRPの設定（363ページ）
• VRRPの設定の確認（374ページ）
• VRRP統計情報の表示（374ページ）
• VRRPの設定例（375ページ）
•その他の参考資料（376ページ）

VRRPの概要
VRRPを使用すると、仮想 IPアドレスを共有するルータグループを設定することによって、
ファーストホップ IPルータで透過的フェールオーバーが可能になります。VRRPはそのグルー
プのプライマリルータを選択して、仮想 IPアドレスへのすべてのパケットが処理できるよう
にします。残りのルータはスタンバイになり、プライマリルータで障害が発生した場合に処理

を引き継ぎます。

VRRPの動作
LANクライアントは、ダイナミックプロセスまたはスタティック設定を使用することによっ
て、特定のリモート宛先へのファーストホップにするルータを決定できます。ダイナミック

ルータディスカバリの例を示します。

•プロキシARP：クライアントはアドレス解決プロトコル（ARP）を使用して到達すべき宛
先を取得します。ルータは独自のMACアドレスで ARP要求に応答します。
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•ルーティングプロトコル：クライアントはダイナミックルーティングプロトコルのアッ
プデートを（ルーティング情報プロトコル（RIP）などから）受信し、独自のルーティン
グテーブルを形成します。

• ICMP Router Discovery Protocol（IRDP）クライアント：クライアントはインターネット制
御メッセージプロトコル（ICMP）ルータディスカバリクライアントを実行します。

ダイナミックディスカバリプロトコルのデメリットは、LANクライアントにある程度、設定
および処理のオーバーヘッドが発生することです。また、ルータが故障した場合、他のルータ

に切り替えるプロセスも遅くなる場合があります。

ダイナミックディスカバリプロトコルの代わりに、クライアント上でデフォルトルータをス

タティックに設定することもできます。このアプローチでは、クライアントの設定および処理

が簡素化されますが、シングルポイント障害が生じます。デフォルトゲートウェイで障害が発

生した場合、LANクライアントの通信はローカル IPネットワークセグメントに限定され、
ネットワークの他の部分から切り離されます。

VRRPでは、ルータグループ（VRRPグループ）が単一の仮想 IPアドレスを共有できるよう
にすることによって、スタティック設定に伴う問題を解決できます。さらに、デフォルトゲー

トウェイとして仮想 IPアドレスを指定して、LANクライアントを設定できます。

次の図は、基本的な VLANトポロジです。この例では、ルータ A、B、および Cが VRRPグ
ループを形成します。グループの IPアドレスは、ルータ Aのインターフェイスインターフェ
イスに設定されているアドレス（10.0.0.1）と同じです。

図 23 :基本的な VRRPトポロジ

仮想 IPアドレスにルータAの物理イーサネットインターフェイスの IPアドレスが使用される
ので、ルータ Aがプライマリ（「IPアドレスオーナー」）になります。ルータ Aはプライマ
リとして、VRRPグループルータの仮想 IPアドレスを所有し、送信されたパケットをこの IP
アドレスに転送します。クライアント 1～ 3には、デフォルトゲートウェイの IPアドレス
10.0.0.1が設定されています。
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ルータ Bおよび Cの役割はバックアップです。プライマリで障害が発生すると、プライオリ
ティが最も高いバックアップルータがプライマリになり、仮想 IPアドレスを引き継いで、LAN
ホストへのサービスが途切れないようにします。ルータAが回復すると、これが再びプライマ
リルータになります。詳細については、「VRRPルータのプライオリティおよびプリエンプ
ション」のセクションを参照してください。

ルーテッドポートで受信したVRRP仮想 IPアドレス宛のパケットは、ローカルルータ上で終
端します。そのルータがプライマリVRRPルータであるのかバックアップVRRPルータである
のかは関係ありません。これには pingトラフィックと Telnetトラフィックが含まれます。レ
イヤ 2（VLAN）インターフェイスで受信した、VRRP仮想 IPアドレス宛のパケットは、プラ
イマリルータに届きます。

（注）

VRRPの利点
VRRPの利点は、次のとおりです。

•冗長性：複数のルータをデフォルトゲートウェイルータとして設定できるので、ネット
ワークにシングルポイント障害が発生する確率が下がります。

•ロードシェアリング：複数のルータで LANクライアントとの間のトラフィックを分担で
きます。トラフィックの負荷が使用可能なルータ間でより公平に分担されます。

•マルチ VRRPグループ：プラットフォームがマルチMACアドレスをサポートする場合、
ルータの物理インターフェイス上で、最大 255のVRRPグループをサポートします。マル
チ VRRPグループによって、LANトポロジで冗長性およびロードシェアリングを実現で
きます。

•マルチ IPアドレス：セカンダリ IPアドレスを含めて、複数の IPアドレスを管理できま
す。イーサネットインターフェイス上で複数のサブネットを設定している場合は、各サブ

ネットで VRRPを設定できます。

•プリエンプト：障害プライマリを引き継いでいたバックアップルータより、さらにプライ
オリティが高いバックアップルータが使用可能になったときに、プライオリティが高い方

を優先させることができます。

•アドバタイズメントプロトコル：VRRPアドバタイズメントに、専用の Internet Assigned
Numbers Authority（IANA）規格マルチキャストアドレス（224.0.0.18）を使用します。こ
のアドレッシング方式によって、マルチキャストを提供するルータ数が最小限になり、テ

スト機器でセグメント上の VRRPパケットを正確に識別できるようになります。IANAは
VRRPに IPプロトコル番号 112を割り当てています。

• VRRPトラッキング：インターフェイスのステートに基づいてVRRPプライオリティを変
更することによって、最適なVRRPルータがグループのプライマリになることが保証され
ます。
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複数の VRRPグループ
物理インターフェイス上で、最大255のVRRPグループを設定できます。ルータインターフェ
イスがサポートできる VRRPグループの実際の数は、次の要因によって決まります。

•ルータの処理能力

•ルータのメモリの能力

ルータインターフェイス上で複数のVRRPグループが設定されたトポロジでは、インターフェ
イスはあるVRRPグループのプライマリ、および他の 1つまたは複数のVRRPグループのバッ
クアップとして動作可能です。

次の図の LANトポロジでは、ルータ Aと Bがクライアント 1～ 4のトラフィックを共有する
ように、VRRPが設定されています。ルータAとBの一方で障害が発生した場合、もう一方が
バックアップとして機能します。

図 24 :ロードシェアリングおよび冗長構成の VRRPトポロジ

このトポロジには、オーバーラップする 2つの VRRPグループに対応する 2つの仮想 IPアド
レスが含まれています。VRRPグループ 1では、ルータAが IPアドレス 10.0.0.1のオーナーで
あり、プライマリです。ルータBはルータAのバックアップです。クライアント 1と 2には、
デフォルトゲートウェイの IPアドレス 10.0.0.1が設定されています。

VRRPグループ 2では、ルータ Bが IPアドレス 10.0.0.2のオーナーであり、プライマリです。
ルータAはルータBをバックアップします。クライアント 3と 4には、デフォルトゲートウェ
イの IPアドレス 10.0.0.2が設定されています。
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VRRPルータのプライオリティおよびプリエンプション
VRRP冗長構成の重要な側面は、VRRPルータのプライオリティです。各 VRRPルータが果た
す役割やプライマリルータで障害が発生した場合のアクションは、プライオリティによって決

まるからです。

VRRPルータが仮想 IPアドレスおよび物理インターフェイスの IPアドレスを所有する場合、
そのルータはプライマリとして機能します。プライマリのプライオリティは 255です。

プライオリティによって、VRRPルータがバックアップルータとして動作するかどうかが決ま
り、さらに、プライマリで障害が発生した場合にプライマリになる順序も決まります。

たとえば、ルータAが LANトポロジにおけるプライマリであり、そのルータAで障害が発生
した場合、VRRPはバックアップBが引き継ぐのか、バックアップCが引き継ぐのかを判断す
る必要があります。ルータ Bにプライオリティ 101が設定されていて、ルータ Cがデフォル
トのプライオリティ 100の場合、VRRPはルータBをプライマリになるべきルータとして選択
します。ルータ Bの方がプライオリティが高いからです。ルータ Bおよび Cにデフォルトの
プライオリティ 100が設定されている場合は、VRRPは IPアドレスが大きい方のバックアップ
をプライマリになるべきルータとして選択します。

VRRPではプリエンプションを使用して、VRRPバックアップルータがプライマリになってか
らのアクションを決定します。プリエンプションはデフォルトでイネーブルなので、VRRPは
新しいプライマリよりプライオリティの高いバックアップがオンラインになると、バックアッ

プに切り替えます。たとえば、ルータ Aがプライマリであり、そのルータ Aで障害が発生し
た場合、VRRPは（プライオリティの順位が次である）ルータ Bを選択します。ルータ Cが
ルータ Bより高いプライオリティでオンラインになると、ルータ Bで障害が発生していなく
ても、VRRPはルータ Cを新しいプライマリとして選択します。

プリエンプションを無効にした場合、VRRPが切り替わるのは、元のプライマリが回復した場
合、または新しいプライマリで障害が発生した場合に限られます。

VRRPのアドバタイズメント
VRRPプライマリは、同じグループ内の他のVRRPルータにVRRPアドバタイズメントを送信
します。アドバタイズメントでは、プライマリの優先順位と状態が伝達されます。CiscoNX-OS
は VRRPアドバタイズメントを IPパケットにカプセル化して、VRRPグループに割り当てら
れた IPマルチキャストアドレスに送信します。Cisco NX-OSがアドバタイズメントを送信す
る間隔はデフォルトでは1秒ですが、ユーザ側で別のアドバタイズインターバルを設定できま
す。

VRRP認証
VRRPは、次の認証方式をサポートします。

•認証なし

•プレーンテキスト認証
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VRRPは次の場合に、パケットを拒否します。

•認証方式がルータと着信パケットで異なる。

•テキスト認証文字列がルータと着信パケットで異なる。

VRRPトラッキング
VRRPは次の 2つのトラッキングオプションをサポートしています。

•ネイティブインターフェイストラッキング：インターフェイスのステートを追跡し、そ
のステートを使用してVRRPグループのVRRPルータのプライオリティを判別します。イ
ンターフェイスがダウンしている場合、またはインターフェイスにプライマリ IPアドレ
スがない場合、トラッキング対象ステートはダウンとなります。

•オブジェクトトラッキング：設定されたオブジェクトのステートを追跡し、そのステート
を使用してVRRPグループのVRRPルータのプライオリティを判別します。オブジェクト
トラッキングの詳細については、「オブジェクトトラッキングの設定」を参照してくださ

い。

トラッキング対象ステート（インターフェイスまたはオブジェクト）がダウンになると、VRRP
はユーザがトラッキング対象ステートに対して新しいプライオリティをどのように設定するか

に基づいて、プライオリティをアップデートします。トラッキング対象ステートがオンライン

になると、VRRPは仮想ルータグループの元のプライオリティを復元します。

たとえば、ネットワークへのアップリンクがダウンした場合、別のグループメンバーがVRRP
グループのプライマリとして引き継げるように、VRRPグループメンバーのプライオリティを
引き下げなければならないことがあります。詳細については、「VRRPインターフェイスス
テートトラッキングの設定」の項を参照してください。

VRRPはレイヤ 2インターフェイスのトラッキングをサポートしていません。（注）

仮想化のサポート

VRRPは仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスをサポートします。デフォルトで
は、特に別の VRFを設定しない限り、Cisco NX-OSはユーザーをデフォルトの VRFに配置し
ます。

インターフェイスのVRFメンバーシップを変更すると、CiscoNX-OSによってVRRPを含め、
すべてのレイヤ 3設定が削除されます。

VRRPの注意事項と制約事項
VRRPには、次の注意事項および制限事項があります。
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•管理インターフェイス上で VRRPを設定できません。

• VRRPがイネーブルの場合は、ネットワーク上のスイッチ全体でVRRP設定を複製する必
要があります。

•同一インターフェイス上では、複数のファーストホップ冗長プロトコルを設定しないこと
を推奨します。

• VRRPを設定するインターフェイスに IPアドレスを設定し、そのインターフェイスをイ
ネーブルにしてからでなければ、VRRPはアクティブになりません。

• Cisco NX-OSでは、VDC、インターフェイス VRFメンバーシップ、ポートチャネルメン
バーシップを変更したり、ポートモードをレイヤ2に変更した場合は、インターフェイス
上のすべてのレイヤ 3設定が削除されます。

• VRRPでレイヤ 2インターフェイスを追跡するよう設定した場合、レイヤ 2をシャットダ
ウンしてからインターフェイスを再度イネーブル化することにより、VRRPプライオリ
ティを更新してレイヤ 2インターフェイスのステートを反映させる必要があります。

VRRPのデフォルト設定
次の表に、VRRPパラメータのデフォルト設定値を示します。

表 20 :デフォルトの VRRPパラメータ

デフォル

ト

パラメータ

1秒advertisement
interval

認証なし認証

有効プリエンプション

100priority

無効VRRP機能

VRRPの設定

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能に対応する Cisco NX-OSコマンドは通常使用す
る Cisco IOSコマンドと異なる場合があるので注意してください。

（注）
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VRRP機能のイネーブル化
VRRPグループを設定してイネーブルにするには、その前にVRRP機能をグローバルでイネー
ブルにする必要があります。

VRRP機能をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで次のコマ
ンドを使用します。

目的コマンド

VRRPをイネーブルにします。feature vrrp

例：

switch(config)# feature vrrp

VRRP機能をディセーブルにして、関連付けられている設定をすべて削除するには、グローバ
ルコンフィギュレーションモードで次のコマンドを使用します。

目的コマンド

VRRP機能をディセーブルにします。no feature vrrp

例：

switch(config)# no feature vrrp

VRRPグループの設定
VRRPグループを作成し、仮想 IPアドレスを割り当て、グループを有効にすることができま
す。

VRRPグループに設定できる仮想 IPv4アドレスは 1つです。プライマリVRRPルータはデフォ
ルトで、仮想 IPアドレスを直接の宛先とするパケットをドロップします。これは、VRRPプラ
イマリがパケットを転送するネクストホップルータとしてのみ想定されているからです。アプ

リケーションによっては、CiscoNX-OSが仮想ルータ IP宛のパケットを受け付けるようにする
必要があります。仮想 IPアドレスに secondaryオプションを使用すると、ローカルルータが
VRRPマスターの場合、これらのパケットを受け付けるようになります。

VRRPグループを設定した場合は、そのグループをアクティブにするために、グループを明示
的に有効にする必要があります。

始める前に

インターフェイスに IPアドレスを設定していることを確認します（IPv4アドレス指定の設定
のセクションを参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface -type slot/port
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3. no switchport
4. vrrp number

5. address ip-address [ secondary ]
6. no shutdown

7. （任意） show vrrp

8. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。

interface interface -type slot/port

例：

ステップ 2

switch(config)#
switch(config-if)# interface ethernet 2/1

そのインターフェイスを、レイヤ 3ルーテッドイン
ターフェイスとして設定します。

no switchport

例：

ステップ 3

switch(config-if)# no switchport

仮想ルータグループを作成します。範囲は 1～ 255
です。

vrrp number

例：

ステップ 4

switch(config-if)# vrrp 250
switch(config-if-vrrp)#

指定の VRRPグループに仮想 IPv4アドレスを設定
します。このアドレスは、インターフェイスの IPv4
アドレスと同じサブネットになければなりません。

address ip-address [ secondary ]

例：

switch(config-if-vrrp)# address 192.0.2.8

ステップ 5

secondaryオプションは、VRRPルータが仮想ルータ
の IPアドレスに送信されたパケットを受け付けて、
アプリケーションに配信することをアプリケーショ

ンが要求する場合に限られます。

VRRPグループを有効にします。デフォルトでは無
効です。

no shutdown

例：

ステップ 6

switch(config-if-vrrp)# no shutdown
switch(config-if-vrrp)#

VRRP情報を表示します。（任意） show vrrp

例：

ステップ 7

switch(config-if-vrrp)# show vrrp
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目的コマンドまたはアクション

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 8

switch(config-if-vrrp)# copy running-config
startup-config

VRRPプライオリティの設定
仮想ルータの有効なプライオリティ範囲は 1～ 254です（1が最下位、254が最上位のプライ
オリティ）。バックアップのデフォルトのプライオリティ値は100です。インターフェイスア
ドレスがプライマリ仮想 IPアドレスと同じスイッチ（プライマリ）の場合、デフォルト値は
255です。

始める前に

VRRP機能が有効になっていることを確認します（VRRPの設定のセクションを参照）。

インターフェイス上で IPアドレスを設定していることを確認します（IPv4アドレス指定の設
定のセクションを参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface -type slot/port

3. no switchport
4. vrrp number

5. shutdown
6. priority level [ forwarding-threshold lower lower-value upper upper-value ]
7. no shutdown

8. （任意） show vrrp

9. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。

interface interface -type slot/port

例：

ステップ 2

switch(config)#
switch(config-if)# interface ethernet 2/1
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目的コマンドまたはアクション

そのインターフェイスを、レイヤ 3ルーテッドイン
ターフェイスとして設定します。

no switchport

例：

ステップ 3

switch(config-if)# no switchport

仮想ルータグループを作成します。範囲は 1～ 255
です。

vrrp number

例：

ステップ 4

switch(config-if)# vrrp 250
switch(config-if-vrrp)#

VRRPグループを無効にします。デフォルトでは無
効です。

shutdown

例：

ステップ 5

switch(config-if-vrrp)# shutdown
switch(config-if-vrrp)#

VRRPグループでのアクティブルータ選択に使用す
るプライオリティレベルを設定します。レベルの範

priority level [ forwarding-threshold lower lower-value
upper upper-value ]

例：

ステップ 6

囲は 1〜 254です。バックアップの場合、デフォル
トは100です。インターフェイス IPアドレスが仮想
IPアドレスと等しいプライマリの場合は 255です。

switch(config-if-vrrp)# priority 60
forwarding-threshold lower 40 upper 50

VRRPグループを有効にします。デフォルトでは無
効です。

no shutdown

例：

ステップ 7

switch(config-if-vrrp)# no shutdown
switch(config-if-vrrp)#

VRRP情報を表示します。（任意） show vrrp

例：

ステップ 8

switch(config-if-vrrp)# show vrrp

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 9

switch(config-if-vrrp)# copy running-config
startup-config

VRRP認証の設定
VRRPグループに単純なテキスト認証を設定できます。

始める前に

ネットワークのすべての VRRPスイッチで認証設定が同じであることを確認します。

VRRP機能が有効になっていることを確認します（VRRPの設定のセクションを参照）。
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インターフェイス上で IPアドレスを設定していることを確認します（IPv4アドレス指定の設
定のセクションを参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface -type slot/port

3. no switchport
4. vrrp number

5. shutdown
6. authentication text password

7. no shutdown

8. （任意） show vrrp

9. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。

interface interface -type slot/port

例：

ステップ 2

switch(config)#
switch(config-if)# interface ethernet 2/1

そのインターフェイスを、レイヤ 3ルーテッドイン
ターフェイスとして設定します。

no switchport

例：

ステップ 3

switch(config-if)# no switchport

仮想ルータグループを作成します。範囲は 1～ 255
です。

vrrp number

例：

ステップ 4

switch(config-if)# vrrp 250
switch(config-if-vrrp)#

VRRPグループを無効にします。デフォルトでは無
効です。

shutdown

例：

ステップ 5

switch(config-if-vrrp)# shutdown
switch(config-if-vrrp)#

単純なテキスト認証オプションを指定し、キーネー

ムパスワードを指定します。キーネームの範囲は 1
authentication text password

例：

ステップ 6

～ 255文字です。16文字以上を推奨します。テキス
トパスワードは、英数字で最大 8文字です。

switch(config-if-vrrp)# authentication text
cisco123
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目的コマンドまたはアクション

VRRPグループを有効にします。デフォルトでは無
効です。

no shutdown

例：

ステップ 7

switch(config-if-vrrp)# no shutdown
switch(config-if-vrrp)#

VRRP情報を表示します。（任意） show vrrp

例：

ステップ 8

switch(config-if-vrrp)# show vrrp

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 9

switch(config-if-vrrp)# copy running-config
startup-config

例

アドバタイズメントパケットのタイムインターバルの設定

アドバタイズメントパケットのタイムインターバルを設定できます。

始める前に

VRRP機能が有効になっていることを確認します（VRRPの設定のセクションを参照）。

インターフェイス上で IPアドレスを設定していることを確認します（IPv4アドレス指定の設
定のセクションを参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface -type slot/port

3. no switchport
4. vrrp number

5. shutdown
6. advertisement-interval seconds

7. no shutdown

8. （任意） show vrrp

9. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。

interface interface -type slot/port

例：

ステップ 2

switch(config)#
switch(config-if)# interface ethernet 2/1

そのインターフェイスを、レイヤ 3ルーテッドイン
ターフェイスとして設定します。

no switchport

例：

ステップ 3

switch(config-if)# no switchport

仮想ルータグループを作成します。範囲は 1～ 255
です。

vrrp number

例：

ステップ 4

switch(config-if)# vrrp 250
switch(config-if-vrrp)#

VRRPグループを無効にします。デフォルトでは無
効です。

shutdown

例：

ステップ 5

switch(config-if-vrrp)# shutdown
switch(config-if-vrrp)#

アドバタイズメントフレームの送信間隔を秒数で設

定します。有効な範囲は 1～ 254です。デフォルト
値は 1秒です。

advertisement-interval seconds

例：

switch(config-if-vrrp)# advertisement-interval 15

ステップ 6

VRRPグループを有効にします。デフォルトでは無
効です。

no shutdown

例：

ステップ 7

switch(config-if-vrrp)# no shutdown
switch(config-if-vrrp)#

VRRP情報を表示します。（任意） show vrrp

例：

ステップ 8

switch(config-if-vrrp)# show vrrp

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 9

switch(config-if-vrrp)# copy running-config
startup-config
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例

プリエンプションのディセーブル化

VRRPグループメンバーのプリエンプションをディセーブルにできます。プリエンプションを
ディセーブルにした場合は、プライオリティのより高いバックアップルータが、プライオリ

ティのより低いプライマリルータを引き継ぐことはありません。プリエンプションはデフォル

トで有効です。

始める前に

VRRP機能が有効になっていることを確認します（VRRPの設定のセクションを参照）。

インターフェイス上で IPアドレスを設定していることを確認します（IPv4アドレス指定の設
定のセクションを参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface -type slot/port

3. no switchport
4. vrrp number

5. shutdown
6. no preempt
7. no shutdown

8. （任意） show vrrp

9. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。

interface interface -type slot/port

例：

ステップ 2

switch(config)#
switch(config-if)# interface ethernet 2/1

そのインターフェイスを、レイヤ 3ルーテッドイン
ターフェイスとして設定します。

no switchport

例：

ステップ 3

switch(config-if)# no switchport
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目的コマンドまたはアクション

仮想ルータグループを作成します。範囲は 1～ 255
です。

vrrp number

例：

ステップ 4

switch(config-if)# vrrp 250
switch(config-if-vrrp)#

VRRPグループを無効にします。デフォルトでは無
効です。

shutdown

例：

ステップ 5

switch(config-if-vrrp)# shutdown
switch(config-if-vrrp)#

preemptオプションをディセーブルにして、プライ
オリティが上位のバックアップが使用されてもプラ

イマリが変わらないようにします。

no preempt

例：

switch(config-if-vrrp)# no preempt

ステップ 6

VRRPグループを有効にします。デフォルトでは無
効です。

no shutdown

例：

ステップ 7

switch(config-if-vrrp)# no shutdown
switch(config-if-vrrp)#

VRRP情報を表示します。（任意） show vrrp

例：

ステップ 8

switch(config-if-vrrp)# show vrrp

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 9

switch(config-if-vrrp)# copy running-config
startup-config

VRRPインターフェイスステートトラッキングの設定
インターフェイスのステート追跡機能では、スイッチ内の他のインターフェイスのステートに

基づいて、仮想ルータのプライオリティが変更されます。トラッキング対象のインターフェイ

スがダウンしたり、IPアドレスが削除されると、Cisco NX-OSはトラッキングのプライオリ
ティ値を仮想ルータに割り当てます。トラッキング対象のインターフェイスがオンライン状態

になり、IPアドレスがこのインターフェイスに設定されると、CiscoNX-OSは仮想ルータに設
定されていたプライオリティを復元します（VRRPプライオリティの設定を参照）。

インターフェイスステートトラッキングを動作させるには、インターフェイス上でプリエン

プションをイネーブルにする必要があります。

（注）

Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSユニキャストルーティング構成ガイド、リリース 10.3(x)
372

VRRPの設定

VRRPインターフェイスステートトラッキングの設定



VRRPはレイヤ 2インターフェイスのトラッキングをサポートしていません。（注）

始める前に

VRRP機能が有効になっていることを確認します（VRRPの設定のセクションを参照）。

インターフェイス上で IPアドレスを設定していることを確認します（IPv4アドレス指定の設
定のセクションを参照）。

仮想ルータが有効になっていることを確認します（VRRPグループの設定のセクションを参
照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface -type slot/port

3. no switchport
4. vrrp number

5. shutdown
6. track interface type number priority value

7. no shutdown

8. （任意） show vrrp

9. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。

interface interface -type slot/port

例：

ステップ 2

switch(config)#
switch(config-if)# interface ethernet 2/1

そのインターフェイスを、レイヤ 3ルーテッドイン
ターフェイスとして設定します。

no switchport

例：

ステップ 3

switch(config-if)# no switchport

仮想ルータグループを作成します。範囲は 1～ 255
です。

vrrp number

例：

ステップ 4

switch(config-if)# vrrp 250
switch(config-if-vrrp)#
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目的コマンドまたはアクション

VRRPグループを無効にします。デフォルトでは無
効です。

shutdown

例：

ステップ 5

switch(config-if-vrrp)# shutdown
switch(config-if-vrrp)#

VRRPグループのインターフェイスプライオリティ
トラッキングをイネーブルにします。プライオリ

ティの範囲は 1～ 254です。

track interface type number priority value

例：

switch(config-if-vrrp)# track interface ethernet
2/10 priority 254

ステップ 6

VRRPグループを有効にします。デフォルトでは無
効です。

no shutdown

例：

ステップ 7

switch(config-if-vrrp)# no shutdown
switch(config-if-vrrp)#

VRRP情報を表示します。（任意） show vrrp

例：

ステップ 8

switch(config-if-vrrp)# show vrrp

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 9

switch(config-if-vrrp)# copy running-config
startup-config

VRRPの設定の確認
VRRPの設定情報を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

すべてのグループについて、VRRPステータスを表示
します。

show vrrp

1つのVRRPグループについて、VRRPステータスを表
示します。

show vrrp vr group-number

インターフェイスの仮想ルータ設定を表示します。show vrrp interface interface-type port
vr number

VRRP統計情報の表示
VRRPの統計情報を表示するには、次のコマンドを使用します。
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目的コマンド

仮想ルータ情報を表示します。show vrrp statistics interface interface-type port vr number

VRRPの統計情報を表示します。show vrrp statistics

特定のインターフェイスについて、IPv4 VRRP統計情報を消去するには、clear vrrp vrコマン
ドを使用します。

VRRPの設定例
この例では、ルータAとルータBはそれぞれ 3つのVRRPグループに属しています。コンフィ
ギュレーションにおいて、各グループのプロパティは次のとおりです。

•グループ 1：

•仮想 IPアドレスは 10.1.0.10です。

•ルータ Aは優先順位 120で、このグループのプライマリになります。

•アドバタイズインターバルは 3秒です。

•プリエンプションはイネーブルです。

•グループ 5：

•ルータ Bは優先順位 200で、このグループのマスターになります。

•アドバタイズインターバルは 30秒です。

•プリエンプションはイネーブルです。

•グループ 100：

•ルータ Aは、IPアドレスが上位（10.1.0.2）なので、このグループのプライマリにな
ります。

•アドバタイズインターバルはデフォルトの 1秒です。

•プリエンプションはディセーブルです。

ルータ A
interface ethernet 1/0
no switchport

ip address 10.1.0.2/16
no shutdown
vrrp 1
priority 120
authentication text cisco
advertisement-interval 3
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address 10.1.0.10
no shutdown
vrrp 5
priority 100
advertisement-interval 30
address 10.1.0.50
no shutdown
vrrp 100
no preempt
address 10.1.0.100
no shutdown

ルータ B
interface ethernet 1/0
no switchport

ip address 10.2.0.1/2
no shutdown
vrrp 1
priority 100
authentication text cisco
advertisement-interval 3
address 10.2.0.10
no shutdown

vrrp 5
priority 200
advertisement-interval 30
address 10.2.0.50
no shutdown
vrrp 100
no preempt
address 10.2.0.100
no shutdown

その他の参考資料
VRRPの実装に関連する詳細情報については、次の項を参照してください。

•関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Configuring HSRP』Hot Standby Router Protocolの設
定

『Cisco Nexus 3000 Series Command Reference』VRRP CLIコマンド
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第 18 章

オブジェクトトラッキングの設定

この章では、CiscoNX-OSスイッチ上でオブジェクトトラッキングを設定する方法について説
明します。

この章は、次の項で構成されています。

•オブジェクトトラッキングについて（377ページ）
•オブジェクトトラッキングに関する注意事項と制約事項（379ページ）
•オブジェクトトラッキングのデフォルト設定（379ページ）
•オブジェクトトラッキングの設定（379ページ）
•オブジェクトトラッキングの設定の確認（390ページ）
•オブジェクトトラッキングの設定例（390ページ）
•その他の参考資料（390ページ）

オブジェクトトラッキングについて
オブジェクトトラッキングを使用すると、インターフェイスラインプロトコルステート、IP
ルーティング、ルート到達可能性などの、スイッチ上の特定のオブジェクトをトラッキング

し、トラッキング対象オブジェクトのステートが変化したときに対処できます。この機能によ

り、ネットワークのアベイラビリティが向上し、オブジェクトがダウンした場合のリカバリ時

間が短縮されます。

オブジェクトトラッキングの概要

オブジェクトトラッキング機能を使用すると、トラッキング対象オブジェクトを作成できま

す。複数のクライアントでこのオブジェクトを使用し、トラッキング対象オブジェクトが変化

したときのクライアント動作を変更できます。複数のクライアントがそれぞれの関心をトラッ

キングプロセスに登録し、同じオブジェクトをトラッキングし、オブジェクトのステートが変

化したときに異なるアクションを実行します。

クライアントには次の機能が含まれます。

•ホットスタンバイ冗長プロトコル（HSRP）
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•仮想ルータ冗長プロトコル（VRRP）

• Embedded Event Manager（EEM）

オブジェクトトラッキングは、トラッキング対象オブジェクトのステータスをモニタし、変更

があった場合は関係クライアントに伝えます。各トラッキング対象オブジェクトは、一意の番

号で識別します。クライアントはこの番号を使用して、トラッキング対象オブジェクトのス

テートが変化したときに実行するアクションを設定できます。

Cisco NX-OSがトラッキングするオブジェクトタイプは、次のとおりです。

•インターフェイスラインプロトコルステート：ラインプロトコルステートがアップまた
はダウンかどうかをトラッキングします。

•インターフェイス IPルーティングステート：インターフェイスに IPv4アドレスが設定さ
れていて、IPv4ルーティングがイネーブルでアクティブかどうかをトラッキングします。

• IPルート到達可能性：IPv4ルートが存在していて、ローカルスイッチから到達可能かど
うかをトラッキングします。

たとえば、HSRPを設定すると、冗長ルータの 1つをネットワークの他の部分に接続するイン
ターフェイスのラインプロトコルをトラッキングできます。そのリンクがダウンした場合、影

響のある HSRPルータのプライオリティを変更できます。

オブジェクトトラッキングリスト

オブジェクトトラッキングリストを使用すると、複数のオブジェクトのステートをまとめて

トラッキングできます。オブジェクトトラッキングリストは次の機能をサポートします。

•ブール「and」機能：トラッキングリストオブジェクトがアップになるには、トラッキン
グリスト内に定義された各オブジェクトがアップ状態である必要があります。

•ブール「or」機能：トラッキング対象オブジェクトがアップになるには、トラッキングリ
スト内に定義された少なくとも1つのオブジェクトがアップ状態である必要があります。

•しきい値パーセンテージ：トラッキング対象リストに含まれるアップオブジェクトのパー
センテージが、アップ状態になるトラッキングリストの設定されたアップしきい値を上

回っている必要があります。トラッキング対象リストに含まれるダウンオブジェクトの

パーセンテージが設定されたトラッキングリストのダウンしきい値を上回っている場合、

トラッキング対象リストはダウンとしてマークされます。

•しきい値の重み：トラッキング対象リスト内の各オブジェクトに重み値を割り当て、ト
ラッキングリストに重みしきい値を割り当てます。すべてのアップオブジェクトの重み

値の合計がトラッキングリストの重みアップしきい値を超えている場合、トラッキング

リストはアップ状態になります。すべてのダウンオブジェクトの重み値の合計がトラッキ

ングリストの重みダウンしきい値を超えている場合、トラッキングリストはダウン状態

になります。
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トラックリストの詳細については、「ブール式を含むオブジェクトトラッキングリストの設

定」を参照してください。

仮想化のサポート

オブジェクトトラッキングは仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスをサポートし
ます。デフォルトでは、特に別の VRFを設定しない限り、Cisco NX-OSはユーザーをデフォ
ルトの VRFに配置します。Cisco NX-OSはデフォルトで、デフォルト VRFのオブジェクトの
ルート到達可能ステートをトラッキングします。別の VRFのオブジェクトをトラッキングす
る場合は、オブジェクトをその VRFのメンバとして設定する必要があります（非デフォルト
VRFに対するオブジェクトトラッキングの設定」の項を参照）。

オブジェクトトラッキングに関する注意事項と制約事項
オブジェクトトラッキング設定時の注意事項および制約事項は、次のとおりです。

•最大 500のトラッキング対象オブジェクトをサポートします。

•イーサネット、サブインターフェイス、トンネル、ポートチャネル、ループバックイン
ターフェイス、および VLANインターフェイスをサポートします。

• HSRPグループごとに 1つのトラッキング対象オブジェクトをサポートします。

オブジェクトトラッキングのデフォルト設定
下の表に、オブジェクトトラッキングパラメータのデフォルト設定を示します。

表 21 :デフォルトのオブジェクトトラッキングパラメータ

デフォルトパラメータ

デフォルト VRFのメン
バ

Tracked Object
VRF

オブジェクトトラッキングの設定

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能に対応する Cisco NX-OSコマンドは通常使用す
る Cisco IOSコマンドと異なる場合があるので注意してください。

（注）
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インターフェイスに対するオブジェクトトラッキングの設定

インターフェイスのラインプロトコルまたは IPv4ルーティングの状態をトラッキングするよ
うに Cisco NX-OSを設定できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. track object-id interface interface-type number { ip routing | line-protocol }
3. （任意） show track [ object-id ]
4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイスのトラッキング対象オブジェクト

を作成し、トラッキングコンフィギュレーション

track object-id interface interface-type number { ip
routing | line-protocol }

例：

ステップ 2

モードを開始します。object-idの範囲は 1～ 500で
す。switch(config)# track 1 interface ethernet 1/2

line-protocol
switch(config-track#

オブジェクトのトラッキング情報を表示します。（任意） show track [ object-id ]

例：

ステップ 3

switch(config-track)# show track 1

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config-track)# copy running-config
startup-config

例

Ethernet 1/2上でラインプロトコルステートのオブジェクトトラッキングを設定する
例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# track 1 interface ethernet 1/2 line-protocol
switch(config-track)# copy running-config startup-config

Ethernet 1/2上で IPv4ルーティングステートのオブジェクトトラッキングを設定する
例を示します。
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switch# configure terminal
switch(config)# track 2 interface ethernet 1/2 ip routing
switch(config-track)# copy running-config startup-config

ルート到達可能性に対するオブジェクトトラッキングの設定

IPルートの存在および到達可能性をトラッキングするように Cisco NX-OSを設定できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. track object-id ip route prefix/length reachability

3. （任意） show track [ object-id ]
4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ルートのトラッキング対象オブジェクトを作成し、

トラッキングコンフィギュレーションモードを開

track object-id ip route prefix/length reachability

例：

ステップ 2

始します。object-idの範囲は 1～ 500です。IPのプswitch(config)# track 2 ip route 192.0.2.0/8
reachability
switch(config-track)#

レフィックスフォーマットは A.B.C.D/lengthです。
lengthの範囲は 1～ 32です。

オブジェクトのトラッキング情報を表示します。（任意） show track [ object-id ]

例：

ステップ 3

switch(config-track)# show track 1

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config-track)# copy running-config
startup-config

例

次に、デフォルト VRFで IPv4ルートのオブジェクトトラッキングを設定する例を示
します。

switch# configure terminal
switch(config)# track 4 ip route 192.0.2.0/8 reachability
switch(config-track)# copy running-config startup-config
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ブール式を含むオブジェクトトラッキングリストの設定

複数のトラッキング対象オブジェクトを含むオブジェクトトラッキングリストを設定できま

す。トラッキング対象リストには 1つまたは複数のオブジェクトが含まれます。ブール式で
は、「and」または「or」演算子を使用して 2種類の演算を実行できます。たとえば、「and」
演算子を使用して2つのインターフェイスをトラッキングする場合、「アップ」は両方のイン
ターフェイスがアップであることを意味し、「ダウン」はどちらかのインターフェイスがダウ

ンであることを意味します。

手順の概要

1. configure terminal
2. track track-number list boolean { and | or }
3. object object-id [ not ]
4. （任意） show track

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

トラッキング対象リストオブジェクトを設定し、ト

ラッキング設定モードを開始します。トラッキング

track track-number list boolean { and | or }

例：

ステップ 2

対象リストのステートがブール式に基づいて決まる

ことを指定します。キーワードは次のとおりです。
switch(config)# track 1 list boolean and
switch(config-track#

• and：すべてのオブジェクトがアップである場合
にリストがアップになり、1つ以上のオブジェ
クトがダウンの場合にリストがダウンになるこ

とを指定します。たとえば 2つのインターフェ
イスをトラッキングする場合、アップは両方の

インターフェイスがアップ状態であることを表

し、ダウンはいずれかのインターフェイスがダ

ウン状態であることを表します。

• or：少なくとも 1つのオブジェクトがアップで
あればリストがアップになるように指定しま

す。たとえば 2つのインターフェイスをトラッ
キングする場合、アップはいずれか一方のイン

ターフェイスがアップ状態であることを意味

し、ダウンは両方のインターフェイスがダウン

状態であることを意味します。
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目的コマンドまたはアクション

track-numberの範囲は 1～ 500です。

トラッキングリストにトラッキング対象オブジェク

トを追加します。object-idの範囲は 1～ 500です。
object object-id [ not ]

例：

ステップ 3

オプションの notキーワードを指定すると、トラッswitch(config-track)# object 10
キング対象オブジェクトのステートが否定されま

す。

例では、オブジェクト 10がアップのと
きに、トラッキング対象リストがオブ

ジェクト10をダウンとして検出します。

（注）

オブジェクトのトラッキング情報を表示します。（任意） show track

例：

ステップ 4

switch(config-track)# show track

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config-track)# copy running-config
startup-config

例

次に、複数のオブジェクトを含むトラッキングリストをブール「and」で設定する例
を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# track 1 list boolean and
switch(config-track)# object 10
switch(config-track)# object 20 not

パーセンテージしきい値を含むオブジェクトトラッキングリストの

設定

パーセンテージしきい値を含むオブジェクトトラッキングリストを設定できます。トラッキ

ング対象リストには1つまたは複数のオブジェクトが含まれます。トラッキングリストがアッ
プ状態になるには、アップオブジェクトのパーセンテージがトラッキングリストに設定され

たパーセントしきい値を超えている必要があります。たとえば、追跡対象リストに3つのオブ
ジェクトが含まれており、アップしきい値を60%に設定した場合は、2つのオブジェクト（全
オブジェクトの 66 %）がアップ状態になるまで、追跡リストがアップ状態になりません。

手順の概要

1. configure terminal
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2. track track-number list threshold percentage
3. threshold percentage up up-value down down-value

4. （任意） object [ object-id ]
5. （任意） show track

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

トラッキング対象リストオブジェクトを設定し、ト

ラッキング設定モードを開始します。トラッキング

track track-number list threshold percentage

例：

ステップ 2

対象リストのステートが設定されたしきい値パーセ

ントに基づいて決まることを指定します。
switch(config)# track 1 list threshold percentage
switch(config-track#

track-numberの範囲は 1～ 500です。

トラッキング対象リストのしきい値パーセントを設

定します。指定できる範囲は 0～ 100%です。
threshold percentage up up-value down down-value

例：

ステップ 3

switch(config-track)# threshold percentage up 70
down 30

トラッキングリストにトラッキング対象オブジェク

トを追加します。object-idの範囲は 1～ 500です。
（任意） object [ object-id ]

例：

ステップ 4

switch(config-track)# object 10

オブジェクトのトラッキング情報を表示します。（任意） show track

例：

ステップ 5

switch(config-track)# show track

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

switch(config-track)# copy running-config
startup-config

例

次に、アップしきい値が 70 %でダウンしきい値が 30 %の追跡リストを設定する例を
示します。

switch# configure terminal
switch(config)# track 1 list threshold percentage
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switch(config-track)# threshold percentage up 70 down 30
switch(config-track)# object 10
switch(config-track)# object 20
switch(config-track)# object 30

重みしきい値を含むオブジェクトトラッキングリストの設定

重みしきい値を含むオブジェクトトラッキングリストを設定できます。トラッキング対象リ

ストには 1つまたは複数のオブジェクトが含まれます。トラッキングリストがアップステー
トになるには、アップオブジェクトの重み値の合計がトラッキングリストに設定されたアッ

プ重みしきい値を超えている必要があります。たとえば、トラッキング対象リストに重み値が

デフォルトの 10である 3つのオブジェクトがあり、アップしきい値を 15に設定した場合、ト
ラッキングリストがアップ状態になるには、2つのオブジェクトがアップ状態になる（重み値
の合計が 20になる）必要があります。

手順の概要

1. configure terminal
2. track track-number list threshold weight
3. threshold weight up up-value down down-value

4. object object-id weight value

5. （任意） show track

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

トラッキング対象リストオブジェクトを設定し、ト

ラッキング設定モードを開始します。トラッキング

track track-number list threshold weight

例：

ステップ 2

対象リストのステートが設定されたしきい値重みに

基づいて決まることを指定します。
switch(config)# track 1 list threshold weight
switch(config-track#

track-numberの範囲は 1～ 500です。

トラッキング対象リストのしきい値重みを設定しま

す。指定できる範囲は 1～ 255です。
threshold weight up up-value down down-value

例：

ステップ 3

switch(config-track)# threshold weight up 30 down
10

トラッキングリストにトラッキング対象オブジェク

トを追加します。object-idの範囲は 1～ 500です。
object object-id weight value

例：

ステップ 4

Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSユニキャストルーティング構成ガイド、リリース 10.3(x)
385

オブジェクトトラッキングの設定

重みしきい値を含むオブジェクトトラッキングリストの設定



目的コマンドまたはアクション

valueの範囲は 1～ 255です。デフォルトの重み値は
10です。

switch(config-track)# object 10 weight 15

オブジェクトのトラッキング情報を表示します。（任意） show track

例：

ステップ 5

switch(config-track)# show track

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

switch(config-track)# copy running-config
startup-config

例

次に、トラッキングリストのアップ重みしきい値を 30、ダウンしきい値を 10にそれ
ぞれ設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# track 1 list threshold weight
switch(config-track)# threshold weight up 30 down 10
switch(config-track)# object 10 weight 15
switch(config-track)# object 20 weight 15
switch(config-track)# object 30

この例では、オブジェクト 10とオブジェクト 20がアップの場合にトラッキングリス
トがアップになり、3つのオブジェクトがすべてダウンの場合にトラッキングリスト
がダウンになります。

オブジェクトトラッキングの遅延の設定

トラッキング対象オブジェクトまたはオブジェクトトラッキングリストに対して、オブジェ

クトまたはリストがステートの変化を開始したときに適用する遅延を設定できます。トラッキ

ング対象オブジェクトまたはトラッキングリストは、ステートの変化が発生したときに遅延タ

イマーを開始しますが、遅延タイマーが切れるまでステートの変化を認識しません。遅延タイ

マーが切れると、Cisco NX-OSは再びオブジェクトのステートを確認し、オブジェクトまたは
リストが現在も変更されたステートのままだった場合にだけステートの変化を記録します。オ

ブジェクトトラッキングは遅延タイマーが切れる前の中間的なステートの変化を無視します。

たとえば、インターフェイスラインプロトコルのトラッキング対象オブジェクトがアップス

テートであり、ダウン遅延が 20秒に設定されている場合は、ラインプロトコルがダウンにな
ると遅延タイマーが開始します。20秒後にラインプロトコルがダウンになっていなければ、
このオブジェクトはダウンステートになりません。
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トラッキング対象オブジェクトまたはトラッキングリストには、独立したアップ遅延とダウン

遅延を設定できます。遅延を削除すると、オブジェクトトラッキングからアップ遅延とダウン

遅延の両方が削除されます。

遅延は任意の時点で変更できます。オブジェクトまたはリストがトリガーされたイベントから

遅延タイマーをすでにカウントしている場合は、次のようにして新しい遅延が計算されます。

•新しい設定値が古い設定値より小さい場合は、新しい値でタイマーが開始します。

.
•新しい設定値が古い設定値より大きい場合は、新しい設定値から現在のタイマーのカウン
トダウンを引き、古い設定値を引いたものがタイマーになります。

手順の概要

1. configure terminal
2. track object- id { parameters }
3. track track-number list{ parameters }
4. delay { up up-time [down down-time ] | down down-time [ up up-time]}
5. （任意） show track

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ルートのトラッキング対象オブジェクトを作成し、

トラッキングコンフィギュレーションモードを開

track object- id { parameters }

例：

ステップ 2

始します。object-idの範囲は 1～ 500です。IPのプswitch(config)# track 2 ip route 192.0.2.0/8
reachability
switch(config-track)#

レフィックスフォーマットは A.B.C.D/lengthです。
lengthの範囲は 1～ 32です。

トラッキング対象リストオブジェクトを設定し、ト

ラッキング設定モードを開始します。トラッキング

track track-number list{ parameters }

例：

ステップ 3

対象リストのステートが設定されたしきい値重みに

基づいて決まることを指定します。
switch(config)# track 1 list threshold weight
switch(config-track#

track-numberの範囲は 1～ 500です。

オブジェクトの遅延タイマーを設定します。指定で

きる範囲は 0～ 180秒です。
delay { up up-time [down down-time ] | down down-time
[ up up-time]}

例：

ステップ 4

switch(config-track)# delay up 20 down 30

Cisco Nexus 3548スイッチ NX-OSユニキャストルーティング構成ガイド、リリース 10.3(x)
387

オブジェクトトラッキングの設定

オブジェクトトラッキングの遅延の設定



目的コマンドまたはアクション

オブジェクトのトラッキング情報を表示します。（任意） show track

例：

ステップ 5

switch(config-track)# show track

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

switch(config-track)# copy running-config
startup-config

例

次に、ルートのオブジェクトトラッキングを設定し、遅延タイマーを使用する例を示

します。

switch# configure terminal
switch(config)# track 2 ip route 209.165.201.0/8 reachability
switch(config-track)# delay up 20 down 30
switch(config-track)# copy running-config startup-config

次に、トラッキングリストのアップ重みしきい値を 30、ダウンしきい値を 10にそれ
ぞれ設定し、遅延タイマーを使用する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# track 1 list threshold weight
switch(config-track)# threshold weight up 30 down 10
switch(config-track)# object 10 weight 15
switch(config-track)# object 20 weight 15
switch(config-track)# object 30
switch(config-track)# delay up 20 down 30

次に、インターフェイスがシャットダウンする前後の show trackコマンドの出力に表
示された遅延タイマーの例を示します。

switch(config-track)# show track
Track 1
Interface loopback1 Line Protocol
Line Protocol is UP
1 changes, last change 00:00:13
Delay down 10 secs

switch(config-track)# interface loopback 1
switch(config-if)# shutdown
switch(config-if)# show track
Track 1
Interface loopback1 Line Protocol
Line Protocol is delayed DOWN (8 secs remaining)<------- delay timer counting down
1 changes, last change 00:00:22
Delay down 10 secs

非デフォルト VRFに対するオブジェクトトラッキングの設定
特定の VRFでオブジェクトをトラッキングするように Cisco NX-OSを設定できます。
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手順の概要

1. configure terminal
2. track object-id ip route prefix/length reachability
3. vrf member vrf-name

4. （任意） show track [ object-id ]
5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ルートのトラッキング対象オブジェクトを作成し、

トラッキングコンフィギュレーションモードを開

track object-id ip route prefix/length reachability

例：

ステップ 2

始します。object-idの範囲は 1～ 500です。IPのプswitch(config)# track 2 ip route 192.0.2.0/8
reachability
switch(config-track)#

レフィックスフォーマットは A.B.C.D/lengthです。
lengthの範囲は 1～ 32です。

設定されたオブジェクトのトラッキングに使用する

VRFを設定します。
vrf member vrf-name

例：

ステップ 3

switch(config-track)# vrf member Red

オブジェクトのトラッキング情報を表示します。（任意） show track [ object-id ]

例：

ステップ 4

switch(config-track)# show track 3

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config-track)# copy running-config
startup-config

例

ルートのオブジェクトトラッキングを設定し、VRF Redを使用して、そのオブジェク
トの到達可能性情報を調べる例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# track 2 ip route 209.165.201.0/8 reachability
switch(config-track)# vrf member Red
switch(config-track)# copy running-config startup-config

次に、トラッキング対象オブジェクト 2を変更して、VRFRedの代わりにVRFBlueを
使用してこのオブジェクトの到達可能性情報を調べるようにする例を示します。
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switch# configure terminal
switch(config)# track 2
switch(config-track)# vrf member Blue
switch(config-track)# copy running-config startup-config

オブジェクトトラッキングの設定の確認
オブジェクトトラッキングの設定情報を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

1つまたは複数のオブジェクトについて、オブジェクト
トラッキング情報を表示します。

show track [ object-id ] [ brief ]

インターフェイスベースのオブジェクトトラッキング

情報を表示します。

show track [ object-id ] interface [brief
]

IPv4ルートベースのオブジェクトトラッキング情報を
表示します。

show track [ object-id ] ip-route [brief
]

オブジェクトトラッキングの設定例
次の例は、ルート到達可能性に対してオブジェクトトラッキングを設定し、VRF Redを使用
してルートの到達可能性情報を調べる方法を示しています。

switch# configure terminal
switch(config)# track 2 ip route 209.165.201.0/8 reachability
switch(config-track)# vrf member Red
switch(config-track)# copy running-config startup-config

その他の参考資料
オブジェクトトラッキングの実装に関連する詳細情報については、次の項を参照してくださ

い。

•関連資料

•標準
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関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco Nexus 3000 Series Command Reference』オブジェクトトラッキング CLIコマン
ド

CiscoNexus 3548スイッチNX-OSシステム管理構成
ガイド

Embedded Event Managerの設定

標準

タイト

ル

標準

—この機能でサポートされる新規の標準または変更された標準はありません。また、

既存の標準のサポートは変更されていません。
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関連資料

https://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/nexus-3000-series-switches/products-command-reference-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/nexus3548/sw/system_mgmt/602/b_N3548_System_Management_Config_602A11.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/nexus3548/sw/system_mgmt/602/b_N3548_System_Management_Config_602A11.html
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付録 A
IETF RFC

この付録は、サポートされている IETF RFCの一覧です。

• IETF RFC（393ページ）

IETF RFC
BGPの RFC

タイトルRFC

BGPコミュニティの属性RFC 1997

TCP MD5シグネチャオプションを使用した BGPセッションの保

護

RFC 2385

BGPルートフラップダンピングRFC 2439

ドメインルート間集約のフレームワークRFC 2519

BGP-4のマルチプロトコル拡張RFC 2858

BGPの自律システム連合RFC 3065

BGP-4による機能のアドバタイズメントRFC 3392

ボーダーゲートウェイプロトコル 4 (BGP-4)RFC 4271

BGP-4の管理対象オブジェクトの定義RFC 4273

BGPルートリフレクション:フルメッシュ内部 BGP (IBGP)の代替RFC 4456

BGP Cease通知メッセージのサブコードRFC 4486

4オクテット AS番号スペースの BGPサポートRFC 4893

1つの外部から別の外部への BGP最良パス移行の回避RFC 5004
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タイトルRFC

BGP4-MIBdraft-ietf-idr-bgp4-mib-15.txt

ファーストホップ冗長プロトコルの RFC

タイトルRFC

『Hot Standby Redundancy Protocol』RFC
2281

『Virtual Router Redundancy Protocol』RFC
3768

IPサービスに関する RFCの参考資料

タイトルRFC

UDPRFC786

IPRFC791

ICMPRFC792

[TCP]RFC793

『ARP』RFC826

『Proxy ARP』RFC
1027

『DNS Client』RFC
1591

『IPv4 routers』RFC
1812

OSPFの RFC

タイトルRFC

『OSPF Version 2』RFC
2328

『The OSPF Not-So-Stubby Area (NSSA) Option』RFC
3101

『The OSPF Opaque LSA Option』RFC
2370

『OSPF Stub Router Advertisement』RFC
3137
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RIPの RFC

タイトルRFC

RIPバージョン 2RFC
2453

RIP-2 MD5認証RFC
2082
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


